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上白滝7遺跡 ナイフ形石器
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上白滝7遺跡 ナイフ形石器・彫器・掻器
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上白滝7遺跡 ブロック4~10接合預料(1)
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上白滝7遠跡 ブロック4~10接合洒料(2)
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湧別川と遺跡群 (1-流 ・西から）

湧別川と遺跡群 (I滋 ・東から）
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赤石山と遺踪群

• 
赤石山山頂と八号沢の黒曜石露頭
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赤石山八号沢の黒曜石露頭
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赤石山山頂の黒色黒曜石

赤石山球顆の沢 柱状の黒曜石露頭



例 言

1 この報告書は、一般国道450号白滝村白滝道路改良工事に伴い、平成9・10年度に財団法人北海

道埋蔵文化財センターが実施した白滝村上白滝（かみしらたき） 7遺跡の埋蔵文化財発掘調査に関

するものである。また、平成4・5年度に実施した範囲確認調査、平成 7-11年度に行った白滝遣

跡群の奥白滝11・服部台2・奥白滝 1. 上白滝8. 上白滝2. 上白滝 5. 上白滝6. 上白滝7. 北

支湧別 4遺跡の調査概要も報告する。

2 平成 7年度より行われている白滝遺跡群の調査の概要については、いくつかの機会に紹介してい

るが、上白滝 7遺跡に関しては、本書が優先する。

3 本書の作成は、第 1調査部第3調査課で行ったが、編集は長沼 孝、坂本尚史が担当し、各章ま

たは節•項の執筆は以下のとおりである。

II章 1・2: 鈴木宏行、 11章3・4、m章2 (3) ・ (4)、V章2: 直江康雄、

皿章 1 (5) ・2 (1) ・ (2) ・ (5)、V章3: 坂本尚史、

I章 5 (4) : 鈴木宏行・坂本尚史、 m章 1 (6)・ (7) : 坂本尚史・長沼 孝

I章 1-4、5 (1) - (3)・(5)、11章5、m章 1(1) - (4)・(8)・2 (6)、

V章 l: 4 : 長沼孝

4 作業の一部および年代測定・分析などは下記の機関または個人に依頼した。

現地測量・航空写真撮影およびデータ入力など：（樹シン技術コンサル

遺物写真撮影：（有）写真事務所クリーク（佐藤雅彦）

接合資料他実測用写真撮影：小川忠博

放射性炭素年代測定：（樹地球科学研究所 (W章 1)

黒曜石産地推定・水和層測定：（有）遺物分析研究所 (W章2)

地形・化石周氷河現象・テフラ調査：北海道大学大学院地球環境科学研究科

平川一臣、中村有吾、石川 守 (W章3)

5 現地の写真撮影は、随時調査員が行い、航空写真・遺物は、前述の会社が行った。

6 出土遺物は、白滝村教育委員会が、写真・データなどの記録類は財団法人北海道埋蔵文化財セン

ターが保管している。

7 調査にあたっては、下記の機関および人びとの指導ならびに協力をえた。（順不同、敬称略）

文化庁、青森県立郷土館、⑮岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、仙台市富沢遺跡保存館、

東北福祉大学、帥東京都埋蔵文化財センター、東京都立大学、明治大学考古学博物館、神奈川県立

埋蔵文化財センター、帥かながわ考古学財団、浦和市教育委員会、長野県埋蔵文化財センター、長

門町教育委員会、野尻湖ナウマンゾウ博物館、朝日村教育委員会、津南町教育委員会、沼津市教育

委員会、京都文化博物館、岡山理科大学、熊本県教育委員会、福岡市埋蔵文化財センター、多久市

教育委員会、鹿児島県埋蔵文化財センター、北海道教育委員会、北海道文化財保護協会、白滝村教

育委員会、丸瀬布町教育委員会、遠軽町教育委員会、北見市北網圏文化センター、常呂町教育委員

会、羅臼町教育委員会、釧路市埋蔵文化財調査センター、帯広百年記念館、名寄市北国博物館、下

川町教育委員会、千歳市教育委員会、今金町教育委員会、市立函館博物館、知内町教育委員会、

岡村道雄、土肥孝、小野有五、平川一臣、中村有吾、石川 守、林謙作、木村英明、

鶴丸俊明、吉崎昌一、長崎澗ー、梶原 洋、柳田俊雄、佐川正敏、工藤雅樹、岡本東三、安斎正人、

佐藤宏之、小野 昭、山田昌久、大沼克彦、阿部朝衛、安蒜政雄、島田和高、野口 淳、山科哲、



加藤晋平、小林達雄、谷口康浩、亀田直美、西本豊弘、織笠 昭、藁科哲男、稲田孝司、小林博昭、

富岡直人、小畑弘己、三宅徹也、大河原潤、丸山浩治、中川重紀、北村忠昭、須田良平、太田昭夫、

斎野裕彦、会田容弘、渋谷孝雄、松沢亜生、小菅将夫、栗島義明、舘野 孝、原川雄二、栗原伸好、

大塚健一、砂田佳弘、輿水達司、大竹憲昭、大竹幸恵、堤 隆、須藤隆司、谷和 隆、中村由克、

沢田敦、小熊博史、山本克、佐藤雅一、田中耕作、鈴木暁、高橋保雄、鈴木忠司、辻砲学、

佐藤良二、西田昌弘、麻柄一志、折尾 學、田中寿夫、岩永雅彦、木崎康弘、宮田栄二、牛ノ濱修、

肱岡隆夫、永野達郎、鎌田洋昭、山田悟郎、三野紀雄、松村愉文、太田敏量、北沢 実、山原敏朗、

大矢義明、今井真司、氏家敏文、鈴木邦輝、涌坂周一、西幸 隆、石川 朗、高橋理、大島秀俊、

村上章久、出穂雅実、高倉 純、大島直行、寺崎康史、長谷部一弘、高橋豊彦

記号等の説明

1 調査区域図および遺物分布図などの縮尺は、任意であるのですべてスケールを付けた。

2 遺物の縮尺は、実測図・写真とも、石器類は 1/2、接合資料および接合破片は 1/3としたが、

挿図に関してはすべてスケールを付けた。

3 調査区域図および遺物分布図など方位記号は真北を、レベルは標高（単位は m) を示す。

4 遺構や石器プロックについては以下の略号を使用した。

Sb: 石器プロック Cb: 炭化木片プロック

5 遺物分布図では以下の記号を用いた。また、母岩別接合資料に示した剥離工程の器種名は、（）

で示した略称を使用した。

●：剥片 (FK) ●：石刃 (BL) ●：縦長剥片 (LF) ●：削片 (SP)

M: 細石刃 (MB) z : 細石刃核 (MC) ◆：舟底形石器 (BT) A : 尖頭器 (PT)

● ：両面調整石器 (BF) *: ナイフ形石器 (KN) ▲：彫器 (BU) ■：掻器 (ES)

•: 錐形石器 (DR) ▼：削器 (SS) Y : 二次加工ある剥片 (RF) B: 石核 (CO)

II] : 石刃核 (BC)

6 接合資料の剥離工程は、剥離順序を古いものから新しいものへ矢印を用いて示した。番号は、接

合資料の実測図番号に対応している。また、数点が接合している状態で図示した資料に関しては、

それぞれに同じ番号を付けた。また、図示しなかった資料に関しては、 0印で示した。剥離工程で

示した各段階は遺物実測図中で矢印で区切った段階と同じである。

7 接合資料の分布図の接合線は、剥離順に矢印を付けた。また、矢印は接合資料実測図や剥離工程

で示した剥離段階毎に以下の線種で表現した。また、遺物が図示されているものは記号に実測図番

号を付けた。

：第 1段階 ----------・ : 第2段階 —•一•ー・ー•一•一•一•一•一•ー ：第3段階

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ：第4段階 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ：折れ

8 石質は掲載遺物の一覧表に示したが、黒曜石については、以下の 5種類に分けて示した。

黒曜石 1: 黒色 黒曜石2: 梨肌（黒色） 黒曜石3: 黒色に茶色が混じる（黒＞茶）

黒曜石4: 茶色に黒色が混じる（茶＞黒）

黒曜石 5: 黒色に紫がかった茶色が混じる（黒＞紫・茶）

ただし、黒曜石 2の梨肌で、黒曜石 3・4の色の特徴のあるものについては、黒曜石2の3また

は黒曜石2の4という形で表現する。

この分類は、破片の状態での観察であるので、同一母岩でも 2種類の特徴がみられる場合もある。
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図版64 プロック 4~10の石器'15)

1 母岩19・ 接合28(2) 掻器、石刃核等

2 母岩4・接合8(2) ナイフ形石器、剥片

3 母岩4. 接合7(2) ナイフ形石器、石核等

図版65 プロック 4~10の石器⑳

1 母岩44.接合66(2) ナイフ形石器、掻器等

2 母岩26・ 接合37(1) 接合資料

3 母岩26・ 接合37(2) 石刃核、剥片

4 母岩34・ 接合48(1) 接合資料

5 母岩34・接合48(2) ナイフ形石器、掻器等

図版66 プロック 4~10の石器向

1 母岩28.接合83(1) 接合資科

2 母岩22・接合33(1) 接合資料

3 母岩28・ 接合83(2) 石刃核、縦長剥片等

4 母岩22・接合33(2) 石刃核、剥片

図版67 プロック 4~10の石器函

1 母岩18・接合27(1) 接合資料

2 母岩18・接合27(2) 二次加工ある剥片、石刃核等

3 母岩31・接合43(1) 接合資料

図版68 プロック 4~10の石器'39)

1 母岩31・接合43(2) 石刃核、石刃等

2 母岩5・接合11(1) 接合資料

3 母岩 5 • 接合11(2) 石核、縦長剥片等

4 母岩5• 接合12(1) 接合賽料

5 母岩5・接合12(2) ナイフ形石器、石刃等

図版69 プロック 4~10の石器仰）

1 母岩34.接合58(1) 接合賓科

2 母岩34・接合58(2) ナイフ形石器、彫器等

3 母岩48・ 接合70(1) 接合資料

4 母岩48・接合70(2) ナイフ形石器、剥片

5 母岩59・ 接合59(1) 接合資料

6 母岩59・接合59(2) 彫器、石刃

7 母岩43・接合68(1) 接合資料

8 母岩43・接合68(2) 石核、剥片

図版70 プロック 4~10の石器(41)

1 母岩2・接合6(1) 接合資料

図版71 プロック 4~10の石器~2)

1 母岩2・接合6(2) 剥片

図版72 プロック 4~10の石器⑬

1 母岩2・接合6(3) 二次加工ある剥片、石核等

2 母岩15・接合24(1) 接合資料

3 母岩15・接合24(2) 石核、剥片

図版73 プロック 4~10の石器糾）

1 母岩38・ 接合56(1) 接合資科

図版74 プロック 4~10の石器(45)

1 母岩38・ 接合56(2) 剥片

図版75 プロック 4~10の石器(46)

1 母岩38・ 接合56(3) ナイフ形石器、石核等

2 母岩35・接合13(1) 接合査料

3 母岩35・接合13(2) 二次加工ある剥片、剥片

図版76 プロック 4~10の石器(41)

1 母岩35・接合13(3) 二次加工ある剥片、剥片

2 母岩35・接合32(1') 接合資料

3 母岩35・接合32(2) ナイフ形石器、剥片

4 母岩35・ 接合78(1) 接合資科

5 母岩35・ 接合78(2) 二次加工ある剥片、剥片

6 母岩30・接合42(1) 接合資料

図版77 プロック 4~10の石器⑱

1 母岩30・接合42(2) 二次加工ある剥片、剥片

2 母岩62・接合89(1) 接合資料

3 母岩62・接合89(2) 石核、縦長剥片

x
 



I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名 一般国道450号白滝村白滝道路改良工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者 北海道開発局網走開発建設部

受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名・所在地・調査面積・調査期間

調査年度 迫跡名 棘委鰊柄 所在地 調登面積(mり 調査期間（現地調査）

平成7年度 上白滝8I-20-91 紋別郡白滝村字上白滝179-1、181 6,600 平成 7年4月17日～平成8年3月25日

（平成 7年5月8日~10月25日）

平成8年度 上白滝81-20-91 紋別郡白滝村字上白滝179-1、181-2、181-3 10,212 平成8年4月11日～平成9年3月31日

上白滝2I-20-48 紋別郡白滝村字上白滝177-2、177-3 2,995 （平成8年5月8日~10月30日）

計 13,207 

平成9年度 奥白滝 lI-20-50 紋別郡白滝村字上白滝183-5 5,340 平成9年4月11日～平成10年3月31日

上白滝81-20-91 紋別郡白滝村字上白滝181-4、182-3 320 （平成9年5月6日--10月25日）

上白滝21-20-48 紋別郡白滝村字上白滝176-2、177-3 3,930 

上白滝51-20-88 紋別郡白滝村字上白滝123-3 3,728 

上白滝71-20-90 紋別郡白滝村字上白滝219-3 7,443 

計 20,761 

平成10年度 服部台21-20-13 紋別郡白滝村字奥白滝18-3 3,812 平成10年4月10日～平成11年3月31日

奥白滝 lI-20-50 紋別郡白滝村字上白滝183-5 2,067 （平成10年5月6日~10月24日）

上白滝51-20-88 紋別郡白滝村字上白滝123-3 4,132 

上白滝61-20-89 紋別郡白滝村字上白滝123-3、122-3 6,953 

上白滝7I-20-90 紋別郡白滝村字上白滝219-3 5,150 

上白滝8I-20-91 紋別郡白滝村字上白滝181-4 56 

北支湧別41-20-67 紋別郡白滝村字北支湧別97-1 5,472 

計 27,742 

平成11年度 奥白滝11I。20-65紋別郡白滝村字奥白滝52-5 505 平成11年4月1日～平成12年3月31日

服部台21-20-13 紋別郡白滝村字奥白滝18-3 2,002 （平成11年5月6日~7月4日）

計 2,507 

合計 70,717 

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 伊藤一夫（平成10年5月31日まで）

大澤満（平成10年6月8日から）

専務理事佐藤哲人（平成11年5月31日まで）

宮崎勝（平成11年6月1日から）

業務部長 山内清志（平成 9年3月31日まで）

北條雅洋（平成10年3月31日まで）

総務部長中田仁（平成10年4月1日から）

常務理事柴田忠昭（平成11年3月31日まで）

木村尚俊（平成11年8月16日から）

第1調査部長畑宏明（平成11年8月15日まで）

木村尚俊（平成11年8月16日から）

（兼務）

ー



2 調査体制

平成7年度 平成10年度

第 1調査部第3調査課課長長沼 孝（発掘担当者）第 1調査部第3調査課課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者） 同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

平成8年度 同 文化財保護主事坂本尚史

第 1調査部第3調査課課長長沼 孝（発掘担当者） 同 文化財保護主事鈴木宏行

同 文化財保護主事藤井浩（発掘担当者） 同 文化財保護主事直江康雄

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事坂本尚史 平成11年度

同 文化財保護主事鈴木宏行 第 1調査部第3調査課課長長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事直江康雄 同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任鈴木宏行

平成 9年度 同 文化財保護主事坂本尚史

第 1調査部第3調査課課長長沼 孝（発掘担当者） 同 文化財保護主事佐藤剛

同 主任 越田雅司（発掘担当者） 同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者） 同 文化財保護主事福井淳一

同 文化財保護主事坂本尚史

同 文化財保護主事鈴木宏行

同 文化財保護主事直江康雄

3 調査に至る経過

昭和62年に建設大臣によって指定された全国の高規格幹線道路網14,000kmのうち、北海道の整備道

路は、 1,828kmである。このうち日本道路公団が国土開発幹線道路の北海道縦貰・横断自動車道とし

て整備予定が1,378km、北海道開発局が一般国道の自動車専用道路として整備予定の 5路線（日高、

深川・留萌、旭川・紋別、帯広・広尾、函館・江差）が450kmとなっている。

旭川・紋別自動車道は、始点が旭川市で、比布町、愛別町、上川町、白滝村、丸瀬布町、遠軽町、

上湧別町、湧別町を経由して終点のオホーツク海に面した紋別市に至る延長130kmの路線である。こ

の路線のうち上川町上越から北見峠を抜ける上北トンネルを通り白滝村へ至る上越白滝道路について

は、白滝村における遺跡の密集地帯を通ることから、平成4年 7月に埋蔵文化財保護のための事前協

議書が北海道開発局網走開発建設部より北海道教育委員会あてに提出された。

同年8月の北海道教育委員会による所在確認調査を経て、平成 5年 7-11月には範囲確認調査が学

史的に知られた服部台・服部台2・白滝第4地点・白滝第30地点遺跡および国指定史跡「白滝遺跡」

の隣接地などにおいて行われ、 20haにおよぶ広範囲の遺跡が確認された。その後、遺跡の保存につ

いての協議が関係者においてなされると同時に、北海道考古学会、日本考古学協会などからも保存要

望書が提出され、その動向が学会でも注目されるところとなった。

そのような状況で、大規模かつ重要な遺跡が密集する八号沢川と湧別川の合流点付近について路線

の変更がなされ（図 I-1)、奥白滝11・ 奥白滝12・服部台・服部台2. 奥白滝 1. 上白滝8の6遺

跡の主要部分について現状保存がはかられた。しかし、変更が困難な区域については事前の発掘調査

が必要となり、平成 7年から測北海道埋蔵文化財センターと白滝村教育委員会による発掘調査が開始

された。平成11年度現在で、調査は終了していないが、大規模な遺跡の密集する奥白滝、上白滝地区

2 
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3 調査に至る経過

については終了し、調査の峠を越したといっても過言でない。今後は、白滝村市街西方に建設予定の

白滝 LC.手前の白滝18遺跡と白滝 LC.から隣町の丸瀬布 LC.までの区間の調査が予想される。

平成 7-11年度の 5年間で閲北海道埋蔵文化財センターが調査したのは、奥白滝11・ 服部台2. 奥

白滝 1・上白滝 8. 上白滝2. 上白滝 5. 上白滝 6. 上白滝 7. 北支湧別 4の9遺跡、面積は70,717

面、白滝村教育委員会が平成 7-10年度の 4年間で調査したのは、白滝第4・30地点の 2遺跡、面積

は20,123面である。

また、現状保存された奥白滝11・奥白滝12・ 服部台・服部台2. 奥白滝 1・上白滝8の6遺跡は、

旧路線および新路線との間の部分を加えた204,352.33面について、関係者の努力により平成10年に国

指定史跡に追加され、すでに指定済の「白滝遺跡」（白滝第13地点遺跡）と合わせて「白滝遺跡群」

（面積226,250. 33 rriりとして名称変更された。さらに白滝村による指定地の公有化作業も進み、将来

的な史跡公園化の検討もスタートした。 （長沼 孝）

4 範囲確認・工事立会調査の概要と遺物

調査体制 北海道教育委員会が白滝村教育委員会、北海道開発局網走開発建設部遠軽道路建設事業所

の協力を得て行った。

調査期間 平成4年10月と平成 5年7月-10月に実施した。

調査地点・遺跡 周知の遺跡10か所と 6地点の16地点について調査を実施した。周知の遺跡は、湧別

川の上流部から奥白滝 7. 奥白滝11・奥白滝12・服部台・服部台 2・奥白滝 1. 上白滝 2. 北支湧別

4・白滝第 4地点・白滝第30地点遺跡である。遺跡ではなかった 6地点のうち 5地点は遺物が確認で

きたので、新発見の埋蔵文化財包蔵地として登載された（奥白滝13・ 上白滝 5. 上白滝6. 上白滝 7

・上白滝 8遺跡）。また、範囲確認調査時において上記の16地点を地形的なまとまりから N0.1-14

の番号を付けて呼んだ。湧別川の上流部から NO.lが奥白滝 7遺跡、 N0.2が奥白滝13遺跡、 N0.3が

奥白滝11・奥白滝12遺跡、 N0.4が服部台・服部台 2遺跡、 N0.5が奥白滝 1迪跡、 NO.6・7が上白滝

8遺跡、 N0.8が上白滝2遺跡、 N0.9が上白滝 5遺跡、 N0.10が上白滝6遺跡、 N0.11が上白滝 7遺

跡、 N0.13が北支湧別 4遺跡、 N0.14が白滝第4地点・白滝第30地点遺跡で、 N0.12では遺物が出土

しなかった。

調査対象面積 畑地・山林• 原野など、 238,lOOrri勺こついて調査を行った。

調査方法 道路工事の測点 S.P.を基準に、 20m間隔のメッシュを設定して試掘を行った。試掘穴の名

称は、 S.P.の距離と S.P.ラインからの距離で表示した。ライン上は 0で、進行方向にむかい右側を R,

左側を Lとした。例えばS.P.61,560mのライン上は S.P.61,560 (0を省略）、 S.P.61,560mの右側20

mは、 S.P.61,560R20となる。試掘穴の掘開は20m間隔を基本としたが、遺跡や遺物の分布状況に応

じて省略したり 10m間隔につめたりした。

調査は重機（バックホー）を使用して大まかな層位ごとに土を掘り上げ、その中から人手で遺物を

採取した。さらに、試掘穴の土層断面を簡単に記録した。その状況は図 I-2 -14を参照願いたい。

また、 N0.5の奥白滝 1遺跡、 N0.6の上白滝 8遺跡、 N0.8の上白滝2遺跡などにおいて、立木の伐採

．搬出作業に伴う表土の攪乱がみられ、その部分については遺物採取を行った。表 I-1の「採取遺

物」はその時の採取遺物である。

調査結果と遥跡の状況 N0.1-14地点の調査面積、試掘穴数、遺物出土状況などは表 I-1の通り

である。 14地点のうち13地点において遺跡が確認でき、その面積は183,200面である。調査区域の大

部分が山林という土地状況の制約から、試掘穴の数は132か所と少ない。しかし、遺物の出土頻度が



I 調査の概要

表 I-1 範囲確認調査結果一覧表

Ne遺跡名 調査面利諷紐醜臨穴出土穴 範囲確認調査遺物 （点） 採取遺物 （点）

(111り (rriり（力所）（力所） 総数 石器類 総数 石器類

1奥白滝1315,700 1,000 42 3 7 削器2、石刃 3 石器8 有舌尖頭器l、掻器 1、細石刃4、

（新） (5) 剥片126 石刃 1、石核 l

2奥白滝 718,300 1,500 72 4 41 細石刃 3、掻器 1 石器49 有舌尖頭器2、尖頭器8、削器8、

（周） (4) 剥片4,564 両面調整石器4、掻器10、彫器 l、

細石刃 1、石刃11、石核4

3澳白滝1131,700 31,700 72 35 2,470 尖頭器4、両面調整石器2、彫器3、

奥白滝12 (24) 掻器4、削器5、石刃 3、台石 l

（周） 舟底形石器 1、石核 l

4服部台 25,400 25,400 16 15 708 尖頭器1、石刃 2

服部台2 (3) 

（周）

5奥白滝 l18,200 15,400 27 19 554 石刃核 l、石刃 3、削器 l 石器11 両面調整石器 l、掻器l、石刃4、

（周） (1) 剥片1,631 石刃核2、舟底形石器2、彫器1

6上白滝819,800 19,800 33 21 1,238 尖頭器 l、石核 l 石器30 両面調整石器2、尖頭器10、

（新） (2) 剥片2,457 掻器1、削器3、石刃3、石核5、

舟底形石器3、石刃核3

7 Ll:. 白滝88,500 8,500 29 3 3 

（新）

8lt白滝214,000 10,300 34 5 561 尖頭器1、石刃 l 石器33 尖頭器5、両面調整石器2、掻器1

（周） (3) 剥片4,124 削器3、石刃12、石核6、

石刃核2、細石刃核2

9上白滝 511,400 11,400 29 10 190 細石刃 2、石核 l

（新）

lClt白滝69,900 9,900 43 1 2掻器 1、削器 l

（新） (2) 

11上白滝 718,100 18,100 44 10 51 石刃 1、石核 1、ナイフ形石器 l

（新） (3) 

12 4,500 

゜
11 

゜゚1抵支涌別418,400 6,000 49 2 141 両面調整石器 l

（周） (1) 

14白筒第4蓮点24,200 24,200 5 4 198 

白尚第識点

（周）

細石刃 5、尖頭器7、両面調整石器3、石器131 細石刃核2、細石刃 5、掻器14、

全 彫器3、掻器6、削器9、石刃13、 有舌尖頭器3、彫器2、削器14、

計 238,100 183,200 506 132 6,164 舟底形石器 1、石核4、台石 1、 両面調整石器9、石刃31、

体 (54) ナイフ形石器 1、石刃核 l 剥片12,902 石核16、石刃核7、尖頭器23、

舟底形石器5

1 (周）は周知の遺跡、（新）は未周知だった迫跡

2 範囲確認調査遺物の総数は石器と剥片の合計、括弧内は石器数

5
 



4 範囲確認・工事立会調査の概要と遺物

高いことから、遺跡の存否についてはほぽ確認することができ、その範囲も地形的な状況からある程

度判断することができた。以下地点ごとに遺跡の状況、出土遺物（図 I-15-24)について紹介する。

なお、遺物は試掘穴から出土したものに立会調査および範囲確認調査時の採取遺物などの中から抽出

した。また、遺物のうち特に石質を説明しないものは、すべて黒曜石である。

図I-2 -14の土層は、 I層は表土・耕作土・盛土など、 11層は褐色～黄褐色の粘質土で、色調か

ら灰黄褐色 (a)、黄褐色 (b)、褐色 (c) に分けた。遺物包含層と考えられ、本調査の基本土層のII

a・Ilb層に相当する。 m層は黄褐色～赤褐色、オリープ灰色の砂質土で、色調と粘質土の混じり具

合から黄褐色～赤褐色砂質土 (a)、褐色粘質土が混じる赤褐色砂質土 (b)、オリープ灰～灰白色砂

質土 (c) に分けた。本調査の基本土層のIIC・皿層に相当する。 W層は大型の礫混じりの褐色土層で、

場所によっては砂礫、砂、粘土が互層となっている。本調査の基本土層のW層とおおむね同じである。

なお、土層左側の斜線部分は、遺物が出土した層位を示している。

NO. 1奥白滝13遺跡（図 I-2) 

遺跡の状況 調査区域北寄りの中央部 2か所と東部 1か所の試掘穴の表土から 7点の遺物が出土した。

地形は南から北に傾く急傾斜で、土層は耕作土の I層および砂礫を多く含んだma層ともに水分を多

く含み、安定した状態ではなかった。調査区域の北縁から調査区外にわずかの平坦面があり、その辺

りが遺跡の主体部と考えられる。

掘削工事の際に遺物の出土した試掘穴の周辺を重機による調査を実施したところ、 134点の遺物が

採取できた。

遺物（図 I-15-1-11、図版6) 試掘穴出土と工事立会時の採取遺物がある。

1-4は細石刃で、末端側が欠損している。いずれも灰色気味で縞模様があり、同一母岩とみられ

る。また、同一母岩とみられる打面再生剥片があり、細石刃核は蘭越型に近い形状と考えられる。 5

はやや幅広の有舌尖頭器、舌部は丸みがあり、丁寧に作出され、縁辺は摩滅している。また、被熱し

たとみられるウロコ状の割れ目が観察できる。 6は石刃素材の掻器で、末端側に丸みのある急角度の

刃部が作出されている。 7、9、10は石刃の両側縁に加工が施された削器、 8は打点側が欠損した薄

身の石刃、 10は頁岩である。 11は濃緑色の碧玉製の石核で、背面に稜調整がみられ、作業面では 6cm 

程度の長さの縦長剥片が剥離されている。

N0.2奥白滝7遺跡（図 I-3) 

遥跡の状況 調査区域の西側、小沢に面した斜面から平坦部にかけての試掘穴 4か所から遺物が出土

した。遺物はいずれも風化した砂礫を多く含む耕作土中からの出土で、全体に耕作による攪乱が著し

い状況であった。

掘削工事の際に遺物の出土した試掘穴の周辺を重機による調査を実施したところ、 4,613点の遺物

が採取できた。

遺物（図 I-15-12-図I-17-38、図版6) 試掘穴出土と工事立会時の採取遺物がある。

12-15は細石刃、いずれも両側縁が平行で、稜が2本あり、横断面が台形の整った形状である。

16・17は有舌尖頭器、 18-20は尖頭器である。 16は横長の剥片素材で、裏面左側に素材腹面が残っ

ている。形状はやや幅広で、舌部は角張っている。 17は16に比べ細身で、両側縁も直線的に調整され

ているが、先端部と舌部を欠損している。 18は木葉形で長幅比は2.5である。正面中央左側縁からの

大きな剥離で側面観のバランスが崩れている。 19は先端部の破片、剥片素材で薄身である。 20は中間

部で、加工は粗い。

21-25は両面調整石器である。 21・22は部分的に自然面がみられ、板状の原石を素材としていると

6 
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4 範囲確認・工事立会調査の概要と遺物

考えられ、いずれも加工は粗い。 23は斧形に近く、基部は平坦である。 24は頁岩製で、板状の原石の

両面に粗い加工が施されている。形状も整っておらず、左側縁は原石面のままで、加工の初期の段階

と考えられる。 25は安山岩製で、表面が風化して剥離の状況は明らかでないが、横断面は凸レンズ状

にまで整形されている。

26---36は石刃または縦長剥片を素材とした掻器である。 26-35はいずれも素材の末端側に、 36は打

点側に刃部を作出している。刃部は26・33....... 35は直線的、他は丸みがあり、角度はいずれも急角度で、

26-35は75-85°、36は70゚ 前後である。

37は石刃素材、 38は縦長剥片素材の削器である。 38は素材背面の大部分に加工が施されている。

N0.3 奥白滝11・12遥跡（図 I-4) 

遺跡の状況 調査区域の中央 S.P.59,620付近より西側が奥白滝11遺跡、東側が奥白滝12遺跡である。

調査区域のほぼ全域が山林で、一部に植林による攪乱がみられるが、保存状況は全体に良好である。

遺物は72か所の試掘穴のうち35か所から2,470点が出土した。遺物の出土した試掘穴は 4か所のまと

まりがみられ、場所によっては地表下0.8-1 mの深さから出土しているところもある。遣物の最も

多いまとまりは、服部台 2遺跡に隣接した東端の部分で、大型の両面調整石器がみられた。調査区域

のほぼ全域が遺跡であると判断された。

遺物（図 I-18-39---図I-19-55、図版 8・9) すべて試掘穴出土の遺物である。

39は舟底形石器であるが、加工は粗く、甲板面もわずかに湾曲している。 40は尖頭器の先端部で、

加工も細かく、薄身に作られ、有舌尖頭器の可能性もある。 41・42は尖頭器の基部側で、 42は厚手の

横長剥片を素材としている。 43・44はいずれも加工の粗い両面調整石器である。 45---47は彫器である。

45は小型の石刃の両側縁から基部にかけて浅い加工が施され、彫刀面は打点側に作出されている。 46

は厚手の石刃の両側縁に深めの加工を施し、末端側に腹面へ抜ける彫刀面がみられる。 47は珪岩製で、

形態は46に類似しているが、両側縁の加工はほとんどみられない。被熱し、あばた状の火バネがみら

れる。 48-50は石刃素材の掻器で、刃部はいずれも末端側に作出されている。刃部は丸みがあるが、

突出度は小さく、 48の角度はやや急で70゚前後、 49・50の角度は60゚ 前後である。 51・52は石刃素材の

削器、 53・54は石刃である。 51の二次加工は両側縁から背面のほぼ全面に及んでいる。 52は石刃の周

縁に浅い連続的な加工がみられる。 55は安山岩製の小型の台石で、部分的に使用痕とみられる打撃痕

がある。

N0.4 服部台・服部台 2遥跡（図 I-5) 

遥跡の状況 服部台遺跡は、台地西側の S.P.59,920-60, 020付近で、調査区域には明治大学の昭和36

年のトレンチが含まれている可能性があるが、位置を確認することはできなかった。耕作土中より遺

物の出土がみられ、全体的に耕作による攪乱が著しい。

服部台 2遺跡は、 S.P.60,020---60, 180の部分が農地造成時の盛土保存区域で、 lm程度の盛土が確

認された。 S.P.60,180より東側の山林部分は、遺跡の保存状態も良好で、ほぼ全域から遺物が出土し

た。 15か所の試掘穴のうち14か所から708点の遺物が出土した。耕作による攪乱は進んでいるが、地

形の大きな改変は受けておらず、調査区域のほぼ全域が遺跡であると判断された。

遥物（図 I-19-56、図版 9) 56は両面加工の尖頭器で、先端側が欠損している。加工の状態は粗

く、左側縁は滑らかな曲線になっているが、右側縁は凹凸がある。折れ面の割れは球顆から広がって

いる。

N0.5 奥白滝 1遺跡（図 I-6) 

遥跡の状況 耕作・植林による攪乱がみられたが、調査区域のほぼ全域から遺物が出土した。表土中
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I 調査の概要

からの出土が多いが、 II層からの出土もみられた。一段低い S.P.60,640-60, 680の部分は厚い砂層の

堆積がみられ、遺物も全く出土しなかった。 26か所の試掘穴のうち19か所から554点の遺物が出土し

た。一段低い東側の部分以外は遺跡であると判断された。

遺物（図 I-20-57-62、図版10) 試掘穴出土の遺物と取り付け道路採取の遺物がある。

57・58は舟底形石器である。 57はやや幅広で、甲板面と下縁からの加工がみられる。 58は棒状原石

の平坦な自然面を甲板面とし、そこから加工が施されている。 59は厚みがあり、剥片の末端側に幅広

の彫刀面を作出したホロカ型の彫器で、基部側が欠損している。 60は厚手の縦長剥片を素材とした掻

器である。周縁に細かな加工を施し、末端側に刃部を作出している。刃部は V字形に近い状態で、

角度は70゚ 前後である。 61・62は小型の石刃核で、いずれも裏面の自然面がみられる。 61は単剥離打

面で頭部調整がみられる。下端にも小さな打面が作出されているが、調整剥離程度で、石刃剥離は行

われていない。 62は複剥離打面で、打面再生時の剥離がヒンジフラクチャーをおこし、廃棄されたと

考えられる。

N0.6 上白滝8遺跡（図 I-7) 

遺跡の状況 耕作による攪乱がみられたが、調査区域の全域から遺物が出土した。耕作土からの出土

が多いが、 II層の包含層の保存状態も良好で、地表下 lmの深さまで遺物の出土が確認できた。また、

東側の斜面下部からも礫に混じって遺物の出土がみられた。 33か所の試掘穴のうち21か所から1,238

点の遺物が出土した。調査区域のほぼ全域が遺跡であると判断された。

遺物（図 I-21-63-図 I-22-69、図版10・11) 取り付け道路採取の遺物である。

63は幅広の舟底形石器で、甲板面と下縁の両方から細かな加工が施されている。 64は石刃素材の掻

器である。両側縁にわずかに加工がみられ、刃部は末端側に作出されている。刃部は丸みがあるが、

突出度は小さく、角度は60゚ 前後である。 65・66は尖頭器の基部側、 67は両面調整石器である。 65は

加工はやや粗いが、形状は比較的整っている。裏面上部の左側縁からの剥離が正面側へ抜けて破損し、

その後にも裏面中央の左側縁から右側縁まで抜ける剥離がみられる。 66は厚手の横長剥片素材で、周

縁は比較的滑らかに調整されているが、やや厚く、折れ面にみられる球顆が原因で破損した可能性が

ある。 67も厚手の横長剥片素材で、形状は斧形に近く、厚みがあり、加工も粗い。 68は偏平で裏面に

自然面がみられる石刃核である。単剥離打面で、頭部調整がみられる。 69は襄面の自然面を打面とし

て上下からの剥片剥離がみられる石核である。

NO. 7 上白滝8遺跡（図 I-8) 

遺跡の状況 NO. 6東端の斜面下部の続きであるが、全体に植林による攪乱が著しい。 S.P.61,0801寸

近にわずかに 1I層が残存し、遺物も出土したが、 S.P.61,100より東側の表土下は砂礫が厚く堆積して

いる。 26か所の試掘穴のうち 3か所から剥片 3点が出土しただけである。遺跡は遺物が出土した東側

部分と考えられたが、西側についても簡単な調査が必要と判断された。

N0.8 上白滝2遺跡（図 I-8・9) 

遺跡の状況調査区域の西側は、立木搬出時の攪乱が著しいが、東側は保存状態が良好である。特に

北東方向に舌状に張り出した S.P.61,555L30では、多量に遺物が出土した。天狗沢川に近い S.P.61,280 

---61, 340の一段低い部分では砂礫層が厚く堆積し、遺物は全く出土しなかった。 33か所の試掘穴のう

ち5か所から561点の遺物が出土した。攪乱部分も含め、高台部分のほぼ全域が遺跡であると判断さ

れた。

遺物（図 I-22-70-図I-24-85、図版11-13) 立木搬出時の取り付け道路部分採取の遺物である。

70・71は削片系の細石刃核とみられる。いずれも厚手の剥片を素材として断面 D字形ないし楔形
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4 範囲確認・工事立会調査の概要と迫物

のプランクを製作している。打面は削片剥離で作出されているが、細石刃剥離は行われていない。 72

は70・71と同様な細石刃核のプランクの打面を作出したとみられるスキー状の一次削片である。

73・74は尖頭器の先端部で、 73は背面に自然面がみられる縦長剥片を素材としている。 75は石刃素

材の掻器で、末端側に刃部が作出されている。両側縁の加工は浅く、刃部は角張り、角度は80゚ 前後

と急角度である。 76-78は削器である。 76は横長の剥片素材で、錯交剥離で両側縁の刃部を作出して

いる。 77・78は石刃素材で、 77は両側縁を連続的に、 78は素材背面のほぼ全面に二次加工が施されて

いる。 79・82・83は石刃、 80・81は縦長剥片である。いずれも背面と腹面の剥離方向は一致している。

84は偏平で複剥離打面の石核、 85は単剥離打面の石刃核である。いずれも右側縁と襄面に自然面がみ

られる。

N0.9 上白滝 5遺跡（図 I-9) 

遺跡の状況 遺物の出土は散発的であるが、遺跡の保存状態は極めて良好である。 29か所の試掘穴の

うち10か所から190点の遺物が出土した。調査区域のほぼ全域が遺跡であると判断された。

N0.10 上白滝 6遥跡（図 I-10) 

遥跡の状況 43か所の試掘穴のうち調査区域のほぼ中央 S.P.61,960の1か所から 2点の遺物が出土し

ただけであるが、小規模なプロックが存在する可能性が考えられた。土層は全体に水分を多く含んだ

状況であった。調査区域のほぼ全域を調査対象とし、実施にあたっては、 25%調査などによって範囲

の絞り込みが必要と判断された。

遥物（図 I-24-86・87、図版13) 試掘穴から出土した遺物のみである。

86は石刃素材で、基部を尖頭状に加工した掻器である。刃部は石刃の末端側に作出され、丸みがあ

るが、加工は浅く、角度は75゚ 前後である。 87も石刃素材で、石質は透明感が強く、 86と同一母岩の

可能性がある。両端が欠損し、両側縁に加工が施されているので、削器としたが、 86と同様な掻器の

可能性もある。

NO. 11 上白滝7遺跡（図 I-11) 

遺跡の状況 S.P.62,320より西側、 S.P.ラインより南側が牧草地で、若干の遺物が出土したが、耕作

による攪乱が進んでいた。 S.P.ラインより北側の山林部分では、遺物は全く出土しなかったが、西側

の山林では沢に近い部分で遺物がみられた。 41か所の試掘穴のうち10か所から51点の遺物が出土した。

調査区域のほぼ全域を調査対象とし、実施にあたっては、 25%調査などによって範囲の絞り込みが必

要と判断された。

NO. 12 (図 I-12) 

調査の状況傾斜地で、遺物の出土は全くなく、遺跡は存在しなかった。

N0.13 北支湧別 4遺跡（図 I-12) 

遥跡の状況 S.P.63,260より西側の畑地部分は耕作による攪乱が進み、遺物も全く出土しなかった。

東側山林部分では、東端の 2か所で遺物が出土したのみであるが、 11層の包含層は良好に残存してい

た。結果的に49か所の試掘穴のうち 2か所から141点の遺物が出土し、東側を中心に遺物の分布密度

は博いが、遺跡が存在すると判断された。

NO. 14 白滝第 4・30地点遺跡（図 I-13) 

遺跡の状況 既存の道路より西側が白滝第4地点遺跡、東側が白滝第30地点遺跡である。白滝第4地

点遺跡は、村教委が農地造成に伴って昭和61年に発掘・立会調査した部分と部分的に重複している。

斜面に近い試掘穴では遺物は出土しなかったが、北側の山林、道路周辺では包含層が残存している可

能性が考えられた。
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4 範囲確認・工事立会調査の概要と遺物
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4 範囲確認・工事立会調査の概要と遺物
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図I-18 範囲確認・立会調査の石器(4)
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図1-20 範囲確認・立会調査の石器(6)
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I 調査の概要

白滝第30地点遺跡は耕作による攪乱が進んでおり、遺物の大半は耕作土中から出土した。昭和60年

の村教委による分布調査結果と照合すると、調査区域のほぼ全域が遺跡であると判断された。

5か所の試掘穴のうち 4か所から198点の遺物が出土した。

以上の結果で確認された遺跡のうち N0.3奥白滝11・12遺跡、 N0.4服部台・服部台2迪跡、 N0.5

奥白滝 1遺跡については山側への路線変更の結果、調査区域のほぼ全面が現状保存された。

ただし、 N0.3奥白滝11遺跡の西端については、私道路の付け替え道路建設のため平成11年に505m2

を調査した。

また、 N0.4服部台2遺跡、 N0.5奥白滝 l遺跡では、新路線区域についても範囲確認調査を実施し、

その工事区域のほぼ全域が調査対象となり、平成 9-11年に調査を行った。

路線変更が困難であった NO.6・7上白滝8遺跡、 N0.8上白滝2遺跡、 N0.9上白滝5遺跡、 N0.10

上白滝6遺跡、 N0.11上白滝7遺跡、 N0.13北支湧別 4遺跡、 N0.14白滝第4・30地点遺跡について

は、範囲確認調査区域のうち当面工事が施工される山側 2車線部分についての発掘調査を平成 7-11

年に実施した。したがって、調査面積は、表 I-1の包蔵地面積より縮小されている。

（長沼孝）

5 調査概要

(1) 発掘区の設定

発掘区は基本的にアルファベットの大文字と数字の組合わせで表示し、規格は4X4mとした。各

遺跡の設定は、道路工事の測点 S.P.を基準に行った。まず、各遺跡において、区切りの良い測点 2点

(lOOmないし200mの間隔あり）を基準点として選び、その 2点を通る直線を南北方向の基線とした。

東西方向は、基準点を通り南北の基線に直交する直線を基線とした。

設定したラインの呼称は、南北方向をアルファベットの大文字、東西方向を数字とした。南北のア

ルファベットは、調査区をカバーすることを考え、北から南にアルファベット順に決めたが、基線の

S.P. ラインを Mとした場合が多い。東西の数字は、測点の進行方向（西から東）に順次設定した。

ただし、奥白滝 1遺跡については、平成 9年度に本線部分、平成10年度に工事道路部分の調査を行う

こととなり、本線部分の発掘区の設定で、工事道路部分をカバーできない状況であった。したがって、

アルファベットの小文字を使用したが、発掘区の方向は変えていない。

発掘区の呼称は、 4m四方の区画の北西隅の交点で表示した。例えばMラインと10ラインの交点

の南東側がMIO区ということになる。

各遺跡の基準点と設定の状況は、各報告で詳しく説明する。 （長沼孝）

(2) 調査の方法
調査区域の現況は、わずかの畑地がみられるものの大部分は白樺などを中心とした山林で、笹が一

面に生い茂った状態であった。試掘調査時に立木の伐採は終了していたので、調査は、重機による伐

根と笹根の除去から開始した。ただし、かつで畑地として利用していた服部台 2. 奥白滝 1. 上白滝

8 . 上白滝 2遺跡などでは、笹の根に混じって黒曜石片が一面にみられるところもあり、重機による

笹根の除去を最小限にした場所もある。

発掘調査は、 4X4mの発掘区単位で進め、 I層（表土および耕作土）の遺物は一括して取り上げ、

遺物包含層である 11層の遺物は基本的に出土位置を計測して発掘区単位で遺物番号を付けて取り上げ

た。しかし、指先より小さい剥片類については、発掘区単位で一括して取り上げた。さらに、剥片・
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5 調査概要

砕片類が多い部分では、フレイク集中として範囲を記録して土ごと取り上げ、水洗処理した。地点の

計測は、 トータル・ステーションを使用し、さらに遺跡管理システム（シン技術コンサル）にデータ

を蓄積すると同時に毎日遺物一覧表とドットマップ（分布図）を作成し、データのチェックと遣物の

分布状況を把握しながら調査を進めた。現時点でのデータ数は432,556件、遺跡単位で管理しており、

最大は上白滝8遺跡の206,902件、最小は奥白滝11遺跡の1,117件である。

いずれの遺跡も道路用地以外に表土や排土の仮置き場の確保が困難であった。したがって、調査区

域の全面的な同時展開は不可能で、いくつかに分割して調査を進めた。また、効率良い調査を進める

ためには、排土の運搬距離や傾斜を十分考慮する必要があった。調査区域の分割状況は遺跡によって

異なるが、大きく南北に二分し、さらに東西にいくつかに分けた場合が多い。

調査は、まず分割した範囲の四分の一の発掘区を行い (25%調査）、次に遺物分布の濃密な部分か

ら順次進め、分割区域を順次終わらせた。また、急斜面や攪乱の著しい部分については、発掘区単位

で、重機による掘り上げと人手による遺物採取を行った。さらに、 25%調査によって遺物が全く出土

しなかった部分については、最終的に重機を使用した駄目押し調査を行った。

焼土や炭化木片プロックについては、現場で平面や断面の記録を作成した後に土壌ごとビニール袋

に採取し、自然乾燥後に水洗し、炭化木片などを採取した。さらに、得られた炭化木片の中から、大

きく状態の良好なものを抽出し、年代測定や樹種同定の試料とした。

また、遺跡の地形環境や化石周氷河作用、テフラなどが明瞭な状況で観察できる土層については、

剥ぎ取りを行い保存した。 （長沼 孝）

(3) 整理の方法

遺物は雨天日などを利用し、基本的に現場で水洗作業を行った。その後、札幌の整理作業所に運び、

注記などの整理作業を開始した。

遺物は、位置を記録した点取り遺物と一括遺物の二つに分けることができ、それぞれ次の流れで作

業を進めた。

点取り遺物

一次整理として、すべてについて注記作業を行い、次に器種分類、重量計測、石質、残存状況、打

点・自然面・被熱の有無などの属性観察をして遺跡管理システムに入力した。

注記は、遺跡名の代わりに道教委の登載番号、発掘区、遺物番号の順で行った。例えば、上白滝8

遺跡P30区の追物番号100は、 91P30-100となる。重量は小数点一桁までの計測である。石材の大部

分を占める黒曜石に関しては絶対的なものではないが、肉眼的な特徴から黒色(1)、梨肌(2)、黒色に茶

色の混じったもの(3)(黒＞茶）、茶色に黒色の混じったもの(4)(茶＞黒）、黒色に紫がかった茶色の混

じったもの(5)(黒＞紫・ 茶）の 5種類に分類した。残存状況は欠損または完形、打点・自然面・被熱

などは有または無の簡単な観察だけである。被熱は肉眼観察により、表面が光沢を失い、くもりガラ

スのような状態のものやウロコ状のひび割れがみられるものなどを有とした。

二次整理はおもに実測．接合作業である。接合作業は、定形的な石器類においては、まず折れ面接

合を、次に同一母岩の石器類や剥片を探すようにした。剥片類は、先に分類した 5種類の黒曜石ごと

に同一の石器プロックないし発掘区のものを集めて作業を進めた。接合作業の実際は、折れ面接合の

場合は瞬間接着剤を使用するが、剥離面接合の場合は、両面テープで仮止めしながら作業を進め、必

要に応じて瞬間接着剤を使用した。また、重量のあるものや欠落部分の多いものなどについては、

ホットボンドなどを使用して補強しながら作業を進めた。ある程度作業が進行した段階で、剥離工程
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を記録したカードを作成し、接合番号を付けた。接合番号は各遺跡ごとに付けたが、折れ面接合のみ

は50001から、剥離面だけまたは折れ面と剥離面の場合は 1からとした。さらにこれらの作業で得ら

れた接合資料のうち特徴的で同一母岩視できる資料を集め、母岩別資料として、遺跡ごとに 1から番

号を付けた。これらの接合、母岩などの二次的な属性データを先のシステムに追加入力し、現場での

出土位置、一次整理の属性観察などのデータと共に遺跡単位で管理している。

石器の実測作業は、基本的に通常の方法で行っているが、大型の石器や接合資料などについては、

超望遠レンズ (800-1200mm)を使用した90゚ 展開の写真を撮影（プロカメラマン小川忠博氏に依頼）

し、実大のプリントを作成して行っている。

一括遺物

基本的に現場において、定形的な石器類の抜き出し、点数のカウントなどを行い、その後の作業は

札幌の整理作業所で進めた。抜き出した石器類は、一次整理として点取り遺物と同様に注記、属性観

察を行い、二次整理の実測．接合作業を行う。剥片類は一括して重量を計測した後、必要に応じて点

取り遺物の接合作業の対象遺物に加え、接合したもののみ、注記・属性観察などを行っている。

（長沼孝）

(4) 遺構・遺物の分類

遺構の分類

確認された遺構は焼土と炭化木片プロックである。土壌が赤褐色に変化し、火を焚いた痕跡と考え

られるものを焼土とし、 Fで表記した。明確な焼土を伴わずに炭化木片がまとまって検出されたもの

を炭化木片プロックとし、 Cbで表記した。いずれも明確な掘り込みは伴わない。

遺物の分類

確認された遺物はすべて石器類である。これまでの研究史の中で確立し、広く一般的に認識されて

きた器種分類を踏襲して以下のように分類した。また、二次加工技術や剥片剥離技術を基にした細分

類は、必要に応じておこなうこととする。

剥片 (FK)

石核・石刃核・細石刃核•石器（トゥール）から剥離されたもので縦長剥片• 石刃• 細石刃・削片以

外の石器。

石刃 (BL)

長さが幅の 2倍以上で両側縁がほぽ平行し、それに平行する稜を持つ石器。

縦長剥片 (LF)

長さが幅の 2倍以上で石刃に該当しない石器。

削片 (SP)

彫器削片：彫器の彫刀面作出時に剥離されたと考えられる剥片。

細石刃核削片：削片系細石刃核の打面作出時に剥離されたと考えられる剥片。

細石刃 (MB)

細石刃核より剥離されたと考えられ、長さが幅の 2倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜

を持ち、幅が1cm以下の石器。

細石刃核 (MC)

細石刃を剥離したと考えられる石器。

舟底形石器 (BT)

素材の平坦面から周辺に二次加工を施して舟形に整形した石器。
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尖頭器 (PT)

素材の両面を加工し、尖頭部を作り出した石器。

両面調整石器 (BF)

素材の両面を加工したもので尖頭器、斧形石器以外の石器。

ナイフ形石器 (KN)

素材の鋭い縁辺の一部を残し、他の縁辺に加工を施した石器。広郷型ナイフ形石器を含む分類のため、

二次加工は刃潰し状の加工に限らず平坦剥離も含む。

彫器 (BU)

素材の端部に一条から数条の樋状剥離を施した石器。

掻器 (ES)

素材の端部に連続的な二次加工を施した石器。

錐形石器 (DR)

素材の端部に錐状の尖頭部を作り出した石器。

削器 (SS)

素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器。

二次加工ある剥片 (RF)

素材に二次加工を施したもので、定形的石器に分類されない石器。

石核 (CO)

剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核、細石刃核以外の石器。

石刃核 (BC)

石刃を剥離したと考えられる石器。

斧形石器 (AX)

両面もしくは片面加工により、斧状の刃部をもつ石器。

敲石 (HS)

礫に潰打痕の観察される石器。

磨石 (GS)

小型礫に磨痕が観察される石器。

砥石 (WS)

礫の片面もしくは両面に磨痕の観察される石器。

台石、石皿 (AS)

偏平礫に打撃痕や磨痕の観察される石器。

原石 (RM)

石器の石材として利用される石で人為的と考えられる剥離を受けていないもの。

礫 (PB)

石器の石材として利用されない石で、剥離、敲打痕、潰打痕、磨痕などが観察されないもの。

（鈴木宏行・坂本尚史）

(5) 調査結果の概要

確認された遺構は、火を焚いた痕跡と考えられる炭化木片の集中（炭化木片プロック ・Cb) と焼

土 (F)である。炭化木片プロックは 6遺跡53か所（服部台 2: 4か所、奥白滝 1: 16か所、上白滝

8 : 22か所、上白滝2: 6か所、上白滝5: 1か所、上白滝 7: 4か所）、焼土は上白滝 5遺跡の 2
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か所だけである。炭化木片プロックは、遺物の集中部、もしくはその周辺に分布し、いずれも 11層の

下部で検出されている。大きさは直径10cm前後から lm前後と様々で、炭化木片の集中度も異なるが、

およそ 5cm前後の厚さのものが多い。しかし、上白滝8遺跡の Cb-13は例外的で、 2.4Xl.0mの大

きさで、窪みに三層に分かれて堆積する大規模なものであった。炭化木片については、放射性炭素年

代測定 (AMS法）を行ったところ、上白滝 7遺跡の試料については、 4,500年前、 1,900年前という

縄文・続縄文時代に相当する年代値が報告された。しかし、他の 5遺跡の試料では、最も新しいもの

で10,280士50y.B.P.(Beta -101788)、最も古いもので、 27,690士320y.B.P.(Beta -112902) という

数値が得られ、さらに、 13,000---14, OOOy.B.P.、15,000---16, OOOy.B.P.、18,000---19, OOOy.B.P.、26,000 

---27, OOOy.B.P. に数値の集中がみられる。これらの数値は、石器群の年代を検討する上で、参考とな

るものと考えられ、現在、各遺跡における石器プロックと炭化木片プロックの対比を、石器の接合や

母岩分類などの作業の進めながら、検討している。

出土している遺物は、すべて石器類で、土器は 1点もない。石器類の時期は、主に後期旧石器時代

と考えられるが、年代的には本州の縄文時代草創期に相当する時期のものもある。また、石鏃や石刃

鏃および石刃鏃石器群と考えられるものもあるので、縄文時代早期およびそれ以降の時期になる可能

性のある石器群もある。

現時点における各遺跡での出土遺物点数は表 I-2に示したとおりで、総数は、 3,163,008点、そ

のうち出土位置を記録したものは、 432,531点、残りの2,730,477点は表土など発掘区単位で一括して

取り上げたものである。石器の出土量および分布密度は遺跡によって異なるが、平均すると 1面あた

り45点となり、平均以上の遺跡は、服部台2が111点、奥白滝 1が87点、上白滝8が76点、上白滝2

が62点などで、他の遺跡は10点以下と極端に少ない。

出土石器の大部分は製作時にでる剥片・砕片類で、定形的な石器類は総数316万点のおよそ0.65%、

2万点ほどである。出土位置を記録した432,531点では、定形的な石器の比率は高くなり、およそ3.5%、

15,187点程となる。現時点で、この数字は石器の個体数を表すものではなく、例えば、 1個体の尖頭

器が破損して、 5点接合していれば、 5点の尖頭器というカウントになる。したがって、個体数の把

握という点では問題があるが、出土傾向の把握という観点で、 15,187点の内訳をみてみたい。

最も多いのは、石刃・縦長剥片の35%で、二次加工ある剥片類の13%、尖頭器の11%、石刃核• 石

核の10%と続き、それ以下は削器 (6.1 %)、舟底形石器 (5.2%)、掻器 (4.7%)、彫器 (3.3%)、両

面調整石器 (3.2%)、ナイフ形石器 (2.9%)、細石刃 (2.8%)、細石刃核 (0.5%)、錐形石器

(0.4%)、斧形石器・礫石器 (0.4%)などである。

尖頭器は破損品が大部分なので、点数的に大きな比率を占める。有舌、木葉形、柳葉形と形態も多

様で、大きさも様々である。最大は、上白滝8遺跡出土の長さ36.5cm、重さ1.2kgのものである。

石刃核• 石核は、大型の石刃核から「台形様石器」石器群に伴う剥片素材の小型のものまで各種あ

る。石刃核で最大のものは、長さ24cm、重さ3.8kgである。さらに、石刃を剥離していないプランク

では、 10kgにおよぶものもある。

舟底形石器は、大きさが20cmを越える大型から 2cm程度の小型品まで各種あり、調整も粗いものか

ら細かいものまで様々である。 2cm程度の小型品は調整が細かく、一端または両端に樋状剥離がみら

れるものが多い。

ナイフ形石器は、「台形様石器」、台形石器のほか「広郷型」と呼ばれているものを含む石器群があ

る。

両面調整石器の大部分は、尖頭器の初期の段階とみられるものが大部分で、石刃核、細石刃核のプ
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表 1-2 白滝遺跡群調査面積・出土退物等一覧

迫跡名 調査年 面積m2 遺物総数n 地点計測A 一括ti. 主な出土石器

奥白滝 111999 505 2,376 1,117 1,259 両面調整石器・削器

服部台 2 1998・1999 5,814 645,006 54,895 590,111 細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両面調整石器

・彫器・掻器・石刃• 石刃核・石核

奥白滝 1 1997・1998 7,407 647,176 84,149 563,027 細石刃・細石刃核・尖頭器・彫器・掻器・錐形石器・

削器・「台形様石器」．斧形石器・石刃•石刃核・石核

上白滝 8 1995~1998 17,188 1,304 939 206,902 細石刃・細石刃核・尖頭器・彫器・掻器・錐形石器・

削器・「台形様石器」・ナイフ形石器・斧形石器・石刃

• 石刃核・石核

上白滝 2 1996・1997 6,925 426,577 50.137 376,440 細石刃・細石刃核・ 尖頭器・彫器・掻器・錐形石器・

削器・石刃•石刃核・石核

上白滝 5 1997・1998 7,860 85,903 22,477 63,426 尖頭器・舟底形石器・彫器・掻器・削器・斧形石器・

石刃•石刃核・石核•石刃鏃

上白滝 6 1998 6,953 5,082 1,625 3,457 尖頭器・彫器・掻器・削器・錐形石器・石刃•石核·

石刃鏃

上白滝 7 1997・1998 12,593 21,809 4,448 17,361 尖頭器・彫器・掻器・ナイフ形石器・石刃・石刃核・

石核

北支湧別4 1998 5,472 24,140 6,781 17,359 尖頭器・彫器・掻器・削器・石刃・石刃核• 石核

計 70,717 3,163,008 432,531 2,730,477 

ランクと考えられるものが若干ある。

細石刃核は、「札滑型」、「紅葉山型」、「峠下型」、「射的山型（広郷型）」などと呼ばれているものが、

比較的まとまって出土し、単発的に「白滝型」、「ホロカ型」、「オショロッコ型」と呼ばれているもの

がみられる。

斧形石器は、緑色泥岩・頁岩•安山岩製の局部磨製のものが若干みられる。

礫石器は、少ないが、台石と考えられるものがやや多く、敲石、砥石が数点ずつみられるだけであ

る。

他には、石鏃、石刃鏃が数点ある。

石材の大部分は黒曜石であるが、安山岩、頁岩、チャート、珪岩、めのう、碧玉などもみられる。

出土石器の総重最は、およそ7,135kg、最大のものは上白滝8遺跡で出土した10.4kgの石刃核のプ

ランクである。この総重量は、黒曜石以外の石材も含まれるので、大部分を占める黒曜石製の石器類

の重量を概ね7,000kgとして考えると、仮に人頭大のやや大きめの 7kg程度の原石だと1,000個、握り

拳大の小型の700g程度の原石だと10,000個という量の原石ということになる。最も遺物量の多い上

白滝8遺跡は、ほぼ半数の3,400kgの重量である。

各遥跡出土石器群の特徴

石器類は、層位的に分離できないが、平面的にある程度のまとまりで確認できた。周氷河作用や風

倒木・木根など自然の営力によって若干の移動がみられるが、石器の稜の摩耗がない点や同一母岩と

みられる石器類が比較的まとまって出土している点などから、石器類は大幅に移動していないことが

想定される。したがって、石器類の平面的なまとまり（プロック）は、石器が製作、使用、廃棄され

た状況をある程度反映しているものと考えられる。さらに、それらのプロックは、石器組成や接合状

況などから、単ーないし複数のものが、石器群という形で捉えることができる。
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湧別川の上流部から 9か所の遺跡について石器群の概要と特徴を簡単に紹介する。

奥白滝11遺跡（平成11年）（図 I-31) 

遺跡の主体部は、現状保存された旧路線部分で、調査区域は西側端にあたる。斜面の末端部に相当

する部分から2,381点の遺物が出土したが、定形的な石器としては、尖頭器、削器、石核などがわず

かにみられた。

服部台 2遺跡（平成10・11年）（図 I-27) 

平成10年の調査区では、「ホロカ型」細石刃核、舟底形石器、石刃核、彫器、掻器がプロックを形

成して出土している。その中には大型の石刃核 7点が0.sxo. 3の範囲から多数の剥片を伴って確認さ

れたものがあり、他には木葉形尖頭器の製作ブロックがみつかっている。

平成11年の調査区では、尖頭器を主体とするプロックのほか、石刃核・両面調整石器のプロック、

「紅葉山型」細石刃核• 石刃・石刃核・掻器などがみられるプロックが確認されている。また、耕作

土中であるが「白滝型」細石刃核が6点出土した。

奥白滝 1遺跡（平成9・10年）（図 I-27) 

平成9年の調査区は、馬の背状の地形をした本線部分で、「台形様石器」を含む石器群、尖頭器石

器群のほか円錐形の「紅葉山型」細石刃核が細石刃、石刃、石刃核、掻器、削器と共に30X20mの範

囲でいくつかのプロックを形成して確認された。接合資料から、石刃剥離と打面再生が繰り返され、

最終段階で細石刃剥離が行なわれたことが分かる。また、細石刃核は厚手の剥片を素材としたものも

ある。

平成10年の調査区は、北側に緩やかに傾斜する斜面で、石器の斜面方向への移動が顕著にみられる。

主要な石器は木葉形、柳葉形の尖頭器で、プロックによっては、彫器、掻器、石刃、石刃核、斧形石

器、砥石、敲石などが共伴している。

上白滝8遺跡（平成7-10年）（図 I-28) 

白滝第13地点の南側に接した一段高い段丘に立地し、平成 7・8年に主要部分の調査を、平成 9. 

10年に北西部分の若干の追加調査を行い、最終的に130万点の遺物が出土した。

「白滝 I群」と仮称した今回の調査で最も古いと考えている石器群が14か所ほどのプロックで確認

された。この石器群は、若干の「台形様石器」を含むものの、わずかの二次加工ないし微細剥離のみ

られる剥片石器類が大部分を占める。石核は、打面を頻繁に転位したサイコロ状を呈するものや厚手

の剥片を素材としていわゆる寸づまりの剥片を剥離するものなどが特徴的で、接合資料もかなりの数

におよぶ。また、大型で加工の粗い掻器を主体とするプロックもあり、時期的にもいくつかに分けら

れる可能性がある。

「広郷型」ナイフ形石器が、石刃、石刃核などを伴ってみつかっている。また、単独出土の台形石

器や斜面の一括採取の切出し形のナイフ形石器などもみられる。

細石刃石器群は、「峠下型」細石刃核とそれに伴う削片、細石刃のプロックがみられ、他に「ホロ

カ型」 ・「オショロッコ型」細石刃核が数点ある。

尖頭器の製作に関わるプロックが最も多い。形態は木葉形が多いが、有舌もみられ、大きさも大小

様々、加工も粗いものから完成直前の精緻なものまで各種ある。素材は、小型のものは剥片であるが、

大部分は板状の原石を利用している。両面調整石器は、大部分が尖頭器の初期の段階とみられ、いわ

ゆる湧別技法のプランクと考えられるものはない。出土した細石刃核の大半が「峠下型」であるとい

うこともこの考えを裏付ける。

舟底形石器は、尖頭器、石刃核、彫器などとその製作剥片と共に出土し、大きさも調整も様々であ
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5 調査概要

る。舟底形石器、彫器、石刃、石刃核の接合資料のほか舟底形石器の甲板面同志が接合したものなど

もあり、その製作方法もいくつかのパターンが考えられる。また、尖頭器を縦割りにして小型の舟底

形石器を製作していることが分かる接合資料もある。

上白滝2遺跡（平成8・9年）（図 I-29) 

平成8年の調査区は、攪乱が著しく発掘区単位の遺物採取をした部分が多いが、「札滑型」細石刃

核と石刃核、有舌尖頭器と彫器のプロックが炭化木片プロックを伴ってみつかっている。

平成 9年の調査区では、尖頭器およびその製作剥片が伴うプロックのほか、大型石刃を素材とした

「射的山型」細石刃核が、細石刃、掻器、石刃などと共に出土したプロックがある。そこでは、石核

の調整剥片、石刃、打面再生剥片だけが接合し、石刃核が持ち出されていることが判明した接合資料

が4個体あり、そのうち最大のものは高さが35cmもある。また、およそ150点もの有舌尖頭器が、 100

点以上の木葉形・柳葉形尖頭器や彫器、掻器と共に出土しているプロックもある。尖頭器類の大部分

は製作途中の破損品で、大部分は黒曜石であるが、安山岩・ 頁岩製のものもみられる。有舌尖頭器は、

幅が2cm前後と 3cm前後のものが多く、長さは全体の形状が分かるものでは最小 5cm、最大13cmで、

8 -10cm程度のものが多い。

上白滝5選跡（平成 9・10年）（図 I-29) 

調査区の東西に匝径20m程度の大きさで木葉形の尖頭器を主体とする石器群が確認された。西側で

は彫器、掻器、石刃核が、東側では舟底形石器、彫器、掻器、削器、石刃核、斧形石器などが共伴し

ている。舟底形石器は、小型で樋状剥離のみられるものが多い。また、調査区域の東端で石刃鏃が散

発的にみつかっている。石材の大部分は黒曜石であるが、東側のプロックでは頁岩製の彫器、石刃、

安山岩製の斧形石器がみられた。

上白滝6遺跡（平成10年）（図 I-30) 

定形的な石器としては、尖頭器、彫器、削器、錐形石器、石刃、石核、石刃鏃などがある。石器類

は、調査区域の西端と中央部に小規模なプロックを形成して確認された。西側のプロックでは、石刃

鏃と大型の斧状の掻器が出土している。中央部のプロックは尖頭器を主体とし、掻器、削器などが伴っ

ている。遺物縁が少ないにもかかわらず、頁岩、碧玉など黒曜石以外の石材を利用した石器が多い。

上白滝7遺跡（平成 9・10年）（図 I-30) 

平成 9年の調査区域では、東側においてナイフ形石器を主体として掻器、石刃、石刃核などが共伴

する石器群が確認できた。ナイフ形石器は、「広郷型」ナイフ形石器と呼ばれているものを含み、 280

点、 149個体以上が出土し、母岩も60個程度抽出することができた。接合作業の結果、原石段階から

の石刃、縦長剥片の剥離、ナイフ形石器の製作、石刃核の廃棄などの工程を復元できる接合資料が20

個体ほど得ることができた。

平成10年の調査区域では、西端で 1ヵ所、東端で2ヵ所の小プロックが確認できた。西端のプロッ

クは、石器素材とみられる二次加工ある剥片を特徴とする石器群で、時期は類例から縄文時代後期以

降と考えられる。東端の 2ヵ所は、剥片素材の小型の木葉形尖頭器を主体とする石器群で、彫器、掻

器、削器が伴っている。

北支湧別4遥跡（平成10年）（図 I-31) 

定形的な石器としては、尖頭器、彫器、掻器、削器、石刃、石刃核、石核などがある。石器類は、

調査区域の東側で3か所のプロックを形成して確認された。最も大きなものは、 20Xl0mの範囲で、

尖頭器を主体とし、彫器、掻器、削器、石刃、石刃核などが共伴している。尖頭器は木葉形が多いが、

有舌も含まれる。
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II 迫跡の位置と周辺の環境

II 遺跡の位置と周辺の環境

1 遺跡の位置と周辺の遺跡（図II-1・2、表1Iー 1)

遺跡の所在する白滝村は、北海道網走支庁管内中西部に位置し、北緯43°44'20"から43°57'30"、

東経143°0,40"から143°18'20"の間にある。北は丸瀬布町・滝上町、東は丸瀬布町、西・南は

上川支庁管内上川町に接している。

村の中央には湧別川と支湧別川に挟まれた台地状の三角地帯があり、周囲は山地に囲まれている。

北側には湧別川の左岸に急峻な山地が迫り、その中に黒曜石の産出地として知られる赤石山がある。

また、南西から南東にかけて大雪山系の天狗岳・武利岳・支湧別岳などの1600-1800mの山々が連

なっている。村内を東西に流れる湧別川は天狗岳に源流を発し、北側からは赤石山周辺から流れ込む

八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川を吸収し、南側からは本来本流である支湧別川（アイヌ語で「シ

・ユーペッ」、「大きい・湧別川」の意味）と白滝村市街地で合流し、丸瀬布町、遠軽町、上湧別町、

湧別町を経てオホーツク海に流れ込んでいる。

道内の黒曜石産地との位置関係は、赤石山を起点とすると南東方向40kmに置戸町所山・置戸山、南

方向50kmに上士幌町十勝三股が位置している。

村内には92ヵ所の遣跡が確認されている。土器が出土している石井遺跡以外は、断片的に縄文時代

の石器が見られるものの大部分が旧石器時代の遺跡である。それらのほとんどは湧別川沿いの河岸段

丘上に所在し、「白滝遺跡群」と総称されている。特に赤石山へ通じる八号沢川と湧別川の合流点付

近には、白滝第13地点退跡をはじめ、服部台・服部台 2・白滝第32・33地点遺跡など、学史的に有名

かつ大規模な遺跡が集中している。一方、段丘以外では、赤石山の山麓で赤石山・幌加川遠間地点・

幌加林道遺跡の 3遺跡が確認されているのみであるが、深い森林のために発見されていない遺跡があ

ることが予想される。

黒曜石は赤石山山頂および露頭、八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川、湧別川などで採取でき、遺

跡ではその立地環境を反映して大量の黒曜石が利用されている。湧別川中流域の遠軽町内にある同時

代のタチカルシュナイ追跡でも同様に黒曜石が利用されている。

上白滝 7遺跡は、八号沢川と湧別川の合流点から約2.5km下流、十勝石沢川と湧別川の合流点から

1.5km上流の右岸段丘上に位置し、赤石山との直線距離は7.5kmである。標高は約430m-450m、湧別

川との比高は30-40mである。 （鈴木宏行）

2 白滝遺跡群調査研究略史

白滝村では、 1927年頃から遠間栄治によって石器が収集されていたが、当初は旧石器時代の石器と

するには慎重な態度がとられていた（河野・名取 1938)。1949年に岩宿遺跡が発掘され、全国各地

で旧石器時代の遺跡発見の機運が高まると、北海道においては吉崎昌ーが白滝村で発見されていた黒

曜石製の石器に注目し、 1952・1953年に踏査を行い、旧石器時代の遺跡約30ヵ所を確認した。吉崎は、

1955年に芹沢長介・湊正雄と白滝第13・4・27地点遺跡を、 1956年には北大解剖学教室とミシガン大

学の共同調査団と白滝第13・25地点遺跡を（北大調査団 1960)、1957年に白滝第30・33地点遺跡、

1958年に白滝第13地点遺跡の発掘を行い、芹沢長介と共に編年を提示した（吉崎 1958、芹沢・吉崎

1959)。さらに、地質・地形・古生物・土壌・人類・考古学の各分野の研究者によって白滝団体研

究会が組織され、 1959年に白滝第31・32地点、 1960年に白滝第37・38地点遺跡、 1961年にホロカ沢 I
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図1Iー 1 白滝村の位囲と村内の遺跡



表IIー 1 白滝村の遺跡一跨

登載番リ 遺跡名 ，掛イ召I'-/虻
l 白沌第13地/..: 1955 

1956 
1958 
1986 

2 服部台 1961 
3 白滝第25地.'.'.( 1956 
4 IHI'! 滝2
5 .{_j)~ 
6 白滝第30地点 1957 

1985 
l匁 I

1996-98 
7 i'li屯第33地..:i 1957 

1986 
8 白滝第31地!.'f. !959 ， 印迅第32地点 1959 

1986 
JO 椛/JII川遺跡迫 1972 

IIIIJlb ,,, !9bi、OO・笠・93・99
11 近藤台 1981 
12 加藤農I~
13 服部台2 1981 

1998・99 
lヽI近必台2
15 ,,, 滝第4地l,,: 1955 

1986 
199'1 

1995・96 
16 白滝第 10地.•.'.(
17 白滝第27地.'.'.( 1955 
18 i'I滝第29地.'.'.(
19 白滝第37地.•.·~ 1960 
20 白滝第38地.',',1: 1960 
21 IH(i滝ヽ I
22 平岡 b
23 下白滝

24 In白滝 I
25 ・j<jtj a 
26 Ill白滝3
27 ホロカ沢 I 1961 
28 IU i'I i屯5
29 ,n白滝6
30 ,n白滝7
31 旧白滝8
32 IU 1'1 i屯9 1985 
33 1nl'1滝10 1985 
34 i'I滝 l
35 白滝2
36 白滝3
37 i'l滝ヽ I
38 白滝5
39 白滝6
10 i'I滝 7

[J 遺跡の位骰と周辺の閑境

（日l:J厨ll院先行ー2Jj5杓｝の］地形l火1「1'1滝」ーを使Jill

図Ilー 2 上白滝7還跡の位置と周辺の遺跡

報告関連 登栽番り 近跡名 ,Mt年Ji[ 報告1関述
ii崎 1961 41 上白滝 l
北人情閏11:111 1960 42 北必勇けlj1 
占A,'j 1961 43 束i'I滝 l
松谷 1987b 44 北支湧~lj 2 
杉IJ;(.ぃ沢 1975 45 支涌別 l
北大溝1tlll 1960 46 ヒ.Xi勇けlj1 

47 ,-. 支湧けIJ2 
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2 白滝遺跡群調査研究略史

遺跡が調査された。それらの調査をまとめた「白滝遺跡の研究』が1963年に刊行され、吉崎は湧別技

法や荒屋型彫器などの石器組成に地質学的所見・理化学的年代を考慮して北海道の旧石器時代の編年

（白滝第13地点→ホロカ沢 I→トワルベツ→札滑→白滝第33地点→白滝第30地点→立川）を提示した

（白滝団体研究会 1963)。しかしながら、各遺跡の資料が断片的であること、同一段丘上での層位

的把握が困難であること、水和層年代が不安定であること、石器群が複雑であること、さらに、その

後追認できるような調査が行われていないため、その編年は確定的なものになっていない。この時期

の調査は主に編年を目的に行われたが、札滑遺跡との比較のもとに幌加川遺跡遠間地点を札滑型細石

刃核の製作遺跡と位置付けたこと（吉崎 1961)は、原産地における白滝遺跡群の性格付けを行った

こととして特筆すべきである。

1961年には明治大学によって北海道における細石刃文化の解明のために服部台遺跡が調査され、白

滝型、峠下型細石刃核、有舌尖頭器、舟底形石器などが出土している（杉原・戸沢 1975)。

吉崎の調査は湧別川沿いの河岸段丘上において行われたが、原石山である赤石山山麓で唯一調査さ

れているのは幌加川遺跡遠間地点である。

幌加川遺跡遠間地点は、 1954年の洞爺丸台風による風倒木整理作業中に発見され、遠間栄治による

膨大な資料の採集により研究当初から注目されていた。 1972年には白滝村郷土資料館の資料収集を目

的に白滝村教育委員会によって発掘が行われた（米村 1977)。1987年以降、木村英明は湧別技法の

実体と遺跡の構造の解明を目的としてソ連科学アカデミーシベリア支部やユージノサハリンスク教育

大学などとの共同調査を行いながら継続調査を行っている（札幌大学木村英明ゼミナール 1988・ 

1989)。木村は白滝遺跡群を標高によって黒曜石の露頭のある800m以上、幌加川遺跡遠間地点のある

600m前後、湧別川の段丘上の400m付近に分類し、それぞれを「最前線の切り出し基地」、「中継地」、

「集落」とし、石材の採掘から搬入に関わる「分業システム」を想定している。また、幌加川遺跡遠

間地点の接合資料をもとに従来の湧別技法を基礎としてホロカ技法、美利河技法の一部を内包する技

術体系、すなわち「幌加・湧別テクノロジカルコンプレックス」を提唱している (Kimura 1990・ 

1992)。遠間によって採集された遺物は、筑波大学で整理され、湧別技法の再検討を「石器製作技術

系」の体系の中で行い、木村と同様その多様なあり方を浮き彫りにしている（筑波大学研究グループ

1990)。

1980年代に入ると白滝村教育委員会による発掘調査が行われるようになる。 1981年には典地造成に

伴う服部台 2遺跡、近藤台 1遺跡の調査が行われた。服部台 2遺跡では3,872面が調査され20万点以

上、約 3トンの遺物（峠下型細石刃核、有舌尖頭器、尖頭器、舟底形石器、石刃核など）が出土した

（千葉・畑 1982)。1985、86年には、村内の遺物分布調査が行われ、その内、 1985年には白滝第30

. 4地点、旧白滝 9・10・14、北支湧別 3遺跡、 1986年には、白滝第33・32・13地点、上支湧別 3遺

跡の範囲確認調査が行われた（松谷 1987b)。さらに、 1986年には農地造成に伴う白滝第4地点遺

跡の調査も行われ、調査面積2,300m2...11ヵ所の石器プロック、 70,132点の遺物（尖頭器、有舌尖頭

器、忍路子型・広郷型細石刃核など）が発見された（松谷 1987a)。これらの調査によって広い範

囲に複数の石器プロックが存在することが明らかになったが、遺跡全体の把握には至らなかった。

1995年から高規格道路旭川・紋別自動車道関連の大規模調査が白滝村教育委員会と財団法人北海道

埋蔵文化財センターによって行われ、 1999年までに90,840面が調査され、約400万点の遺物が出土し

た（北海道埋蔵文化財センター 1996・1997・1998・1999、長沼他 1999)。

今回の調査での最大の成果は、平面分布（プロックの認定）によって、それまで困難であった石器

群の抽出が可能となったことと広い調査面積により遺跡の全体像が明らかになってきたことである。

52 



11 迫跡の位置と周辺の環境

それにより、各石器群の石器製作技術や石器プロックの内容を相対的に評価することが可能となり、

それらを基準にして各遺跡、さらには白滝遺跡群の具体像を明らかにすることができると考えている。

（鈴木宏行）

3 遺跡周辺の地形と地質

遺跡群のある白滝村は、北海道の屋根といわれる大雪山系の北東山麓に位置している。遺跡が集中

する湧別川と支湧別川に挟まれた三角地帯の周辺は、三方を山に囲まれた盆地状の地形である。南東

側は標高700-1700mの日高累層群による山系である。北側は日高累層群とこれをおおう幌加湧別層

・幌加湧別凝灰岩による標高600-1200mの山地で、深い谷が発達している。南西側は大雪山系の北

東延長部にあたり標高1500-lSOOmの山々が連なっている。三角地帯は、天狗岳（標高 1553m)か

ら北東方向に低くなる緩斜面と、数段の段丘地形から成り立っている。

北部の山地は北西部と北東部では地形、地質の様相が異なる。北西部は、チトカニウシ山（標高1,445

m) を中心として、日高累層群の粘板岩で構成され、急峻な山々が広がる。北東部は、稜線部に広く

溶結凝灰岩が分布している地域で、基盤は日高累層群で構成されているため山腹斜面は急峻であるが、

山稜部は全体的に平坦な地形である。溶結凝灰岩は、分布西限にあたる雄柏山から東へ向かうにした

がい、山稜部の高さが徐々に低くなり、丸瀬布町まで分布する。遺跡群と関係の深い赤石山（標高1,147

m) もこの山塊に位置する。赤石山は、黒曜石が産出する山で、国内でも最大級の埋蔵量を誇ってい

る。山腹には大規模な黒曜石の露頭がいくつもみられ、その下の沢では良質の黒曜石が採集できる。

段丘面は、湧別川と支湧別川に挟まれた三角地帯の台地上に少なくとも 5段が発達している。形成

時期の古い段丘から奥白滝面、天狗平面、上白滝面、東白滝面、支湧別面に区分され、段丘形成史が

概観されている（平川・中村 1998)。これらの段丘面の基盤となっているのは白滝層と呼ばれる火砕

流堆積物で、地点によって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、湖成堆積層などと様相が異なる。

白滝層は、台地内の広い範囲でみられ、現在の斜面傾斜方向と同方向に三角地帯内に流れ込んだと思

われる。これに伴い古白滝湖が形成されたため、白滝層の大部分は湖成堆積層である。

段丘面の中で最も高位の奥白滝面は、湧別川上流部の伊藤ノ山（標高 678m)の北西に残っている

のみである。天狗平面は、斜面堆積によってできた大規模な扇状地地形である。天狗岳から北東方向、

白滝層の間を埋めるように台地内を覆っている。特に伊藤ノ山東側、天狗沢川上流部、支湧別川左岸

に発達し、湧別川との合流地点付近には、北支湧別 4 遺跡（当センター調査）、白滝第 4 地点•第30

地点遺跡（村教委調査）などが位置している。次の上白滝面（標高 470-400m)は、湧別川により

形成された河岸段丘で、湧別川の右岸に八号沢川合流地点付近から十勝石沢川合流地点付近まで分布

する。遺跡が数多く立地しているはこの段丘面上で、白滝第13地点遺跡、服部台遺跡など学史的にも

有名な遺跡が数多く分布している。当センターが調査した遺跡もこの段丘面上に立地し、湧別川の上

流から奥白滝11、服部台2、奥白滝 1、上白滝8、上白滝2、上白滝5、上白滝6、上白滝 7遺跡と

続き、それぞれ大小の谷地形によって区切られている。谷地形の中で最も大きなものは、上白滝で湧

別川と合流する天狗沢川で、三角地帯を大きく東西に二分し、その東側と西側では地形的な差異がみ

られる。天狗沢川より西側は扇状地状の緩斜面地形で、東側は開析の進んだ傾斜のやや強い台地状の

地形である。また中村・平川によれば、段丘礫層のほぼ直上に堆積する奥白滝軽石がトエトコ火山灰

に比定されている。このテフラの噴出年代は15-20万年前頃と推定され、上白滝面の離水時期もそれ

以前と考えられている（中村・平川 1999)。次に形成される東白滝面（標高 500-370m)は、前出

の天狗沢川の両岸と、湧別川と支湧別川との合流地点より下流の右岸に大きく発達している。この面
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11 遺跡の位置と周辺の環境

は、最終氷期前半には離水していたと推定され、合流地点下流の右岸には白滝18遺跡（平成12年度調

査予定）が立地している。次の支湧別面（標高 450m以下）は、最終氷期極相期に離水した最も新し

い段丘面で、湧別川左岸と支湧別川左岸に広く分布する。また湧別川左岸は、山地が間近に迫り、段

丘面が階段状に発達していない。八号沢川と十勝石沢川の間の山麓では所々、支湧別面を覆うように

崖錐堆積物が発達している。

今回報告する上白滝7遺跡は、前述のとおり湧別川の右岸、上白滝面上に位置している。この段丘

は、全体的に湧別川に向かって傾斜し、特に段丘の中央より西側で傾斜が大きくなっている。東西方

向の地形は、 65ラインで最も標高が高くなり、そこからなだらかに東西方向へ標高が低くなる。 74ラ

インから東側は斜面になり、沢に至る。段丘西側は、 7ラインから急な崖になっている。沢を挟んだ

西側の段丘面上には上白滝6遺跡が立地している。 （直江康雄）

4 基本土層

調査した遺跡群は、すべて湧別川の右岸段丘上に立地し、地表面より lm前後の表層 (I-皿層）

については同様な土層の堆積状況がみられた。したがって、各遺跡においては層厚などに若干の相違

がみられるが、基本的に以下のような層名に統一して記述した。なお、 N層以下は各遺跡によって異

なり、それぞれの遺跡において適宜説明する。

第I層 ：表土・耕作土層 厚さは10cm前後、クマ笹や木根を含んだ黒色の腐食土層及び、現代の

耕作によって攪乱された表層である。

第IIa層：褐色粘質土層 厚さは30-50cm、しまり、粘性とも弱いが、下部にいくにしたがい強ま

る。黄褐色の軽石、石質岩片、マンガン粒を少量含む。調査したすべての遺跡で観察さ

れ、遺物の大部分がこの層から出土することから本来の遺物包含層であると考えられる。

なお、 Ila層に含有される少醤の石質岩片や軽石は、 IIC層に含まれているものと類似

Q_  

50cm 

ー

m 

I 層：表土、耕作土

II a層：褐色粘質土層

しまり 弱
粘性弱

II b層：灰白色～青灰色粘質土層

しまり ややあり
粘性強

II C層：赤褐色～灰褐色砂質土唇

しまり あり
粘性弱
石質岩片、黄褐色の軽石を多蜃に含む

m 層：赤褐色～褐色砂質土層

しまり 強

粘性ややあり
マンガン粒を多く含む

図n-4 基本土層図
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4 基本土層

している。

第IIb層：灰白色～青灰色粘質土層 厚さは 5cm前後、しまりが少しあり、粘性が強い。含有物は

Ila層と同様軽石、石質岩片、マンガン粒を少量含む。遺跡群すべてで観察されるわけ

ではなく、所々で観察される。含有物が同様で、灰白色をしていることから、 Ila層が

還元化された層と考えられる。またこの土は、 m層の中程まで入ったクラックの中にも

みられる。その平面形は径 lm前後の編み目模様を呈し、周縁に酸化鉄が沈着している。

第IIC層：赤褐色～灰褐色砂質土層 厚さは10cm前後、しまりがあり、粘性は弱い。石質岩片、軽

石を多量に含んでいる。この岩片と軽石は、大雪山系に位置する御鉢平カルデラ起源の

テフラ (Ds-Oh)であることが確かめられている（中村・平川 1998、1999)。テフラ層

直上で検出された放射性炭素年代は、約 3万年であった。

第皿層 ：赤褐色～褐色砂質土層 厚さは50-lOOcm、しまりが強く、粘性は少しある。マンガン

粒を多量に含んでいる。その他に石質岩片、軽石も少量含まれる。 m層以下には遺物は

全く出土しない。皿層には、周氷河現象を受けて、上面がうねっている地点が多い。平

面形でみると皿状の窪みになっており、そこに lib層やIIC層が厚く堆積しているとい

う状況が多くみられた。

IV層以下については各遺跡により異なる。基本的にはしまりの強いローム質の土層がつづき、砂層

と粘土層の互層となり、段丘礫層に達する。これら基本的な層序の中に各遺跡、各地点において様々

な土層がみられる。上白滝8. 上白滝 7遺跡などでは、斜面堆積物であるマトリックスの多い礫層が

皿層の下に約 lmみられる。服部台2遺跡、奥白滝 1遺跡の北側の地点などでは、斜面堆積物はみら

れず、段丘礫層の直上に、推定降下年代が15-20万年前のトエトコ火山灰がみられる。上白滝2遺跡

では、段丘礫層直上の粘土層が他の遺跡より厚く堆積している。また、 m層以下には周氷河作用がみ

られ、土層が波状に変形している地点もある。

各遺跡が立地している段丘面の基盤となっているのは、白滝層と呼ばれる火砕流堆積物で、台地内

の広い範囲でみられるが、地点によって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、湖成堆積層などと

様相が異なる。 （直江康雄）

5 黒曜石の原石山・赤石山

黒曜石は黒曜岩とも呼ばれ、「新版地学辞典』（地学団体研究会 1996)によれば、「ガラス光沢を

有する流紋岩～デイサイト質のガラス質火山岩。黒曜石とも。色は通常暗黒または灰黒。貝殻状断口

を示す。比重は2.339-2. 527。水分に乏しい (ILO(土）く 1%)ことと比重が大きいことでピッチ

ストーンと区別される。ときに少量の斑晶を含む。石基には晶子を含む。しばしば点紋・縞状・球顆

構造を呈し、また気泡を含むことがある。通常、溶岩または火山放出物として産し、日本では北海道

十勝・長野県和田峠などのものが有名。 obsidianは火山ガラスに対する古代からの名称。石器時代

に石器の材料として珍重」とある。黒曜石は、考古学的には極めて重要な石材であるが、岩石学的に

は火山岩の一種で、成因、構造なども比較的単純な関係から研究文献は多くない。むしろ考古学と関

連した産地推定や年代測定の研究の方が多い状況である。

わが国のガラス質火山岩の初期の分析（遠藤 1929、神津 1930)で取り上げられたのは十勝産の

黒曜石である。白滝産のものが分析対象となるのは昭和13年の津中の紹介（津中 1938)以後で、昭

和25年の河野による「本邦波璃質岩石の研究』（河野 1950)では、岩石学的な分析と全国の他の黒

曜石との対比が行われている。
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11 遺跡の位骰と周辺の棗境

1 : 奥白滝II 2 :)服部台2 3 : 奥白滝l 4 : l・.1'1滝8 5 : I・. 白滝2 6 : 上白滝5 7 : 上白滝6 8 : 上白滝7
9 : 北支携別4 10: 白滝第4地点 11: I勺滝第30地点 12: 赤石!U A: 黒 s: 赤 （採掘跡） c: 茶 o: 流紋岩球類
a : 八号沢の枯頭 b : 球顆の沢 ・柱状b切頭 C : 幌/Jfl沢の硲頭 d : あじさいの滝 e : 十勝石沢の甜頭
f : 白上の沢露頭

図JI-5 調査遺跡 ・露頭位置図

津中の紹介した白滝の産地は、「i勇別川に流れ込むホロカユーベッ川の上滝（流か）標嵩1154-mの

地点付近」 (I)と「上白滝と白滝との中間で湧別川に注ぐ弘法沢（黒曜の沢か）の上流標高870m付近

の地点」 (2)の2か所である。河野の研究では、白滝産として露頭の知られている「幌加沢上流800m

山頂上」 (1)と篠頭不明の「白滝北方8kmll54 m山頂上付近」 (2)の2か所が紹介されている。津中(1)と

河野(2)が赤石山の山頂付近を、津中(2)は、黒曜の沢（弘法沢）の篠頭を、河野(1)は幌加沢の白土の沢

を示している、と考えられる。黒曜の沢の森頭と幌加沢の白土の沢の篠頭は872mの山頂の東側と西

側で、表裏の位四関係にある。昭和20年代までは、赤石山についての情報は少なく、露頭が沢の下方

からも確認できる872mの山頂付近の黒曜の沢や白土の沢の露頭が紹介されていたようである。

白滝産の黒曜石は、河野の分析によれば、斑晶鉱物として斜長石、磁鉄鉱を含み、比重は2.352、

屈折率は1.4856、化学成分では Si02が74.41%である。
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5 黒曜石の原石山・赤石山

赤石山は、白滝村市街の北々西6.5km、標高は1,147m (古い地図では1,154m)、現在は国道333号

より八号沢川に沿った八号沢林道を3.5km程入り、さらに流紋沢川に沿った赤石林道を上り、山頂部

へ行くことができる。途中の林道では標高950m付近から黒曜石が散布し、標高1,000mを越えると一

面に黒曜石がみられる部分が数か所みられる。また、標高1,000m付近の林道右手には有名な通称八

号沢の露頭（口絵11、図II-5のa)がある。この露頭は、黒曜石が流紋岩質凝灰岩にパッチ状にみ

られ、灰白色球顆や縞状構造が多いが、破璃光沢があり、良質である。また、叩くと金属音がするの

で、硬質とみられる。山頂部の平坦面では、ピークの標高1,147m周辺に黒色を主体とする黒曜石の

散布地帯（口絵12-1、図II-5のA)があり、さらにピークを下り削平された林道の終点付近では、

紅色、茶色、紫がかった茶色など俗に花十勝といわれる黒曜石が一面にみられる（図II-5のB)。

ここは、昭和31・32年頃から観賞・装飾用品の加工やパーライト生産のための採掘が行われたところ

である。また、黒色とこの採掘跡の中間部には茶色の黒曜石が集中する部分もある（図II-5のC)。

さらに赤・茶色の混じった黒曜石は、採掘跡手前の流紋岩球顆の指定地（図II-5のD)のある急

な沢（仮称球顆の沢）でも多最にみられる。山頂部や球顆の沢では、原石に混じって粗い両面調整石

器や石核・ 剥片などがみられ、一部は紹介されている（宗像 1999)が、時期の決め手はない。球顆

の沢は、小規模な露頭がいくつかあるが、標高900m付近の柱状節理の発達した露頭（口絵12-2、

図II-5のb)は大規模なもので、その下から下流で採取できる角柱状の原石は、球顆がみられるも

のの良質で、石器の素材としては極めて良好である。おそらく、旧石器時代においてもこの沢は原石

採取の主要な地点であったと考えられ、標高700m付近のわずかな平坦部などでは、剥片類が散布す

る地点が多数ある。

白滝村市街へ入る手前の十勝石沢川は別名、黒曜の沢川、澱粉沢川とも呼ばれ、沢入り口の礫層中

や砂防ダム付近では大小の黒曜石原石が多量に採取できる。しかし、そのほとんどが細かい気泡が多

く破璃光沢の鈍い通称「梨肌」のものである。沢を潮った上流部左岸の露頭（図II-5のe) は、後

述する幌加沢白土の沢（図II-5のf)の反対側になり、山頂部に数mの厚さで、凝灰岩、流紋岩の

上部に堆積している。また、この露頭の下位の溶結凝灰岩中には、波璃光沢の強い黒曜石もある（白

滝団体研究会 1963)とされ、沢の所々では破璃光沢の黒曜石もわずかであるが採取できる。その供

給源となる露頭や土層が存在すると考えられるが、詳細は不明である。

白滝村市街の北東2kmにある幌加湧別川は、北西方向に延び、入り口から直線距離で6km程で、赤

石山の山頂にいたる。上流部や支流の蜂の巣沢川でも、黒色や茶色の混じった良質の黒曜石原石が採

取できる。蜂の巣沢川の最上流部付近では、名前の由来となった俗称「蜂の巣石」と呼ばれる蜂の巣

のような窪みが多数みられる黒曜石がみられるほか、標高800mの通称幌加沢の露頭（図II-5の

d)や林道終点に近い通称あじさいの滝（図II-5のc) などいくつもの露頭がある。また、沢入り

ロより幌加湧別川を 3km程湖った左手にある白土の沢の露頭（図II-5のf)は、十勝石沢の露頭

（図II-5のe)の反対側で、一帯では「梨肌」の黒曜石が採取できる。山頂部や球顆の沢同様に幌

加沢においても露頭やその周辺で、人為的な石器類が採取できる地点が多数あるが、幌加川速間地点

遺跡などのように特徴的な遺物が多数みられる場所以外は、年代の決定が難しい。

赤石山を中心とした八号沢川・流紋沢川、十勝石沢川、幌加川・蜂の巣沢川の一帯は、深い森林地

帯（国有林）で、多くの黒曜石の露頭や良質の原石が採取できる地点が多数あるが、その実態は不明

である。また、それらの地点と関連して遺物が散布する地点も数多くあるが、その内容や時代などの

把握も困難な状況である。地形・地質などの把握を含めた総合的な分布調査が必要であり、村教委で

も資料収集に努めているので、今後は次第に明らかになっていくものと考えられる。 （長沼 孝）
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m 上白滝7遺跡の調査

皿 上白滝 7遺跡の調査

1 調査の概要

(1) 調査要項

事業名 一般国道450号白滝村白滝道路改良工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者北海道開発局網走開発建設部

受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名上白滝7遺跡 (I-20-90)

所在地紋別郡白滝村字上白滝219-3 

調査面積 12,593面（平成 9年度7,443m2、平成10年度5,150Iriり

調査期間 平成 9年4月11日～平成10年3月31日（現地調査平成 9年5月6日-10月25日）

平成10年4月10日～平成11年3月31日（現地調査平成10年5月6日-10月24日）

平成11年4月1日～平成12年3月31日（整理作業のみ）

(2) 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長伊藤一夫（平成10年5月31日まで）

大澤満（平成10年6月8日から）

専務理事佐藤哲人（平成11年5月31日まで） 常務理事柴田忠昭（平成11年5月31日まで）

宮崎勝（平成11年6月1日から） 木村尚俊（平成11年8月16日から）

業務部長北條雅洋（平成10年3月31日まで） 第1調査部長畑宏明（平成11年8月15日まで）

総務部長中田仁（平成10年4月1日から） 木村尚俊（平成11年8月16日から）

（兼務）

平成9年度第 1調査部第3調査課課長長沼孝（発掘担当者）

同 主任越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事坂本尚史

同 文化財保護主事鈴木宏行

同 文化財保護主事直江康雄

平成10年度第 1調査部第3調査課課長長沼孝（発掘担当者）

同 主任越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事坂本尚史

同 文化財保護主事鈴木宏行

同 文化財保護主事直江康雄

平成11年度第 1調査部第3調査課課長長沼孝 第 1調査部第3調査課主任越田雅司

同 主任鈴木宏行 同 文化財保護主事坂本尚史

同 文化財保護主事佐藤剛 同 文化財保護主事匝江康雄

同 文化財保護主事福井淳一
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1 調査の概要

(3) 調査日誌抄

平成9年

7月16日（水） Lラインより南側璽機による表土除去

開始。

7月28日（月） 表土除去終了、杭打ち。

7月29日（火） 54ラインより東側25%調査開始。 P66

区で石刃核、 R68区で掻器出土。

7月30日（水） 64ラインより東側での石器出土が続く。

T66区でナイフ形石器・石刃・掻器出

土。

8月1日（金） 25%調査の結果、包含層調査を60ライ

ン以東、 75ラインまで行うこととし、

75ライン以東の斜面およぴ60ライン以

西については、重機調査とした。

8月4日（月） 75ライン以東斜面の重機調査終了、 S

68区でナイフ形石器、 T70区で石刃核

出土。

8月6日（水） 25%調査の結果のとおり70ライン前後

の発掘区で、石器類の出土が続く。

T68・70区で石核、 T69区で掻器出土。

8月11日（月）-16日（土） 盆休み、現場閉鎖。

平成10年度

7月2日（木） 0ラインより南側重機による表土除

去開始。

7月7日（火） 発掘区杭打ち開始。

7月15日（水） 範囲確認調査で遺物が出土していない

部分であったため、重機によるトレン

チ調査 (10・20・30ライン）により遺

物の分布状況の確認を行う。

7月17日（金） トレンチ調査結果により 10ライン周辺、

34-39ラインの包含層調査を実施。

7月21日（火） TlO区で剥片を中心とした小プロック、

p. R36区を中心に尖頭器を中心とし

た石器プロックを確認。

7月29日（水） 0ラインより北側重機による排土移

動、表土除去開始。

(4) 発掘区の設定

8月18日（月） 調査再開。

8月22日（金） G・T70区で広郷型ナイフ形石器出土、

Lラインより北側、 67ライン以束重機

による表土除去開始。

8月26日（火） 25%・包含層調査開始。

8月27日（水） 73ライン以東斜面重機調査終了。

8月28日（木） Lラインより北側、 44-53ライン重機

調査、遺物無し。

9月4日（木） 土層実測・排土移動用発掘区などの最

終調査、 Q65・069区でナイフ形石器

出土。

9月10日（水） 調査終了区画への排土移動開始。

9月12日（金） 最終調査区域H~Oライン、 54~67

ラインの表土除去。

9月18日（木） 最終調査区域25%・包含層調査開始。

9月22日（月） 全体に遺物が極めて希簿。

10月2日（木） 人力調査終了。

10月3日（金） 最終重機調査。

10月4日（土） 調査終了（平成 9年度分6,995niり。

7月31日（金） 重機によるトレンチ調査 (10・20・30

ライン）により遺物の分布状況の確認

を行う。

8月4日（火） トレンチ調査の結果、迫物が全くみら

れないので、重機調査を実施。

8月6日（木） 通路となっていた 0ラインより南側、

41~44ラインの調査を実施。

S・T42区で尖頭器出土。尖頭器を主

体とする石器プロックを確認。

8月10日（月） R41・T42区などで尖頭器の出土が続

く。

8月11日（火） T41・42区、 U42区で尖頭器、 S41区

で頁岩製彫器など出土。

調査終了（平成10年15,150mり。

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は 4X4mとした。設定の基

準は、工事測点の S.P. 62,200とS.P. 62,300の 2つの基準点を通る直線を南北方向の基線とし、東西

方向は、基準点を通り、南北方向の基線に直交する直線とした。

ラインの設定は、南北方向をアルファベットの大文字とし、基線を M に設定後、南側に N、0、P、

Q、R、 ・・・、北側は逆に L、K、J、I、H…とした。東西方向は数字で、 S.P. 62,200を通る基線
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旧 上白滝 7遺跡の講介

調査範囲と周辺の地形
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1 調査の概要

を20とし、東側に21、22、23、24・ ・ ・ と進行し、西側は逆に19、18、17、16・ ・ ・ とした。基準点

の測量成果は下記のとおりである。

S. P. 62,200 

S. P.62,300 

X= -14178. 9950 

X = -14192. 1654 

Y=72558. 4162 

Y = 72657. 5375 

（平面直角座標系第XII系）

発掘区の呼称は、 4m四方の区画の北西隅のラインの交点で示した。例えば、 Mラインと45ライ

ンの交点の南東側がM45区ということになる。 （長沼 孝）

(5) 土層

上白滝7遺跡における基本土層は I章で記載した基本土層とほぼ同様な堆積で確認され、 I層（表

土）、 Ila層（褐色粘質土）、 IIC層（赤褐色砂質土）、皿層（赤褐色砂質土）が上下関係をもって認め

られる。 IIC層は降下軽石を含む層であり、軽石直上の炭化物から約 3万年前の年代が得られている

（平川、中村 1999)。 I-ID層の下には礫を多く含む斜面堆積物の層が3mほど堆積し、その下に

段丘堆積と考えられる礫層がみられる。礫層の下には段丘の基盤となる白滝層が10m以上厚く堆積し

ている。遺物包含層である Ila層は N44-48、50---54付近を除いたほとんどの地点で良好に確認され

た。遺跡は天狗岳から天狗平を経て続くなだらかな傾斜地形の末端にあたり、主に南から北へ向かい

傾斜している。こうした地形や周氷河現象に影響され、各層厚には多少の変化がみられた。調査方法

の関係から土層堆積状況を10ライン、 20ライン、 31ライン、 42ライン、 67ライン、 Nラインで記録

したため、説明は各ライン毎に行う。

10ライン（図m-2・4)

堆積状況から 0ラインを境として南側と北側に分けて説明する。 Ila層の堆積は南側で良好に確

認され、層厚は20-40cmであったが、北側では削平の影響を受け層厚は20cm以下であった。 Ila層の

直下には Qライン以南で灰色粘土(2)、Qライン以北で Ile層が堆積し、 IIC層は北側で普遍的に検出

された。灰色粘土(2)は基本的に IIC層の下部に位置すると判断されるが皿層との上下関係は明確にで

きなかった。北側では IIC層下部にm層の堆積が確認された。

20ライン（図m-2• 4) 

堆積状況から 0ラインを境として南側と北側に分けて説明する。 Ila層の堆積は南側で良好に確

認され層厚は20-40cmであったが、北側では削平を受け確認できない箇所が多くみられた。 Ila層か

ら遺物は出士していない。本来的には北側も Ila層が連続的に堆積していたと考えられる。 Ila層の

直下には 0ライン以南で Ile層が確認されたが、北側では Ile層の下部に位置する粘質シルトと小礫

(1)と砂質シルトと礫(7)の互層が堆積しており灰色粘土(2)に続いていた。

31 ライン（図m-2• s) 

Ila層の堆積は良好に確認され層厚は30cm前後であったが、 Lライン北側では削平を受け良好には、

確認できなかった。 IIC層は断片的にしか認められず、 M ライン南側の Ila層下部には皿層、砂礫(5)、

砂質シルトと礫(7)が互層の状況で、 M ライン北側では粘質シルトと礫(1)の層が確認された。 1は粘

性が強く、 5、7層では砂が多く混入していた。 5の礫は径 1-20cm、7の礫は径 1-3cmほどで

あった。

42ライン（図皿ー 2・5)

遺跡調査範囲から Rラインまでの14.7mに関して記録した。 Ila層は Uライン前後より南側では確

認されておらず、この範囲から出土した遺物は IIC層上部に包含されていた。
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m 上白滝 7遺跡の調査
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1 調査の概要
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m 上白滝7迫跡の調査

67ライン（図m-3• 6) 

Lライン前後の撹乱を受けた付近を除き Ila層が良好に堆積していた。 Ila層の厚さは20-40cmで、

粒径3-10cmほどの礫を含んでいた。また、礫は Lラインより北側に多くみられた。 m層は粘性が

強く、 11層と同様の礫を多く含む。

Nライン（図m-3・6・7)

前述のように Ila層は N44---48、50---54ラインでは確認されず、 IIC層からの堆積で、削平によるも

のと考えられる。 Ile層下の堆積はm層が断続的に確認される以外粘土(2)、砂(4)、砂礫(5)の互層で、

II C層も砂利を多く含んでいた。 55ライン付近より東側では Ila層、 IIC層、 m層が全体的に堆積し

ている。 70ラインより東側では Ila層から皿層にかけて径 1---10cmほどの礫が多く混入していた。 73

ラインより東側は斜面部にあたり、重機による深堀調査を行なって層位を確認した。斜面部は IICの

再堆積層が上部に堆積し、下層は砂礫(5)、砂質シルト(6)の互層となっておりこれらは段丘堆積物と考

えられる。 （坂本尚史）

(6) 調査の方法

平成 9年度に44ラインより東側の7,443rrf、平成10年度に44ラインより西側の5,150面を調査した

（図皿ー 8上段）。調査区域は山林と牧草地で、山林は若干の立木がみられ、熊笹が一面に生い茂っ

た状態であった。山林部分は、大型の立木を伐採した後、重機により小型の立木と熊笹を除去し、次

に最初の調査区域の笹根と表土を重機により注意深く除去した。牧草地部分は、 Il層の残存状況を確

認しながら、重機により耕作土を除去した。表土の除去後は、発掘区の設定、地形測量を経て、発掘

調査を開始した。

平成 9年の調査では、 Lラインと54ラインを境にして調査区域を大きく 4分割し、排土場所を移動

しながら調査を進めた。まず、 Lラインより南側、 54--75ラインの範囲に25%調査を行った。その結

果、 60ライン以東について人力による包含層調査を行うこととした。また、 75ラインの斜面と遺物の

極めて希簿な44--54ラインまでは重機による調査を行った。

Lラインより南側の調査終了後に北側に堆積した排土を南側に移動すると同時に北側の笹根と表土

を除去し、調査をした。北側の調査区域も南側同様、 70ライン前後に遺物出土が認められたので、 63

--73ラインの範囲についての包含層調査を人力で実施し、 73ライン以東の斜面および63ライン以西の

包含層については、重機調査とした（図m-s下段）。

平成10年の調査では、調査区を 0ラインを境に南北に 2分割し、南側から調査を開始した。範囲

確認調査結果から、遺物の分布が全体的に極めて希薄であったので、南北方向の発掘区幅のトレンチ

調査を10・20・30ラインで実施した。その結果、 10ライン周辺と表土除去中に遺物の確認できた34ラ

イン以東の区域について包含層調査を行うこととし、その他については重機調査を実施した。

0ラインより北側についても南側同様に10・20・30ラインのトレンチ調査を行ったが、遺物が全

くみられなかったので、すべて重機調査を実施した。

遺物の取り上げは、他の遺跡と同様に、 I層については発掘区単位で一括して取り上げ、 Il層につ

いては出土位置を可能な限り記録した。しかし、 Il層の遺物でも指先より小さいものについては発掘

区単位で一括して取り上げた。出土位置の記録はトータル・ステーションを使用し、さらに遺跡管理

システム（シン技術コンサル）にデータを蓄積すると同時に毎日遺物一覧表とドットマップ（分布

図）を作成し、データのチェックと遺物の分布状況を把握しながら調査を進めた。上白滝 7遺跡の

データ数は4,448件である。 （坂本尚史・長沼 孝）
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1 調査の概要

。 s
 

10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 

,•1·.·•·•C•C•C• 四．崖裟囀三闘言言::~:1言

0 toffl I I I 

年度別調査範囲図

ァ-a a 10 11 1:a 1:s 14 1a 1a 1ア 18 18 20 21 22 23 24 25 28 カ 28 28 30 31 32 33 34  3G 38 3ア匹 38-40 41 42  43  - 40 
E I 

I I I I I I I I i I I I i I I i I I I I i . i 
F 

I I 

＇ ＇ ， 

令-「,i 1 i : 

I i l I I • , I ! I I ! ， I ． I I I i 

゜
I '， I 

I :, 'I I I I I I I i I r 
， I ' , I I II  I ' 

H 
I 

;'  

： I I 
I 

I I 
； 

I ! I I I I , I t 

＇ 
， 

I 
＇ I I II 'I I' : I I I ， II ' : ! I ! ! I I ， 

J 翠：足：祠'防：翠：廃翠：岱： .•- •:.•- •:.•- •:Lr•:.••:• ->1:—·•:·•·:t• ..•.:·•.:· • .・•.:・•.:・. • 
仄ク嵌二：嵌：．羽：嵌翌：：：： 

::::J::::l名：:::::Jを：：Z防：筏：詞：逸：翠 ...··...:·•...•l .. ・・・ .. ・・・ .. ・・ ・it ·•. ..••. ..··、•··.. ··• .. ・・・--t-·..··.•.··. ・ . T..·.. ・·・..i•. ・·・..パ·..・r ・・・.・.・・.・.・・.. ・.・・・・・・ .. ・・・・ ・ 

L K ＼, 陸::..-.・:..-.・:..-.-:..:-.・:..-.・:. .-• • ~: 翠：蒻羽：速：菱 ••• ••••• ••••. ••• • ••• ..•·...•v.;•.;.•·. ;.•-.-~•·.;.•·...-;-·.·.·..···..·· • . ．..・...．・.．..・ ... ．..・ .. ．・.・・..・ ·：、··・..·•・..·•・., ・..・・ .. • ・・―...,i,. ..―・・...・・-... Z裟姿瀦裟忍翁・・・...・・・...・・ ・、、・・・...・・・...・・・..... . ···...··•...,1,...···...···...··-...···...···...· ・ ・ ：・：.邁・.・..：苺・.・.r.：：・:.:・.: 苓..•：.ざ・.・ 
~: 岱：：淡：羽：菱：捉 :.-·:.•·:.•·· 1•·:.-·:.+:,::-•·:-•::r•t:•-·:·-·:·:--::--:: -ク翠：！：岱：翠：丘：菱 •••··••••••• .j, _..・・...・・.. .・・, ,;:・..・:・.-・: ·..• ·• ·• •• ・・・-r..,. .・・ .. ・・・.・. ~: 羽浴：嵌：翠：：： • -·:.•·:.+,.:·.•·:.-· :·:.-•:.-•: ヽ ;•：.•·:.-:·.-:-·.·:.-·:.• -・:.-:-・.・:--・:.-・:.-・: .り►,.•·:.•·:.•·:.•·:.•·:.-• 

M ··..··..··•·.-.• •••••••••• • ”••帝...：： . ・. 咆.・・::-.•·:.•:·.•· : ・:.-・ :ふ•:!:．••:．-:• ヤ•~•:.•.:.+,.・:-.・:. • 
~:=· ス：·硲二•又：0., 兄:名： ： 

.•·:.••:.••:,••:.••:.••:;•·:.•:•.••:, • .•·:.•·:.• . •:·.•:·. ・ ク裟裟翠婆婆 繹:：：:：~:::知::::婆::::翠::::::：::菱::：: 
:;::: ::::::::}:::::: . . . . . . . 

N ••••• •••. '.羽...：羽.：.寮..... ：祠.：談.... ： ):::•::~:-:-: :::::::::::l::::J::J:::: V,/: 羽：翠：：
:▲: .: 名... •.: ... -』：.:❖： .. -~:. -:. . . •:•:. i:. -:•:• •: •:• •: ::・ ク翠：岱：：岱：：羽：： ::::: ::::: ::::::::::: ゜ ••• •.•, . ● ■ ■ ● . 疇. . ● . ・.. ・. 

; I忍翁街：岱 姿彰：翠恣裔鱈 : .•.·:..•·: ..・ .-•:,.-•:..-• •• ;.-•:.-:·.-r·... .-・:.-・:..i:.. . -:・.-・: • ：ヽ：裟婆： :・: : 翌： • :字ね:: t :： • : • : : 名．． ： Z翠 ：羽：：蓑： をとを：
:¥:¥:¥: ¥::::,:, ,. ,. ,. l・・・l・・・l・・・l・・・l・・・¥・ ・ ・ ;:l:l:l: :¥:¥:¥: ::::: 

嵌：詞：：羽：羽：：
p゚ ¥ ,'.•.·:.•.·:.•.i.:•.·:.•.:. •. : 

.,..... ...... ：．妥....... ． ...... ：． .： ... , 媛．忍：：名：菱：名
:::::,::::::;:::::f::: ::::: 枕翠：：翠：羽：翠：：ざ：楽：帝.・.：・ ・合.・.：.： ・:::. = 

杉 ：：迄：忍：•:•: j各翁))))))) ::::::::~:[:[:[ :::;: :--::-:-:❖;::-.-.:. -・:-:-:-:--・.・.・. . . . . . . . . . . . . . .. . . .. 、.．．．.．．.． 
＼ 忍翁：名： ：羽：翁翁防：稔翁 ・::.:・:.:・ :-・:.:・:.:・: .ヽ1：.：.：.：.：. こ-:.:・:.:・:.：·t:1·:.=·:.• ・ 化翌豹裔：：：r-・・・ :襦:::::::名：言名：：ぇ：ぇ：4‘名：：り：翠姦：嵌：濠象iill! 置蓋象忍：望： •·:.;·:.;·>··:·•·:·•·:·f:.•·:.•·:.••:.•·:.•·:.• • . . . ・.. . ・.・.. . . ・.. . .・..・. . . 

R , ： ::-:::-:::-: : •·:..•·. :.• ・ 
.・ゞ.... ・ .. ・ふ・・.・.I.・ .. •·• .. •· •.·.,· .• _ .. ・.． .... ,,・・._.,.・ .... _・・．.・ .. ・_. ・.!・． ・ , ・ .. _ •.,: ·.・·ス.·.•·:.•·:.• -•·:.•-·:.-• ・邸.-. ・.・： .:::.•·:.•·:.•·:.•·:.•·:.+·1·:.•·:.• • 杉：楽嵌：嵌：祠：羽： • 寮・：．化裟翠猿嶺蒸 浴：：ぇ：：：：窃・弓：

s へ、後翁蒋各翁
．． :¥:¥:¥: ~=l=~=l l=l:l:l : : : : : .・.・. :•:•:•:-:•:•: ト：・.・.

多i各各：妥:l:l:::::::~ 各各姿 :=:=:~ を：::!:::::~ ををと：をと~杉翁捻忍談噂： ,: :,•::-, :臨-r-:,:：-f.-<:,: •:・• •':,•'.:,+'.r:,••:.• • 化蓑：啜：：防：：翁翁 :．--:．:-•::❖．•:．:❖．;: ．・:：-．,:．:,．; :,::-.,::•.-::•.-: :：：心：ぇ：：・： .-・:.-・ : ・・..・・..・ ・.: .・・寄..... ・・....・.・....・：....・： ... ：.；.：,各... ぇ・.. , .. ・ ... ：,. ・：, . ： •.:.:: . ・
T I~ I 

t• • • I 

・．, ・・． .. ・・． .. ・・． .. ・・．.・．.・.・．.・ .. ・．・.・ ． . ・・・・・・・・・・..・・..・・. .ヽ・・・・.・・・.・・・ ・: .•·:.•:,-:,.·-:.-·:.,·l,·,:.,·:.•·:.-•.:•·:.•·: .:. -·:.·•: . 役蓑：認：：：：羽：羽：：：唱：翌:l::-::裟髯Z羽：悶：::i: 翠：蓑：：. :・-.:-・: .:. -·:.•·:.• ・ •·:.•·:.•··l•·:·•·:·-·:·:.•·:.•·: . 翠：：寮 災婆
u I ! I ! : ! 

• •• •• • • t, • ・.・.・.. ・.＇ .. ， 

/・.・. ·.·:·1•.•:•J: 寮 ••••• s淡 •;:;:1寮：：•:•:• ・=・=・:::-:: 淡：：妥：：：
‘’ 

I I I' 
: I , ：＇ I I I , I !'  I I I I I I 

人力及び重機調査範囲図 44ライン以西 ↑ , 2や

心一ヽ〇嶋〇 4ア心 ,4g C50 CS 1 CS2 153 &4  cscs C5G CSァ 158fSQ 00  81 82 83 CM OG GO 8ア 88 00 ア0 ア1 ア2 ア3 ア4 ア0 ア0 アアアS アg 00 u, 
e . 

F 令—: ・I  i'・'  
゜

, r I I :::: 応：：：：：：：：：：：：：：：：：:::::::: ::::::::::::::::::::::::::::::: 
．．．↑ .• ・’↓・・・・・・・・・・・・ I ! I I I I•••••••••••,:••••• ••••••• ••••••••••••;•••••••••••• ••••••••••••~•••••••••• 心.・.

H- , ・.・.・,.・.・.r.・.・.. ·.·.:1:-:-:,:•:•:•-:•:•:•:•:•:• •:•:•••:•:•: り-:•:-:-:-:-:-:-:-
、 i ::::: をも荼忍季を：忍；：：：：：：：：忍炎：：：：：；忍季：：：：：：忍季象翁各；：とを)::翁苓各翁象j:翁象蕊各翁l:l: 翁：):苓：1: 翁象姿象：：：：：：・=:::::::::: ::::::~:::::::::::::::::: 

• • • • ,I, • •'・ー・ー・ー・ー・．．＾
I ! I 菱：桐：岱羽：：：屈：認：羽：苔：羽：羽：: : 羽：i: 菱:・=葵：；i象翁苓を荼各各翁後攀翁忍忍攀忍：l: を忍翁象後翁象姿忍：召．蒻.•:•:•、:：芝：乾：望：芦：号：名

K 
羽：：唸：羽：浣：岱：：：丑：祠：羽：：：：：羽：菱：苓：岱：岱：：：；忍：：：菱：忍姿：羽：：：；忍；羽：：：を婆：菱：：とをを象後姿翁洛後翁各蕊娑翁翁翁翁翁翁各：後翁各翁：羽：妥：羽羽：浣：羽：羽：菱：羽：萎：羽
：蓑：詞：祠：祠：羽：葵：祠：：：祠：羽：：i蓑：艮：岱：；翠度を岱をとを忍度：：忍苔：度：!:: 忍羽：：忍褻：度を::; 各翁翁象姿翁落翁翁象姿翁毯黍姿翁翁：i: ~: 黍：羽：乏：羽羽：岱：羽：羽：菱：羽：芝：羽

M • ：：：：：：：：：：： (::::::::::::i:::::i:} :=:=:E::::~:::::·::::::: を忍：：：：：：：とを：：：：：：：：：：忍：：：：： i象翁：：：：：翁象：：l=l=l= l苓象l:; 象i::l:l:l:l各各：1 :l: 翁：翁翁l=l=l= 後象l:l:l:l : とを：：：：：：：を：：：：をどをドを::::ど::~を：：：-:•:• -:-:-:i:•:•:•:•:•:•~•:-: 和• ふ：i:-:-:-.-:•:• ・.・.・ ·.•.•., .·.·.•-·.·.·~·.········· .·.·.•.·.·. ・・・ i

N 
.. ,._ . ..,::: 蒻：t: 岱：：浣：：せ：蓑！羽：苔：:: 祠：岱： 詞：：：;::: を：菱：翁各各各妥毯娑娑吝多多娑苓各象娑各各妥妥象洛各姿姿吝季姿姿：：：：：： ：浣：：祠：j: 菱：笙：望：菱：召：浣：

0 -
;:;::::: とを忍を妥；;: :=:=: さをさ忍；をとを：；忍；：：とをさをさ忍：後象翁：翁；多翁：：翁季；象攀象翁：翁：翁象琴：翁：!:l :l:l:l ::::: : とを：：：：：：•:::羽t:::::=:::::~:::::

p 
：岱：；：：：笠：：：：ぇ：：：：合菱：：：羽：：羽：戸：羽：l:::;: 萎：羽1::::::菱：':::浣：羽：苓：菱！祠：：：羽：↓：：：：3菱：：各忍褻とをとを忍翁：!:l忍各季後象l:=: をとさ忍：! : 後毯姿各：：：：：：苔：羽：合蛉：：：祖：羽：：：：：：：岳：蓑

゜
：浣：：：：：：：：：：：祠：：：：：:::::: 妥：:=: ::::::::::::i::::: ざ：：：：：季忍 ：葵：妥忍：岱： ：とを： ::::: : 各洛：をとをとを：姿象l:l各象翁各各苓；]:; :; 各季葵吝苓吝を落季忍~:~妥季洛¥;冬：：：：：交忍：：浣：：：::::¥: 羽：：：::::; 岳：；；

’‘ 
：忍： ：足：1: 菱：苔：：：：：岱：召：：：：：：羽：妥：：：岱：：：：：：合：：[: 浣：羽：：せ：：：：：浣：：・=:::団：詞：翁各各::望姿各各苓；i象翁象l:! 季冬各各季姿季l:苓翁姿象l:; 各季後各各各各季姿毯：苓各:l:: 葵：：::: をt:忍：：::•·· 

s 
:：： :: :::::1=::::~:::::1:::::.:::::::::::::::::1:::::::::::::::::: :::::(各各： ：：：：： ・! 各各： ：：：：： 各各各：i各各：l:l:l:l:l:l:l:l.:l:l=l=l各妥各；各各:l :l:l:l: l各各各 ；i各各：忍忍l=l=l=l=l= l各各：l: 各各各；：i各各： ：：：：：：：： .・. ← -

を::： ::::/: 討:=:::::;:::J::::::::::f::::):::::=:::::::::::::::::::::::: を：；•各；： :::: l: 各：!:l: l苓各各各各苓；；苓：l:11:l: 象忍苓各=in各封吝苓各苓：；苓苓苓苓各苓： i苓各苓忍:::::::::::•:·•···· : i 

::::: :：：: :::::::~:=:::: ::::: :::::: ::::::::::::!:::::::::::: :::::: ::::: さをさ ：：：：： 各を：： ：：：：： ：i苓各：i吝吝各各苓各：i各姿苓：i各苓各：各吝：l :l吝娑：をさ:;: ::::::• ...... I • • I 1ーエ
u 岱： 名：：寮：忍：：如：•:•:••:•:•エ・年-:-エ-:•:ャ：-:-•:•:• •:•:•;•:•:• :•.·.•:•:•:-: 心：・：❖:=↓ ••••••• •••• •• ' I 

‘’ 
W I 

↑，呼ffl-

_l I 

人力及び重機調査範囲図 44ライン以東

昌人力調査範囲 ビm重力調査範囲 区重機によるトレンチ調査範囲

図皿ー 8 年度別調査範囲図

70 



m 上白滝 7遺跡の調査

(7) 整理の方法

遺物の水洗作業は、基本的に現地で行った。その後、札幌の整理作業所に運び、注記などの整理作

業を開始した。

遺物の整理作業は、他の遺跡と同様に点取り遣物と一括取り上げ遺物に分けて進めた。点取り遺物

は注記後に、器種分類、重量計測、石質、残存状況、打点・自然面・被熱の有無などの一次の属性観

察を行い、次に接合・実測などの二次整理作業を進めた。遺物の注記は、道教委の登載番号、発掘区、

遺物番号の順としたので、上白滝7遺跡、 P70区出土、遺物番号150の石器の場合は、「90P70-150」
となる。

上白滝 7遺跡の場合、平面分布および内容が大きく異なる三つの石器群が確認された。接合作業は

すべてにおいて進めたが、その後の母岩分類については、接合状況が良好で、識別が比較的容易で

あった石器プロック 4-10の資料について行った。接合・ 母岩別資料の実測については、可能な限り

実施したが、時間的制約もあり、省略した部分も多い。しかし、全体を図示した母岩別接合資料につ

いては、モノクロ写真図版においてすべての資料を示した。 （坂本尚史・長沼 孝）

(8) 調査結果の概要

上白滝 7遺跡で確認された遺構は、炭化木片プロックが4か所 (Cb-1 -4)である。それぞれ

で得られた炭化木片について放射性炭素年代測定 (AMS 法）を行ったところ、 Cb-1 では4,~10土

60y.B.P. (Beta -126160、SHIRA-49)、4,580土70y.B.P.(Beta -126161、SHIRA-50)、Cb-2で

は1,970士50y.B.P.(Beta-112890、SHIRA-18)、Cb-3では1,890士60y.B.P.(Beta-112891、

SHIRA-19)、1,980土60y.B.P.(Beta -112892、SHIRA-20)、Cb-4では1,970土50y.B.P.(Beta 

-112893、SHIRA-21) という数値が得られた。 Cb-1は約5,000年前、 Cb-2 -4は約2,000年前

という数値で、時期的には縄文・続縄文時代ということになる。

遺物の総数は21,809点、重量は83,707.4gである。そのうち点取り遺物は4,448点、一括その他の

遺物は17,361点で、詳細は表m-1・2・3を参照願いたい。

出土した遺物は、すべて石器類で、時期的には旧石器時代のものが大半を占めるが、縄文時代とみ

られるものもある。器種としては、尖頭器・両面調整石器・ナイフ形石器・彫器・掻器・削器・ニ次

加工ある剥片• 石刃・縦長剥片・削片• 石刃核・石核・石鏃・剥片などがある。

石器類は、平面的に10か所のまとまりで確認でき、石器プロック 1-10とした。また、これらの石

器プロックを構成する石器類は、特徴や組成、接合状況などから三つの石器群に分けることができる。

プロック 1は、削器・ニ次加工ある剥片・剥片のみの特殊な石器組成である。剥片類の形状や加工

の状況から、石器素材の可能性が考えられる (V章1参照）。一見したところ他のプロック出土の石

器類に比べ光沢があり、水和層が発達していないことが分かり、分析結果でもその点が裏付けられて

いる。時期としては、類例や水和層測定によるデータなどから、縄文時代後期以降と考えられる。

プロック 2・3は、尖頭器を特徴とする石器群で、彫器、掻器、石核などが伴う。尖頭器は 8cm前

後の木葉形のものが製作され、破損・欠損品が多くみられる。時期的には後期旧石器時代末期と考え

られるが、年代の決め手となる資料は得られていない。

プロック 4----10は、ナイフ形石器を特徴とする石器群で、掻器、石刃、石刃核などを伴い、多数の

接合資料がある。ナイフ形石器は、広郷型ナイフ形石器と呼ばれているものを含み、母岩分類の結果、

61個体の母岩別資料 (97接合資料）が抽出でき、原石の選択、石核からの素材獲得、ナイフ形石器の

加工などの状況が把握できる資料である。年代の決め手となる資料は得られていないが、後期旧石器
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1 調査の概要

表m-1 上白滝7遺跡出土遺物点数・重量一覧

尖頭器緬翡碓ナイ7ij碓 彫器 掻器 削器 こ社U絹t石核 石刃核 石刃 縦長弱片 削片 石鏃 剥片 合計

点取り 38 

゜
220 6 18 32 139 16 12 79 91 3 

゜
3794 4448 

一括 47 7 59 4 10 7 51 5 2 8 17 

゜
2 16960 17179 

排土その他 1 

゜゜゜゜゜゜゜
1 1 

゜゜゜
118 121 

B調

゜゜
1 

゜゜゜
1 1 

゜
l 

゜゜゜
57 61 

点数 86 7 280 10 28 39 191 22 15 89 108 3 2 20929 21809 
合計

重量 996.5 115.2 3087.8 120.7 1065.7 460.5 2402.2 6429.6 6790.1 2077.9 4528.7 7.6 0.9 55624.0 83707.4 

時代前半、細石刃石器群以前の時期と考えられる。

4か所 (Cb-1 --4)の炭化木片ブロックのうち Cb-1は、プロック 5に近接し、 Cb-2 ....... 4 

の分布域は、プロック 6と重複している。しかし、前述の放射性炭素年代が炭化木片プロックの形成

された年代を反映しているとすれば、旧石器時代と考えているプロック 5・6の石器群の年代とは大

きな差がある。現時点では、プロック 4-10については、絶対年代を考える資料は得られていないが、

Cb-1 --4とは共伴しないと考えられる。また、 Cb-1-4に近接した L65区、 M67区の表土出土

遺物の中に石鏃がみられることから、それらが関係する可能性がある。 （長沼 孝）

2 遺構と遺物

確認された遺構は炭化木片プロックのみである。

確認された遺物はすべて石器であり、分布状況、組成、接合状況などから 3つの石器群に区分した

(m章2-(2))。遺物の記述は石器群別にプロック 1、2・3、4---10の順に行う。また、ほとんど

の石器が黒曜石製であるため、石材に関する記述は黒曜石以外のものについてのみ行う。

(1) 炭化木片ブロック

遺構は炭化木片プロックが4ヶ所検出された（図皿ー10)。分布はすべて60ライン以東、標高440m

前後の範囲にみられる。特に Cb-2 -Cb-4はM67、68及びN68区、石器プロック 6の北側に近

接して分布する。 Cb-1、Cb-3はそれぞれ2つの小プロックに細分した。炭化木片プロックの土

壌は全て採取し、フローテーションを行った。フローテーションにより抽出できたものは炭化木片の

みで、これを試料として地球科学研究所に AMS法を用いた放射性炭素年代測定を依頼した。測定結

果等の詳細はW章 1に掲載した。

Cb-1 (1) 

P62区に分布する。 14X7 cmの楕円形の範囲に、炭化木片が散在していた。断面を観察すると黄褐

色粘質土中に炭化木片が散在する層が2cm程の厚さで堆積していた。

Cb-1 (2) 

P62区、 Cb-1 (1)に近接して分布し、大きさ 8X 6cmのほぽ円形で確認できた。断面から黄褐色粘

質土中に炭化木片を多く含有する厚さ 5cmほどの層が確認され、上部と下部に炭化木片の密度のピー

クがみられた。また、下部は東側に分布がずれた状態であった。 Cb-1の範囲内から遺物は出土し

ていない。サンプリングした試料2点に対し放射性炭素年代測定を行ない4580士70yBP(Beta-

126160・SHIRA-50)、4910士60yBP(Beta-126160・SHIRA-49)の測定結果が得られた。

Cb-2 

72 



5  
1
0
 

1
 5
 

2
0
 

2
5
 

3
0
 

3
5
 

4
0
 

4
5
 

5
0
 

5
5
 

6
0
 

6
5
 

7
0
 

7
5
 

8
0
 

F  k  p  u  F  k  p  u  

o
 

2
0
m
 

I
 

I
 

I
 

5  
1
0
 

1
 5
 

2
0
 

2
5
 

3
0
 

3
5
 

4
0
 

4
5
 

5
0
 

5
5
 

6
0
 

6
5
 

7
0
 

7
5
 

8
0
 

S
b
-
2
 

S
b
-
3
 

日

O
 

2
0
m
 

I
 

I
 

I
 

7 3  

図
皿
ー

9
遺
物
出
土
状
況
・
ブ
ロ
ッ
ク
設
定
図

L I D 蕊 7 誌 翌 3 逗 迫



2 遣構と遺物

N68区に分布し、大きさ42X23cmのいびつな楕円形の範囲で確認できた。断面を観察するとマンガ

ン粒を含む黄褐色粘土質シルトと灰色シルトが混ざる厚さ 4cm程の土層中に炭化木片が散在していた。

Cb-2から遺物の出土はみられなかった。サンプリングした試料に対し放射性炭素年代測定を行な

い1970士50yBP(Beta-112890・SHIRA-18)の測定結果が得られた。

Cb-3 (1) 

M68区に分布し、大きさ35X28cmの楕円形の範囲で確認できた。断面を観察すると厚さ 6cm程のや

やしまりの強い暗黄褐色粘質土中に炭化木片が散在していた。 Cb-3 (1)から遺物の出土はみられな

かった。サンプリングした試料に対し放射性炭素年代測定を行ない1890土60yBP(Beta -112891・ 

SHIRA-19)の測定結果が得られた。

Cb-3 (2) 

M68区に分布し、大きさ46X17cmの長楕円形の範囲で確認できた。断面を観察すると、 Cb-3 (1) 

と同様な堆積が厚さ 5cm程確認された。 Cb-3(2)から遺物は出土しなかった。サンプリングした試

料に対し放射性炭素年代測定 (AMS法）を行ない1980士60yBP(Beta -112892・SHIRA -20)の測

定結果が得られた。

Cb-4 

M67区に分布し、大きさ80X60cmの不定形の範囲で確認できた。断面を確認すると、厚さ 5cm程の

しまりの強い暗褐色土中に粒径 1cm程の小礫と炭化木片が散在していた。炭化木片が含まれる層の下

はIIC層で、灰褐色シルト中にスコリアや灰色岩片のほか、粒径3cmほどの礫を多量に含有する層で

あった。 Cb-4から遺物の出土はなかった。サンプリングした試料に対し放射性炭素年代測定を行

ない1980士50(Beta -112893・SHIRA-21)の測定結果が得られた。

炭化木片プロックの分布は石器の分布と近接するが、いずれの測定結果も予想される石器の年代

(10000-20000年前）よりも新しい数値 (1890土60-4910士60年前）であり、出土遺物（広郷型ナイ

フ形石器を伴う石器群）との共伴の可能性は低いと考えられる。 （坂本尚史）

(2) 遺物分布と石器ブロック

器種別分布状況について（図皿ー11・12)

上白滝7遺跡では出土位置を計測して取り上げた遣物（以下点取り遺物）が4448点出土している。

これらは遺跡全体の分布状況から大まかに 3つのまとまりに分けられ、さらに10か所の石器プロック

（以下プロック）に細分される。まず器種別の分布状況を検討し、次に各プロックの内容を説明する。

尖頭器

プロック 2、3に分布し、これらのプロックは尖頭器を特徴とする石器群として捉えられる。

ナイフ形石器

プロック 4--10に分布し、これらのプロックはナイフ形石器を特徴とする石器群として捉えられる。

彫器

少数であるがプロック 3、7、9にみられる。

掻器

プロック 2--9に分布する。 18点中15点がプロック 4........ 8に集中し、掻器はこれらプロックの石器

を組成する主要な器種の可能性がある。

削器

プロック 1、3に分布する。プロック 1出土の削器は剥片を両面調整した石器である。
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m 上白滝 7迫跡の調査
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2 遺構と遺物

二次加工ある剥片

プロック 2を除くすべてのプロックで確認され、最も点数が多いのはプロック 7である。しかし、

プロック 7に関しては、器種判断の困難な破損品が二次加工ある剥片として分類されたものが多数を

占める。

石刃核、石核

プロック 2-9に分布する。石刃核はプロック 4-8に分布し、これらのプロックを構成する剥片

生産技術に石刃技法が大きく関与したことが考えられる。プロック 2、3は前述のように尖頭器を主

体とする石器群であるが2点の石核が出土している。

石刃、縦長剥片

プロック 3-9に分布し、その大多数が4-9のプロックに集中する。プロック 4-9の出土遺物

の中でも石刃、縦長剥片は数量的に多く、石刃核も伴うことから、これらのプロックでは石刃技法が

主な剥片生産技術であったと捉えられる。

石材が黒曜石以外の石器

プロック 2、3、5-7に分布する。石材の内容は、プロック 2で頁岩、安山岩の剥片が1点ずつ、

プロック 3で頁岩製の彫器や削器、剥片が計16点、プロック 5-7で安山岩製剥片 1点、泥岩製剥片

1点、他チャート・珪岩の礫2点である。各プロックとも99%前後が黒曜石で占められるが、プロッ

ク3では彫器を中心とした頁岩製の石器がまとまっている。

被熱石器

プロック 2-4、6-9に分布するが、その内の79%以上がプロック 3に集中する。またプロック

2を含めれば90%を超え、尖頭器を主体とするプロックに被熱石器の割合が高い。またプロック 7の

石器が集中する範囲にも多くみられる。

石器ブロックについて（図m-9) 

上白滝7遺跡ではプロックが10か所確認された。ここで述べるプロックとは石器の平面分布のまと

まりを示し、接合状況や器種組成の観察から導き出される有意の石器分布範囲とは異なる。よって各

プロック間には分布盤の極めて少ない空間が存在し、これがプロックの範囲を決定している。また、

遺物の分布は放射状、帯状を呈し、これは緩斜面で顕著にみられる。奥白滝 1遺跡の調査で包含層直

下の礫の長軸方向を計測した結果、石器のプロックの長軸方向及び地形の最大傾斜方向に調和的であ

ることが確認された。すなわち礫、遺物等は最大傾斜と調和的な方向に移動することが指摘され、こ

れらはクリープやソリフラクションなどの比較的緩やかなマスムープメントによるものと考えられる。

ただしその移動は緩慢なものでプロック毎のまとまりは捉えることができると判断した。また、上白

滝7遺跡は層位の発達が貧弱なため、層位的な石器群の分離はできなかった。

プロック 1 (Sb-1) (図ID-13)

遺跡の西南端、 T・S-10区に主に分布する。確認した分布は約12X7mの範囲であるが、調査区

の南側にさらに広がることが考えられる。点取り石器は107点で、削器 (17点）、二次加工ある剥片

(6点）、剥片 (84点）がある。一括遺物を含めた点数は278点で、プロック内の石器総重量は1652.7

gである。

プロック 2 (Sb-2) (図ID-14)

P36区、 R36区の 2か所の分布のまとまりを持つ。約20X20mの範囲で分布し、近接するプロック

3との間には15mほどの無遺物の空間がみられる。点取り遺物は678点、重最4054.5gで、尖頭器

(7点）、掻器 (1点）、石核 (1点）、剥片 (669点）がある。
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m 上白滝 7遺跡の調査

プロック 3 (Sb-3) (図皿ー15)

T42区、 U42区に主に分布する。 20mX8 mほどの範囲で分布を確認したが、調査区の南側にもプ

ロック範囲が広がる可能性がある。点取り遺物は1309点で、総重量は5244.9gである。石器には尖頭

器 (31点）、彫器 (2点）、掻器 (2点）、削器 (15点）、二次加工ある剥片 (5点）、削片 (1点）、石

核 (1点）、剥片 (1249点）がある。

プロック 4 (Sb-4) (図m-16)

東側の急斜面に近接した H、I、J、70-72区と M72区に主に分布している。分布範囲は約16X24

mの規模だが、遺物の分布は地形の傾斜方向に沿ってやや散漫に広がっており、本来的な分布範囲は

確認されたものより小規模であったと考えられる。点取り遺物は82点、重量1693.2gで、ナイフ形石

器 (2点）、掻器 (1点）、二次加工ある剥片 (3点）、石刃核 (1点）、石核 (1点）、石刃 (2点）

剥片 (72点）がある。

プロック 5 (Sb-5) (図皿ー17)

1-Rの65ライン付近にやや散漫に分布している。分布範囲は約38Xl2mで南北方向に広がりをみ

せており、地形の最大傾斜方向に調和的である。点取り遺物の点数は109点、重量は2191.7gで、石

器はナイフ形石器 (1点）、掻器 (1点）、二次加工ある剥片 (2点）、石刃核 (1点）、石刃・縦長剥

片 (20点）、剥片 (84点）がある。

プロック 6 (Sb-6) (図m-1s)

東側に位置するプロック 4-10の中心に位置し、遺物の分布は P66区、 R66・Q67・P67・068区に

集中がみられる。プロックの範囲は36X36m前後と広範囲であるがその長軸の広がりは地形の傾斜方

向と調和的である。点取り遺物は点数706点、重最18509.5gで、ナイフ形石器 (19点）、掻器 (6点）、

二次加工ある剥片 (17点）、石刃核 (2点）、石核 (4点）、石刃・縦長剥片 (47点）、剥片 (611点）

がある。

プロック 7 (Sb-7) (図皿ー19)

東側急斜面に近接した Q71-72区、 R69-R72区にまとまって分布している。プロックの範囲は約

20X20mだが、遺物が集中する部分は東西方向に帯状の広がりがみられ、地形の傾斜方向と調和的で

ある。点取り遺物は1143点、 12488.4gで、ナイフ形石器 (155点）、彫器 (3点）、掻器 (4点）、ニ

次加工ある剥片 (93点）、石刃核 (3点）、石核 (4点）、石刃・縦長剥片 (72点）、削片 (2点）、剥

片 (807点）がある。

プロック 8 (Sb-8) (図m-20)

4-10プロックの中でも南端に位置し、 T69区付近に分布のまとまりがみられる。分布の範囲は約

36X Smで東西方向に帯状の広がりをみせており、その長軸方向は地形の傾斜方向と調和的である。

点取り石器は190点、 8785.2gで、ナイフ形石器 (28点）、掻器 (2点）、二次加工ある剥片 (6点）、

石刃核 (5点）、石核 (4点）、石刃・縦長剥片 (21点）、剥片 (124点）がある。

プロック 9 (Sb-9) (図m-21)

S67・68区、 Q68区の 2か所にまとまって分布し、周囲には大規模なプロック 6・7・8がある。

点取り遺物は76点、重量2197.9gで、ナイフ形石器 (14点）、彫器 (1点）、掻器 (1点）、二次加工

ある剥片 (3点）、石核 (1点）、石刃・縦長剥片 (5点）、剥片 (51点）がある。

プロック10(Sb-10) (図皿ー21)

東側プロックの東南端に位置し、散漫に遺物が分布する。プロック範囲は約12X10mである。点取

り遺物の点数は33点、重量は897.5gで、二次加工ある剥片 (2点）と剥片 (31点）がある。
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m 上白滝7遺跡の調査

表m-2 器種別およびブロック別遺物点数一覧

石苔屏 プ01,名母岩数翡醸合f遺物 尖頭器雨翡揺 ナイ71;碓 彫器 掻器 削器 ：複n湘 石核 石刃核 石刃 縦長剥片 削片 石鏃 剥片 総計

I I 点取り

゜゚ ゜゚ ゜
17 6 

゜゚ ゜゚ ゜゚
84 107 

I 一括

゜゚ ゜゚ ゜
4 3 

゜゚ ゜゚ ゜゚
84 91 

合計

゜゚ ゜゚ ゜
21 ， 

゜゚ ゜゚ ゜゚
168 198 

2 13 点取り 7 

゜゚ ゜
1 

゜゚
1 

゜゚ ゜゚ ゜
669 678 

3 23 点取り 31 

゜゚
2 2 15 

2・3 
5 l 

゜゚
3 1 

゜
1249 1309 

2・3 一括 47 5 2 3 4 3 2 2 

゜
1 5 

゜゚
10608 10682 

合計 85 5 2 5 7 18 7 4 

゜
1 8 1 

゜
12526 12669 

4 19 5 点取り

゜゚
2 

゜
1 

゜
3 1 I 2 

゜゚ ゜
72 82 

5 17 13 点取り

゜゚
1 

゜
1 

゜
2 

゜
1 11 ， 

゜゚
84 109 

6 40 28 点取り

゜゚
19 

゜
6 

゜
17 4 2 19 28 

゜゚
611 706 

7 50 52 点取り

゜゚
155 3 4 

゜
93 4 3 27 45 2 

゜
807 1143 

4 -10 8 32 27 点取り

゜゚
28 

゜
2 

゜
6 4 5 16 5 

゜゚
124 190 

， 25 16 点取り

゜゚
14 1 1 

゜
3 1 

゜
4 1 

゜゚
51 76 

10 8 8 点取り

゜゚ ゜゚ ゜゚
2 

゜゚ ゜゚ ゜゚
31 33 

4 -1( 一括

゜
1 56 1 6 

゜
46 3 2 7 12 

゜
2 6144 6280 

合計

゜
1 275 5 21 

゜
172 17 14 86 100 2 2 7924 8619 

プ07クり 点取り

゜゚
1 

゜゚ ゜
2 

゜゚ ゜゚ ゜゚
12 15 

一括

゜
1 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
124 126 

その位 祖tそ咄 一括 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
1 1 

゜゚ ゜
ll8 121 

B調 一括

゜゚
1 

゜゚ ゜
1 1 

゜
1 

゜゚ ゜
57 61 

合計 1 1 3 

゜゚ ゜
3 1 1 2 

゜゚ ゜
311 323 

総計 86 7 280 10 28 39 191 22 15 89 108 3 2 20929 21809 

表m-3 器種別およびブロック別遺物重量一覧

石召屏 1□1ク名 母岩数翡醸合§ 遺物 尖頭器廂翡碍tイ7tl雅 彫器 掻器 削器 こ8瓜b桔 石核 石刃核 石刃 縦長褐片 削片 石鏃 剥片 総計

点取り

゜゚ ゜゚ ゜
271.9 99.9 

゜゚ ゜゚ ゜゚
815.0 1186.8 

1 I 1 一括

゜゚ ゜゚ ゜
59.5 31.0 

゜゚ ゜゚ ゜゚
375.4 465.9 

合計

゜゚ ゜゚ ゜
331.4 130.9 

゜゚ ゜゚ ゜゚
1190.4 1652. 7 

2 13 点取り 123.1 

゜゚ ゜
21.6 

゜゚
1255.7 

゜゚ ゜゚ ゜
2654.1 4054.5 

3 23 点取り 264. 7 

゜゚
2.8 12.5 97.0 66.4 266.5 

゜゚
12. 7 2.4 

゜
4519.9 5244.9 

2・3 
2・3 一括 600.4 60.2 44.7 8.6 108.1 32.1 6.9 108.4 

゜
20.2 48.7 

゜゚
8264.1 9302.4 

合計 988.2 60.2 44.7 11.4 142.2 129.1 73.3 1630.6 

゜
20.2 61.4 2.4 

゜
15438. l 18601.8 

4 19 5 点取り

゜゚
31. 7 

゜
1.4 

゜
18.1 163.0 316.9 19.0 

゜゚ ゜
1143.1 1693.2 

5 17 13 点取り

゜゚
3.1 

゜
4.6 

゜
26.2 

゜
210.5 284.0 561. 9 

゜゚
1101.4 2191. 7 

6 40 28 点取り

゜゚
386.1 

゜
451.0 

゜
347.4 2127.5 546.1 638.5 1739.9 

゜゚
12273.0 l碑 .5

7 50 52 点取り

゜゚
1132.9 59.9 89.5 

゜
1005.1 498.5 493.4 331.3 1100.1 5.2 

゜
7772.5 12488.4 

4-10 8 32 27 点取り

゜゚
531. 9 

゜
110.9 

゜
145.8 804.5 4230.6 300.0 146.5 

゜゚
2515.0 8785.2 

， 25 16 点取り

゜゚
274.0 9.4 45.9 

゜
14.1 264.9 

゜
63.6 47.1 

゜゚
1478.9 2197.9 

10 8 8 点取り

゜゚ ゜゚ ゜゚
25.8 

゜゚ ゜゚ ゜゚
897.5 923.3 

4~10 一括

゜
2.2 607.8 40.0 220.2 

゜
533.9 818.0 423.4 411.0 871.8 

゜
0.9 9807.9 13737.1 

合計

゜
2.2 2967.5 109.3 923.5 

゜
2116.4 4676.4 6220.9 2047.4 4467.3 5.2 0.9 36989.3 寧 .3

101ク外 点取り

゜゚
18.0 

゜゚ ゜
55.6 

゜゚ ゜゚ ゜゚
50.1 123.7 

一括

゜
52.8 10.7 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚
477.2 540.7 

その他 俳±その位 一括 8.3 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
569.2 2.0 

゜゚ ゜
1010.4 1589.9 

B調 一括

゜゚
46.9 

゜゚ ゜
26.0 122.6 

゜
8.3 

゜゚ ゜
468.5 672.3 

合計 8.3 52.8 75.6 

゜゚ ゜
81.6 122.6 569.2 10.3 

゜゚ ゜
2006.2 2926.6 

総計 996.5 115.2 3087.8 120.7 1065. 7 460.5 2402.2 6429.6 6790.1 2077.9 4528. 7 7.6 0.9 55624.0 83707.4 
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2 迫構と遺物

東側の 4-10プロック全体では一括資料も含め8643点、重量60526.3gの遺物が出土した。また各

プロックより出土した多数の遺物にプロック間接合がみられ、 4-10プロックは強い関連性があると

考えられる。各プロックの器種別の石器点数と重量は表m-2•3 に示した。

以上の観察をおこなった結果、 10か所のプロックは分布状況、器種組成からプロック 1、プロック 2

. 3、プロック 4-10の三つの石器群に分けることができる。プロック 1は5cm前後の剥片を素材に

した片面もしくは両面加工の石器がみられる石器群、プロック 2・3は10cm未満の小型の尖頭器を含

む石器群、プロック 4-10はナイフ形石器と石刃技法に関連する石器群である。 （坂本尚史）

(3) 石器ブロック 1の石器

削器（図m-22-1 -14、図版25)

削器は21点出土し、そのうち14点を図示した。素材はすべて剥片で、自然面が残るもの

(3, 5, 10, 11)はすべて縁辺にみられる。平坦剥離と連続する細かな二次加工がみられ、特に折れ面

から平坦剥離をするもの (3,6,8,9,12)が多いことから、切断技法を用いたと考えられる。

1は両面に加工があり、両端は丸みを帯びている。裏面右側縁に平坦剥離がみられる。

2 -5, 7-11は主に襄面の打瘤部付近に平坦剥離がみられ、この加工によって器体の厚さがほぼ一

定になっている。 2は裏面左側縁に細かな加工が連続的に施されている。 7は素材の打面部と末端部

の両面に加工がみられ、末端側はやや尖頭形である。 11の素材の打面は自然面で、正面は右側縁、裏

面は右側縁からの平坦剥離がみられる。

6, 12-14は背面側に平坦剥離がみられるもので、 12、13の素材は平坦打面である。

二次加工ある剥片（図m-22-15,16、図版25)

二次加工ある剥片は 9点出土し、そのうち 2点を図示した。素材は削器と同様の剥片であるが、細

かい連続した加工のあるものを二次加工ある剥片とした。したがって上記の削器と近い形態になって

いる。

15の素材の打面は自然面である。 16は正面に打面部から末端部まで抜ける加工がみられる。

ブロック 1(Sb-1)の分布状況（図m-23)

二次加工を受けた石器が全体の21.5%と多数を占めており、片面調整、両面調整の両者がプロック

の南側に集中して出土している。剥片は折れたものが多いが、大きさは 4-5cmにまとまっている。

また、本プロックでは lg以下の点取り遺物は出土していない。トゥールはほとんどが完形品であり、

接合資料は 1個体のみである。 （直江康雄）

(4) 石器ブロック 2・3の石器

尖頭器（図m-24-17-図m-25-35、図版26)

尖頭器は点取り遺物と一括遺物を含めて85点、 58個体が出土し、そのうち18個体を図示した。剥片

を素材とするもの (17,18,23,24,24,26,28,29,31,32,34)が多くみられる。尖頭器にみられる加工は、

大きくて粗い剥離、連続する平坦な剥離、縁辺にみられる細かな剥離の 3段階がみられる。

17-19は完形品である。 17の長幅比は2.9で、細かな加工が正面の両側縁にみられる。 18の長幅比

は2.3で、細かな加工は、正面右側縁と裏面右側縁にみられる。 19の長幅比は2.3で、細かな加工は、

正面の両側縁にみられる。

20-32は欠損品で、 20-22は先端側、 23-32は基部側である。 20は先端が鋭利に尖り、細かな加工

は正面の右側縁にみられる。 21は裏面の球顆のため破損したものと考えられる。細かな加工は正面の

90 



m 上白滝 7遺跡の調査
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7遺跡の調査

左側縁と裏面の左側縁にみられる。 22の先端は尖り、左右もほぼ対象だが、被熱により破損している。

23は細身であるが厚手の器体で、正面左側縁と裏面左側縁に細かな加工がみられる。 24の素材打面は

自然面で、正面基部側からの剥離が器体に入り込んでいる。 25の石材は頁岩で、背面に自然面がみら

れる縦長剥片を素材とする。左右対称の比較的整った形状で、細かな加工は正面の両側縁にみられる。

26は折れ面にみられる球顆が原因で破損したと考えられる。 29は細身であるが厚手の器体で、断面

が三角形を呈する。 30は細かな加工が、両側縁にみられる。裏面中央の大きな剥離が原因で破損した

と考えられる。 31、32は粗い加工によるもので、尖頭器製作の初期段階で破損したと考えられる。

33、34は完形品で、加工の粗い厚手のものである。 33は比較的左右が対称で、断面が厚い凸レンズ

状を呈する。 34は正面の稜が中央より左側にみられる。被熱により破損している。

35は細石刃核のプランクの可能性もあるが、プロック内に細石刃に関連する遺物がないため尖頭器

とした。比較的小型で、左側縁の先端部と基部から長軸方向の剥離が行われている。

彫器（図m-25-36---41、図版27)

彫器は 5点出土し、すべて図示した。頁岩の剥片、縦長剥片を素材としている。いずれも 3cm前後

と小型で、背面側に調整を加え、右側縁より左側縁へ彫刀面を作出する荒屋型彫器の範疇に入るもの

である。

36は背面に被熱による焼けハジケがみられる。腹面と彫刀面のなす角度は107゚ である。 37---39は

彫刀面が器体の長軸とほぼ直交するもので、腹面と彫刀面のなす角度はそれぞれ125° 、105° 、75°

である。 38は背面先端部に彫刀面作出以前の調整がみられる。 39の彫刀面は末端部に行くにしたがい

背面側にねじれている。 40は背面右側縁にのみ調整がみられ、腹面と彫刻刀面のなす角度は95゚ であ

る。 41は背面に自然面がみられる剥片を素材としている。被熱により基部が欠損している。腹面と彫

刀面のなす角度は125゚ である。

掻器（図m-25-42---45、図版27)

掻器は 7点、 6個体出土し、そのうち 4個体を図示した。剥片を素材とし、そのうち42は縦長であ

る。

42は素材背面の端部にのみ加工がみられ、直線状の刃部になっている。 43は加工がほぼ全周し、器

体の中央部が最も幅広である。 44、45は撥形を呈し、最大幅が刃部にある。 44の加工は刃部以外は散

漫なものである。 45は素材の打面側に刃部を設定し、加工は全周にみられる。

削器（図皿ー26-46---48、図版27)

削器は18点、 10個体出土し、そのうち 3点を図示した。 46、47の石材は頁岩である。 46は末端幅広

の剥片を素材とし、両側縁と末端部に加工がみられる。 47は背面の大部分に自然面がみられる剥片を

素材とし、背面左側縁に加工が施される。末端側がわずかに欠損している。 48は背面の剥離面構成と

打面の形状から尖頭器調整剥片が素材であると思われる。背面右側縁に加工がみられる。

石核（図m-26-49,so、図版27)

石核は 4点出土し、そのうち 2点を図示した。 49は角礫を素材とし、両側面と裏面に自然面がみら

れる。上下で剥片剥離が行われ、上設打面は横からの大きな一面と同方向の剥離面で作出され、下設

の打面は自然面である。頭部調整がみられる。 50は大粒の球顆が多くみられる円礫を素材としている。

正面と裏面下部に連続した作業面が設定され、頭部調整がみられる。

ブロック 2 (Sb-2)の分布状況（図m-21)

尖頭器を中心としたトゥールはプロック南側の R36区周辺にまとまって出土している。接合資料は13

個体あり、 P36区周辺、 R36区周辺の各まとまりの中で接合している。
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 迫構と遺物
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図m-21 ブロック 2の出土遺物と分布図
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m 上白滝7遺跡の調査

ブロック 3 (Sb-3)の分布状況（図皿ー28)

剥片のほとんどが尖頭器製作に関わるもので、 5g以下の小型剥片がプロック 3全体の80%以上を占

める。トゥールは尖頭器が中心で、 T42区からまとまって出土している。尖頭器の多くは破損品で

あった。接合資料は23個体あり、プロック 2の資料と接合する個体（接合資料1015) も含まれる。

接合資料1018(図m-29、図版28-1) 

素材 4点が接合し、総重量は174.6gである。円礫を素材とし、接合図正面右側縁に大きく自然面

が残っている。

剥離工程 尖頭器製作過程の接合資料である。 1、2は製作の初期に剥離される粗割りの剥片で、ど

ちらも厚手である。また、 1の横長剥片は尖頭器の素材となり、裏面に剥片が 1点接合している。 3

は、 1、2と異なり薄手の調整剥片である。裏面下端に反対側縁を取り込んでいる。したがって、こ

の段階になると尖頭器の形がほぼ整っていたものと考えられる。 3を剥離時の尖頭器本体の片側縁を

推定すると、模式図裏面の斜線部のようになる。

分布 プロック 3範囲内の南側にまとまってに分布する。他の 2点は一括資料である。

接合資料1017(図皿ー29、図版28-3) 

素材 7点が接合し、総重祗は102.4gである。接合状態から素材の形状は判断できない。

剥離工程 尖頭器とその製作剥片の接合資料で、接合する剥片が少ないため剥離工程の全体像は不明

である。 1には4点の調整剥片が接合する。片側 3点は連続的に剥離され、打面が横にそろっている。

1と2、3の間には大きな隙間があり、その間では多数の剥片が剥離されていると考えられる。調整

剥片を観察すると、尖頭器の厚さを減じるために有効な、器体中央の稜線を取り込む剥片がほとんど

みられない。このため、厚さのある尖頭器が製作されている。

分布 プロック 3範囲内の南側に分布する。尖頭器本体と製作剥片は、まとまって出土している。

接合資料1016(図m-29、図版28-5) 

素材 5点接合し、総重量は93.2gである。円礫を素材とし、正面左側縁に自然面が残っている。

剥離工程 尖頭器調整剥片の接合資料で、接合する剥片が少ないため剥離工程の全体像は不明である。

正面左側縁の剥片を上位から 3点剥離した後、右側縁の剥離を下位から 2点剥離している。この時点

での尖頭器本体の幅は約7.5cmで、接合図の断面から尖頭器が平坦に加工されている。また、最後に

剥離された厚手の剥片は、掻器に加工されている。

分布 ほとんどが一括資料であるため分布図には折れ接合を含め 4点しかみられない。すべてプロッ

ク3の範囲内に分布している。

接合資料1014(図皿ー30、図版29-1) 

素材 3点接合し、総重量は279.3gである。角礫を素材とし、両側面と裏面に自然面が残っている。

剥離工程 両設打面の石核に 2点の剥片が接合している。 1の剥離の直前には、下設の打面から剥片

剥離が行われている。 1は上設の打面からの剥離されたもので、頭部調整がみられ、末端にヒンジが

起っている。 2が下設の自然面打面から剥離された後、石核が遺棄されている。

分布 接合する剥片は、 3点中 2点が一括資料である。石核は、プロック 3のR42区で出土した。
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2 遺構と遺物

接合資料1015(図m-30、図版29-3) 

素材 10点接合し、総重羅は1401.3gである。表面に大きな球顆が多数見られる円礫を素材としてい

る。

剥離工程 石核と縦長剥片、剥片の接合資料で、連続する作業面が正面と裏面にみられる。右側面に

最も古い横方向からの剥離面があり、その後の上設の打面は、複数回の剥離によって平坦化され、正

面の縦長剥片剥離が行われる。正面下端の剥離作業と裏面の縦長剥片剥離は、どの段階で剥離された

か不明である。

1は縦長剥片で、正面を打面として上面側で剥離されている。 2は正面で剥離された縦長剥片で、

掻器に加工されている。

分布 剥片類は、プロック 3にまとまって分布する。石核は、プロック 2範囲内の南東側で出土し、

剥片類とは20m離れている。 （直江康雄）

(5) 石器ブロック 4-10の石器

ナイフ形石器（図m-31-41、図版30-36)

ナイフ形石器は275点（遺跡全体では280点）出土した。点取り遺物は219点、一括遺物は56点、そ

のうち211点、 149個体を図示した。これらを形態的特徴、素材、加工技術から I-N類に大別し、さ

らに細かな特徴により細分を行った。未掲載のものは細かな破片が主で、形状・素材の観察できるも

のはほとんどない。よって事実記載の中で述べる属性毎の数は出土遺物全体でみた数値とほぼ同様で、

傾向を観察する上での蓋然性は極めて高い。なお、未掲載遺物を含めたナイフ形石器の属性分析はV

章で詳しく説明する。

I類

石刃もしくは剥片を素材とし、尖頭形で基部が丸みを帯びる柿の種子のような形状に整形された石

器。

IA類 ：素材の一側縁を残す切出し形を呈し、先端部が左右非対称なもの。

IB類 ：先端部が左右対称なもの。

I類 ：I類に含まれるが欠損により細分類できないもの。

II類

石刃、縦長剥片を素材とし、基部もしくは先端部を加工した尖頭形のもの。調整が側縁に及ぶもの

もあるが、加工により素材形状を大きく変化させない。

IIA類 ：素材を斜断するように加工するもので、先端部は左右非対称のもの。

IIB類 ：先端部が左右対称なもの。

II類 ： II類に含まれるが欠損により細分類できないもの。

皿類

横刃、台形状のもの。おもに平坦剥離によって調整される。

w類

先端部を斜断するように湾曲した調整が施されるもの。掻器刃部に類似した先端部加工である。

v類

I-N類以外のもの。

完形品

IA類（図m-31-51-64、図版30)
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7迫跡の調査

51-53は4cm未満の小型のもの、 54-64は5-8cm前後の中型、大型のもので、 4cm未満3点、 6

cm前後5点、 8cm前後6点の 3つのまとまりがみられる。背面の剥離面構成は腹面と同方向のみのも

の10点 (51-56、59、60、63、64)、逆方向を含むもの 3点 (57、58、61)、横方向を含むもの 1点

(62)である。 14点中13点が上下方向の剥離面で、その一定性から素材は石刃もしくはそれに類する

剥片が考えられる。腹面側からみた打点方向の位置は先端部側左斜め方向 1点 (57)、先端部側右斜

め方向4点 (52、56、63、64)、基部側左斜め方向4点 (51、53、59、60)、基部側右斜め方向 1点

(62)、基部方向4点 (54、55、58、61) とばらつきがみられる。側面を観察すると、先端部に蒋い

部位を基部に厚い部位を設置し、基部に関しては腹面側に施す平坦剥離により厚さを除去する傾向が

ある。二次加工は素材の末端もしくは両端を斜断するように施され、素材の形状に関わらず調整加工

は主に平坦剥離によってなされている。 52-57、62、64は背面側器体の中央部にまで平坦剥離が及ぶ

もので、細かい剥離を含む顕著な調整が特徴である。素材の形状を大きく変化させて製作された可能

性がある。それに対し51、58-61、63は大きく素材形状を変化させていない。また、全点に基部腹面

側への調整が施される共通点がある。刃部は左刃 4点 (53、57、59、62)、右刃10点 (51、52、54、

55、56、58、60、61、63、64)である。調整縁辺は鋭利に加工される特徴がある。

IA類で接合関係があるのは55(母岩20・ 接合29)、57・58(母岩34.接合58)、59(母岩 7. 接合

14)、61(母岩34.接合48)である。

51の背面側の側縁調整はやや急角度でプランティングに近い。 52は左側の調整縁辺が著しく摩耗し

ている。 54の基部腹面側には打瘤を除去するように調整が施されるが、これら基部末端からの調整が

器体に入り込み、先端部ごと剥離されている。先端部調整は基部調整以前にほぼ完成したが、事故的

に剥離してしまったと考えられる。また刃部側辺には微細な剥離痕が観察される。 55の素材は幅広の

剥片である。 56は縦長剥片を素材とし、長軸に対し急峻に設定される長い刃部がある。形状の類似す

る資料が広郷8遺跡にもみられる。 57は丸みを帯びた平面形であるが、接合により器体の 2倍以上の

長さの縦長剥片を素材にしていることが確認できた。 59は幅広で厚手の縦長剥片を素材とし、ほとん

ど素材形状を変化させていない。 61は素材の打瘤、打面が残されている。 62・64は欠損品であるが、

55とほぼ同様な形状に復元できる。 ． 

IB類（図皿ー32-65-75、図版30-31)

65-67は4cm未満の小型のもの、 68-75は4-8cm前後の中型、大型のものである。 IA類同様大

小の差がみられる。背面の剥離面構成は腹面の剥離方向と同方向のみのもの 6点 (67、68、69、71、

72、74)、逆方向を含むもの 1点 (70)、横方向を含むもの 2点 (66、72)、不明2点 (65、73)で、

一定方向より連続的に剥離された剥片、石刃、縦長剥片を素材にしている可能性が高い。腹面側から

みた素材の打点方向は基部側右斜め方向2点 (67、68)、基部側左斜め方向 3点 (65、72、75)、基部

方向 5点 (66、69、71、73、74)、先端部側右斜め方向 1点 (70)である。基部側に設定するものが

多く、そのため先端部側よりも基部側に厚みがある例が10点中 8点と多い。基部末端は腹面側への平

坦剥離により薄く加工されるもの (67-72) と厚みを残すもの (73-75)の両者がみられる。 65、67、

69、70、72、73には顕著な調整加工により背面がほぼ覆い尽くされる尖頭器に類似した加工がみられ、

両側縁も平坦剥離により鋭い縁辺となっている。 68、71、74は石刃、もしくは縦長剥片を素材として

先端部と基部を主に調整したもので、素材の形状を大きく変化させていない。接合関係のある資料は

73 (母岩4. 接合8)がある。

66は小型の剥片を素材に基部加工を施したもので、先端部には自然面がみられる。 67、69は54同様

基部末端からの剥離が先端部を取り込んで剥離されたものである。先端部は丁寧に調整加工されてい
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2 遺構と退物

る。また69の背面右側縁には微細な剥離痕が観察できる。 68の先端部の破損は球顆が原因で発生して

いる。 71はやや厚手の石刃を素材とし、先端部の調整は掻器の刃部に類似するが、調整角は60度と緩

やかである。 72は幅広の剥片を素材にしているが、リングのうねりが強くややねじれた形状である。

腹面側の調整は打瘤とリングのうねりを除去するように施されている。 73は右先端部の折れが生じた

後に二次加工を開始している。また腹面への調整は行われず、打面が残存している。 75は分厚い横長

の剥片を素材としている。素材剥離時の割れにより破損し、二次加工以前には基部側の分厚い部分は

除かれていた可能性がある。

IIA類（図m-33-76-図皿ー34-95、図版ー31-32)

背面の剥離面構成は腹面の剥離方向と同方向のみのもの18点 (76-89、91、92、94、95)、逆方向

を含むもの 1点 (93)、横方向を含むもの 1点 (90)である。その一定性により、ほとんどが石刃を

素材にすると考えられるが、 86のように剥片素材もみられる。打点方向を基部に設定する資料は20点

中15点と多い。このうち、打面が残る資料は 9点 (80、81、84、85、86、88、89、93、94)、折れや

調整による平坦面があるもの 5点 (82、83、87、90、91) と基部形状は平坦なものが主体である。た

だし製作過程で破損した未製品も含まれる可能性があるため必ずしも最終的に目標とした形態を示し

ているとは限らない。素材打面はすべて単剥離打面もしくは自然面打面であった。先端部調整は右に

傾くもの10点 (76、77、81、84、85、88、89、90、91、95)、左に傾くもの10点 (78、79、80、82、

83、86、87、92、93、94)である。 IIA類では I類でみられた背面を覆い尽くすような顕著な調整は

みられない。しかし調整縁辺は鋭利に加工される I類と共通した特徴がある。接合関係のある資料は、

77 (母岩20・ 接合29)、81(母岩35・ 接合13)、82(母岩20・接合29)、85(母岩 1. 接合 1)、86(母

岩7. 接合18)、89(母岩20・接合29)、92(母岩48・接合70)、93(母岩33・ 接合46)である。

76-86はIIA類の典型的な形態であり、長軸を斜断する先端部の調整と明瞭な尖頭部が特徴である。

大きさは 5cm前後のもの 8点 (76-81、83、86) と8cm前後のもの 3点 (82、84、85)にまとまる。

76-79は基部を丸く整形し、腹面側への調整が特徴的に施されている点が I類と共通する。 76は被熱

の痕跡がみられる。 77は素材打点を先端部に設定し、打面、打瘤を除去するように膨らみに沿って調

整したため、縁辺が湾曲している。このような傾向は78、82、83にも共通する。 79の先端部調整の中

央から先端にかけては、粗く急角度の加工である。 80の右側縁には先端部調整に連続した微細な剥離

痕が観察される。左側縁の球顆が原因で破損している。 81はチョッパー状の交互剥離によって生産さ

れた剥片が素材となっている。先端部に調整を施した後、基部末端からの調整が事故的に先端部分を

剥離したもので、未製品と考えられる。 82の破損は基部末端が素材剥離時のヒンジーフラクチャーに

よって、先端部が調整が器体に入り込んで生じたと観察される。よって82は未製品の可能性がある。

84の先端部調整は70度前後と急角度で、平面形は緩やかに外湾している。

87-95は不定形な一群で、先端部を斜断する調整の特徴があるが先端尖頭部が明瞭ではない。大き

さは 6-8cm前後のもの 4点 (87-90)、10cm前後のもの 5点と大型である。 87は基部折れ面から腹

面右側縁にかけて樋状剥離が観察されるが、偶発的に発生した可能性もあり、彫器には分類しなかっ

た。 88は左側縁に加えられた平坦剥離調整により破損している。 89は右側縁を斜断するように加工す

るが素材の長さをほとんど変化させていない。調整剥離が原因で破損している。 91は打面を折り取っ

た後、折れ面から基部調整をおこなっている。腹面は打瘤などが除去され平坦である。先端部は平坦

剥離によって幅広に加工され、ヘラ状となっている。 95の基部側は突出した形状で IB類に形状が類

似する。 95は発掘時に破損したもので、完形品で出土した。

IIB類（図m-35-96-図m-36-101、図版32-33)
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m 上白滝7遺跡の調査

素材背面の剥離面構成は腹面と同方向のもの11点、横方向のもの 1点 (106)である。石刃及び縦

長剥片を素材にしていると考えられる。打点方向を基部に設定するものが12点中11点 (96--106) と

多く、主に基部側が厚くなっている。打面が残存するものは 6点 (96、97、98、99、101、102)で、

そのうち自然面打面もしくは平坦打面のものは 5点、複剥離打面のものは 1点 (98)である。これら

は基部末端に平坦面がある一群として捉えられる。基部調整により打面を除去されたものは 3点(loo、

103、105)で、やや丸みを帯びるように整形されている。先端部加工は両側縁調整のもの 6点、右側

縁調整のもの 2点、左側縁調整のもの4点で、調整部位への規格性はみられない。接合関係のある資

料は97(母岩25・ 接合34)、106(母岩4• 接合7)である。このほか100、101が母岩32の資料で、母

岩32は石刃やトゥールの割合が高く、接合関係も無いことから他の遺跡で生産され、搬入されたもの

と考えられる。

96--102は幅広で大型の石刃を素材とする典型的な一群である。大きさは 8--12cm、縦断面形がほ

ぽ直線的な石刃が選択されている。打瘤の膨らみがある打点側を主に基部に設定している。調整は先

端部に対しては顕著に施されるが、基部は無加工か軽微な調整が施されるだけで、 100、103以外は打

面をそのまま残している。 97は右側縁の調整が原因で先端部が破損した可能性があり、破損後基部側

の折れ面に対し再加工を施している。 98の右側縁には微細な剥離痕が観察される。 100は被熱による

ウロコ状の割れが観察できる。 103は厚みのある石刃を素材としてほぽ全周を調整し、先端部と基部

は部分的に急角度になっている。発掘時に破損しているが本来は完形品である。

104--106は6cm前後の小型のもので、やや粗雑な調整が特徴である。 104の打面は一次剥離時に破

損したとみられる。 106の先端部調整は急角度であり、形状は錐形石器の刃部に類似する。

11類はA、B共に素材の形状を大きく変化させない特徴があり、基部調整は I類に比べ軽微で、素

材の打面が残るケースが多い。また、厚みのある打面部を基部に、薄手な末端部を先端部に設定する

素材利用の特徴がある。しかし逆に I類にみられた基部を薄く調整するなどの二次加工に関わる規格

性は乏しくなっている。この他、調整縁辺は鋭利に加工される特徴がある。

m類（図m-36-1os--116、図版33)

素材は主に剥片である。背面の剥離面構成は、同方向のもの 5点 (108、111、112、113、115)、逆

方向を含むもの 3点 (109、114、116)、横方向を含むもの 1点 (110)で、上下方向の一定性がみら

れる。腹面側からみた素材の打点方向は、右側縁5点 (110、112)、左側縁2点 (108、113、114、115、

116)、基部2点 (109、111)である。刃部には末端 (109、111)及び側縁 (108、110、112--116)が

設定されている。主に寸詰まりの剥片を素材とし、打面を基部、末端を刃部に加工するものと、打面

を側面、側縁を刃部に設定する 2種類がある。二次加工は平坦剥離によって行われ、 I類同様、素材

打面、打瘤を除去している。刃部の形状は一定ではないが、直線的なもの 7点 (109--113、115、

116)、突出するもの 2点 (108、114)がある。また正面側の刃部縁辺に微細剥離痕が観察されるもの

が4点 (110、111、112、114)あった。接合関係がある資料は110(母岩7・接合18)111 (母岩38・

接合56)である。

108--112は厚さ0.7cm前後の薄手の剥片を素材とした典型的な一群である。腹面側への調整は 4点

に認められ、すべて打面及び打瘤を除去するように施されている。 108、109、112の打面への調整は

そのまま側縁調整に利用され、両面調整となっている。 110の左側縁には急角度の調整が加えられ、

折断面から施されたと考えられる。 111の素材は作業面高4cm前後の石核 (253)から剥離されている。

113--116の素材は厚さ0.8cm以上の厚手の剥片である。 113は打面、打瘤が残っている。 114は打面部

を折り取った面から右側縁にかけて加工し、これを基部調整としている。 115は素材腹面をナイフ形
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2 遺構と遺物

石器の正面に設定し、刃部裏面は自然面である。正面と裏面のなす刃部の角度は70゚ と急角度である。

116は大型の縦長剥片を素材にした可能性がある。素材の両端を斜断するように調整が加えられ、左

右両側縁が刃部に設定されている。石器長軸に対し斜行する刃部形状は IA類に類似する。

IV類（図m-37-111--123、図版33)

IV類は大まかには IIA類の範疇に含まれるもので、先端部の調整が長軸に対し傾くのが特徴である。

しかし刃部平面形が丸みを帯びること、平坦剥離による先端部の調整縁辺が鋭利であることから IV類

として抽出した。素材は117-119が剥片、 120---124が石刃もしくは縦長剥片である。背面の剥離面構

成は同方向のみ 5点 (117--122)、逆方向を含むもの 2点 (123、124)である。素材打面は117-121

が調整により、 122-124が折れにより残っていない。腹面側からみた素材打点方向は基部側が6点

(117、118、120、121、122、123)と多く、先端部側は 2点 (119、124)である。先端部平面形は120

を除きすべて左側に傾斜している。接合関係のある資料は117(母岩 7. 接合15)、121・122(母岩42

．接合72)である。

118の先端部調整は60゚ ほどで、鋭い調整縁辺になっている。 119は母岩20の資料である。分厚い素

材打面部を先端部に設定している。 120の先端部は折れ面に調整が加えられている。 121の基部は IIA

類の先端部加工に類似し、折れによる破損後に再加工されている。 123、124は細身の縦長剥片を素材

とし、縦断面が湾曲する側に先端部調整がみられる。 124の先端部は IB類65に類似する。また124は

被熱によるウロコ状の割れが生じ、それが原因で破損している。

v類（図皿ー37-125--128、図版33-34)

背面の剥離面はすべて同方向を示し、素材は石刃もしくは縦長剥片と考えられる。接合関係がある

資科は126(母岩23・接合49)、128(母岩25・接合34)である。 125-127は素材末端部に基部加工が

施されるが、先端部には打面を残している。 125、126には基部腹面側への調整がみられ、 I類に共通

する丸みを帯びた形態に加工されている。これらは製作途中に破損した未製品の可能性がある。 126

は接合資料で、剥離面を介して同一個体が確認できた。 128は器体中央部に著しく厚みがあり、刃部

先端部から基部付近にかけて微細な剥離痕が観察される。また、素材打面の折れはバルバスカーから

の割れが原因で、二次加工時にはすでに破損していた可能性がある。 128には二次加工時に生じた調

整剥片が接合し、素材の剥離から定形的石器への加工、遺棄までが一遺跡内で完結している例として

確認できた。

破損品

ナイフ形石器の破損品は先端部及び中央部 (129--158)、基部 (159-199)の順で図示した。

先端部 IA類（図m-3s-129-132、図版34)

欠損のために素材を判断できないが、素材背面の剥離面構成は腹面と同方向のみのもの 3点 (130

-132)、逆方向を含むもの 1点 (129)である。素材は薄手の傾向がある。腹面側から観察される素

材の打点方向は、先端部側右斜め 1点 (130)、先端部側左斜め 1点 (132)、基部側右斜め 2点 (129、

131)である。また刃部は右刃 1点 (130)、左刃 3点である。

130は素材打面を折り取った後に調整を加えており、折れ面が一部残っている。 132の調整は打瘤を

除去するように施され、縁辺が膨らみに沿って湾曲している。

先端部IIA類（図m-38-133-142、図版34)

素材背面の剥離面構成は同方向のみのもの 9点、逆方向を含むもの 1点 (141)である。上下の一

定性と形態から素材は石刃もしくは縦長剥片が考えられる。 133、134は細身、 135-138は幅広、 140、

141は厚手で大型である。素材の大きさにバラエティがあるが、すべて素材の長軸をそのままナイフ
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m 上白滝7造跡の調査
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皿 上白滝7遣跡の調査
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2 迫構と遺物
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m 上白滝7迫跡の調査

形石器の長軸としている。素材の打点方向を先端部に設定するもの 5点 (134、135、136、138、140)、

基部に設定するもの 5点 (133、137、139、141、142)が認められる。また先端部調整の縁辺が右に

傾くものは 2点 (139、140)、左に傾くものは 8点 (133-138、141、142)である。接合関係のある

資料は133(母岩44・接合46)、134(母岩5. 接合12)がある。

136-138の調整は細かな平坦剥離を施した後、調整縁辺の中心から広く大きな平坦剥離を加える特

徴的なもので、 136、137はその剥離が原因で破損している。 139先端部の調整は末端を折り取った後

に加えられ、折れ面が一部残っている。 141の先端部側辺は直線的に整形されている。

先端部 IB、IIB類（図皿ー38-143--154、図版34)

左右対称な尖頭形であるが、基部側が欠損しているため I、11類の分類ができなかった。素材は石

刃もしくは縦長剥片と考えられる。背面の剥離面構成は腹面と同方向のみ11点、逆方向を含むもの 1

点 (145)で、上下方向の一定性がみられる。素材の加工に関しては、打点方向を基部側に設定する

もの11点、先端部側に設定するもの 1点 (148)である。先端部の調整は両側縁に施されるものと片

側縁にのみ施されるものの両者が存在する。しかし明らかに調整頻度が左右どちらかに偏っているも

のが多く、右側縁調整中心のもの 6点 (143、146、147、148、149、151)、左側縁調整中心のもの 4

点 (144、150、152、153)、不明 2点 (145、154)である。接合関係がある資料は143(母岩25・ 接合

34)、150(母岩21・接合30)、151(母岩23・接合49)、152(母岩44.接合66)である。

143はIIB類97の先端部に折れ接合することが確認され、 97は143の破損後に先端部を再生している。

145の調整は非常に軽微であり、素材の尖る形状をそのまま利用している。 146の調整は急角度に施さ

れている。

中央部 IB類（図皿ー39-155-157、図版34-35)

上下を欠損し器体の大部分を失っているが、幅広の形状と調整の特徴から IB類に分類した。背面

の剥離面構成は腹面と同方向 2点、不明 1点 (157)である。打点方向は先端部側 2点 (155、157)、

基部方向 1点 (156)である。 155は72、73に類似した形状に復元できるだろう。 157はナイフ形石器

の出土範囲から60mほど離れて出土しているが、形態上ナイフ形石器とした。

先端部V類（図皿ー39-158、図版35)

幅広の剥片を素材とし、素材末端部を先端部に設定している。素材背面の剥離面構成は腹面と同方

向である。左側縁に平坦剥離による調整が施され、鋭い縁辺を作出している。

基部 I類（図皿ー39-159--図m-40-177、図版35)

基部を平坦剥離調整により円基形に整形し、かつ全体が5cm前後の柿の種子形状に復元できるもの

を分類した。背面の剥離面構成は腹面と同一方向12点 (159、161、163、164、165、167、168、171、

172、174、175、176)、逆方向3点 (169、170、177)、 横方 向3点 (162、166、173)、不明 1点

(160)である。上下方向の強い一定性がうかがえる。素材の打点方向は基部側に設定するもの10点

(163、165--168、170、171、175--177)、先端部側に設定するもの 9点 (159-162、164、169、172

--174)である。破損しているが、縦断面形はおおよそ直線的である。打面、打瘤の有無に関わらず

腹面側への平坦剥離調整が多数にみられ、これにより基部は薄手に調整されている。

159-161は背面を覆い尽くす調整が施されるものである。 160は被熱により破損している。 162、163

は基部調整剥離が器体に入り込み破損している。また、 169--174は基部末端部の調整が先端部を剥離

したものである。 166は打瘤を剥ぎ取るように調整が施されるが、打面は残されている。

基部V類（図m-40-11s-1so、図版35)

背面の剥離面構成は同方向 2点、不明 1点 (178)である。また、腹面側からみた打点の方向は左
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m 上白滝7迫跡の調査

斜め上 1点 (179)、左斜め下 1点 (180)、左側辺側 1点 (178)である。素材は178、180が剥片、 179

が石刃と考えられる。接合関係のある資料は178である（母岩21、接合88)。

178は接合関係から欠損部は 1cm程度と推定でき、形態上分類できないためV類とした。 179はナイ

フ形石器126(V類）と類似する調整がみられる。

基部11類（図m-32-1s1-図m-41-199、図版35-36)

すべて石刃、縦長剥片を素材とし、打点方向を基部に設定している。背面の剥離面構成は同方向の

み14点、逆方向を含むもの 2点 (190、193)、横方向を含むもの 3点 (185、186、196)であり、上下

方向の一定性がうかがえる。二次加工には後述するように 3つのバラエティが認められるが、もっぱ

らわずかの平坦剥離によって素材形状を大きく変化させない調整が施されている。接合関係のある資

料は188(母岩 1・接合 1)、189(母岩25・ 接合34)、193(母岩 7. 接合14)、194(母岩42・ 接合

72)である。

181-186は基部腹面側に平坦剥離調整が施されるものである。 182以外は基部末端が平坦な平面形

である。 181-183、186の腹面側調整は打面を除去するが、 184、185は打瘤の剥ぎ取りのみで打面が

残っている。 186は左側縁調整によりカエシ状の張り出し部がある特異な形状である。 187--193は背

面側のみに調整が施され、打面が除去されるものである。 188、190-192は尖った基部形状である。

189は基部から側縁にかけて大ぶりな平坦剥離による調整をおこなった後、基部周辺に対し細かな調

整を施している。 192の基部調整は急角度に施されている。また192の折れはすべて球顆が原因で生じ

ている。 194-199は背面側のみに調整が施され、打面が残るものである。 198を除き大型の素材が目

立つ。 199の先端部への加工は素材末端が折れた後に施されている。

彫器（図m-42-200-202、図版36)

彫器は点取り遺物と一括遺物を含めて 5点、 3個体が出土し、すべてを図示した。素材は石刃もし

くは縦長剥片である。 200、201は厚手の石刃を使用し、 201の素材の縦断面は著しく湾曲し、末端が

肥大している。接合関係のある資料は200(母岩34・接合58)、201(母岩59・ 接合59)である。

200は交叉式の彫器である。素材末端側を機能部に設定し、基部となる打面側は無加工である。右

側縁に幅0.8cmの彫刀面を作出し、そこを打面として左側縁に幅0.4cmの彫刀面を作出している。右側

彫刀面の下部背面側から右側縁腹面側にかけてと左側縁に、微細な剥離が観察できる。 201、202は背

面の片側縁に彫刀面が作出されるものである。 201は素材打面の折り取り後、折れ面から腹面側を調

整し、その調整面付近を打面として彫刀面を作出している。破損は被熱が原因である。 202は素材の

腹面側の両端に長軸方向からの平坦剥離がみられ、彫刀面はこの腹面側の剥離面を打面として作出さ

れている。しかし、素材末端への加撃が偶発的に背面側へ樋状剥離をもたらした可能性もあり、ある

いは彫器以外の器種に分類したほうが良いかもしれない。素材長軸の両端に平坦剥離が施される例は

二次加工ある剥片218などにもみられ、両極剥離が用いられた可能性がある。

掻器（図m-42-203-図皿ー43-216、図版37-38)

掻器は点取り遺物と一括遺物を含めて21点、 17個体が出土し、その内の破片などを除いた14個体を

図示した。素材はすべて石刃もしくは縦長剥片である。背面の剥離面構成は腹面と同方向8点 (203

-206、208-210、215)、逆方向 4点 (207、213、214、216)、横方向 1点 (212)、不明 1点 (211)

である。素材の打点方向は基部側に設定するもの13点、刃部側に設定するもの 1点 (210)であり、

主に厚みを持つ末端側に刃部が形成される。また203を除けば全体的に器厚が 1cmを超える厚手の素

材を使用している。大きさは10cmを超えるもの 7点 (205、207-209、213、215、216)、10-6 cmの

もの 6点 (204、206、210-212、214)、6cm未満のもの 1点 (203) と大型のものが目立つ。刃部の
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m 上白滝 7遺跡の調査

形態には刃部が幅広く丸みを帯びる形状のもの10点 (203-212、216)、加工部位が狭く平坦な形状の

もの 3点 (213-215)の2種類がみられ、後者は前者に比べ90゚ を超える急角度の刃部である。前者

の刃部角は70-90゚ 未満のもの 9点、 60゚ 未満のもの 2点 (207、212)である。接合関係のある資料

は204(母岩23・ 接合49)、207(母岩34・接合48)、209(母岩42・接合72)、211(母岩19・ 接合28)、

213 (母岩44.接合66)、215(母岩25・接合34)がある。

205の左側縁側の調整剥離面は素材形状を大きく変化させた可能性がある。 206は唯一打面側に厚み

のある石刃を素材にしている。 207の刃部角は40゚ 前後で、刃部平面形は突出している。 209-212、

215は自然面を広く残す素材で、 210-212、215は自然面に刃部調整が施されている。 212の基部腹面

には平坦剥離による調整が施されている。 215は粗割りされた縦長剥片を素材としている。

二次加工ある剥片（屈皿ー44-217-231、図版38)

二次加工ある剥片は点取り遺物、一括遺物を含め181点が出土し、このうち特徴的なもの20点、 15

個体を図示した。 217-224は縦長剥片、 225-231は剥片を素材としている。剥片には寸詰まりのもの、

大型のものなどがみられる。接合関係のある資料は217(母岩44・接合66)、222(母岩30・ 接合42)

223・224 (母岩35・ 接合13)、231(母岩38・接合56)である。

217は末端縁辺の狭い範囲に細かい調整が施され、掻器 (213-215)に類似した形態になっている。

218は腹面側の上下両端に平坦剥離が加えられたもので、彫器202と同様に両極剥離による可能性が考

えられる。 219は腹面側末端に平坦剥離が、 222は背面左側縁に連続的な急角度調整が、 223-226は軽

微な調整が施されている。 227は背面右側縁及び腹面右側縁に加工の施された錯向剥離調整である。

231は大型の剥片を素材とし、直線的な左縁辺に対し連続的に調整を加えている。

石刃核・石核（図m-45-図m-49、図版39-43)

石刃核および残核形態が石刃核に近く石刃技法に類する剥離が行われた石核 (232-249) とそれに

該当しない石核 (232-249)に分けて説明する。

石刃核・石核（図ill-45-232-図皿ー48-249、図版39-41)

石刃核は15点出土し、すべて図示した。石刃核に類する石核は 3点 (238、246、247)である。円

礫（転礫）を素材とするものは 7点 (232、240、241、243、245-249)、角礫を素材とするもの 9点

(233-239、242、244)である。普遍的にみられる石核調整技術には頭部調整があり、 15点 (232-

235、239-249)に認められる。軽微な調整打面が241に観察されるのみで主に平坦打面か自然面打面

である。打面は単設打面と両設打面の両者が認められる。また大きな特徴として背部に自然面を残置

することがある。出土した石刃核はすべて接合関係がある。 232-243は単設打面の石刃核である。 232

-237は比較的打面を広く残しているが、 238-243は石核の厚さである作業面から裏面にかけての幅

をほぼ消費している。 233の作業面は石核をほぼ全周しているが、背部に節理面を残している。作業

面にはネガテイプバルプを持たない打面再生作業を示すものが含まれている。 234は打面正面側が打

面作出時のネガテイプバルプにより凹み、石刃剥離作業はこの凹みのピーク部分で終了している。同

部位の打面と作業面のなす角度は100゚ 前後で、両側の作業面も発達したネガテイプバルプにより剥

離角の鈍角化が起きている。こうしたことが原因で広い打面を持ちながらも遺棄されたのであろう。

235はウートラパッセする石刃剥離により、作業面高が著しく減少している。 236は比較的幅広の石刃、

縦長剥片を剥離している。 237の打面は凹凸の少ない、角礫の自然面である。 238の正面の作業面はヒ

ンジフラクチャーにより潰れている。 244-249は両設打面の石刃核・石核である。 248、249は大型の

石刃核で打面、作業面高を大きく残している。 248は上設打面からの作業を終了した後、下設打面へ

転移している。 249は正面側の作業を終了後、ウートラパッセした広い作業面末端を打面として裏面
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側に作業をおこなっている。

石核（図m-48-250-図m-48-259、図版41-43)

前述のものを除いた石核は15点、 14個体が出土し、うち完形の10個体を図示した。石核の素材は円

礫4点 (250、251、254、256)、角礫2点 (257、258)、剥片 3点 (252、253、255)、不明 1点 (259)

である。頭部調整は 6点 (250、252-254、257、258) にみられる。また裏面側に自然面を残置する

ものが7点 (250-252、254-257)あり、石刃核の特徴に共通するものが多い。石核には単設打面4

点 (250-253)、両設及び多設打面 6点 (254-259)が認められる。出士した15点中14点に接合関係

がある。上白滝 7遺跡より出土した石核、石刃核は黒もしくは紫色の黒曜石が主で、赤茶色は259を

含む 2点のみである。 250は作業面がヒンジフラクチャーにより潰れていること、作業面の下半部が

せり出していること、打面をほとんど消費していることから作業が困難となり遣棄したと考えられる。

252、253は同一母岩資料で、接合している（母岩38、接合56)。253は剥片を素材とし、腹面を作業面

に設定している。また、作業面高は 4cm前後で寸詰まりの剥片が一定方向より剥離されている。 257

は上下打面及び側面を打面として、求心状の剥離を行うもので、 2-3cmほどの寸詰まりの剥片が得

られている。 258、259は正、裏、側面が作業面となる石核である。 258は裏面側の作業が先行し、上

面、正面、側面の順に剥離している。 259は裏面に求心状の作業をおこない、その作業面を打面とし

て側面側を剥離している。

ブロック 4 (Sb-4)の分布状況（図m-50)

プロック 4がプロック 4-10の中で占める割合は点数で3.5%、重量で3.6%である。プロック内の

遺物は散漫な分布であるが、 トゥールは K69区周辺と L72区周辺の 2か所にまとまって出土している。

また M72区には被熱石器が集中している。母岩別資料は 5つの接合資料を含む19個体がある。

ブロック 5 (Sb-5)の分布状況（図皿ー51)

プロック 5が占めるプロック 4-10の中での割合は点数で4.6%、重量で4.7%である。ナイフ形石

器や掻器などのトゥールがプロックの南側にまとまって出土している。また、 13の接合資料を含む17

個体の母岩別資料がある。

ブロック 6 (Sb-6)の分布状況（図m-s2)

プロック 6がプロック 4-10の中で占める割合は点数30.1%、重量39.6%であり、範囲、出土量と

もに大規模なプロックである。トゥールは遺物分布の集中する範囲にみられるが、特に P67区周辺に

ナイフ形石器や二次加工ある剥片がまとまっている。また、石刃核・石核はプロック 7に近い東側に

分布している。母岩別資料は28の接合資料を含む40個体があり、プロック 7に次いで多く出土してい

る。

ブロック 7 (Sb-7)の分布状況（図m-53)

プロック 7がブロック 4-10の中で占める割合は点数で48.6%、重量で26.7%と特に点数で半数近

くを占めている。石器プロック 6と並ぶ大規模プロックである。プロック内におけるトゥールの割合

は22.3%と極めてく、特にナイフ形石器がその主体となっている。ナイフ形石器に関しては遺跡全体

の70.4%がプロック 7から出土している。同様に石器の素材と考えられる石刃・縦長剥片も遺跡全体

の42%にのぼる。ナイフ形石器・ニ次加工ある剥片を中心とするトゥールは R69-Q72区にかけて集

中して分布し、同じ範囲からは重量 lg以下の剥片を含む石器も多数出土している。また、石刃核・

石核はプロック 6・8と近い西側に多く分布する。母岩別資料は52の接合資料を含む50個体があり、

やはり遺跡全体の中で最も多い。
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ブロック 8 (Sb-8)の分布状況（図皿ー54)

プロック 8がプロック 4---10の中で占める割合は点数で8.1%、重盤で18.8%である。石刃核• 石

核の出土点数が他プロックと比較して最も多く、石刃核・石核全体の32.1%を占める。また、プロッ

ク内での総点数に対する石刃核・石核の割合は4.7%であり、各プロックの平均1.9%と比較しても高

い数値である。これら石刃核・石核の多くは他プロック出土の資料と良好に接合する。また、ナイフ

形石器を中心とするトゥールがT69区の東側にまとまって分布する特徴がある。母岩別資料は27の接

合資料を含む32個体がある。

ブロック 9 (Sb-9)の分布状況（図m-ss)

プロック 9がプロック 4---10の中で占める割合は点数で3.2%、重量で4.7%である。ナイフ形石器

を中心とするトゥールがS67・68グリッド付近にまとまって分布する。また16の接合資料を含む25個

体の母岩別資料があるが、同時に母岩別資料は石器プロック 6、7、8とも関係している。

ブロック10(Sb-10)の分布状況（図m-ss)

プロック10がプロック 4-10の中で占める割合は点数で1.4%、重量で2.0%であり、最も小規模な

プロックである。剥片は小型で不定形なものが多く、打面・バルプの形状が他プロックの剥片に比べ

特徴的である。また、母岩別資料は 8つの接合資科を含む 8個体がある。

母岩別資料

母岩分類は、石材の色調・模様・包含物の相違、粒子の疎密、自然面・節理面の特徴、接合状況を

基準として行なった。ただし平成10年度出土遺物（プロック 1・2・3)に対しては、石材の主体が

漆黒の黒曜石であったこと、プロック 2・3は細かな尖頭器の調整剥片が遺物の大半を占めていたこ

となどから母岩の識別が困難で、分類を行なわなかった。

母岩別資料は一つの岩石に帰属するもので、接合資料のほかに上記の判断基準により同一母岩視さ

れる非接合の剥片も含まれる。よって母岩が非接合の資料のみで構成される場合もある。厳密な基準

では単独資料も母岩別資料として扱うべきだが、今回の整理では 2点以上で構成されるものに対して

母岩別資料番号を与えている。また、各接合資料に対して文章中で記載した接合点数は、折れ接合な

どにより確認された個体の意である。例えば、接合72で接合している遺物点数は20点だが、折れ接合

により確認された10点（個体）で記載している。

上記作業の結果から62母岩、 135接合資料が抽出された。母岩分類されなかった資料を勘案すれば

62個体を大きく上回る数の母岩が遺跡内に搬入された可能性が考えられる。

母岩別資料を抽出したプロック 4-10の点取り遺物の総点数は2353点、そのうち母岩別資料は1509

点（接合資料は854点）、母岩抽出率は64.1% (接合率は36.2%)である。

母岩別資料 1、接合資料 1 (図m-56---58、図版44-45)

母岩別資料に分類したのは接合 1のみである。

素材 27点が接合し重量はお70.3g、ほぼ原石形状まで復元できた。長さ25cmを超える転礫を素材としている。

剥離工程

(1) 打面作出→石刃剥離→打面転移

1 ---2を剥離して打面を作出する。 1の2回目の剥離は、 1回目に対して直交する方向から行われ

ている。頭部調整の後、石刃、縦長剥片を剥離しているが、それら目的剥片は欠落している。作業面

高は22cm前後である。その後、作業面を打面に、打面を作業面に転移し、 3など数回の剥片剥離を行
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い、 Bの状態にいたる。 3の背面には頭部調整が観察できる。

(2) 打面転移→縦長剥片剥離→打面転移→石刃剥離の再開

m 上白滝7遺跡の調査

① (1)段階で打面転移したことにより上端に稜が形成され、稜付き剥片様の縦長剥片4を剥離してい

る。さらに連続して剥片 5を剥離し、石核を大きく消費する。 4、5に頭部調整はみられない。

② 6 + 7+Cから打面作出剥片 6を剥離し、円錐形の石核が準備される。縦長剥片 7などの剥離が

開始され、 Cの状態にいたる。作業面高は10cm前後である。 7とCの間の石刃が多数欠落する。

(3) 石刃剥離→残核

平坦打面から頭部調整以外の石核調整は一切用いずに石刃を剥離する。幅2cm前後の細身の石刃は

ナイフ形石器9、10に加工されている。残核11は打面の大部分を消費し、残り打面が1.5cm程度で剥

離が困難となり遺棄されている。石核裏面は自然面に覆われている。

第 1 段階〇→ 1 → 1 → 2 → 2→0下~「
第2段階→4 (L F)→ 5→ 5→ 5→〇→6→ 7→ 7→

第3段階て8 9(KN)→ lO(KN)→〇→0----0→〇→U(BC) 。こ
分布 南西から北東方向の傾斜に沿ってプロック 6内の広範囲に分布する。最も離れている出土地点

は直線で約26mの距離がある。 (1)段階と(3)段階に剥離された遺物は東側に、 (2)段階に剥離された遺物

は西側に、近接しながらも分れて分布する。

母岩別資料36、接合資料54 (図 m-59• 60、図版46)

母岩別資料には接合54以外にも接合22・47(未掲載）が含まれ、総点数は29点である。

素材 14点が接合し、重量は2873.8g、ほぼ原石の形状まで復元できた。長さ25cmを超える偏平で角

張った転礫を素材としている。

剥離工程

(1) 打面作出→石刃剥離の開始

素材礫の長軸方向を目的剥片の作業方向に設定し、打面を鋭角的に 3回作出する。これにより 1が

剥離される。 1により得られた平坦打面から 2を連続的に剥離し、 Bにいたる。 2は上設打面から最

終的に剥離された 7点の縦長剥片が接合している。欠落している部分は作業前半で剥離された背面に

自然面を残す縦長剥片である。接合している縦長剥片は利用されておらず、おそらく平面形状が非直

線的で整っていないためと考えられる。剥離作業は打面がネガテイプバルプにより若干凹んだ部分ま

で行われている。調整技術は軽微な頭部調整がみられる。

(2) 下設打面の作出→石刃剥離→残核

打面作出剥片 3を剥離し、下設打面を設定する。 4、5を剥離するが、 4により打面が潰れたこと、

さらに作業面の末端が瘤状に盛り上がったことなどが原因で剥離が困難となり作業が終了した、と考

えられる。

第 1段階

（上設） 1→ 1→ 1→ 2→ 2→ 2→ 2→ 2→ 2→ 2 (BL)→（下設へ）

第2段階

（下設） → 3→ 4→ 5→ 6 (BC) 

分布 プロック 6内、 P66・67区にまとまって出土している。打面作出剥片 1はまとまりから12mほ
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2 迫構と遺物

母岩 1・接合 1
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図m-ssブロック 4-10の石器(20) 母岩 1・接合1(1) 

138 



m 上白滝7遺跡の調査
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図皿ー57 ブロック 4-10の石器(21) 母岩1・接合 1(2) 
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7遺跡の調査

ど北側に、さらに石刃核6はプロック 8に離れて出土している。

母岩別資料37、接合資料55(図皿ー61---63、図版47---49-1) 

母岩別資料には接合55以外に非接合の剥片などが含まれ、総点数は23点である。

素材 18点が接合し、重量は3903.7g、ほぼ原石の形状まで復元できた。長さ25cmを超える大型の転

礫を素材とし、形状はやや直方体に近い。

剥離工程

(1) 打面作出→石刃剥離

1の剥離のほか、複数回打面作出を行い、平坦打面を形成する。石刃、縦長剥片 2---8を剥離し、

Bにいたる。作業面の自然面除去は 2、3などの縦長剥片を剥離することにより行われている。主に

長さ10cm前後の石刃が剥離されているが、欠落部分がほとんど無い状態まで接合している。 6はウー

トラパッセにより著しく作業面末端を取り込み自然面を除去している。頭部調整は背面が広く自然面

で覆われるもの以外にみられる。

(2) 打面転移→剥離作業

6の剥離により得られた作業面末端の広い剥離面を下設打面に、裏面側を作業面に設定する。ウー

トラパッセにより形成された作業面と裏面とのなす角度を剥離の角度に利用している。下設打面から

は9---12の6点の剥片が剥離され、いずれも幅3cm前後の広い打面である。 12は幅広の剥片で、先右側

縁には連続的な微細剥離が観察できる。 12の剥離により、作業面が損なわれ作業を終了している。

第1段階

（上設） 1下ご三丁2→ 4 (L F)→ 5 (L F)→ 6 (LF)~:LF)『 8 (L F)→（下設へ）

第2段階

（下設）→ 9→ 9→ 9→1炉►11→12→ 13 (BC) 

分布 プロック 6内の 066・67、P66・67区にまとまり、折れ接合する剥片がプロック北側に分布す

る。また、打面作出剥片 1と石刃核13はプロック 8から出土している。

母岩別資料33、接合資料46(図皿ー63・64、図版47・49-2) 

母岩別資料には接合46のほかに非接合のナイフ形石器などが含まれ、総点数は14点である。

素材 13点が接合し、重量は1479g、ほぽ原石の形状まで復元できた。長さ15cm前後の円形の転礫を

素材としている。

剥離工程 幅13cmを超える大型の剥片を剥離して作業面を形成し、自然面打面から数回の剥離作業を

行う。この作業で剥離された剥片は欠落している。その後、 1を剥離して平坦打面を作出し、 2の剥

離作業を開始する。 2は自然面が多くみられる幅広の縦長剥片が6点接合している。 3を剥離し打面

を作出するが、これは石核7の上設打面にあたり、前述の自然面打面を平坦打面に再生したものであ

る。上設打面からは 4、5、6が剥離され、 5、6はナイフ形石器である。接合状態と石核 7からそ

の後の作業は打面転移が繰り返されたと考えられる。下設打面は自然面打面で、調整技術は頭部調整

がある。 4の剥離以降に得られた多数の石刃が欠落し、遺跡外へ搬出された可能性がある。

lて°一一丁2→ 2 (RF)→ 2→ 3 4(BL)→ 6(KN) 7(CO) 

2→ 2→ 2 下5(KN)一ーーエ
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2 逍構と遺物

母岩36・ 接合54
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図m-59 ブロ ック 4~10の石器(23) 母岩36・ 接合54(1)
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 遺構と遺物

母岩37・接合55
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皿 上白滝 7遺跡の調査
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2 遺構と迫物
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 遺構と遺物

分布 資料の大部分がプロック 6に散在している。石刃 4はプロック 7、8に離れて分布する。

母岩別資料25、接合資料34 (図m-65-67、図版55-57-1) 

母岩別資料には接合34以外に接合35(未掲載）、非接合の剥片などが含まれ、総点数は108点である。

素材 38点が接合し、重量は2291.7g、ほぼ原石の形状まで復元できた。 20-25cmのやや偏平な転礫

を素材としている。

剥離工程

(1) 打面作出→縦長剥片剥離

1を剥離して平坦打面を作出し、縦長剥片 2を剥離する。 2は7点の縦長剥片が接合している。粗

割により厚手で幅広の剥片が剥離され、自然面の除去が行われる。その後形状のあまり整わない縦長

剥片の剥離へと作業が連続し、 Bの状態にいたる。

(2) 石刃剥離

3、4が剥離されCにいたる。 3-1は掻器で、刃部加工は自然面に施されている。 3-2はナ

イフ形石器で、中央部に著しく厚みがある石刃を素材としている。 3-3、4は石刃である。

(3) 石刃剥離

5-7が剥離され、 Dにいたる。 5、6はIIB類、 7はV類のナイフ形石器であり、すべて石刃を

素材としている。 6は5に折れ接合し、二次加工時に破損したものと考えられる。

(4) 下設打面作出→打面転移を伴う石刃剥離→残核

打面作出剥片 8を剥離して両設打面とし、打面転移を伴う石刃剥離が開始される。接合資料より確

認された作業は、上設4点→下設 6点→上設3点→下設 1点の順序で行われ、ある程度まとまった剥

離の後に打面転移している。この段階で剥離された石刃は Dまでの工程に比べて小型、薄手で、ま

た接合せずに欠落した部分が多い。 10はナイフ形石器である。 11は石刃核で、打面は上下ともその面

積をほぼ消費している。調整技術は軽微な頭部調整がみられる。

第1段階

（上設） 1 (L F)丁：：:: 丁2→ 2→ 2→

第2段階

（上設）→O→〇→〇→3-l(ES)→ 3→ 3→ 3-2-c3-3(BL)→ 3→〇→

4(BL) i 

第3段階

（上設）ご汀5(KN)+ 6 (KN)→ 7 (KN)→ 

第4段階

（上設）→8IO(R F)→0 

ol。→;(]l~(KN)→〇(RF)[。□゜l。(BL)→ll(B C) （下設）

分布 プロック 5、6、7、8に分布する。プロック 6は066・67、P66・67区を中心にまとまって

おり、おもに作業開始段階の資料が多く、石刃核がこれに伴う。また開始段階の資料はプロック 5、

プロック 6北側にも散在する。プロック 7、8には(2)工程以降の石刃、ナイフ形石器が主に分布する。
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m 上白滝7遺跡の調査

母岩25・接合34
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図皿ー65 ブロック 4-10の石器(29) 母岩25・接合34(1)
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2 遺構と遺物
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2 遺構と遺物

おおまかにはプロック 6南側、プロック 6北側、プロック 7・8の3か所のまとまりに分けられる。

母岩別資料27、接合資料39 (図m-68-72、図版50-52)

母岩別資料には接合39以外に接合38・41(未掲載）、非接合の剥片などが含まれ、総点数67点である。

素材 49点が接合し、重量は3389.3g、ほぼ原石の形状まで復元できた。長さ20-25cmの円形の転礫

を素材とする。

剥離工程

(1) 打面作出→打面作出剥片を素材にした剥片剥離

平坦打面を作出し、この時剥離された剥片を素材として、剥片 1、2を剥離する。つまり(1)-(3)の

工程とは石核を別にする、独立した作業が(1)の工程である。

① 1 -1を剥離し、打面を作出する。 1-1は素材腹面から背面側に向けて剥離され、これにより

素材腹面側が作業面に設定される。

② 1-2を剥離する。

③ 上記までの作業面を打面に、打面を作業面に転移し、数回の剥離が行われる。頭部調整が施されている。

④ 再び作業面を打面に転移し、 1-3-1-6を連続的に剥離する。 1-3-1-6は幅 5cm前後

の剥片で、広い打面がみられる。

⑤ 上記作業面の裏面側から 2が剥離される。 2はウートラパッセにより素材腹面を大きく取り込ん

でいるが、 1-3-1-6に対応する作業面はみられない。石核は確認できなかった。

(2) 石核調整→縦長剥片剥離→石刃剥離

① 3、4を剥離し石核側面を調整する。これにより円礫面の盛上がった部分や自然面などが除去さ

れ、平坦な側面となる。

② 縦長剥片 5を剥離する。 5は4点の縦長剥片が接合している。まず、粗割により厚手で幅広の縦

長剥片が剥離され、自然面の除去が行われる。その後5-1のような比較的整った形状の縦長剥

片が剥離されている。 5までの作業には頭部調整はみられない。 5の剥離後に側面側から 6が剥

離され、再び石核を整形している。

③ 7が剥離されBに至る。 7には 8点の石刃、縦長剥片が接合し、 7-1、7-2のように幅の

広い（幅4-7 cm) ものが多い。

(3) 石刃剥離→残核

石刃、縦長剥片が連続的に剥離され残核にいたる。 8-11には17点の石刃、縦長剥片が接合し、目

的剥片はほとんど欠落することなく接合している。また、 トゥールに加工されたものはみられない。

石刃の形状は幅広と細身のものが不規則に剥離され、そのほとんどが折れている。折れの多くは一次

剥離時に生じたと考えられる。 11を剥離した時点で作業面に直径 1cmほどの球顆が露出し、これが原

因で作業が終了したようで、残核は打面を広く残したまま遺棄されている。 (2)工程以降は頭部調整が

頻繁に施されている。

第1段階 1 -1→ 1→ 1-2→ 1-3→ 1-4丁二1-5 2→ 

1 -6丁
第2段階ー→3→4→ 5→ 5-l(LF)→ 5→ 5亡/→7→ 7-l(BL)丁7→ 7→

戸ー2(L F)→ 7 (L F)→ 7→ ~ 
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m 上白滝7遺跡の調査

母岩~7 ・接合39

A
 

゜
10cm 

図m-saブロック 4-10の石器(32)

~ こ2

母岩27・接合39(1)
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2 遺構と遺物

:,cm 
ヽ

図m-69 ブロック 4-10の石器(33) 母岩27・接合39(2)
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m 上白滝7遺跡の調査
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乙二~ 8-3 

図m-10 ブロック 4-10の石器(34) 母岩27・接合39(3)
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2 遺構と迫物
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図皿ー71 ブロック 4-10の石器(35) 母岩27・接合39(4)
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m 上白滝 7遺跡の調査

接合39 分布図
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図m-12 ブロック 4-10の石器(36) 母岩27・接合39(5)
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2 遺構と遺物

第 3段階―~→ 8-l(BL)→ 8→ 8 (L F)→ 8→ 8→ 8-2(BL)→ 8-3(BL)→ 

→ 8 

て9-2(LF) 」 '9(L F)→ 10-10-10---+ 10-10-1 (B L)→ 

9-l(BL)→ 0 (RF)→0 

で゚ 」01l(LF)→11(1 F)→ 11-l(LF)→ 11-2(LF)→ 12(B C) 

10-2 (BL)→ 10 

分布 主にプロック 6内の広い範囲に分布する。

母岩別資料7、接合資料14 (図m-73-75、図版53-1・54-1) 

母岩別資料には接合14以外に接合17・19・20・87(未掲載）、非接合の剥片などが含まれ、総点数

は90点である。

素材 18点が接合し、重撮は1368g、ほぼ原石の形状まで復元できた。長さ25cmを超える、自然面の

滑らかな角礫を素材としている。

剥離工程

(1) BとCに分割

① Bは長さ20cmを超える直方体状の分割礫を素材とする。長軸を剥片剥離方向に設定し、作業を

行っている。 1はBから剥離された剥片が8点接合しており、打面は凹凸の少ない自然面で、

各剥片の腹面の剥離方向は両設打面であることを示している。剥離された剥片はおよそ10-20cm

の石刃、縦長剥片で、これらを素材にしたナイフ形石器 1-1や素材末端部のわずかな範囲に急

角度の刃部加工を施した掻器が接合している。

② Cは長さ12cm程の立方体状の分割礫を素材としている。凹凸の少ない平坦な自然面を打面として

作業を行っている。作業開始段階では、下端から頭部調整を施して数回の剥離を行うが、目的的

な剥片は得られておらず、稜調整的な意味合いも考えられる。

(2) 石刃剥離→残核

① Cの工程の続きである。 2を剥離し、 Dにいたる。 2は末端が肥大する厚手の縦長剥片など3点

で、作業面高を著しく減じている。

② Dから 3、4を剥離して作業を終了し、残核 5にいたる。 3はIA類のナイフ形石器で、中央部

に厚みがあり、末端の尖る剥片を素材としている。 4は幅広の縦長剥片や剥片など4点が接合し

ているが、 2、3点が欠落している。また調整技術には頭部調整がみられる。

B工程

゜
C工程

l→ 1→ 1→ 1→ 1丁:1-1 (KN) 

~ 
第1段階→2 (L F)て2(L F)→ 

2 (L F)→ 

第2段階→3 (KN)→ 4→ 4丁4→4 (L F)→ 5 (BC) 

分布 プロック 5及びプロック 7、8に分布し、二つのまとまりがみられる。プロック 7、8には素

材分割時に剥離された(1)段階の Bに関係する資料が、プロック 5には(2)段階からの C以降の工程に

関係する資料が分布している。分割された資料はそれぞれ異なった地点で作業が行われた可能性が考

えられる。最も離れた接合資料の出土地点は約47mの距離がある。
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m 上白滝7遺跡の調査

母岩別資料7、接合資料16 (図皿ー74・75、図版53・54)

素材 6点が接合し、重量は157.8gである。素材は不明であるが、接合14のB作業工程以降の可能

性がある。

剥離工程 接合資料の上端部に上下方向の連続した作業面と頭部調整、平坦打面が観察され、 2の剥

離以前には石刃、縦長剥片剥離が行われていた可能性がある。 1は前述の工程のなかで剥離されたと

考えられる。 2は3点の剥片が接合し、すべて打面作出・再生剥片と考えれらる。 2の剥離により得

られた平坦打面から順次正面側に向けて作業が行われ、寸詰まりの剥片が生産されている。最終的に

は上端→正面下端→右側面の順に作業面が移動し、右側面は交互剥離になっている。

l→口→2→ 3→ 4 (C 0) 

分布 プロック 7範囲内の北西側に、散在する。

母岩別資料7、接合資料18 (図 m-74• 75、図版53-4・54-3) 

素材 4点が接合し、重量は62.3gである。接合状況からも素材は確認できなかった。

剥離工程 上下方向及び左方向から剥片が剥離され、すべて自然面打面である。また、頭部調整が観

察される。ナイフ形石器が2点接合し、 1がIIA類、 2がW類である。

1 (KN)→〇→2 (KN)→0 

分布 プロック 7範囲内の南側に、散在する。

母岩別資料7、接合資料15 (図m-75、図版53-3・54-4) 

素材 2点が接合し、重量は18.8gである。素材は不明である。

剥離工程 一定方向から剥片が剥離され、打面は平坦打面、調整技術は頭部調整がみられる。 1はV

類のナイフ形石器である。

1 (KN)→0 

分布 プロック 6、プロック 8に分かれて分布する。

母岩別資料17、接合資料25• 26 (図 m-16• 11、図版55・57-2) 

母岩別資料には、接合25・26のほかに非接合剥片が含まれ、総点数は17点である。

素材 14点が接合し、重量は1619.6g、ほぼ原石の形状まで復元できた。 20-25cmのやや偏平な角礫

を素材とする。接合資料左側面は節理面に覆われ、分割礫の可能性もある。

剥離工程

(1) 打面作出→縦長剥片剥離→石刃剥離

平坦打面を作出し、 1の縦長剥片を剥離する。 1には背面が広く自然面に覆われるもの、著しく末

端の肥大するものなど3点が接合する。この剥離作業により自然面が除去され、作業面高は大きく損

なうが円錐形に近い形状の石核になっている。次に石刃剥離が開始され 2、3などが作出されるが、

その他の目的剥片は欠落している。石刃剥離に際して頻繁に頭部調整が施されている。前述までの作

業を経て B+Cの状態にいたる。 Cは接合26で、おおよその接合個所が判断できるため接合25と共に

図示した（模式図）。

(2) 打面再生→石刃剥離→残核

4を剥離し打面を再生する。 4は左側面に残置された節理面を打面として剥離されている。 4の横
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2 遣構と遺物

母岩7・接合14
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図m-73 ブロック 4-10の石器(37) 母岩7・接合14(1)
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m 上白滝 7遺跡の調査
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2 遺構と迫物
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m 上白滝7遺跡の調査

断面は作業面側が膨らみ裏面側が窪み、母岩 1ー接合 1や母岩36ー接合54など打瘤の発達した打面作

出剥片の縦断面に類似する。 5--8が剥離されて残核9にいたるが、多くの目的剥片が欠落している。

作業は打面が盛り上がり、作業面との角度が鈍角に近くなった時点で終了している。そのため広い打

面が残されている。

第1段階 ~~ 丁1→ 1 (L F)一丁二：二二
第2段階二：丁4→〇→5 (L F)→ 6 (L F)丁:;~→ 9 (BC) 

分布 主にプロック 7、9に分布するが、中心はプロック 7である。南西から北西への傾斜方向に

沿って散在するが、石刃核は南西隅にみられる。

母岩別資料23、接合資料49(図ill-78・80、図版58-1・59 

母岩別資料には接合49・53以外に接合51・52(未掲載）、非接合資料が含まれ、総点数は56点、で

ある。

素材 28点が接合し、重醤は997.9gである。同一母岩の接合53は接合49に後続する工程とみられ、

ほぼ原石の形状が復元できる。 20--25cmの自然面の滑らかな角礫を素材としている。

剥離工程 自然面を打面とし、幅6cmを超える大型の剥片を含む数回の剥離を行う。この工程で作業

面中央から末端にかけて稜調整が施され、その後に石刃剥離が開始されている。石刃剥離の加撃は上

部方向からのみ行われ、 10cmほどの石刃が効率よく剥離されている。頭部調整は作業の進行に伴い頻

繁に施される傾向がある。接合したトゥールにはナイフ形石器6・7、掻器3がある。>•• 1 (BL)で~i: ~ 門~こ丁5(BL)→〇(LF)→ °[g(LF)→0-

O(L F)――] 
→ 6(KN)→0-吋→〇→7(KN)→ 8(B L)丁：→O(B Ll→ O(LF)下0--0--9(L F) 

分布 プロック 5及びプロック 7--9の二つの大きなまとまりに分かれて分布する。前者には 1--4 

の作業前半の資料、後者には 5--9の作業後半の資料が主に分布するが、剥離順序は両プロック間を

多少往来している。また両プロック間を結ぶ折れ接合もみられる。最も離れた接合資料の出土地点は

約48mの距離がある。

母岩別資料23、接合資料53(図 m-79• so、図版58-1・60-1) 

素材 13点が接合し、重量は870.9gである。

剥離工程 石質・節理面・自然面・打面の状況、接合した形状などから接合53は接合49に後続するエ

程と判断される。

(1) 石刃剥離→下設打面作出→上下打面からの作業

上設の自然面打面のほか、 1を剥離して平坦な下設打面を作出する。 2は上下の打面より順次剥離

された石刃・剥片が5点接合している。 2の剥離を経て Bの接合状態にいたる。

(2) 石刃剥離→残核

2の剥離以降は全て上設打面から作業が行われ、 3-5のような厚手で末端が肥大した石刃、縦長

剥片が得られている。 5の剥離により作業面高を大きく損なったこと、打面をおおむね消費したこと、
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 遺構と遺物

石核6の正面作業面がヒンジフラクチャーをおこしたことなどが原因で作業が終了したと考えられる。

第1段階 l→ 2-l(BL)了2]→ 2→ 2 (RF)一
2 

第2段階→3 (BL)丁:4 (L F)→ 0 5 (L F)→ 6 (C 0) 

0-------0丁
分布 接合49同様プロック 5及びプロック 7・8の二つのまとまりがみられる。剥離順序を追うと両

プロック間を往来する関係がみられ、ープロック内でのまとまった作業の後、別プロックヘ移動する

ような痕跡は確認できない。 6の石刃核は道教委の範囲確認調査の資料で、プロック 5の範囲内から

出土している。また最も離れた接合資料の出土地点の距離は約44mである。

母岩別資料28、接合資料83(図m-s1、図版66-1・3) 

母岩別資料には接合83のほかに接合57・81・82(未掲載）、非接合剥片が含まれ、総点数は18点で

ある。

素材 5点が接合し、重量は502g、原石の形状をある程度判断できる状態まで復元できた。長さ20

cmを超える、自然面の滑らかな角柱状の礫を素材としている。

剥離工程 角柱状礫の短軸方向を作業面、長軸方向を打面として石刃剥離を開始する。打面は両設、

上下とも自然面で、頭部調整が施される。この工程では 1の縦長剥片が剥離されている。次に打面再

生剥片 2を剥離し、作業面を打面、打面を作業面に転移する。転移後も両設打面を設定し石刃剥離が

行われ、残核にいたる。転移後の目的剥片は 3以外接合していない。また打面はおおむね消費され、

最終段階まで効率よく作業が進行している。

（打面 1) 〇→ 1 (L F)→ 2 

三 二□三戸：；;:: らま~:::::~:~:るし昌。

母岩別資料42、接合資料72(図m-s2、図版62-2・3) 

母岩別資料には接合72以外にも非接合剥片があり、総点数は11点である。

素材 10点が接合し、重量は404.9g、原石形状をある程度判断できるまで復元できた。長さ10-15

cmほどの自然面が滑らかな角礫を素材としている。

剥離工程 打面を作出し、石刃剥離を開始する。平坦打面で頭部調整が施される。目的剥片は、打面

の幅、厚さともに 1cm前後と広く、ウートラパッセするものが多い。作業面は当初10cmを超える高さ

であったが、残核 5では 5cmほどに半減している。長さ 7cm前後の石刃・縦長剥片3点と 4点の

トゥールが連続的に接合し、効率よく素材を供給した母岩と考えられる。 1、3はV類のナイフ形石

器、 4はII類のナイフ形石器、 2は掻器である。

1 (KN)→ 2 (ES)→ O(B L)→ 3 (KN)→〇→〇→〇→4 (KN)→ O(L F)→ 5 (BC) 

分布 プロック 7、9に散在するが、中心はプロック 7である。接合する石刃は両プロック間にまた

がる状況で折れ接合し、その間隔は10-15mほどの距離がある。
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m 上白滝7遺跡の調査

母岩23・接合49
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2 遺構と遺物

母岩23・接合53
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2 遺構と遺物

母岩別資料21、接合資料30(図 m-83• 84、図版60-2・3・61-1) 

母岩別資料には接合30以外にも接合31(未掲載）や非接合資料が含まれ、総点数は43点である。

素材 17点が接合し、重量は634.7g、ほぼ原石の形状まで復元できた。同一母岩である接合88を含

めれば重量は666.2gである。長さ15-20cmの自然面が滑らかな角礫を素材としている。

剥離工程

(1) 打面作出→縦長剥片剥離

1以前の剥離を含め、数回の打面作出が行われ、平坦打面を設定する。 1は作業面側を打面に剥離

され、打瘤が発達している。打面設定後、 2の剥離を行う。 2は背面に広く自然面を残す 5点の縦長

剥片、剥片が接合し、この作業により自然面が除去されている。 2には下端の自然面打面から数回の

剥離を行った形跡があるが、上設打面との先後関係は確認できない。 2の剥離以降から Bに至るエ

程は欠落しているが、 Bの剥離面から長さ10cm前後の石刃が剥離されたと観察できる。また、欠落し

ている部分の打面は 1の打点から打瘤のピークにかけてのネガ面にあたり、作業面と打面のなす角度

がもっとも鋭角な部分であったと考えられる。

(2) 石刃剥離→縦長剥片剥離

Bから 3の剥離を行う。 3は縦長剥片、剥片、ナイフ形石器など6点が接合している。縦長剥片は

3-1-3-3で、長さは10前後、末広がり形でウートラパッセにより石核末端を大きく取り込んで

いる。このため作業面高は剥離の進行とともに大幅に減少している。 3の各剥片の打面は打面作出剥

片2の打瘤のピークから末端かけてのネガ面にあたり、作業面と打面のなす角度がもっとも鈍角な部

分である。各剥片の打面の大きさは幅 1cm前後、厚さ0.5cm前後と大きい。調整技術は頭部調整が頻

繁に施されている。 3-4はナイフ形石器で、復元される素材の形状はやや寸詰まりの剥片と考えら

れる。 3の剥離作業を経て Cにいたる。縦長剥片剥離が終了した Cの段階では、石核の打面が奥行

き1.5cmまで消費され、作業の進行が困難な状況となっている。

(3) 不定形剥片剥離→残核

打面を転移して、求心状に 4-7を剥離する。 4-7は寸詰まりの不定形剥片で、 7が石核打面を

利用する他は裏・側面の自然面を打面としている。打面は幅2cm前後、厚さ0.5-1 cmと広い。調整

技術は軽微な頭部調整が施されている。求心状の剥離が開始されてから、 4-7を含め少なくとも12

点以上が剥離されている。また裏面側には作業面側を打面として下端及び左右両端に 1回ないし 2回

の剥離がみられる。

第1段階 ILこ：丁2—→

第2段階→3-l(LF)→ 3-3→ 3-2(LF)→ 3-3→ 3→ 3-4(KN)-

第3段階→4→ 5→ 6→ 7→ 8 (C 0) 

分布 プロック 7の範囲内、南側を中心に分布する。この周辺はプロック 4-10の中でも最もトゥー

ルが密集する範囲である。

母岩別資料21、接合資料88(図皿ー84、図版61-2・3) 

素材 2点が接合し、重量は31.5gである。同一母岩である接合30から剥離されたと考えられる。

剥離工程横長の剥片を連続的に剥離し、 1は寸詰まりのナイフ形石器に復元でる。背腹両面にみら

れる剥離方向はすべて同ーであった。接合30の(2)段階、 3の剥離以降に得られた可能性が強い。

1 (KN)→0 
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2 造構と遺物

母岩42・接合72
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m 上白滝7遺跡の調査

分布 1は表土遺物であるが、接合剥片はプロック 7のR70区周辺から出土している。

母岩別資料20、接合資料29(図 m-85• 86、図版61-4・5・62-1) 

母岩別資料には接合29のほか、接合84(未掲載）、非接合剥片などが含まれ、総点数は73点である。

素材 26点が接合し、重最は653.4g、ほぼ原石の形状まで復元できた。 10-15cmの自然面の滑らか

な角礫を素材とし、形状は立方体に近い。

剥離工程

(1) 縦長剥片剥離→石刃剥離→打面作出

自然面打面より縦長剥片、剥片を剥離する。このとき同時に自然面の除去が行われたと考えられ、

連続して石刃剥離が行われる。この一連の工程を示すのが 1で、 12点が接合している。特に正面左側

の石刃、縦長剥片が良好に接合しているが、ウートラパッセする剥離のために縦断面形が湾曲する特

徴がある。これに対し、正面右側は欠落する部分が多いが、 IIA類のナイフ形石器 1-1、二次加工

ある剥片 2などが接合している。打面の大きさは幅 l--2cm、厚さ0.5cm以下である。 1-2には軽

微な頭部調整がみられる。前述までの作業により石核は円錐形に近くなり、 3の剥離により平坦打面

が作出される。 3は正面右側より剥離され、打瘤が発達している。前述までの工程を経て Bの状態

にいたる。

(2) 石刃剥離

平坦打面より石刃剥離が行われる。打面作出剥片 3の打点から打瘤ピーク部分に対応するネガ面は、

石核打面として最も作業面とのなす角度が鋭角に保たれている部分である。この面より剥離された石

刃は欠落し、打瘤ピーク以降から剥離された石刃が接合している。 4は打瘤ピーク以降に対応する打

面の石刃で、 3点が接合している。打面の大きさは幅2.4cm、厚さ 1cmと大きなものが含まれる。ま

た頻繁に頭部調整が施されている。前述までの工程を経て Cに至る。

(3) 石刃・縦長剥片剥離→残核

C以降の工程から剥離された 6には 5点が接合している。打面の大きさは幅1.5--3 cm、厚さ0.5--

1.3cmと大きく、横長剥片も剥離されている。 5も同様の剥片を素材としたと考えられる。 5はIA

類、 6-1、6-2はIIA類のナイフ形石器である。両者とも素材の長さをほとんど変化させずに加

工している。 7は残核で、右側は折れにより欠損しているが、接合資料から復元すると、現存のおよ

そ倍の幅の偏平な石核であったと考えられる。また作業面高は(1)段階で10cm前後であったが、 (3)段階

では 6cm前後に減少している。 (3)の段階においても頻繁に頭部調整が施されている。

第 1 段階 □□□竺~1 (LF)→ 1→ 1 (KN)『(LF)丁塁11:!_丁
2 (RF) 

第2段階→4 (B L)L4 (L F)-—―丁
4 (L F)-4 (L F) 

第3段階→5 (KN)→ 6→ 0--6 (LF)→ 6 -1 (KN)丁：こ竺：こ「7(BC) 

3 

分布 プロック 7・9に分布する。その中心はプロック 7の南側であるが、 1-1、2、6-2等の

トゥールはプロック 7の北側にある。
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2 遺構と遺物

母岩21・接合30
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m 上白滝 7遺跡の調査
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2 退構と遺物

母岩別資料18、接合資料27(図m-87、図版67-1・2) 

母岩別資料には接合27のほかに非接合資料などが含まれ、総点数は15点である。

素材 12点が接合し重最509.lg、ほぼ原石の形状が復元できた。 10-15cmの自然面の滑らかな角礫

を素材としている。

剥離工程

(1) 縦長剥片剥離→打面転移→打面再生

① 素材原石の最も広い平坦面を打面として縦長剥片を 2点剥離する。全体接合図の上面に観察され

る工程がそれである。縦長剥片剥離に際しての調整は一切みられず、縦長剥片の背面のほとんど

が自然面に覆われている。

② 1を剥離してこれまでの作業面を打面に転移する。設定された平坦打面から数回の剥離作業を行

うが、打点付近でヒンジフラクチャーを起こし作業面を潰している。このため良好な縦長剥片、

石刃は得られなかったと考えられる。この工程から頭部調整が行われる。続いて作業面の中心に

残置する自然面を打面として 2を剥離する。これにより打面が再生され、 Bにいたる。 2は背面

右側縁に粗い二次加工がみられる。また、 1、2とも打瘤が非常に発達する特徴がある。

(2) 石刃剥離→残核

2の剥離以降、本格的な石刃剥離が開始される。接合状況から剥離開始当初の作業面高は10cm前後

と考えられるが、この段階で剥離された石刃の多くが欠落している。調整技術は頭部調整が頻繁にみ

られる。打面が後方に向かってせりあがる形状のため、作業面とのなす角度が鈍角化し、正面からの

剥離はが困難となり、作業面を左右に広げている。このため石刃核は円錐形に近くなっている。目的

剥片は 5点が接合している。 3は自然面を広く残す厚手の剥片、 4、5は幅広の剥片、 6は5cm前後

の石刃と二次加工ある剥片である。 7の末端はウートラパッセにより肥大している。残核は打面を広

く残しており、作業面を左右に求めれば継続は可能と考えられるが、作業面高が5--7cmと縮小した

ため作業を終了したのかもしれない。消費された石核の打面幅から少量の石刃しか得られていないと

考えられる。

第1段階〇→ 1→〇→2→ 2→

第2段階→3→〇→4→ 5 (BL)→ 6 (RF)→ 7→ 8 (BC) 

分布 プロック 7、8、9に分布する。主な分布範囲は R72区周辺、プロック 7の南側である。

母岩別資料19、接合資料28(図皿ー88・89、図版63-1・64-1) 

母岩別資料には接合28以外に接合40(未掲載）、非接合資料などが含まれ、総点数は30点であった。

素材 13点が接合し、重量1183.3g、原石の形状をほぼ復元できた。長さ10-15cm、自然面の滑らか

な角礫を素材としている。

剥離工程

(1) 打面作出→縦長剥片剥離

① 打面を作出する。石核打面は作業面側が著しく盛り上がり裏面方向に向かって急激に傾斜する。

また、打面作出剥片が欠落している。

② 縦長剥片を剥離し同時に自然面を除去する。 1は背面の全面を自然面に覆われているが、掻器に

加工されている。また、 1は自然面打面で、平坦打面作出以前に剥離された可能性がある。 2は

幅広の剥片を含む 3点、 3は2点の剥片が接合し、 5点中 4点が破損している。 2の幅広の剥片

の打面は 4cmを超える大型のものである。前述までの工程を経て Bにいたる。
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m 上白滝7遺跡の調査

(2) 石刃・縦長剥片剥離→残核

縦長剥片、剥片を連続的に剥離する。 4はこの工程を示す 6点が接合している。形状の確認できる

目的剥片の特徴は、長幅比（長さ／幅）が1.38と、他の石刃剥離がみられる接合資料に比べ幅広であ

ること、打面の幅が1.6---4 cm、打面の厚さが0.9---1. 5cmと広いこと、打瘤が発達することがあげら

れる。 (1)、(2)をとおして頭部調整などは認められない。接合状態は、数点欠落するが、ほとんどの剥

片が良好に接合する。石刃核は打面を広く残したまま作業を終了し、遺棄されている。特に作業を中

断する要素はみられない。

第 1 段階；□竺丁2丁~ニ二
2 • 

第 2段階―~→ 4(LF) 4→ 4-l(LF)→ 4-2→ 4-3(LF)→ 5 (BC) 

→ 4 

分布 プロック 7及びプロック 8に分布する。その中心はプロック 7の北側であるが、掻器 l、石核

5はそのまとまりから離れたプロック 8に出土している。

母岩別資料26、接合資料37(図m-sg、図版65-2・3) 

母岩別資料には接合37のほかに接合36(未掲載）、非接合剥片などが含まれ、総点数は41点である。

素材 3点が接合し、重量358.0g、素材形状の復元には至らなかった。大きさ等は不明であるが転

礫を使用している。

剥離工程 同一母岩には、自然面を作業面とし、平坦打面から連続的に剥離された縦長剥片 3点の接

合資料がある。これらは接合37と同一の打面と作業面から得られた石刃剥離初期段階の資料の可能性

がある。接合37は平坦打面作出後、頭部調整のみを用いて石刃剥離を行い、残核 lにいたったことが

考えられる。これら初期段階の作業面高は10cm前後で、残核の作業面高とほぽ同じである。しかし、

その後剥離されたはずの石刃、縦長剥片のほとんどが発見されていない。確認された同一母岩資料に

は幅2.5cm前後、厚さ 1cm以上の大きい打面のもの 3点と、幅 1cm未満、厚さ0.5cm未満の小さな打面

のもの 3点があり、小さな打面のものはすべて形状の整った石刃であった。また、大きな打面は目的

剥片剥離の開始時及び終了時付近の両者にみられ、こうした傾向は母岩27・接合39、母岩21・接合30、

母岩20・接合29にも認められる。石刃核 1には軽微ながら打面調整がみられるが、調整打面より剥離

は行っていない。石刃核はおおむね打面を消費していること、縦断面からみた作業面中央部がせり出

していることが原因となり作業を終了している。

〇→〇→ 1 (BC) 

分布 プロック 4に分布している。また同一母岩資料もプロック 4に主にみられる。

母岩別資料31、接合資料43(図ID-90、図版67:--3・68-1) 

母岩別資料には接合43のほか、接合44・89(未掲載）、非接合資料が含まれ、総点数は39点である。

素材 7点が接合し、重量は673.2g、ほぼ原石の形状に復元できた。長さ15cmほどのやや偏平な転

礫を素材としている。

剥離工程 lを剥離して打面を作出し、石刃剥離を開始する。 1は打面作出剥片で、自然面を打面に

分厚い剥片が得られている。打瘤は発達せず、腹面は平坦であるが、作業面に対し石核打面が鋭角に
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7遺跡の調査
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交わるよう、素材原石の長軸を斜断する剥離が行われている。作業が進行する中で作業面高は10cm前

後に保たれている。 2は石刃、縦長剥片など5点が接合し、縦断面形は直線的な特徴がある。これら

はすべて剥離時に大きく破損している。調整技術は頭部調整が頻繁に行われている。確認できた剥片

の打面は幅 l-2cm、厚さ0.3-0. 8で大きさに差がある。接合した目的剥片は作業終了の直前に剥離

された資料で、それ以前に剥離された剥片は自然面があるものも含め、欠落している。

1→ 2 (BL)→ 2→ 2 (L F)→ 2 (L F)→ 2 (BL)→ 3 (BC) 

分布 プロック 8の中央部、 T69区を中心に分布する。 2の石刃の一部がまとまりから!Omほど離れ

たプロック 8の西側に分布している。
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2 遺構と遺物

母岩別資料4、接合資料7 (図ID91・92、図版63-3・64-3) 

母岩別資料には接合7のほか、接合9 (未掲載）、非接合剥片などがあり、総点数は27点である。

素材 2点の石核を含む 5点が接合し、重量は375.0gである。同一母岩である接合8との接点が不

明なため素材形状を明らかにできなかったが、合計すれば重量600g以上、大きさ12cm以上の転礫を

素材とする。

剥離工程転礫を分割し、石核の素材とする。

(1) 3は分割面を打面に設定した石核である。分割面のほかにも下端左側に平坦打面がある両設打面

の石核で、下端の打面は分割以前に作出された可能性がある。分割以後はもっばら上設打面から作業

が行われているが、剥離された石刃、剥片類は欠落している。上設打面からは 1、2などが剥離され、

2はIIB類のナイフ形石器に加工されている。また、頻繁に頭部調整が施されている。作業面高は 6

cm前後である。 1、2以降は寸詰まりの剥片しか剥離されていない。

(2) 5は分割面を石核作業面に設定した石核で、自然面を打面としている。接合した 4には打面付近

に平坦な剥離面が観察され、当初はこの面を打面として利用し、最終的に自然面打面に移行したと考

えられる。調整技術は軽微な頭部調整がみられる。作業面高は 8cm前後である。作業は、平坦打面か

ら縦長剥片を剥離→ヒンジフラクチャーの発生→自然面打面から 4などの寸詰まりの剥片を剥離→石

核遺棄の流れが観察できる。

：：：：虚昌号(KN)→ 3 (C 0) 

分布 プロック 7、8に分布する。分割された 1-3と4-5の個体はそれぞれがプロック 7と8に

分かれて分布し、両者の分布は非常に近接している。プロック 7には縦長剥片や剥片などの素材、プ

ロック 8にはナイフ形石器や石核などが分布している。

母岩別資料4、接合資料 8 (図 m-91• 92、図版63-2・64-2) 

素材 5点が接合し、重量は225.5gである。素材は不明であるが同一母岩に接合7があり、転礫素

材の石核から剥離されたと考えられる。

剥離工程 上設は自然面、下設は平坦打面の両設打面で、このほか正面左側からの剥離がみられる。

作業面高は12cm前後である。上設打面から自然面を除去する剥片が 1点剥離された後、横方向からの

剥離が行われる。その後、軽微な頭部調整を施しながら連続して縦長剥片など4点の剥離が行われ、

横方向からの剥離と 1の素材の剥離へ続く。下設打面から良好な剥片は得られていない。剥片の打面

が大きく、背面に広く自然面を残すことから、転礫素材の石核の剥離開始段階に得られた資料と考え

られる。 1はIB類のナイフ形石器で、上設打面から得られた厚手の縦長剥片を器体の中央を斜断す

るように二次加工している。ナイフ形石器は素材から 3分の 2ほどの大きさに縮小している。

〇→〇→O丁:1 (KN) 

゜分布 プロック 7及びプロック 8の中央部に分かれて分布する。

母岩別資料5、接合資料11(図ill-93、図版68-2・3) 

母岩別資料には接合11・12のほか接合10(未掲載）、非接合資料があり、総点数は83点である。

素材 9点が接合し、重最は457.6g、ほぼ素材の形状を復元できた。大きさ13cm前後の分割礫を使

用している。
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m 上白滝7迫跡の調査
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 遺構と遺物

母岩31・接合43
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m 上白滝 7遺跡の調査

剥離工程

(1) 自然面打面から剥片 1を剥離する。続いて 2を剥離して平坦打面を作出し、 3などの剥片剥離作

業を行う。また 3-4の工程間には下端右側面の自然面を下設打面として 5回以上の剥離を行った痕

跡があり、上設 (4点以上）→下設 (5点以上）→上設 (2点）の流れが認められる。 3以降頭部調

整が施されている。

(2) 4から 5にかけて厚手の縦長剥片や剥片を連続的に 5点剥離する。石核作業面上部の最終剥離面

にはネガテイプバルプが存在せず、打点方向は打面作出剥片 2の剥離以前に発生したリングに同化す

るため、潜在割れによる剥離面の可能性が考えられる。上記までの工程で打面を消費したため作業を

終了し、残核を遺棄している。

l→ 2→〇→3→ 4 (L F)→〇→5→〇→6 (C 0) 

分布 プロック 7に散在する。

母岩別資料 5、接合資料12(図皿ー93、図版68-4・5) 

素材 4点が接合し、重量は44.7gである。素材は不明であるが、同一母岩に接合11があるため、分

割礫の片割れを石核とした可能性がある。

剥離工程 連続的に剥離された縦長剥片、石刃など4点が接合する。打面は全て平坦打面で、頻繁に

頭部調整が施される。作業面高は折れにより不明であるが6cm以上である。打面の大きさはばらつき

があり、厚さ0.2-1.2cmである。 1はIIA類のナイフ形石器で、幅1.5cmの細身の石刃を素材にして

いる。

O(B L)丁゚ (LF)→ O(LF) 

1 (KN) 

分布 プロック 7の西側と東側に分かれて分布し、同一母岩である接合11とほぽ重なっている。

母岩別資料22、接合資料33(図m-94、図版66-2・4) 

母岩別資料は接合33のみである。

素材 接合は 2点のみ、重盤は404.0gであるが、自然面の状態からおおよその素材形状が推定でき

る。大きさ15cm前後の角礫である。

剥離工程 ごく粗く打ち欠いた素材原石から 1の剥離により打面を作出する。打面は平坦打面と考え

られる。石刃剥離により、打面の大部分を消費して残核2を遺棄しているが、得られたはずの目的剥

片などは全く発見されなかった。打面は 8cm前後が消費されたとみられ、残りは僅かに1.2cmほどで

ある。石刃核2には軽微な頭部調整がみられる。

l→ 2 (BC) 

分布 1、2ともブロック 4の範囲内、 L72区から出土しているが、石刃核2は表土から発見されて

いる。石刃核と打面作出剥片をセットで持ち込んだ可能性もある。

母岩別資料62、接合資料89(図m-94、図版77-2・3) 

母岩別資料は接合89のみである。

素材 2点が接合し、重量は432.lgである。 10cm以上の円礫を素材とする。

剥離工程 上設打面と下設の自然面打面間を頻繁に転移して剥離作業を行っている。上設打面には軽

微ではあるが、打面調整と頭部調整がみられる。 1は調整打面から剥離された細身の縦長剥片である
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2 遺構と遺物
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m 上白滝 7遺跡の調査
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2 遺構と遺物

が、石核作業面からはもっばら幅広の剥片が得られたとみられる。打面をほぼ消費して作業を終了し

ている。

1 (L F)→ 2 (C 0) 

分布 1、2とも表土出土の遺物のため不明である。

母岩別資料44、接合資料66(図m-95、図版63-4・65-1) 

母岩別資料には接合66のほかに接合67(未掲載）があり、総点数は17点である。

素材 13点が接合し、重量は366.lgである。接合状態から礫を素材とした石刃核から生産されたと

考えられる。

剥離工程 接合資料の左右側面には石刃剥離以前の上下方向及び横方向からの広い剥離面が観察でき

る。粗割（プランクの作成？）、もしくは大型剥片が石刃に先行して剥離されていたようである。石

核の自然面をおおよそ除去した状態から石刃剥離を開始している。作業面高は11cm前後で、接合資料

中はこの高さを保ちながら作業を進行している。頭部調整は打面付近を潰すようにやや粗い剥離を加

えた後、細かな調整を行う入念なものである。打面は厚さ0.5cm以下のもの 5点、線状打面3点と他

の母岩に比べ小さい傾向がある。また、打点がおよそ交互に、大きく左右へ移動する特徴がみられる。

このため作業面長軸に対し目的剥片は斜めに剥離され、稜線が斜行して器体がねじれる傾向がある。

石刃、縦長剥片が効率よく得られ、 13点中 5点がトゥールに加工されている。 1は掻器、 2は二次加

工ある剥片、 4、6、7はナイフ形石器である。同一母岩とみられる石核は確認できなかった。

l(E S)→ O(B L)→ 2 (RF)→ O(LF)→ 3 (L F)丁こ二°
→ 5 (BL)丁謬悶ご竺□丁8(BL) 

分布 プロック 6、7、9に分布するが、中心はプロック 6の南側から中央にかけてである。ナイフ

形石器6など2点がまとまりからやや離れて出土している。

母岩別資料34、接合資料48(図m-96、図版65-3・4) 

母岩別資料には接合48のほかに接合85(未掲載）や非接合資料があり、総点数は14点である。

素材 4点が接合し、重量は218.lgである。接合資料の両側面および下端に自然面が観察できるた

め、素材は大きさ10cm以上、幅8cm前後の転礫と考えられる。石材は漆黒で球顆の混じらない良質の

二 □門［三、；、言旦三：喜：
（下設） 1 (KN) 

分布 プロック 6の南側、 066、R66区を中心とした狭い範囲に分布している。
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2 遺構と遺物

母岩22・接合33

こ 1
2
 

母岩62・接合89

A
 

.., 

今

゜
10an 

図m-94 ブロック 4-10の石器(58) 母岩22・接合33、母岩62・接合89

190 



m 上白滝7退跡の調査

母岩別資料34、接合資料58(図m-96、図版69-1・2) 

素材 5点が接合し、重量は84.9gである。接合状態からは素材は判断できないが、同一母岩資料に

接合48があることから転礫素材の石核が考えられる。

剥離工程 打面形態は不明であるが両設打面が設定され、頻繁に打面を転移している。目的剥片は幅

広で厚手の縦長剥片や石刃で、接合状態から長さはすべて10cm前後とみられる。これらを素材とした

トゥール 3点が連続して接合し、 トゥールは二次加工により素材形状を大きく変化させる特徴がある。

1は5cm以上、 2は2.5cm前後、 3は2cm以上が除去されている。特に 1は素材の半分以下の大きさ

にまで縮小している。 1はIA類のナイフ形石器で、二次加工時の調整剥片が接合している。 2は彫

器2-2に削片 2-1が接合した状態で、末端が肥大する厚手の縦長剥片を素材としている。 2-1 

に先行する削片剥離の痕跡は折れ面のため確認できなかった。 3はIA類のナイフ形石器で、石刃を

素材にしている。

（上設） 2-l(SP)→ 2-2(BU) 

（下設） 10→ 1 (KN) 3 (KN) 

分布 プロック 6、7、9に分布するが、中心はプロック 7の南西側のである。

母岩別資料48、接合資料70(図皿ー97、図版69-3・4) 

母岩別資料には接合70のほかに接合69・71・98(未掲載）と非接合剥片があり、総点数は 9点であ

る。

素材 2点が接合し、重量は106.2gである。素材は不明であるが自然面の滑らかな角礫を使用して

いる。

剥離工程 自然面打面から剥離された縦長剥片 2点が接合している。縦長剥片は 2点とも背面の大部

分を自然面に覆われ、角礫を素材とする母岩の剥離開始段階にあたるものと考えられる。稜調整の技

術などはみられないが角礫の自然の稜を利用して剥離を行っている。 1はIIA類のナイフ形石器で、

自然面を除去しながら二次加工を施している。

〇→ 1 (KN) 

分布 プロック 5及びプロック 8に分かれて分布する。両者は直線距離で約40m離れ、同様な分布は

角礫素材で自然面打面から石刃を剥離する資料（母岩23・ 接合49・53、母岩 7・接合14、母岩28・ 接

合83など）にもみられる。

母岩別資料59、接合資料59(図m-97、図版69-5・6) 

母岩別資料に分類されたのは接合59のみである。

素材 2点が接合し重量は68.6gである。石核素材は不明である。

剥離工程 平坦打面より石刃を剥離している。調整技術にはやや粗雑な頭部調整がみられる。打面は

やや小さく幅0.8cm厚さ0.3cmほどである。 1は交叉型の彫器であり、やや厚手の石刃を素材としてい

る。

1 (BU)→ 2 (BL) 

分布 1の彫器は表土出土であるが、 2の石刃はプロック 6範囲内、 M67区から出土している。
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2 遺構と遺物
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 遺構と遣物

母岩別資料 2、接合資料 6 (図m-98-101、図版70-72-1) 

母岩別資料に分類されたのは接合6のみである。

素材 28点が接合し、重量は4353.6g、ほぼ原石の形状を復元できた。 20-25cmの円形の転礫を素材

としている。石材は網状に節理が入る黒曜石で良質なものではない。

剥離工程

(1) 粗割

右側面、裏面の自然面を打面として末端部から 1、2を剥離する。剥片の打面は大部分が潰れ、 8

点中 7点が打点部分から破損している。

① 右側面の自然面を打面とした 4回の粗割により 1が剥離され、末端部に平坦面が形成される。 1

は3点の剥片が接合している。

② 平坦面右側縁辺に頭部調整状の細かな剥離を連続的に施し、剥片を 1点剥離する (P68-5)。

下坦面を作業面、右側面の自然面を打面に設定したもの、もしくは稜調整と考えられる。このエ

程は 2の背面に観察できる。

③ 裏面の自然面を打面をとした 3回の粗割により、 2の大型剥片が剥離され、 Bの状態にいたる。

右側面側下部は大きく剥離され、広い平坦面が形成されている。 2は4点の剥片が接合している。

(2) 粗割→剥片剥離

(1)段階から継続した粗割が終了し、より目的的な剥片剥離に移行する。

① 下端の平坦面を打面として自然面の残る左側面に 2回粗割りを行い、 3の大型剥片を剥離する。

これにより左側面にも広い平坦面が形成される。 3は2点の剥片が接合している。

② 上部の平坦剥離面を打面として、 4の剥片 5点を連続的に剥離する。上部の平坦打面がいつの段

階で作出されたかは不明である。 4は縦長指向の剥片であること、頭部調整が施されることから

目的的な剥片と考えられる。また、 5点の剥片は 3を剥離した時の潜在割れにより、すべて 8cm

ほどの長さで折れている。

③ 4を剥離した作業面を打面、打面を作業面に転移して少なくとも 3回の剥離を行ない、 Cにいた

る。得られた剥片を素材にして 5の二次加工ある剥片が製作されている。

(3) 剥片剥離→残核

作業面を正面に固定し、 6、7などを剥離する。 6、7は石質も関係した割れが激しく、 8点中 7

点が打面の潰れや器体の破損を起こしていた。打面は上→左側面→下と移動している。

① 上部打面からの 7回の連続した剥離により剥片 6を剥離する。 6には 7点の剥片が接合している。

やや幅広で不定形だが、 (2)段階までに比べ薄手の剥片が得られている。

② 正面を打面として左側面に数回の簡単な剥離が加えられる。続いて左側面を打面として正面左側

に連続的な小剥離を含む数回の剥離を行なっている。石核調整などの意図は不明である。

③ 左側下部末端を打面として 2回以上の剥離を行ない、 7を剥離して作業を終了する。作業面は網

目状の節理が激しく、生産された剥片はほとんどが1次剥離で破損したと考えられる。石核8は

広い平坦面を残しながらも石質が原因で起こった激しいヒンジフラクチャーにより作業の進行が

困難となっている。

接合6は頻繁に打面を転移し、粗割から目的的な剥片剥離作業まで行なうが、良好な剥片は全く得

られていない。そのためか接合率が非常に高い資料である。

第1段階 l→ 1→ 1→ 1→ 2→ 2→ 2→ 2→ 

第2段階→3→ 3→ 4→ 4→ 4→4→ 4→〇→ 5 (RF)→ 
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母岩48・接合70

m 上白滝 7迫跡の調査
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図m-97 ブロック 4-10の石器(61) 母岩48・接合70、母岩59・接合59
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2 遺構と遺物

母岩 2・接合 6

゜
10cm 

図m-98 ブロック 4-10の石器(62) 母岩2・接合6(1) 

196 



m 上白滝7遺跡の調査

B
 

。
10cm 

図m-99 ブロック 4,.._,10の石器(63) 母岩 2・接合6(2) 
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2 追構と遺物
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図皿ー100 ブロック 4~10の石器(64) 母岩2• 接合6(3) 
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m 上白滝7遺跡の調査
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2 遺構と迫物

第3段階 i:6→ 6 6→ 6→ 6→ 6→〇→7→ 8 (C 0) 

6→ 6丁
分布 プロック 6、7、9に分布する。 (1)---(2)の段階まではプロック 7の北西側を中心に、 (3)段階か

らはプロック 6を中心に分布する傾向があるが、全体的にまとまった状態である。

母岩別資料38、接合資料56(図 m-102• 103、図版73--75-1) 

母岩別資料には接合56のほかに非接合剥片が含まれ、総点数は27点である。

素材 23点が接合し、重量は2387.3gである。素材形状は復元できなかったが、 25cm以上の転礫をと

考えられる。

剥離工程 接合56には 3点以上の石核が存在する。そのうち 2点は剥片を素材にしたもので、④と⑥

の個体に分けて工程を記載した。残りはR、⑥の素材を剥離した石核で、cの個体と・して示した。c

の個体はR・⑥剥離以後も作業が継続されているため、剥離内容は工程 1、2で示した。工程は石核

素材獲得（個体⑥の工程 1)→個体R・ ⑥の工程→大型剥片剥離（個体cの工程 2)の順で記載した。

(1) 打面再生→剥片剥離（個体cの工程 1)

Rと⑥の素材を剥離する。両者の剥離以前に上面には広い平坦面が形成され、ここを打面として正

面及び右側面に剥離作業を行なっている。Rは打面再生剥片として剥離され、Rと⑥の剥離後には左

側面から右側面にかけて頭部調整が施されている。Rと⑥の剥離の先後関係は不明である。⑥の剥離

に連続して右側面から分厚い剥片が 1点剥離され、 Bの状態にいたる。

(2) 個体Rの工程（図m-102-1 ---5) 

大型の打面再生剥片の末端部を折り取りプランクを製作する。打面部に厚みがあるためか、背面を

打面、素材打面部から腹面を作業面に設定している。また一部左側面からの作業は自然面を打面とし

ている（石核5の左側作業面）。石核は平坦打面で、頭部調整が施されている。作業面高は素材の厚

さに規定され、 4.5cm前後である。剥片の多くは縦断面形が湾曲し、正面側から剥離された剥片は長

軸が左に、左側面の剥片は右にねじれる傾向がある。接合資料を含め小型の剥片が22点以上得られて

いる。この工程で剥離された剥片を素材としてW類のナイフ形石器2-1が製作されている。また、

2、3の剥片の末端には微細剥離が連続的にみられる。作業はほぼ全周に及ぶが、良好な剥離が行わ

れたのは正面の作業面のみである。打面に露出した球顆に近くなった段階で作業を終了している。石

核 5の突出した右側縁は頭部調整を受け、掻器刃部状の加工になっている。

(3) 個体⑥の工程（図m-102-6 --7) 

⑥工程の石核は接合資料Aの右側面から剥離された分厚い剥片を素材とする。剥離作業は素材の

腹面を打面、打面部を作業面に設定している。 6の剥離を含め 6回以上の加撃が行なわれているが、

トゥールの素材となるような良好な剥片は得られていない。

(4) 大型剥片剥離（工程2)

B十石核の状態から左側面を打面に設定し、 8-12の大型剥片を剥離する。 8-9は打面再生剥片、

12は頭部調整がみられることから目的剥片として剥離されたと考えられる。 8は二次加工ある剥片で、

左側縁に連続的に調整が施されている。 11はナイフ形石器である。 8--12の中では唯一小型の剥片を

素材としている。
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m 上白滝7遺跡の調査

工程 l 11!  丁い (KN)→ 2→ 2→ 2→ 4→ 4 5(CO) 

3→ 3 

→ 個体R

6→ 7 個体⑥

工程2 =~ 竺□丁9→ 10-----11 (KN)→ 12→O 

分布 プロック 6、7、9に分布するが、プロック 6の西側 (P66・067区を中心とした範囲）と、

南東側の 2つのまとまりがみられる。両者とも南西から北東方向にかけて帯状に広がる傾向がある。

また両者のまとまりから約 8m離れた北側に石核7とナイフ形石器2-1が出土している。

母岩別資料15、接合資料24(図ID-104、図版72-2・3) 

母岩別資料には接合24のほかに非接合資料が含まれ、総点数は20点である。

素材 7点が接合し、重量は115.0g、素材形状を復元することはできなかった。素材腹面らしき面

も観察できるが、詳細は不明である。同一母岩とみられる剥片もごく少数であったため、プランクも

しくは石核の状態で遺跡内に持ち込まれたと考えられる。石材は赤茶の黒曜石である。

剥離工程 幅 6-8cm、厚さ 2cmほどの板状の石核が準備される。打面と作業面は、全体接合図の側

面と裏面をほぽ交互に入れ替えながら作業をしている。言い換えれば裏面を打面として、右から左に

順次進行するものと、裏面を作業面として周囲から剥離するものがほぼ交互に行われ、互いの剥離作

業面を打面に利用している。接合した 1---3はすべて前者の作業で剥離されたもので、 1、2、3は

それぞれが同じ剥離面を打面としたまとまりである。 1-1の剥離以降だけでも10点以上の剥片が欠

落している。残核4はサイコロ状石核に類似する。まとめれば打面を頻繁に転移しながら小型不定形

剥片を剥離する技法であり、ナイフ形石器の素材を得る接合資料とは明らかに異質なものである。

1 -1→ 1-2→ 1 -3→ 2→ 3-1→ 3-2→ 4 (C 0) 

分布 ブロック 5、6、8に分布するが、中心はプロック 8の西側にみられる。

母岩別資料43、接合資料68(図m-104、図版69-7・8) 

母岩別資料には接合68のほかに非接合資料が含まれ、総点数は 5点である。

素材 3点が接合し重量は103.4g、素材がほぼ復元できた。自然面の滑らかな角礫から剥離された

分厚い剥片を素材としている。

剥離工程 上下両端に平坦打面を作出して両設打面を設定するが、打面は当初から非常に狭いもので

ある。上設打面では 3回の作業が行われ、長さ2.7cmの寸詰まりの剥片が接合している。下設打面で

は2回以上の作業が行なわれ、上設同様3cm前後の剥片が剥離されている。また下設打面には打面作

出剥片が接合している。調整技術は頭部調整とみられる軽微な剥離が観察できる。上下打面からの剥

離の先後関係は不明である。

汀1(C 0) 

分布 ブロック 7に剥片が2点、プロック 8に石核が分布している。
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2 迫構と遺物
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図皿ー102 ブロック 4-10の石器(66) 母岩38・接合56(1)
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m 上白滝 7遺跡の調査
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2 迫構と遺物

母岩別資料35、接合資料13(図ffl-105・106、図版75-2・3・76-1) 

母岩別資料には接合13・78・32のほかに、接合61・63・64・65(未掲載）、非接合資料などが含ま

れ、総点数は49点である。

素材 16点が接合し、重醤は339.3g、素材形状を復元することはできなかったが、自然面の滑らか

な角礫と考えられる。

剥離工程

打面と作業面を交互に入れ替える、チョッパー状の剥離により、剥片を生産している。このため 3分

の1の剥片の打面は複剥離打面となっている。 1、2・3、4、5はそれぞれ交互にたたき分けられ

たまとまりである。

(1) 1は厚手の剥片である。腹面側末端から背面に向けて剥離があり、あるいは石核となるものかも

しれない。明瞭でないため一応剥片に分類した。 1の後に 3回ほどの剥離が行われている。

(2) 1と後続する剥片の剥離された作業面を打面として 2、3が剥離される。 2、3では 8回作業が

あり、この間打面を入れ替えた剥離が 1回行われている。

(3) 2 --3の作業面を打面として 4が剥離される。 4は縦長指向がみられ、 4-1、4-2は二次加

工ある剥片である。

(4) 4から打面を転移させ数回の剥離、さらに打面を転移させ 1回以上の剥離が行われている。この

間の接合資料は欠落している。

(5) 5は打面単位が異なる 3つのまとまりが接合している。 5の外側の 2点 (R66-22、S68-7) 

は4との先後関係が不明で、あるいは 3に連続して剥離された可能性がある。ほかは 4以後に剥離さ

れたものである。最後に剥離された剥片 (S67-I -5)は4の作業面を打面としている。

剥離される剥片の特徴は、打面が大きいこと、打点が明瞭で打瘤が発達すること、形状はやや幅広

で厚手であることがあげられる。接合24同様ナイフ形石器の素材を得る接合資料とは明らかに異質な

ものである。

（打面方向 1)

（打面方向 2)

112→ 2→ 2 3→ 3 3『-l(RF)→ 4→ 4-2 (RF)l 

ロ。一丁 5→ 

→ 5→ 5丁：5

5 

分布 プロック 6、8、9、10に散在し、特にまとまりはみられない。

母岩別資料35、接合資料78(図ill-106、図版ー 4・5)

素材 2点が接合し、重量は22.9gである。同一母岩資料、接合13から得られたものであろう。

剥離工程 複剥離打面で寸詰まりの剥片が接合している。背面の剥離面構成から、頻繁に打面を転移

しながら剥離していると考えられる。 1は二次加工ある剥片で、左側縁を粗く加工されている。

〇→ 1 (RF) 

分布 プロック 8、10に分布している。

母岩別資料35、接合資料32(図m-106、図版76-2・3) 

素材 2点が接合し、重量は23gである。同一母岩資料、接合13から得られたものであろう。
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m 上白滝 7遺跡の調査

母岩15・接合24

巴翌己芝フ

9 皐
ぽ A

勺詈戸亭9彎竺0ご 1 こ 1-2 接合24 分布図

65 66 67 68 69 

“心
-@~Sb-5 
て二> 3-1 R 2a 

I I J~1·-J~ 

；◎信竺 T

霊

゜
u
 

10an 

8
 

6
 

合

冨
↑
‘
¥

＞
 

Sb-8 

'im 

68 69 70 71 72 

R
 

s
 

T
 

u
 

9
/
 ／

 

（
 

令
＇ 接合68 分布図

Sb-7 

ニ—
図m-104 ブロック 4-10の石器(68) 母岩15・接合24、母岩43・接合68
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2 遺構と遺物
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図m-1os ブロック 4-10の石器(69) 母岩35・ 接合13
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母岩35・接合78
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m 上白滝7遺跡の調査
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図m-1os ブロック 4-10の石器(70) 母岩35・接合78・32
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2 迫構と退物

母岩30・接合42
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I I ¥ヽ 、ヽ 1 X/¥1 I / I 

~... ―... I Iヽ I,I I I I Sb-8 

. 1-i~: ii ’秤
I I 

V 

図m-101 ブロック 4-10の石器(71) 母岩30・接合42
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m 上白滝 7迫跡の調査

剥離工程 平坦打面から連続的に剥片を剥離している。 1はIIA類のナイフ形石器で、広い打面があ

る厚手の剥片を素材としている。

1 (KN)→0 

分布 プロック 8、T69区にまとまって分布している。

母岩別資料30、接合資料42(図ID-107、図版76-6・77-1) 

母岩別資料には接合42のほかに接合90・91、非接合剥片が含まれ、総点数は30点である。

素材 15点が接合し、重量は871.2g、ほぼ素材の形状を復元できた。角柱状の転礫を素材とする。

剥離工程 平坦な自然面を打面に連続的に剥片を剥離している。打面転移や調整技術は全くみられな

ぃ。作業面高は原石の厚さに規定され、 6cm前後である。資料中では19回の作業が観察でき、接合率

は高いが、石核は確認できなかった。剥片の特徴は、打面が大きく打瘤が発達すること、形状が幅広

であることがあげられる。 I類のナイフ形石器を製作するには申し分のない剥片形状ではあるが、こ

れまで説明してきたナイフ形石器を伴う接合資料とは異質なものと考えられる。 4、5は二次加工あ

る剥片である。 4は左側縁の背面側、 5は腹面側に連続的な調整加工が施されている。

〇→0--Cこ「2→3→〇→4 (RF)→〇→5 (RF)→0丁ご「゚→0

分布 プロック 5、6、8、10に分布し、プロック10とプロック 8の西側にまとまりがみられる。

（坂本尚史）

表m-4 器種別一覧（ブロック・接合資料単位）

母柑ぬ 接合
... ~:,. 

!ll Jil ilflJ;- Z::ll lll.13 iNI to- mr~ 4叩2 rr 1"フ形石2 E ,ヽ. .. ,,. n11_.. ~'X!llIある員| 亡量 Z::71量乞 A. it 
n 

゜
77 17 6 100 1087.3 

1001 3 3 70.8 
ヴロック 1 51001 2 2 10.8 

51002 2 2 17.9 
~Af “ 17 6 107 1186 8 

n 

゜
618 7 I 626 2012. 7 

1002 I I 15.4 
1003 3 3 25.2 
1004 2 2 8.5 
1005 2 2 21. 7 
1006 2 2 3.6 
1007 2 2 5.0 
1008 2 2 9.6 
1009 I I 407.0 
1010 2 2 19.4 
1011 2 2 18.0 
1012 2 2 10.5 
1013 2 2 24.4 

プロック 2 1015 I I 1255. 7 
51003 2 2 19.0 
51004 2 J 2 11.0 
51005 2 2 5.4 
51006 2 2 16.0 
51007 4 4 36.8 
51008 2 2 9.6 
51009 2 2 17.8 
51010 2 2 22.9 
51012 2 2 7.9 
51013 2 2 8.4 
51014 2 2 4.9 
51017 I I 7. I 
51037 3 3 51.0 

A- u 669 7 I I 6711 4054 5 
7'i 

゜
1053 I 10 2 z 5 1 "'ヽ・ 3168.6 

IOI~ I I 266.5 
1015 7 7 84.8 
1016 5 5 50.3 
1017 6 I 7 102.4 
l018 2 2 122.6 
1019 2 2 47.5 
1020 2 2 22.3 
1021 2 2 16.0 
1022 2 2 7.5 
1023 2 2 お.6
1025 2 2 18.1 

けロック 3 1027 7 7 53.6 
1028 5 5 59,0 
10四 I I 34.5 
1030 4 4 36.5 
1033 I I 4.8 
1034 2 2 10.1 
1035 2 2 3.9 
1036 2 2 8,6 
1037 3 3 19.0 
1038 3 3 39.0 
1039 2 2 58 :i 
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2 退構と遺物

母WNo. 接合
... , ＇工 重旦

紺111° に ll 珈に1叫I!• 11111-¥・ cbdfl公 圧ィフ形石R ,v.m t置．ョa nna.. こ次lllIあるfl~ ．ヽ．量蘊 z ●I冨 A, It 

1040 3 :i 46.5 
51018 I I 16.2 
51019 I I 11.1 
51020 3 3 9.4 
51023 I I 6.8 
51024 2 2 9.6 
51025 2 2 5.9 
51028 6 6 43.6 
51030 I I 1.8 
51031 I I 2.4 
51033 2 2 7.0 
51034 3 3 14.6 
51036 3 3 18.9 
51038 I I 2.9 
51039 2 2 3.1 
51040 :1 3 9.4 
51042 2 2 11.4 
51043 2 2 14.8 
51044 2 2 4.0 
51045 2 2 7.4 
510C6 2 2 21.6 
51048 2 2 8.4 
51049 2 2 3. 7 
51051 2 2 34.0 
51054 2 2 6.0 
51055 I I 10.6 
51056 I I 24.0 
51058 I I 2.5 
51060 2 2 4.5 
51061 2 2 5.0 
51062 I I 17.3 
51064 2 2 11.5 
51066 I I 7.6 
51067 2 2 22.4 
51068 I I 17.3 
51069 2 2 34.5 

プロック 3 51070 8 8 105.0 
51072 2 2 7.6 
51073 I l 6.3 
51075 2 2 1.8 
51076 I I 13.4 
51077 2 2 18. 1 
51078 I I 2.1 
51079 I I 6.8 
51081 2 2 11. 4 
51083 2 2 3.0 
51084 4 4 35.5 
51085 2 2 2.6 
51086 I I 2.6 
51087 I I 2.4 
51089 5 5 21.2 
51090 I I 3.6 
51092 2 2 2.3 
51093 I I 0.8 
51094 2 2 4.6 
51095 I I 1.2 
51096 I I 7. 7 
51097 I 1 2.3 
51098 I I 1.1 
51099 I I 2.4 
51100 I I 8.0 
51101 I I 3.8 
51102 4 4 19.3 
51103 3 3 7.7 
5110-l 4 4 訂.3
51105 5 5 9.5 
51106 3 3 10.8 
51107 I I l.7 
51108 2 2 10.0 
51109 I I 11.9 
51110 I I 4.3 
51111 I I 8.9 
51113 I I 1.8 
SllH I I 5.4 
51115 2 2 2.4 
51116 8 8 34.1 
5111i 2 2 34.1 
51118 I l 5.4 
51120 :1 3 7.8 
51121 2 2 10,3 
51122 2 2 8.2 
51123 3 J 9.2 

/+ It 1249 3 I 31 2 2 15 <; I I咽 5244 9 

゜゜
:≪ I 2 I 38 細 .8

50067 I I 10.1 
小It 34 2 2 I 39 704.9 

3 

゜
I I II. I 

小at I I 11 I 
5 

゜
I I 2.8 

小at I I 2.8 
7 

゜
I I 14.8 

小』t I I 14.8 ， 
゜

I I 3.3 
小at I I 3.3 

16 

゜
I I 36.0 

プロック 4 小at I I 36.0 
22 33 I I 198.6 

小計 I I 198.6 
24 50031 I I 1.4 

,1ヽat I I 1.4 
お

゜
I I 7.8 

,1ヽ " I I 7.8 
26 

゜
8 8 35.5 

36 3 3 n.s 
37 2 I 3 358.0 

,, ヽ 計 J:l I 14 466.0 
27 39 I I 10.3 

小計 I I 10.3 
30 

゜
I I 8 i 
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m 上白滝 7遣跡の調査

母岩出 接介 "'' I工

頂 lil
"""'" ェ；u ,un,nsa- IIQn ゴ叩9 ナイフ財：石召 """" 

1,0;,, nu;,;; -~,:mある“片 .,c;n ,, ""' 合計

/Jヽat I I IS. 7 
35 

゜
I I u 

,Jヽat I I 4 I 
36 

゜
l I 19.0 

,1ヽat l I 19 0 
41 

゜
3 3 10.4 

,1渭t 3 :i JO 4 
46 

゜
3 3 37.5 

プロック 4 79 2 2 73.0 
小at 5 5 110 5 

53 

゜
1 I 18.4 

小&t I I 18.4 
54 50089 3 3 28. i 

小at 3 3 28 7 
56 

゜
I I :1.0 

小計 I 1 :l 0 
57 

゜
• 4 33.4 

,, ヽ引t 4 4 3.1 4 
II, M- 72 2 2 

＇ 
3 I I 82 1693 2 

゜゜
37 I 2 •O 11•. 6 

小at 37 I 2 40 114 6 
3 

゜
2 2 6.2 

小計 2 2 6,2 
6 62 I I 7.8 

小計 I I 7.8 
7 

゜
3 3 13.2 

＂ • 2 I 7 507.3 
小計 7 2 I to 520 5 

15 

゜
I I 2. 7 

24 I I 9.1 
小計 2 2 II 8 

18 

゜
I I I. 2 

,1ヽ計 I I I 2 
21 

゜
I I 3.0 

,1ヽ計 I I 3 0 
23 

゜
I I 3.1 

49 ， 8 5 22 569.6 
51 I I 52.5 
52 2 2 6. I 

プロック 5 53 6 3 I 10 653.3 
小計 19 II 6 36 I叫 6

25 

゜
I I 6.8 

“ 
3 3 92,5 

小計 4 4 99 3 
28 83 I I 2 24,6 

小st I I 2 24 6 
30 42 I I 26.9 

90 I I 4.6 
,1ヽ計 2 2 JI 5 

35 63 I I I. 3 
小計 I I I. 3 

39 

゜
I I 5.2 

,1ヽ計 I I 5 2 
45 

゜
I I 4.6 

,1ヽ計 I I 4 6 
•8 

゜
I I 15.6 

70 I I 42.4 
小計 2 2 58.0 

49 

゜
I I 5. 7 

小計 I I 5 7 
57 

゜
I I 2.4 

小計 I I 2 4 
61 

゜
I I 9.4 

小計 I I 9 4 
合 計 84 II ， I I 2 I 109 .., い， 1

゜゜
178 I 4 18.1 Tと4.2

50067 I I 17.1 
,1ヽ計 178 I I 4 18-4 741 3 

I I 24 2 4 I 31 2454.3 
小nt 24 2 4 I 31 2454 3 

2 6 ， I 10 2邸 .2
小計 ， I 10 2256. 2 

3 

゜
55 2 57 404.4 

2 1 I 2.9 
3 2 2 12.1 

,1渭t 58 2 60 419.4 
4 

゜
I I 3.3 

Jヽ渭t I I :l :1 
6 6と 2 2 60. l 

50079 2 2 5. 7 
小計 4 4 65 8 

7 

゜
2 2 6.8 

15 1 I 13.9 
87 I I IJ'l.. 5 

小at 3 l 4 153.2 

ヴロック 6 8 

゜
I I 0.6 

21 3 3 38. I 
,1ヽ~t 4 4 38 7 

10 

゜
I I 2.4 

小It I I 2. 4 

15 24 I I 15.9 
,jヽ＂ I I 15.9 

19 

゜
I I 5.0 

,1ヽat I I 50 

20 

゜
I I 2.9 

,1ヽ計 I I 2.9 

2.1 

゜
I I 2 5 

,1ヽ計 I I 2.5 

24 

゜
3 3 15.9 

500.ll I I 28.1 
小』t 3 I 4 •·0 

25 

゜
31 31 104.9 

“ 
32 5 2 2 I I 43 1601. 2 

50029 2 2 27,5 

小at 65 5 2 2 I I 76 1733 6 

26 

゜
14 14 38. 7 

小計
＂ 

＂瀾 .7
'l.1 

゜
10 IO 49.5 

．＂ 2 2 6.1 
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2 遺構と遺物

母柑ふ 接合
心；＂ぞ 9

重鼠.-,~- →ヽ Iヽ 贔Uf.>匹じ 四＇ ~oil宍 ナイフIt!石2 a,.., fflZil "''""' -:.tl!IIある＂片 、, H .ヽ.... 介 lit

39 37 ， II I !J!I WJJ.!S 
41 I I 3.7 

50030 2 2 6.3 
Iヽヽ計 52 ， II I 73 2099.4 

28 50102 2 2 23.0 
小計 2 2 お.0

29 

゜
I I 5.8 

,1ヽ計t I I 5.8 
30 42 I I 14.6 

小計 I I 14.6 
:n 

゜
I I 5.0 

,1ヽ計 I I 5,0 
:12 

゜
I I 114.6 

500!0 I I 55.4 
小at I I 2 170.0 

“ ゚ I I 8.7 
46 12 2 I 15 1128.8 

小計 12 3 I 16 1137.5 
34 48 I I I 3 204. 7 

58 I I 2 14.0 
小Rt I I 2 I 5 218.7 

35 

゜
2 2 8.0 

13 3 I ~ 44.7 
小計 5 I 6 52.7 

36 

゜
5 5 32.3 

22 2 2 15.1 
47 I I 16.3 
54 17 I 18 1582.9 

50081 I I 2.7 
ヴロック 6 小計 26 I 27 1&19.3 

37 

゜
I I 5.0 

55 22 12 3t 1714.6 
小計 23 12 35 1719.6 

38 

゜
3 3 61.3 

56 20 2 3 :i 28 2172.8 
小計 23 2 3 3 31 2234.1 

39 

゜
I I 2.6 

50004 4 4 638.5 
小計 5 5 &11.1 

41 

゜
52 I 53 125.5 

小at 52 I 53 125.5 

“ 
66 I 2 I 2 I 2 9 2.19.6 
67 I I 4.9 

小at 2 2 I 2 I 2 10 244.5 
45 50103 I I 4.8 

小at I I 48 
49 

゜
I I 4.1 

,1ヽ.tt I I 4. 7 
50 

゜
3 :l 20.5 

小計 3 3 20.5 
51 

゜
l I ll.8 

小計 l I 11 8 
53 

゜
~, 5 14.2 

小at 5 
＂ 

14.2 

“ 
80 2 2 29.0 

細 2 2 7.1 
小計 4 4 36.1 

55 

゜
I I 2.0 

,J,iff" I I 2.0 
56 

゜
I I 2.0 

IJヽ＂ I I 2.0 
57 

゜
22 22 62.3 

輝 I I 4.5 
23 23 66.8 

59 59 I I お.6
小at I I 28.6 ^~ 月t

611 19 お 19 6 17 4 2 706 18509. 5 
(I 

゜
：煉 5 4 I 41 I 3 25 2 472 匹 .o

50010 I I 24.2 
50056 2 2 3.9 
50061 2 2 14.0 
50062 I I 4.0 
50063 2 2 8.8 

“ 2 2 29.0 
50065 2 2 13.4 
50066 2 2 18.4 
50068 2 2 9.1 
50069 2 2 18.1 
50071 2 2 43.5 
50075 I I 10.8 
50085 2 2 14.5 
,Jヽat 391 5 4 I 6.1 I 3 25 2 495 3871. 7 

2 6 12 12 655.8 
小at 12 12 655.8 

3 

゜
13 2 15 190.4 

4 I I 21.5 
プロック 7 50001 2 2 16.6 

小It 14 2 2 18 228.5 
4 

゜
5 I I 7 157. 3 

7 I I 2 21.3 
8 2 I 3 90,5 ， I I 5.3 

50002 I I 86.9 
小計 IO 2 I 1 14 361.3 

5 

゜
43 2 45 165.5 

10 I I 7.3 
11 7 I 8 216.6 
12 2 2 4 50.4 

小』t :.0 3 3 2 58 439,8 
6 50077 2 2 9. 7 

小計 2 2 9. 7 
7 

゜
21 I 4 2 ．瓜 170,0

14 2 2 117.1 
16 3 I ~117.8 
Ii I I 2.9 
18 3 I 4 48.5 
19 2 I 3 68. 7 
20 3 2 5 110. 8 

50006 2 2 5 9 
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m 上白滝 7遺跡の調査

母岩ぬ 接介
褐！ ~7. 

頂旦
軍りn ..., ., “●ふ馳 nlll-l" '1'-ftlille ナイフlH石R ヽぇ ,.,,,, 

"""" -:,O,:lt)T. ある~~ -•M r. こヽ 今計
.... 7 I I 2.:i 
50008 I I 9.6 
50009 4 4 175.0 
50017 I I I. 5 
50097 I I 2.9 
寧 I I 20. 7 
50099 I I 2.0 

小ltt 42 I 8 7 I 59 855 7 
8 

゜
1 I 2 29.8 

50011 2 2 5.0 
50012 I I 9.4 

,]ヽ計 4 I 5 44.2 ， 
゜

l 1 1.2 
,1ヽ " 1 I I 2 

11 50013 2 2 12.0 
,1ヽat 2 2 12.0 

12 

゜
2 I 3 9.5 

5001• 2 2 8.2 
,1、It 2 I 2 5 17. 7 

15 

゜
1 I 2 3.9 

小at I I 2 3 9 
16 

゜
l I 11. 2 

小&t 1 I II 2 
"~ 

゜
3 3 96.8 

25 5 2 I 8 1242.4 
26 I I 78, I 

小at 8 3 I 12 1417 3 
18 

゜
I I 8 4 

27 8 2 10 274.3 
50015 I I 15.3 

小at ， 2 I 12 298 0 
19 

゜
4 I 2 7 46.8 

お 3 4 7 162.1 
50016 2 2 5.6 
50017 1 I 2 25.8 
50100 2 2 5.5 
/Jヽlit 12 4 I :J 20 245.8 

20 

゜
23 5 ， 37 170.8 

29 10 3 11 5 3 1 33 529,8 
81 l I 2 68.4 

小It “ 3 11 10 13 I 72 769 0 
21 

゜
12 2 14 57. 7 

30 ， 8 I I 19 455. 7 
31 7 7 77.4 
88 1 3 4 20.4 

小at 29 8 6 I 44 611 2 
23 

゜
l I 1.7 

49 6 3 4 I 14 101.5 
ヴロック 7 53 2 l 3 45.1 

細 6 I I 7.4 
小at ， 3 5 2 19 155 7 

24 

゜
28 z 2 :iz 21s. 2 

86 I I 9.4 
,JヽIt 29 2 2 3.1 287 6 

25 

゜
17 I 18 43.1 

:≪ 3 3 1 1 58,0 
小計 20 4 I 25 IOI I 

26 36 I I 58. I 
小at I l 鴻.I

27 

゜
1 I 3.2 

39 1 I 16,3 
,Jヽ計 l I 2 19 5 

28 57 3 3 6 96.9 
81 3 I 3 7 59.8 
82 l I 26.3 
83 2 2 13.1 

,]ヽ&t 8 I 1 6 16 196.1 
29 

゜
I 1 4.0 

,1ヽ計 I I 4.0 
30 

゜
4 l 5 41. 3 

小at 4 l 5 41 :1 
31 

゜
5 I 6 13. 7 

“ 
2 2 68. • 

小It 5 I 2 8 82.1 
32 

゜
I I 4 6 41.8 

曲 I 2 2 12. 7 
碑 2 2 2 4.6 
細 3 4 4 22.2 
50044 3 3 29.1 
,1ヽlit I 12 4 17 110,4 

33 •6 I I 36.3 
,1ヽlit I I 36 3 

34 

゜
l I 2 5.6 

58 I I 2 4 ~7.0 
50038 I I 30.2 

小at l I 3 2 7 82 8 

35 

゜
2 I 3 6.2 

65 2 2 :1.3 
50070 2 2 8,4 

小計 4 3 7 17 9 

38 56 I I 14.2 
,1ヽ " I I I• 2 

39 

゜
I I 1.0 

,1ヽ＂ l I 1.0 

41 

゜
22 3 6 31 氾.4

50032 I I H.6 
細 l I 11.4 
小計

“ 
3 6 33 109 4 

42 

゜
I I 4. 7 

72 3 4 I 3 I l 13 238, I 

,1ヽ＂ 4 4 I 3 I I 14 242.8 

43 

゜
l I 54,3 

68 2 2 7.0 

小』t 3 3 61.3 

“ 
66 I I I. 8 

小at I I I 8 

45 50104 1 I 6.2 

小』t l I 6,2 

船

゜
4 2 6 18 0 
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2 遣構と遣物

母柑出 接合
工R<＂石 田旦四＇ ヽ 墨尋,-,..,a- n.1r. ,con.., 十イフ形：石Z ~ヽュ ,. ... 1111匹 こス閲Iあるa片 には 、→ ●I冨 A-~t 

50055 2 z 12.8 
50057 1 l 8.6 
50092 I 1 12.0 
,, ヽ計 5 3 2 10 51.4 

47 73 2 2 29. 7 
74 4 4 64.4 
75 3 I 4 121.9 

小計 ， I 10 216.0 
48 69 1 I ll.6 

71 I I 4.1 
小計 I I 2 15 7 

50 

゜
4 4 2 10 83.3 

60 I I 2 25.5 
50049 2 2 4.9 
50053 3 3 5.9 
惑 2 2 11.3 
50058 3 3 11.0 
50060 I I 6.0 
50076 2 2 26.1 
50093 2 2 7.3 
/Jヽ訂 ， 15 3 27 181.3 

プロック 7 51 

゜
I 3 4 65.3 

器 3 3 16.5 
4 3 7 81.8 

52 

゜
I I 2 28.0 

50023 I I 12.9 
50072 I I 41.l 
小計 3 I 4 82.0 

S3 

゜
8 2 10 62.9 

小at 8 2 10 62.9 
54 94 2 2 8.2 

95 I I 3.3 
96 2 2 7.2 
97 2 2 19.1 

50091 3 3 31.6 
Jヽヽlit 7 3 10 69 4 

55 

゜
2 I 3 31.2 

小計 2 I 3 31.2 
56 

゜
I I 9.3 

50090 2 2 13.7 
小計 3 3 23.0 

57 

゜
13 13 24.6 

92 I l 3. 7 
11ヽ計 14 14 28,3 

60 

゜
4 4 30.3 

50025 2 2 43.0 
50027 2 2 14.2 
小at 6 2 8 87.5 

61 

゜
2 I 3 30.9 

50035 2 2 43.4 
,1ヽ計 2 3 5 74.3 

介＂ 807 27 45 z 155 :i 4 93 4 3 1143 12488 4 
u 

゜ ＂ 
2 I !! 1 59 310.1 

50050 2 2 9.2 
50056 I 1 0.5 
小計 H 4 I ， 1 62 319.8 

3 

゜
1 I 12.6 

小計 I I 12.6 
4 

゜
I I 10.6 

7 I I 2 277.3 
8 2 2 135.0 

,1ヽ計 2 I 1 I 5 422.9 
5 

゜
2 2 4.9 

50005 2 2 12. 7 
小計 2 z 4 17.6 

7 

゜
l I 23.6 

14 5 5 351.1 
15 I I 4.9 

小計 5 l I 7 379.6 ， 
゜

1 I 6.0 
50101 2 2 11.5 
小計 3 3 17.5 

10 

゜
I I 6. 7 

23 5 I 6 571.9 
Iヽ、11t 6 I 7 578.6 

15 

゜
I I 2 8.4 

24 3 I 4 72.3 
小計 4 I I 6 80. 7 

プロック 8 18 

” I I 98.1 
,]ヽ計 I I 98.1 

19 

゜
I I 6.1 

28 1 I 2 748. 7 
40 I I 156.3 

小計 2 1 I 4 911 I 
21 

゜
2 2 40.8 

小at 2 2 40.8 
23 

゜
I I 6.9 

49 I 2 3 98.7 

小計53 
I l 2 47.6 
2 I 2 1 6 153.2 

24 

゜
2 I I 4 54.3 

50033 2 2 18.9 
/Jヽ1!t 2 I 3 6 73.2 

25 

“ 2 2 183.8 
小計 2 2 183.8 

28 83 I I 2 461.3 
小計 I I 2 464.3 

29 

゜
I I 15.9 

小計 I I 15.9 
30 

゜
2 I 3 10.8 

42 3 1 4 228,8 
小計 5 I I 7 239.6 

31 

゜
II 1 12 107.9 

43 3 4 1 I 9 729.6 
,1ヽ計 14 4 2 I 21 837.5 

32 

゜
I I 15.8 

細 0 2 2 35.3 
小計 I 2 3 51.1 

” 46 I I 25 5 
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m 上白滝7遺跡の調査

母岩出 接合
,m• エ

重鼠
詞片 石ヽI 曇量,...,,.. JlalFi ~ 匹え ナイフfifill! .,,. ... ..... """"' っtmrある員片 、~·" ..... ●鍮 合計

,1ヽ計 I I 25 5 
34 85 2 2 18, I 

詈 I 1 28.3 
2 I 3 6ヽ4 

35 

゜
6 6 31 2 

13 3 I 4 82.0 
32 3 3 23.0 
61 2 2 8,2 
63 I l 9.6 
78 I 1 10.1 

小at 13 3 I 17 164 1 
36 

゜
1 I 10.1 

54 I l 1295.3 
小計 I I 2 1305 4 

37 

゜
2 2 5. 7 

ブロック 8 55 2 I 3 1986.8 
小計 4 I 5 1992,5 

43 68 I I 96, 4 
小at I I 96 4 

45 

゜
I I 2.4 

小計 I I 2 4 
48 70 I l 63.8 

小計 I I 63 8 
51 

゜
2 2 70.9 

小計 2 2 70 9 
53 

゜
I 1 12.2 

小at I 1 12 2 
54 93 2 2 8.2 

器 I I 66, I 
3 3 74 3 

56 

゜
I l 3.5 

小計 I l 3 5 
57 

゜
I 1 9, I 

小計 I l 9 I 
58 

゜
I 1 20.a 

Iヽヽ計 I I 20 8 
合 lit 124 Iii 5 双 2 r, 4 5 190 8785 ., 

゜゜
11 :i I 15 14:1.7 

50096 2 2 32,8 
小計 II 2 3 I 17 176 5 

2 6 II 11 925.5 
小計 11 11 925 5 

3 

゜
7 7 39.1 

4 2 2 107.3 
5 2 を 55.6

小at II 11 202 0 
7 

゜
1 I 15.9 

小計 I 1 15 9 
8 

゜
1 1 2. 7 

50028 6 6 74.2 
小at I 6 7 76 9 

15 

゜
I l 14. 7 

小at I I 14 7 
17 25 I I 106 6 

小at I I 106 6 
18 27 I I 40.1 

小at 1 I 40.1 
20 

゜
I I 2 8.7 

29 I I 2 33.4 
,1ヽat 2 I I • 42 I 

23 49 I I 22.0 
小計 I I 22 0 

26 

゜
I 1 09 

小計 I I 09 
お 82 l 1 4.9 

プロック 9 小計 I I 4 9 
JO 91 l I 25.0 

,Jヽat I 1 25.0 
32 

゜
I I 6.2 

1ヽ,at I I 6 2 
33 46 I I 264,9 

,i,at I I 264 9 
34 58 1 I 9,4 

,Jヽ&t 1 I 94 
35 13 I I 26,5 

小at I l 26.5 
37 

゜
I I 19. 7 

,Jヽ!t I I 19 7 
38 

゜
I I 2.0 

56 I I 8.0 
小at 2 2 10 0 

41 50034 2 2 19 8 
小計 2 2 19.8 

•2 72 I I I 3 76.0 
小計 I I I 3 76 0 

43 0 I I 14.2 
,]ヽat I I 14 2 

“ 
66 I I 2 6 

小at I I 26 
50 

゜
I l 32.2 

60 I I 11.1 
小at I I 2 43 3 

55 

゜
1 I 47.1 

小計 I I 47. I 
60 50026 I l 5.1 

小&t I l 5 I 

合" 51 4 1 

＂ 
I I :i I 76 2197 9 

゜゜
I I 5,0 

小at I I 5 0 
10 

゜
I I 9,3 

23 2 2 87. 7 
プロック）｛ Iヽヽ計 3 3 97 0 

12 

゜
I 1 0,6 

小計 I I 0 6 
15 

゜
2 2 6.8 

,1ヽnt 2 2 6.8 
30 42 8 I 9 494.2 

90 I 1 31.7 
,1ヽ責 ， I 10 525. 9 
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2 迫構と遺物

母岩ぬ 債介
""・nエ 田 g

,n,a- ...... 縦益磁9ヤ lllln 'l!Olll!i:I 十イフ彰n.: に匹 ... ,., 匹匹 l:l!JIある員片 ヽ ヽ II冨畜 ~u 
35 D 3 ;i 10.8 

13 5 5 146.0 
61 I I 6.0 

“ 1 I 3. 7 
プロック I( 78 I l 12.8 

,1ヽ " 10 I II 179.3 
39 

゜
I 1 5.3 

,1ヽ " I I 5 3 
48 潤 3 3 98.2 

,1渭t 3 3 98 2 
50 

゜
I I 5.2 

,Jヽ計 I I 5.2 
合 At 31 2 3.l 923 3 

プロ•，ク,, 12 ＇ 2 IS IZI 7 
曇鳳r 3四 79 91 3 38 :rm 6 18 32 139 16 12 4448 5岱 I

(6) I層（表土）の遺物

I層（表土）出土の遺物は、 6,920点、それらのうち器種分類や接合作業などによって、石器プ

ロック 1-10に関係するものについては、それぞれにおいて掲載している。ここでは、 2点出土して

いる石鏃について説明する。

石鏃（図m-10s-1• 2) 1は左側緑がわずかに欠損しているが、ほぼ完形で、形状は五角形に

近く、基部はわずかに丸みがある。大きさは、長さ25.3mm、幅10.9mm、厚さ2.4mm、重さ0.6gで、薄

みである。横長の薄い剥片を素材とし、裏面の中央右側に素材の腹面が残り、作りはやや粗い。 2は

先端部の破片で、大きさは、長さ11.3mm、幅7.0mm、厚さ2.1mm、重さO.lgである。 1同様に薄みの

作りである。 1・2とも黒色と透明感のある灰色のまだら模様に茶色がわずかにみられる黒曜石3で、

同一母岩と考えられる。 1はL66区、 2はM67区出土であるが、他に関連遺物はない。また、放射

性炭素年代測定で縄文～続縄文時代の年代値が出ている炭化木片プロック (Cb-1-4)との関連

も考えられるが、確証はない。 （長沼 孝）
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IV 自然科学的分析等

w 自然科学的分析等

1 放射性炭素年代測定

（株）地球科学研究所
放射性炭素年代測定結果報告書

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げます。

報告内容の説明

14C age (y BP) : 14C年代測定値

試料の14C/12C比から、単純に現在 (1950年AD)から何年前 (BP)かを計算した年代。
半減期として5568年を用いた。

補正14Cage : 補正14C年代値

(y BP) 試料の炭素安定同位体比 (13C/12C)を測定して試料の炭素の同位体分別を知り 14C/
12Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

~13C (permil) : 試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比。
この安定同位体比は、下式のように標準物質 (PDB)の同位体比からの千分偏差 -(%o)
で表現する。

~13C (協）＝ (13C/12C) [試料］ー (13C/12C)[標準］

(13C/12C) [標準］
XlOOO 

ここで、 13C/12C[標準]=O. 0112372である。

暦年代 ：過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代を算
出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定値により、補正曲線を作
成し、暦年代を算出する。(Stuiveret al., 1993 ; Vogel et al., 1993, ; Talma and Vogel, 
1993)ただし、この補正は約10,000yBPより古い試料には適用できない。

測定方法などに関するデータ

測定方法 AMS: 加速器質最分析
Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによる p —線計数法

処理・調製• その他 ： 試料の前処理、調製などの情報

前処理 acid-alkali-acid : 酸—アルカリー酸洗浄
acid washes : 酸洗浄

調製、その他

acid etch: 酸によるエッチング

none: 未処理

Bulk-Low Carbon Material: 低浪度有機物処理
Bone Collagen Extraction : 骨、歯などのコラーゲン抽出

Cellulose Extraction : 木材のセルローズ抽出

Extended Counting : Radiometricによる測定の際、測定時間を延長する

分析機関 ： BETAANALYTIC INC. 
4985 SW 74 Court, Miami, Fl. 33155, U.S.A 

217 



1 放射性炭素年代測定

測定番号 試料名 試料種
14C age 
(yBP) 

o13C 補正14Cage 
暦年代

(permil) (yBP) 

Beta・112890 SHIRA-18 charredmaterial 1970士50 -26.0 1950士50 交点 cal AD 70 

整理番号7081測定方法 AMS 処理・調整•その他 acid-alkali-acid

graphite 

2 SIGMA cal BC 40 to AD 160 

95%probability 

1 SIGMA cal AD 15 to 110 

68% probability 

Beta-112891 SHIRA-19 eharredmaterial 1890士60 -24. 9 1890士60 交点 cal AD 120 

整理番号7082測定方法 AMS 処理爾整•その他 acid-alkali-acid

graphite 

2 SIGMA cal AD 5 to 250 

95% probability 

1 SIGMA cal AD 70 to 220 

68%probability 

Beta-112892 SHIRA-20 charred mataial 1980土60 -24.1 1990士60 交点 calAD25 

整理番号7083測定方法 AMS 処理・讚整・その他acid-alkali-acid

graphite 

Beta-112893 SHIRA-21 charredmaterial 1970士50 -24.2 

整理番号7084測定方法 AMS 処理・潤整• その饒 acid-alkali-acid

2 SIGMA cal BC 115 to AD 135 

95%probability 

1 SIGMA cal BC 40 to AD 85 

68%probability 

1980士50 交点 calAD45 

2 SIGMA cal BC 60 to AD 130 

95%probability 

1 SIGMA cal BC 20 to AD 85 

68%probabilit}r 

Beta-126160 SHIRA-49 charredmaterial 4910土60

graphite 

-26.8 4880土60 交点 cal BC 3660 

整理番号10334測定方法 AMS 処理・調整• その他 acid-alkali-acid

graphite 

Beta-126161 SHIRA-50 cbarredmaterial 4580土70 -28.2 

整理番号10335測定方法 AMS 処理・員整• その龍 acid-alkali-acid

graphite 

表w-, 放射性炭素年代測定一覧

2 SIGMA cal BC 3780 to 3615 cal BC 3580 to 3530 

95% probability 

1 SIGMA cal BC 3705 to 3640 

68%probability 

4530士70 交点 calBC3325 

2 SIGMA cal BC 3490 to 3455 cal BC 3375 to 3015 

95%probability cal BC 2985 to 2935 

1 SIGMA BC 3355 to 3090 

68%probability 

測定番号 試料名 出土地点 層位
14C年代

補正14C年代
暦年代

(yBP) 交点 1 O' 

tBeta-112890 SHIRA-18 Cb-2(1) Ila 1970士50 1950士50 calAD70 calAD15 -110 

lBeta-112891 SHIRA-19 Cb-3(1) Ila 1890士60 1890士60 calAD 120 ca1AD70 -220 

tBeta-112892 SHIRA-20 Cb-3(2) Ila 1980土60 1990士60 calAD25 calBC40 -AD85 

IBeta-112893 SHIRA-21 Cb-4(1) Ila 1970士50 1980土50 calAD45 calBC20 -AD85 

tBeta-126160 SmRA-49 Cb-1 (2) Ila 4910士60 4880士60 cal BC 3660 calBC3705 -3640 

Beta-126161 SHIRA-50 Cb-1 (2) Ila 4580土70 4530土70 cal BC 3325 calBC3355 -3090 
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w 自然科学的分析等

2 上白滝 7遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析
および非破壊分析による水和層の測定

藁 科 哲 男

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探るという目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遣物の

石材産地推定を行なっている1,2,3)0 

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微盤成分を中心に元素分析を行ない、これ

を産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産

地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産

地を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作

も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分か

らないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行なった試料は、白滝村に位置-する

上白滝7遺跡から出土した旧石器時代を中心とする黒曜石製石器石片合計70個の産地分析および15個

の黒曜石石器について非破壊分析による水和層厚さの結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X線

分析装置によって元素分析を行なう。主に分析した元素は K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、

Nbの各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、そ

れでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、Ti/K、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、YI

Zr、Nb/Zrの比量をそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊

豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に分布する。調査を終えた原産地を図N-1に示す。

黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされている。元素組成によってこれら原石を分類し表N-2に

示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると170個の原石群になる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海

道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、ま

た白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く

赤石山群（旧白滝第一群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別

できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った（旧白滝第二群）、また、八号沢の黒曜石原石と白

土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別できる。幌加沢よりの転礫の中

で70%は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別できず、残りの30%は赤石山群に一

致する。置戸産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より採取され、この原石の元素組成は置

戸群にまとまる。この原産地は、常呂川に通じる流域にあり、この常呂川流域で黒曜石の円礫が採取

されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢

の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三
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2 上白滝7遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析およぴ非破壊分析による水和層の測定

股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円

礫の組成は、十勝三股産の原石の線成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より

採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。これら維成の近似した

原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原石産地が十勝三股群に同定

されたとしても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えなければな

らない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場

合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する

黒曜石から 2個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智

南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを組成

で分類すると88%は名寄第一群に、また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、嵐山遺

跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近文台第一群、 69%が近文台第

二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒曜石の

礫は、組成で分類すると約79%が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群に組成が一致する。滝

川群に一致する維成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨竜川に開析さ

れた平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状は滝川

産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致しさらに

近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこの付近

の山腹より採取できる。ここの原石には、少球顆の列が何層にも重なり石器の原材として良質とはい

えない原石で赤井川第一群を、また、球顆の非常に少ない握り拳半分大の良質な原石などで赤井川第

二群を作った。これら第一、二群の元素組成は非常に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井

川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によって豊泉第一、二群の二群に区別さ

れ、豊泉第二群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、

一部は青森県に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円

礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区

に流入する中村川の上流で 1点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区よ

り採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭よ

り採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と

相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群、成田

群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群（旧浪岡群）は赤井川産原石の第一、二群と弁別は可能

であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が

作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には 5cm大の

ものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影轡は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影轡はほ

とんど見られない。 Ca/K、Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産

地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比盤についても風化の影響を完全に否定

することができないので、得られた確率の数値にはや、不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を

誤るようなことはない。
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表IV-2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値
既 産 地 分析 元 素 比

腹石群名 個数 C a/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K Si/K 

北海道 名寄第一 114 0.478土0.0110.121土0.0050.035士o.rm 2.011土0.0630.614士0.0320.574士0.0220.120土0.0170.024士0.0160.033士0.0020.451士0.010

ヶ第二 35 0.309土0.0150.103士0.0050.021士0.006 1. 774士0.0550.696土0.0440.265士0.0110.301土0.0220.026士0.0200.028士0.0070.394士0.010

白赤石山 130 0.173士0.0140.061士0.0030.079士0.013 2. 714士0.1421.340士0.0590.283士0.0190.341土0.0300.073士0.0260.028士0.0020.374士0.010

滝八号沢 30 0.138士0.0100.022士0.0020.105士0.017 3.123士0.1271.846土0.0650.105土0.0190.475土0.0450.076士0.0$60.027士0.0080.359士0.0$2

地幌加沢 23 0.139士0.0090.023士0.001 0. 099士0.015 2.975士0.1021. 794土0.fll7 0. 104土0.0100.470土0.0370. 103士0.0270.027士0.0020.369士0.007

区 あじさい滝 29 0.142士0.0100.023士0.0010.101土0.014 3.038士0.1251. 787士O.fll60. 115土0.0150.457土0.035 0. fll6土o.owo.cm士0.0050.365士0.011

近文台第一 30 0.819士0.0130.165士0.0060.081土0.010 3.266士0.1170.604士0.0310.941土0.0300. 165士0.0200.039土0.0160.039士0.0020.457士0.008

ク第二 107 0.517士0.0110.099士0.005 0. 007士o.090 2.m士0.0970.812士0.0370.818土O.034 0. l<J7土0.0240.041士0.0190.035士0.0020.442士0.009

ヶ第三 17 0.514士0.0120.098士0.0050.066士0.014 2. 765士0.1250.814土0.0680.815土0.0420.199士0.0390.078土0.0080.034士0.0020.443士0.011

秩父別第一 51 0.249士0.0170.122士0.0060.078士0.011 1.614士0.0680.995士0.0370.458土0.0230.235士0.0240.023士0.0210.022士0.0040.334士0.013

タ第二 25 0.506土0.0160.098土0.0050.070土0.011 2.750土0.0990.805土0.0420.808土0.0320.197土0.0260.027土0.0160.0?:7土0.0030.371土0.010

滝 Ill第一 31 0.253士0.0180.122土o.006o.cm土0.009 1.613土0.0901.017士0.0450.459士o.匹 0.233士0.0290.038土0.0180.025士0.0030.370土0.023

.. 第二 15 0.510土0.0150.098士0.005o. 畷士0.009 2. 740土0.0720.8氾士0.0190.812士0.0190. 192士0.026O.OJZ土〇.0230.030土O.OOI0.393士0.031

匠 戸 65 0.326士0.0080.128士0.0050.045士0.008 1.813土0.0620.824士0.0340.454士0.0000.179土0.0230.044士0.0000.030士0.0020.412士0.010

-t・ 十勝三股 60 0.256土0.0180.074土0.0050.068士0.010 2.281土o.os11.rm士0.0550.434士0.0230.334士0.0290.064土0.0250.029士0.()(刀 0.396士0.013

英蔓第一 41 0.499土0.0200.124土0.0070.052士0.010 2.635士0.1810. 訟士0.061 0. 7Cfl士0.0140.199士0.0290.039土0.0230.033土0.0020.442士0.015

勝 ヶ第二 お 0.593土0.0360.144土0.0120.056士0.010 3.028土0.2510. 762士0.0400. 764士0.0510.197士0.0260.038士0.0220.034士0.0020.449土0.009

赤井川第一 50 0.254土0.0290.070土0.0010.086土0.010 2.213士0.1040.969士0.0600.428士0.0210.249土0.0240.058士0.0230.027士0.0020.371士0.009

参第二 30 0.258士0.0650.072土0.0020.080土0.010 2.207士0.0830.970士0.0150.436士0.0260.245士0.0210.021士0.0290.025士0.0070.371土0.007

a 泉第一 75 0.473士0.0190.148士o.rmo.060士0.015 l. 764士0.0720.438土0.027O.fm士0.0280.157士0.020O.IYlS士0.0170.032士0.00'20.469士0.013

~ 第二 40 0.377士0.0090.133士0.0060.055土0.008 1. 723士0.0660.516士0.0190.513士0.0180.177士0.0160.007士0.0150.030土0.0050.431士0.010

脊森県 折腰内 35 0.190士0.0150.075士0.0030.010土0.008 1.575士0.0661.241土0.0160.318士0.0140.141士0.033 0. ffl6士0.0210.024士0.0020.348士0.010

出来島 27 0.346士o.m0.132土O.f'I.Yl0,231土0.019 2.268士0.0850.865土0.0141.106士0.0560.399士0.0380.179士0.0310.038土0.0030.499士0.013

深六角沢 36 0.080士0.0080.097士0.0110.013土0.002 0.697士0.0210.128土0.0080.002士0.0020.064士0.0070.035士0.0010.026士0.0020.379士0.010

浦八森山 41 0.077土0.0050.098士0.0030.013士0.002 0. 701士0.0180.134土0.0050.002士0.0020.070士0.0050.034士0.0060.027土0.0050.384士0.009

青靡 戸門第一 28 0.250土o.CYZ4 o. 069土0.0030.068士0.012 2.358士0.257l.168土0.0620.521士o.063o.m士0.0650.076士0.025 O. IY26士0.0020.362土0.015
ヶ第二 28 0.084土0.0060.104土O.oot0.013士0.002 0.691士0.0210.123士0.0060.002士0.0020.069士0.0100.033士0.0050.025士0.0020.369士0.007

鵡ケ坂 33 0.344土0.0170.132士0.0070.232士0.023 2.261土0.1430. 祁1土0.0521.081士0.0600.390士0.0390.186±0.037 0.037士0.0020.496土0.018

鷹森山 47 0.252士0.0170.068士0.0090.079士0.033 2.548士0.1311.149士0.0690.568土0.1080.288士0.0370.049士0.0360.028士0.0050.383土0.018

下湯川 36 9.673士0.4792. 703士0.1493.267士0.217 21. 648土l.5000.090土0.021l. 708土0.1020.155士0.0150.169土0.0310.053士0.0120.858士0.088

大釈迦 67 0.253士0.0160.067士o.ooso.on±o.029 2.s19士0.1481.147士0.0650.558士0.0870.286士0.0350.017士0.010 0. 0'.!8土0.0030.385士0.018

秋田県 男金ケ崎 43 0.294士0.0090.087士0.0040.220士0.018 1.644土0.0811.493士0.0810.930土0.0130.287士0.0390.098土0.0100.029士0.0020.368士0.008

腹凪 本 45 0.295士0.0080.087土0.0040.219士0.017 1.671土0.0771.503士0.0720.939土0.0540.286士O.OiS0.108土0.0340.028士0.0060.367士0.009

山形県 月 山 “ 0.285土0.0210.123士0.0070.182士0.016 1.906士0.0960.966士0.0!沿 l.022土O.cr/1O.'l:16土0.0360.119土0.0330.033士0.0020.443土0.014

岩手県 雫 石 25 0.636土0.0330.187土0.0120.052士o.ocn 1. 764士0.0610.305士0.0160.431土0.0210.209士0.0160.045士0.0140.041士0.0030.594士0.014

折 居 22 0.615土0.0550.180士0.0160.058士o.rm 1. 751士0.0620.306士0.0330.421士0.0510.228士0.0790.045士O.Oll0.041士0.0050. 594士0.055

花 泉 30 0.596士0.0160.177士0.0180.056士0.008 1. 742土0.0720.314士0.0190.420士0.0250.220士0.0160.014士0.0130.011士0.0030.586士0.030

宮城県 湯 倉 21 2.174士0.0680.349士0.0170.057土0.005 2.544土0.1490.116土0.0090.658士0.0240.138士0.0150.0:. 刃士0.0130.073士0.0030.956土0.040

塩 釜 37 4.828士0.3951.630士0.101o. 178土0.01711.362土1.1500.168士0.0181.298士0.0630.155土0.0160.037士0.01so.on士0.0020. 720土0.032

栃木県 高阪山 40 0.738士0.0670.200土0.010o. 叫士o.rm 2.016土0.1100.381士0.0250.502士0.0080.190士0.017 0. O'l3士0.0140.036士0.0020.516土0.012

東京都 神 itt島第一津 56 0.381土0.0140.136土0.0050.102士0.011 1. 729土0.0790.471士0.0270.689士0.0370.247士0.0210.090士0.0260.036士o.003o.soi土0.012

.. 第二島 23 0.317士0.0160.120士0.0080.114士0.014 1.833士0.0690.615士0.0390.656士0.ffiO 0. 303士0.034 0. 1(1/土o.0'26 0. 033士0.0020.471士0.009

氏 根 40 0.318士0.0200.120士0.0050.118士0.014 1.805士0.0960.614士0.0360.664土0.0150.291士0.0290.093土0.0390.034土0.0060.476士0.012

和 II県 1 箱根・笛塚 30 6.765士0.2542.219士0.0570.228士0.019 9.282士0.6220.048士0.0171. 757土0.0610.252士0.0170.025土0.0190.140士0.0081. 528士0.046

タ ・畑宿 41 2.056土0.0640.669士0.0190.076士0.007 2.912士0.1010.062士o.007 o. 680土o.0'29 0. 202士0.0110.011士0.0100.080士0.0051.126士0.031

鑽冶屋 31 1.663土0.0710.381士0.0190.056士0.007 2.139士0.0970.073士0.0080.629土0.O'l5 0. 154士0.0090.011士0.0090.067士0.0050.901士0.020

静岡県 上多賃 31 1.329土0.0780.294土0.018O.Oll士0.006 1.697土0.0680.00士0.0090.551士o.O'Z3 0. 138土0.0110.010士0.0090.059士O.OOI0.856士0.018

柏峠西 35 1.213土0.1640.314土0.0280.031士0.004 1.699士0.1670.113士0.0070.391士o.<Yl2 0. 143土0.0070.000士0.000O.ot7士0.0040.663士O.CY.!O

小豆峠 40 0.110土0.0080.052土0.0040.297士0.038 3.211土0.3190.829士0.089o. 154土0.0000.547土0.0540.087士0.0570.025士0.0140.429士0.016

宮山県 魚 津 12 0.278土0.0130.065土0.0040.064土0.008 2.084士0.0950.906士0.0570.641土O.Ot60.194士0.0140.100士0.0010.007士0.0000.372土0.009

高 二上山第一 36 0.319士0.0170.113士0.0060.040土0.008 1. 720士0.0800. 740士0.0520.665士0.0290.121士0.0260.047士0.0310.015士0.0140.392土0.018

岡 ク第二 40 0.710士0.0170.202士0.0080.054士0.011 1.994士0.1520.413士0.0280.840士0.0500.118士0.0250.051士0.0310.020士0.0200.599土0.024

市 .. 第三 45 0.441士0.0520.108士0.0140.(Yl9士0.021 2.251土0.1380. 794士0.1551.222士0.0880.127士0.0110.067士0.0530.015士0.0140.412士0.025

長野県 霧ケ峰 171 0.138土0.0090.066土0.0030.101士0.011 1.339士0.0571.076士0.0170.360士0.0230.275士0.0300.112士0.0230.026士0.0020.361士0.013

和田峠第一 143 0. 167土0.0280.049士0.0080.117土0.011 1.346士0.0851.853士0.1240.112士0.0560.409士0.0480.139士O.IY260.025士0.0020.355土〇.016

ク第二 17 0.146士0.0030.002土0.0030.151士0.010 1.461士0.0392.449土0.1350.006士0.0120.517士0.0140.186士0.1Yl50.0: ワ士0.0020.368土o.rm

ヶ第三 62 0.248士0.0180.064土0.0120.114士0.011 1.520土0.1821.673土0.1400.274士0.1010.374士0.0180.122士0.0240.025土0.0030.348土0.017

ヶ第四 37 0.144士0.0170.063土0.0040.094士0.009 1.373士0.0851.311土0.0370.206士0.0300.263士0.0380.090士0.0220.023士0.0020.331士0.019

，， 第五 47 0.176士0.0190.075土0.0100.073士0.011 1.282土0.0861.053士0.196 0.275土0.0580.184土0.0420.066士0.0230.021士0.0020.306土0.013

，， 第六 53 0.156土0.0110.055土0.0050.095土0.012 l.333士0.064l.523士0.0930.134士0.031O.'l:19土0.0390.010士0.0170.021士0.0020.313土0.012

鷹Ill・ 和田 5.3 0.138士0.0040.042土0.0020.123土0.010 1.259士0.0411.978士0.0670.045士0.0100.442土0.0390.142士0.0220.026士0.0020.360士0.010

男女倉 119 0.223士0.0260.102土0.0100.059士0.008 1.169土0.0810. 701士0.1090.409士0.0520.128土0.0240.053士0.0170.026士0.0020.354土0.008

変仄峠 68 0.263土0.0200.138士0.0110.™9土O.<m 1.403士0.0690.532士0.™8 0. 764士0.0310. IOI土0.0180.056士0.0160.029士0.0020.401土0.017

双子池 83 0.252士0.0町 0.129士0.0070.059士0.010 1.630士0.1790.669士0.0520.802土0.058O. lll士0.0240.037土0.0320.027士o.rmo.401土0.011

大窪沢 42 1.481士0.1170.466土0.021 0. 042士0.006 2.005土0.1350.182士O.Oll0.841土o.044 0. 105土0.0100.009士0.0080.033士0.0050.459土0.012

新潟県 佐渡第一 34 0.228土0.0130.078土0.0060.020士0.005 1.492士0.0790.821士0.0170.288土0.0180.142士0.0180.019士0.0170.024士0.0010.338土0.013

ク第二 12 0.263士0.0320.097士0.0180.020土0.006 1.501土0.0530. 717士0.1060.326土0.0290.091土0.0220.016士0.0150.026土0.0020.338土0.009

上 6 Ill 45 0.321士0.0070.070士0.0030.069土0.011 2.05)士0.0700.981士0.012o.m士0.0340.182土0.0230.038士o.cmo.026士0.0070.359土0.009

板 山“ 0.232士0.0110.068士0.0030.169土0.017 2. 178士0.1101. 772士0.0980. 772士0.0460.374土0.0470.154士o.034 o. W 士0.0020.359土0.009
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原 産 地 分析 元 葉 比
屈石群名 個数 Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr Al/K S i/K 

新潟県 大白 Ill 22 0.569士0.0120.142土o.rm o. 033士0.005 1.608土0.0190.261士0.0120.332土0.0110. 150土0.0150.033士0.0110.036士0.0030.491士0.014

金 津 46 0.331土O.Oll0.097士0.0370.030土0.007 I. 7ll土0.0660.618土o.cmo.283士0.0120. 181士0.0160.035士0.0180.027土0.0090.402士0.012

羽根 Ill 55 0.163士0.0190.053土0.0050.099土0.011 1.354士0.0581.615士0.0630.084土0.0120.309士0.0360.100士0.0280.023土0.0070.340士0.030

石川県 比 那 17 0.370士0.0140.087土0.0040.060土0.009 2.699土0.1670.639士0.0280.534土0.0230.172士0.0280.052士0.0180.032土0.0020.396士0.017

福井県 安 島 21 0.407士0.0070.123士0.0050.038土0.006 1.628士0.0510.643土0.0410.675士0.0300.113士0.0200.061士0.0160.032土0.0020.450士0.010

三里山 21 0.350士0.0180.123土0.0080.036土0.006 1.561士0.0810.608土0.0310. 798土0.0390.069土0.0200.062士0.0130.028士0.0020.381士0.008

8根県 加 茂 20 0.154士0.0080.092土0.0090.018土0.003 0.943士0.0290.289士0.0160.006士0.0030.017士0.0100.144士0.0190.022士0.0010.269士0.017

津 井 30 0.150土0.0080.100士0.0030.015土0.002 0.919士0.0330.305士0.0100.013土0.003O.Ot6士0.0130.132土0.007 0. 022土0.001 o. 258士0.006

久 見 31 0.142士0.0040.061士0.0020.020士0.003 0.981士0.0480.398土0.0130.001士0.0020.093土0.0150.229土0.0100.023土0.0020.317土0.006

福岡凩 八女昭和溜池 68 0.261士0.0100.211士0.0070.033士0.003 o. 798土0.0270.326士0.0130.283土0.0150.071士0.0090.034士0.0080.024士0.0060.279士0.009

佐賀県 中野第一群 39 0.267士0.0070.087士0.0030.027士0.005 1.619土0.0830.628士0.0280.348土0.0150.103士0.0180.075士0.0180.023土0.0070.321士0.011

.. 第二群 40 0.345士o.rmo.1oi士0.0030.027土0.005 1.535土0.0390.455土0.0170.397土0.0140.069士0.0160.059士0.0140.026士0.0080.328士0.008

栴 野 39 0.657士0.0140.202士0.0060.071士0.013 4.239士0.2051.046土0.0651.269土0.0580.104土0.0320.380士0.0470.028士0.0050.345士0.009

腰 岳 26 0.214士0.0150.029士0.0010.076土0.012 2.69-1士0.1101.686士0.0850.441土0.0300.293土0.0390.257士0.0290.027土0.0020.356士0.008

椎葉 Ill 59 0.414土0.0090.071士0.0030.101士0.017 2.947土0.1421.253士0.0812.015士0.0990.147士0.0350.255士0.0400.030士0.0070.388士0.009

松尾第一群 40 0.600土0.0670.153土0.0290.125士0.018 4.692士0.3691.170士0.1142.023土0.1220.171士0.0320.255士0.0370.032土0.0030.376士0.008

ク第二群 40 0.953士O.OZlO.'JO? 土0.0100.126士0.013 6.666士0.3420.856土0.070 1. 9t.Y7士0.1190.147士0.029 0. 1!}1士0.0:.氾 0.033士0.0080.383士0.010

長崎県 壱久喜ノ辻 37 0.165士0.0120.066士0.0020.034士0.003 1.197士0.0300.403土0.0120.005士0.0010.114土0.0120.326土0.0080.004士0.0020.294土0.008

君ケ浦 28 0.161土0.0110.064士0.0020.034士0.003 1.209士0.0320.405土0.0080.005士0.0010.119士0.0160.322土0.0100.025士0.0020.294土0.006

岐 角 川 29 0.138士0.0100.037士0.0020.056士0.007 I. 741士0.0831.880土〇.0760.012士0.0120.303士0.0380.652士0.036 0. 0'26士0.0020.358土0.010

島只 畑 49 0.135士0.0100.037士0.0020.056士0.009 1.746土〇.0731.834土0.0640.022士0.0130.334士0.0460. 714土0.0400.021士0.0090.339士0.015

松浦第一 23 0.218士0.010 0. 0'..!9士0.0020.085士0.013 2.692士0.1251.674土0.0640.439士0.0270.284士0.0470.266士0.0280.027士0.0020.359士0.012

.. 第二 17 0.176士0.0160.030士0.0040.062士0.022 2.364士0.389l.fm土0.2450.308士o.074o.m士0.0560.210士0.0500.026土0.0020.361士0.010

.. 第三 16 0.245士0.0190.060士0.006O.OtS士0.012 1. 975士0.2400.878土0.0990.421士0.0810.130士0.0300.145士O.IYZJ 0. 026士0.0020.358士0.013

ヶ 第 四 22 0.287士0.0190.067士0.0010.044士0.007 1.906士0.1060. 765土0.0740.484士0.0340.115士0.0230.117士0.0180.028土0.0010.367士0.007

淀 姫 44 0.329士0.0140.080士0.0050.042土0.007 1.804士0.0650.539土0.0220,504土0.0350.077士0.0180.117士0.0140.029士0.0020.374土0.009

中町第一 25 0.248士0.0170.058土0.0080.057土0.007 1.884士0.0850.832土0.0920.403士0.0260.112士0.0'21 o. 152士0.0170.026士0.0020.363土0.007

ヶ第二 17 0.327士0.0300.080士0.0170.045士0.007 1.832士0.0740.653土0.0880.488士0.030 0. 090士0.0300.093土0.0230.027士0.0020.358土0.012

古里第一 40 0.192士0.0200.0:. ワ士0.0030.080土0.016 2.699士0.2151. 780土0.1640.413士0.0050.312士0.0560.259士0.010o.cm士0.0020.358土0.008

ヶ 第 二 22 0.414士0.0120.0乃士0.0060.102士0.015 2.898士0.2041.221土0.0941.951土0.1240.133士0.0470.261士0.0340.031士0.0020.383士0.010

.. 第三 19 0.257士0.0350.062士O.OOJ0.054土O.OOJ 1.939士0.131 0.812土0.1130.436士0.0520.101士0.0290.145土0.0370.028士0.0020.364士0.011

松 岳 43 0.941士0.0090.054士0.0050.010士0.008 1.686士0.1140.833土0.0580.251士0.0250.192士0.0320.124士0.0390.018土0.0110.331士0.017

大 崎 25 0. 161士0.0110.051士0.0020.037士0.006 1.718土0.0560.948土0.0300.179士0.0180.191士0.0260.137士0.0190.024土0.0020.340士0.006

大分県 観音崎 41 0.216士0.0170.015士0.0030.428士0.057 6.897士0.8061.829土0.2201.572土o.180 0.325士0.0880.622士0.0990.035土0.0020.418土O.Oll

姫岡瀬第一 33 0.221士0.<Yll 0. 045士0.0030.450土0.061 7.248士0.6681.917土0.1941.660士0.1730.355士0.0570.669土0.1050.035士o.O<YZ 0.419士0.009

ll * .. 第二 32 0.634士0.0170.140士0.0130.194士0.026 4.399士0.3220.614土O.<m3.162士0.1890.144士0.0310.240土0.0110.038士0.0020.451土0.011

地 * .. 第三 10 1.013士0.1400.211土0.0260.126士0.016 3.491士0.2310.305士0.0674.002士0.1740.109土0.0210.137士0.0280.040士0.0040.471土0.017

泣＊オイ崎 29 1.074士0.1100.224土0.0240.122士0.012 3.460士0.3010.286士0.0484.010士0.1970.101士0.0220. 133士0.0250.040土0.0030.469土0.014

＊稲 積 25 0.653士o.066 0.141土0.0160.189士0.030 4.398士0.4250.605士0.0963.234士0.264 0.151士0.0330.245士0.0500.037土0.0020.448士0.015

塚 瀬 30 0.313土0.0230.127土0.0090.065土0.010 1.489土0.1240.600土0.0510.686士0.0820.175士0.0180.102士0.0200.028土0.0020.371士0.009

荻台地 50 1. 615士0.0120.670土0.0130.096士0.008 5.509士0.2690.284士0.0311.526士0.0530.097土0.0160.032士0.0180.032士0.0050.310士O.Oll

緒方下尾平 64 0.482士0.0360.286土0.0150.051土0.008 1.361土0.0950.303士0.0190. 712士0.0430.089士0.0180.055士0.0210.012士0.0100.288士0.016

熊本県 小 国 30 0.317士0.023 0. l'l:l士0.0050.063士0.007 1.441土0.0700.611士0.0320. 703士0.0440. 175士0.2330.097土0.0170.023士0.0020.320士0.007

m 閲 30 0.261士0.0160.214士0.0070.034士0.003 o. 788土0.0330.326士0.0120.278士0.0150.069土0.0120.031土0.0090.021土0.0020.243士0.008

轟 44 0.258士0.0090.214士0.0060.033士0.005 0. 794士0.0780.329士0.0170.275土0.0100.066士0.0110.033士0.0090.020士0.0030.243士0.008

冠ケ岳 21 0.261士0.0120.211士0.0080.032士0.003 0. 780士0.0380.324士0.0110.279士0.0170.064士0.0110.037士0.0060.025士0.0020.277土0.009

ーノ宮滝室 32 1.381士0.0130.641士0.0090.100士0.006 6.845土0.1780.316士0.0221.319士0.0390.099士0.0130.038士0.0140.0'21士0.0080.22:7士0.006

ーノ宮坂榮 63 1.597士0.0980. 732士0.0160.097士0.008 6.690土0.3140.282士0.0221.316土0.0510.102土0.0130.037土0.0150.024土0.0110.257士0.021

箱石峠 84 o. 791士0.0820.279士0.0090.045士0.005 1.208士0.0230.279士0.0180.811土0.0460.046士0.0120.029土0.014 0.031士0.0090.366士0.033

大 柿 53 1. 542土0.1250.670士0.0330.089土0.010 4.89-1土0.4740.279士0.0281.432士0.089 o. 09-1土0.0130.027士0.0160.031士0.0080.312士0.011

白 浜 78 0.208土0.0210. IOI士0.0090.024士0.006 1.382士0.0861.021士0.0990.351士0.037o. 162土0.0270.027士0.0220.022土0.0070.317士0.009

宮崎県 桑ノ木津留

ヶ第一群 47 O.'l07土0.0150.094士o.006 0. (170士0.009 1.521土0.(175 l. 080土0.0480.418士0.0200.266士0.0340.063士0.0'240.020士0.0030.314士0.011

.. 第二群 33 0.261士0.0150.094士0.0060.066士0.010 I. 743土0.0951.242士0.0600. 753土0.0390.205土0.0'290.017士0.0360.022土0.0020.323士0.019

霧 n 36 35.158土1.118 5.001士0.1750.041士0.002 0.038士0.0020.009土0.0040. 155土0.0050.035土0.0190.000士0.0000.035土0.0190.446土0.022

寵児8県 lllJ根ヶ平

ヶ第一群 45 0.186士0.0100.083士0.0050.047士0.008 1.611士o.019 o. s.is士0.0550.340土0.0320.281士0.0310.041士0.0320.022土0.0080.358土0.014

令第二群 45 0.247士0.0180. 106士0.0060.047土0.008 1.488士0.074o. 768士0.0340.428士0.0490.235士0.0200.039士0.0270.024士0.0080.378士0.013

ゐ第三群 42 0.584士0.0120.176土0.0050.037土0.OC1l 1. 484士0.0970.449士0.0310.675士0.0190.143士0.0230.036士0.0220.023士0.0140.390士0.019

日 東 42 0.262士0.0180.143士0.0060.022土0.004 1.178士0.0400. 712士0.0280.408土o.CY25 o. 100土o.018 o. <Yl9士0.0130.019士0.0010.275士0.006

五女木 37 0.266士0.0210.140士0.0060.019士0.003 1.170土0.0640. 705士0.0270.405土0.02)0.108士0.0150.028土0.0130.019土0.0010.275士0.006

上牛鼻 41 I. 629士0.0980.801士0.0370.053士0.006 3.342土0.2150.188士0.0131.105土0.O!i6 o. 087士0.0090.022土0.0090.036士0.0020.391士0.011

平木場 34 1. 944士0.0540.912土o.ms0.002士0.005 3.975士0.1820. 184土〇.0111.266土0.0490.093土0.0100.0'..!l土0.0100.038土0.0030.408土0.010

醒ケ水 28 0.514士0.0320.167士0.0080.063士0.009 1.524土0.0790.619士0.0380.719土0.0540. 115土0.0190.082土0.0160.037土0.0030.523士0.009

長 谷 30 0.553士0.0320.137土0.0060.065士0.010 1.815土0.0620.644士0.0280.553土0.0'29 0. 146土0.0210.066土0.0200.037士0.0030.524土0.012

台河 台東山該 37 0.510士0.0100.198士0.0070.038士0.007 1.862土0.0790.353土0.0190.519士0.0170.123士0.0120.024土0.0170.029士0.007 0. 407士0.010

ロシア カムチャッカ 72 0.473土0.0120.166士0.0070.046士0.007 l. 572土0.0590.199士O.Oll0.497士0.0160.126士0.0110.009土0.0140.039士0.0100.460士0.030

北海道 HSI遺物群 67 0.241士0.0210.107士0.0050.018土0.006 1.296士0.0770.430土0.0160.153士0.0090.140土0.0150.008土0.0130.018士0.0120.325土0.042

HS2逗物群 60 0.453士0.0110.135土0.0080.041士0.008 I. 765士0.0750.448土0.0210.419士0.0190.130土0.0150.015士0.0190.034士0.0100.500土0.015

FRI逗物群 51 0.643士0.0120.124士0.0080.052士0.007 2.547士0.1430.530土0.0320.689士0.0320.156士0.0150.004士0.0080.029士O.Oll0.4CYl土0.047
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IV 自然科学的分析等

原 産 地 分析 元 案 比
屎石群名 個数 C a/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr AI/K S i/K 

北治道 FR2遺物群 59 0.535士0.0610. 106土0.0120.053士0.009 2.545士0.1380.557土0.0510.685土0.0290.165士0.0210.016士0.0220.027士0.0090.373士0.013 

FR3遺物群 '$1 0.380土0.0370.084士0.0070.052士0.009 2.548士0.1450.586土0.0560.681士0.0330.164士0.0210.017士0.0230.023士0.006 o. 29'.! 士0.037

FR4遺物群 “ 0.261土0.043 0. ffl4士0.0100.051士0.00! 2.500士0.1170.639土0.0570.679士0.0320.155士0.0210.009士0.0170.018土0.0(迅 0.258土0.036

FHl遺物群 32 0.898土0.0320.221士0.邸 0.054士0.006 2.540土0.1010.426土0.0180.802士0.CYl3 0. 109土0.0130.017士0.0210.037土0.0030.447土0.011

KTl遺物群 56 1.103土0.0500.146土o.ocno.os1土0.008 2.942土0.1330.314士0.0530. 775土0.0820. 133土0.0160.019土0.0210.013士0.OCfl 0. 516土0.015

KT2遺物群 38 0.959士0.0270.154士0.0050.085士0.010 2.882士0.0920.542土0.028l.lll土0.0400.107士0.0150.012士0.0160.012士0.0080.519土0.010

KSl遺物群 32 0.275土0.007 0. lfYl士0.0050.047土0.010 I. 751士0.0510.836土0.0380.468士0.0210. 180士0.0190.023士0.0280.025士0.OfYl 0. 345士0.010

KS2遺物群 62 0.244士0.0110.070士〇．暉 0.056土0.013 1. 749士0.1681.080士0.1080.424土0.0360.327士0.0120.037士0.0310.023士0.0110.379士0.011

秋田県 I KN遺物群 107 0.351土0.0110.121士0.0060.053土o.rm 1. ss1士0.0710.347士0.0200.219土0.0140.216士0.0150.054士0.0170.029士0.0110.475士0.040

TB遺物群 60 0.252土0.0140.113土o.OCfl 0. 124土0.015 l.805土0.0880.8i5士0.0560.663士0.0380.272士0.0290.083土0.037 0. O'Z6士0.0080.378士0.021

岩手惧 A I 1遺物群 41 1.519土0.026o.m土0.0100.078士0.006 2.849士0.073o. 167士0.0100.526士0.0170.251土0.0130.009士0.0120.058士0.0170.929土0.024

Al2這物群 61 3.141士o.C114 o. 552土0.0210.080土0.008 2. 752土0.0620.094土0.0090. 716土0.0190.242士0.0110.008士0.0140.083士0.0291.353土0.049

Al3遺物群 61 0.950士0.0130.215士0.0010.117士0.009 4.306士0.1000.114士0.0080.909土0.0280.248士0.0120.014士0.0160.028土〇.0060.360士0.009

A I 4遺物群 122 1.850士0.0590.474士0.0250.067土0.007 2.055士0.0770.083士0.0060.531士0.0300.177士0.0100.011士0.0130.064土0.0251.061士0.105

A I 5遺物群 122 3.167士0.0920.696士0.0270. 101土0.009 3. 787士0.1080.114士0.0100.892士0.0260.241士0.0120.006士0.0120.091土0.0201.234士0.052

FS遺物群 45 2. 72.7士0.0900.097士0.0290.053土0.007 1. 791士0.0830.3刀士0.0190.453土0.0240.207士0.0180.029士O.OTl0.017土0.0110.339士0.011

SD遺物群 48 2.900士0.050O.<Yl410.016 0.118土0.010 3.922土O.<m0.117土0.0120.906士0.(Y260.246士0.0130.008士0.0170.083土0.0131. 195士0.029

長野県 I NK遺物群 57 0.566士0.0190.163士0.0070.086土O.Oll 1.822土0.0840.467士0.0311.691土0.0640.102士0.0210.011土0.0280.038士0.0030.500士0.014

青森限 HY遺物群 31 0.238士0.0110.131士0.0060.048土0.008 1.636土0.0660.418士0.0281.441土0.0150.482土0.0240.029土0.0280.020士0.0150.481土0.068

SNl遺物群 33 0. お7士0.0060.087士0.0010.033土0.005 l. 597土0.0370.244士0.0110.258士0.0110.281土0.0120.009士0.0120.021土0.0060.329土0.006

SN2遺物群 29 0.209士0.0060.116士0.0060.076士0.008 1.571士0.0820. 716士0.0350.292士0.0170.264士0.0290.028士0.0300.023士0.0090.383士0.015

腹児8県 KI遺物群 40 0.363士0.0100.098士0.0040.056土O.Oll 1.937士0.0601.028士O.Otl0.538士0.0260.189士0.0250.032土0.0320.029土0.0100.451士0.010

UT遺物群 46 0. 公土0.0130.107土0.0050.053士0.010 1.638士0.1011.012士0.0560. 736士0.0390.168土0.0:ワ 0.034士0.0280.004土0.0110.390土0.014

SG遺物群 48 1.668士0.0340. 778士0.0380.082土0.010 4.106士0.2220.202士0.0140.699士0.0250.133士0.0130.015士0.019 0. Cl27土0.0210.553士0.033

OK遺物群 32 1.371士0.0740.687士0.0250.061土0.008 3.109士0.1610.202士0.0120.579士0.0270.122土0.0140.009士0.0140.027土0.0180.518土0.021

北朝鮮 跡会寧遺城物外群遺 70 0. 135士0.0120.002土0.0060.017士0.003 1.118士0.0510.585士0.0360.068士0.0190.150士0.0220.372土0.0350.025土0.0040.319士0.012

ロシア
遺イ跡リ遺ス物タ群ヤ 26 18.888土2.1006.0I氾土0.8680.293土0.032切.963土2.6080.055士0.0172. 716士0.1620.163士0.0190.036士0.0300.173土0.0291.674士0.240

襟準試料 JG-1・） 127 0.755士0.0100.202士0.0050.076士0.011 3. 759土0.lll 0.993士0.0361.331士0.0460.251士0.0270.105土0.0170.028士0.0020.342土0.004

平均値土標準偽差値、 ＊：ガラス質安山岩 NK遺物詳：中・9版遺跡、 HY這物群： H和山遺跡、 SN遺物群：三内丸山遺跡出土、 KN遺物群：此掛沢遺跡、
HS遺物群：北追遺跡、 Kl遺物群：桐木遺跡、 UT遺物詳：内阻敷遺跡、 Al遺物群：相ノ沢遺跡、 FS遺物群：房ノ沢遺跡、
SD遺物詳：下舘銅柑遺鯰、 FR遺物群：東麗認1,2遺跡、 FH遺物群：束9線 8遺跡、 KT遺物群：北区 1遺跡、
KS遺物詳：キウス 4遺跡A地区、 SG遺物群：志風頭遺跡、 OK遺物群：奥名野遺跡、
TB遺物詳：戸平Ill遺跡出土などの産地不明の屈石群

o) : Ando,A., Kur邸 nwo,H.,Ohmori,T. & Tnkeda,E. (1974). 1974compilntion of data on the GJS geochemical reference samples JG-1 granodioritc 
andJB-1 b皿 olt.Geochemical Journal Vol. 8, 175-192. 
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2 上白滝 7遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析およぴ非破壊分析による水和恩の測定

今回分析した上白滝 7遺跡の黒曜石製石器の分析結果を表IV-3に示した。石器の分析結果から石

材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため

Rb/Zrの一変量だけを考えると、表IV-3の試料番号63872番の追物では Rb/Zrの値は1.422で、赤石

山群の［平均値］土［標準偏差値］は、 1.340土0.059である。遺物と原石群の差を標準偏差値 (a)

を基準にして考えると遺物は原石群から1.30'離れている。ところで赤石山群原産地から100ヶの原石

を採ってきて分析すると、平均値から士1.30'のずれより大きいものが19個ある。すなわち、この遺

物が、赤石山群の原石から作られていたと仮定しても、 1.30'以上離れる確率は19%であると言える。

だから、赤石山群の平均値から1.30'しか離れていないときには、この遺物が赤石山群の原石から作

られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を赤井川第一群に比較すると、赤井川

第一群の平均値からの隔たりは、約 70'である。これを確率の言葉で表現すると、赤井川第一群の原

石を採ってきて分析したとき、平均値から 70'以上離れている確率は、千万分のーであると言える。

このように、千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えら

れないから、この遺物は、赤井川第一群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのこ

とを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤石山群に19%の確率で帰属され、信頼限界の0.1%を満た

していることから赤石山産原石が使用されいると同定され、さらに赤井川第一群に0.000001%の低い

確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから赤井川第一群原石でないと同定される」。遺物

が一ヶ所の産地（赤石山産地）と一致したからと言って、例え赤石山群と赤井川第一群の原石は成分

が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非

破壊分析）であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、

他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地（赤石山産地）に一致したと言っても一致

した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表IV-2の170個すべての原石群につい

て行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて赤石山産地の石材のみが

使用されていると判定される。実際は Rb/Zrといった唯 lヶの変量だけでなく、前述した 8ヶの変

量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地の A群で、 Ca元素と

Rb元素との間に相関があり、 Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、 A群

の石材で作られた遺物であれば、 A群と比較したとき、 Ca罷が一致すれば当然Rb量も一致するは

ずである。したがって、もし Rb量だけが少しずれている場合には、この試料は A群に属していない

と言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計

の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングの T2検定である。これによって、それ

ぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定するい）。産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒曜石

製では170個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については

低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産

地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、赤石山原

石と判定された遺物について、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石

および信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結

果を表IV-4に記入した。原石群を作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理する

ために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。

このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラ

ツキの範囲を越えて大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼

限界としている0.1%に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地
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表IV-3 上白滝7遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

分析番号 元 素 比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr Y/Zr Nb,'Zr Al/K Si/K 
63872 0.174 0.063 0.092 2. 邸 1.422 0.273 0.326 0.085 0.028 0.379 
63873 0.176 0.062 0.079 2.735 1.301 0.292 0.395 0.034 0.028 0.373 
63874 0.182 0.063 0.067 2. 712 1.367 0.287 0.365 0.039 0.028 0.366 
63875 0.175 0.063 0.051 2.668 1.398 0.316 0.319 0.052 0.025 0.364 
63876 0.166 0.073 0.054 2.676 1.379 0.317 0.326 0.103 0.025 0.373 
63877 0.161 0.054 0.076 2.660 1.353 0.268 0.277 0.065 0.022 0.320 
63878 0.142 0.026 0.099 2.923 1. 794 0.136 0.513 0.107 0.021 0.360 
63879 0.173 0.058 0.075 2. 713 1.293 0.280 0.325 0.079 0.029 0.390 
63880 0.177 0.062 0.074 2.575 1.298 0.288 0.351 0.024 0.029 0.368 
63881 0.169 0.066 0.089 2.684 1.376 0.287 0.350 0.078 0.028 0.358 
63882 0.191 0.063 0.081 2.606 1.341 0.273 0.322 0.029 0.026 0.353 
63883 0.173 0.056 0.052 3.019 1.394 0.310 0.328 0.068 0.027 0.379 
63884 0.178 0.058 0.104 2.893 1.471 0.296 0.339 0.058 0.026 0.368 
63885 0.182 0.057 0.054 2.322 1.240 0.260 0.289 0.047 0.023 0.347 
63886 0.173 0.067 0.078 2.283 1.259 0.267 0.305 0.055 0.031 0.376 
63887 0.175 0.058 0.067 2.574 1.340 0.301 0.324 0.100 0.024 0.347 
63888 0.186 0.067 0.086 2.956 1.341 0.356 0.352 0.057 0.028 0.376 
63889 0.188 0.063 0.110 2.886 1.436 0.337 0.389 0.043 0.032 0.371 
63890 0.180 0.066 0.058 2.458 1.257 0.269 0.402 0.053 0.025 0.349 
63891 0.141 0.027 0.118 3.037 1. 797 0.142 0.414 0.081 0.033 0.378 
63892 0.177 0.060 0.081 2.705 1.313 0.288 0.373 0.080 0.026 0.373 
63893 0.164 0.058 0.089 2.339 1.315 0.267 0.341 0.030 0.024 0.348 
63894 0.162 0.059 0.075 2.714 1.224 0.249 0.304 0.019 0.027 0.383 
63895 0.182 0.057 0.094 2.355 1.373 0.279 0.352 0.043 0.026 0.379 
63896 0.189 0.062 0.072 2.722 1.335 0.275 0.354 0.048 0.031 0.375 
63897 0.187 0.060 0.074 2.459 1.201 0.241 0.311 0.048 0.027 0.377 
63898 0.186 0.056 0.065 2.567 1.397 0.282 0.352 0.040 0.025 0.357 
63899 0.173 0.066 0.074 2.078 1.375 0.307 0.350 0.101 0.026 0.368 
63900 0.183 0.066 0.115 2. 760 1.321 0.287 0.315 0.044 0.028 0.375 
63901 0.181 0.064 0.058 2.693 1.344 0.290 0.363 0.019 0.026 0.353 
63902 0.187 0.062 0.077 2.514 1.262 0.265 0.326 0.064 0.025 0.369 
63903 0.174 0.060 0.117 2.877 1.408 0.307 0.285 0.055 0.030 0.362 
63904 0.184 0.065 0.081 2.748 1.339 0.326 0.313 0.051 0.026 0.365 
63905 0.183 0.066 0.077 2.759 1.384 0.295 0.301 0.027 0.027 0.400 
63906 0.160 0.063 0.068 2.846 1.380 0.274 0.337 0.065 0.027 0.353 
63907 0.167 0.064 0.090 2. 716 1.207 0.256 0.267 0.082 0.031 0.375 
63908 0.165 0.055 0.068 2.882 1.307 0.290 0.328 0.058 0.029 0.386 
63909 0.169 0.063 0.064 2.876 1.369 0.315 0.276 0.030 0.029 0.376 
63910 0.184 0.063 0.075 2.635 1.416 0.284 0.390 0.054 0.029 0.371 
63911 0.168 0.060 0.075 2.656 1.368 0.293 0.351 0.033 0.025 0.377 
63912 0.174 0.063 0.078 2.844 1.376 0.283 0.361 0.026 0.026 0.375 
63913 0.174 0.057 0.064 2.620 1.345 0.300 0.361 0.063 0.028 0.366 
63914 0.174 0.062 0.081 2.689 1.391 0.314 0.353 0.093 0.022 0.357 
63915 0.163 0.065 0.064 2.758 1.382 0.316 0.274 0.061 0.024 0.394 
63916 0.182 0.058 0.054 2.467 1.295 0.246 0.296 0.089 0.025 0.382 
63917 0.175 0.061 0.058 2.672 1.362 0.284 0.388 0.063 0.027 0.348 
63918 0.177 0.056 0.085 2. 714 1.282 0.276 0.284 0.070 0.028 0.365 
63919 0.182 0.059 0.073 2.440 1.338 0.271 0.285 0.087 0.026 0.359 
63920 0.174 0.056 0.088 2.581 1.403 0.309 0.346 0.087 0.028 0.379 
63921 0.158 0.062 0.068 2. 744 1.388 0.304 0.349 0.085 0.028 0.376 
63922 0.171 0.062 0.052 2.620 1.425 0.274 0.361 0.072 0.031 0.379 
63923 0.190 0.057 0.062 2. 714 1.372 0.284 0.354 0.063 0.028 0.361 
63924 0.149 0.052 0.081 2. 734 1.360 0.276 0.262 0.053 0.022 0.321 
63925 0.180 0.057 0.089 2.651 1.279 0.253 0.321 0.082 0.030 0.376 

63926 0.188 0.063 0.092 3.049 1.427 0.332 0.375 0.058 0.026 0.367 
63927 0.169 0.062 0.068 2.977 1.390 0.290 0.354 0.050 0.028 0.376 
63928 0.175 0.060 0.053 2. 732 1.306 0.282 0.355 0.030 0.026 0.350 
63929 0.160 0.065 0.090 2.802 1.354 0.293 0.324 0.096 0.029 0.383 

63930 0.176 0.063 0.073 3.079 1.536 0.343 0.340 0.073 0.032 0.358 
63931 0.179 0.062 0.072 2.486 1.255 0.260 0.243 0.070 0.027 0.364 

63932 0.150 0.054 0.066 2.273 1.315 0.261 0.315 0.040 0.022 0.285 

63933 0.197 0.066 0.097 2.715 1.240 0.267 0.389 0.089 0.018 0.315 

63934 0.166 0.060 0.085 2.789 1.332 0.303 0.420 0.045 0.031 0.369 

63935 0.169 0.062 0.072 2.572 1.378 0.299 0.314 0.060 0.029 0.359 

63936 0.178 0.062 0.075 2.643 1.324 0.291 0.323 0.076 0.023 0.362 

63937 0.173 0.059 0.061 2.376 1.164 0.262 0.228 0.054 0.030 0.375 

63938 0.168 0.061 0.081 2. 714 1.268 0.248 0.266 0.082 0.028 0.397 

63939 0.156 0.063 0.077 2.591 1.311 0.278 0.312 0.090 0.025 0.347 

63978 0.177 0.057 0.102 3.188 1.559 0.325 0.438 0.039 0.026 0.362 

63979 0.168 0.061 0.098 2.694 1.349 0.251 0.384 0.038 0.026 0.365 

JG-I 0.811 0.221 0.070 3.899 0.930 1.279 0.310 0.073 0.022 0.299 

JG-1: 標準試科Ando,A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E. 1974 compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG-1 
granodiorite and JB-1 basalt. Geochemical Journal, Vol. 8 175-192 (1974) 
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2 上白滝7退跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析およぴ非破壊分析による水和層の測定

（確率）の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離D2の値を記した。この遺物については、記入

された D2の値が原石群の中で最も小さな D2値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群

の維成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断

されたものである。赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市戸門、

鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第一、鷹森山、大釈迦の各群の組成が

赤井川第一、二群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、戸門原産地

と赤井川または十勝産地、またこれら 3ヶ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。

戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第一群と第二群に同定され

る頻度を求め、これを戸門産地における第一群 (50%) と第二群 (50%)の産出頻度と比較し戸門産

地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第二群に帰属される遺物が見

られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈迦産原石は

非常に小さく分析した遺物よりも小さい原石で本遺跡で使用された可能性は低いと推測された。鷹森

山産地の原石、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析では、これら産地に同定された

遺物の帰属確率の差が十分の一～百分のーがほとんどで、遺物の中には、赤井川、十勝、鷹森山の各

群の帰属確率の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮するが、この場合は、客観的な産

地分析法により赤井川産、十勝産、鷹森山産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤

井川産地、十勝産地、鷹森山産地のいずれに多いかを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。

また、白滝地域のあじさい滝、八号沢、白土沢、幌加沢の一部の原石は、相互に元素比組成が似てい

て産地分析の結果で区別できない遺物がみられる場合があり、梨肌表面の遺物を八号沢、白土沢地区

の原石、滑らかな表面の遺物をあじさい滝または幌加沢地区の原石と肉眼で判断し、判定の欄に記し

た。今回分析を行なった上白滝 7遺跡の黒曜石遺物の中で赤石山産原石が使用された石器、剥片の合

計は67個 (96%)で、あじさい滝が3個 (4%)であった。白滝地域の黒曜石が上白滝 7遺跡を経由

して遠距離に位置する黒曜石消費遺跡に伝播する場合、消費遺跡での赤石山産原石とあじさい滝産原

石の使用頻度は供給遺跡の上白滝 7遺跡に似ると推測され、また黒曜石の伝播中継遺跡も使用頻度は

同じになると推測され、白滝地域産黒曜石の最終消費遺跡まで上白滝 7遺跡の使用頻度を追いかけて

いくと、石材の伝播ルートが求まる。白滝地区の各遺跡間での使用頻度の差を石器器種別、時代別に

詳細に明らかにできれば、石器文化、石器様式の伝播ルートを考察するときの重要な参考資料になる

と推測される。

非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石の表面で反射する光と、水和層

で反射する光で生じる干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法。光の反射を利用するため、遺物

の表面にできた使用痕および埋土中にできた摩耗傷などが水和層測定の障害になり測定できない場合

が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面での反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発達し

た部分を探して測定しなければならない。従って、倦のない場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、

試料によっては 1個に三時間以上かかることもある。今回、分析一試料について一ヶ所10回以上測定

し水和層厚さの平均値を求め、これを 3ヶ所以上分析し、分析値の最大、中間、最小値を選んで表W

-5に記した。

水和層の厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析した黒曜石の経過年代を炭素ー14法、

フィッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求めて行う。この水和速度は黒曜石の埋

土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が現境から受けた温度を正確に求めなければ、正確な
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表IV-4 上白滝7遺跡出土の旧石器時代黒曜石製遺物の原材産地推定結果

分析番号 試科番号
プロッ グリッ 遺物 母岩 接合

図版番号
原石産地

判定 退物器種名 備考
ク名 ド 番号 番号 番号 （確率）

63872 SHIRAX31 7 Q69 6 30-53 赤石山(80%) 赤石山 ナイフ形石器 IA類

63873 SHIRAX32 7 Q72 138 50075 30-56 赤石山(57%) 赤石山 ナイフ形石器 IA類 水和層 W47

63874 SHIRAX33 7 S69 4 50069 30-62 赤石山(78%) 赤石山 ナイフ形石器 IA類

63875 SIITRAX34 7 Q70 33 50062 30-68 赤石山(8%) 赤石山 ナイフ形石器 IB類

63876 SHIRA.X35 8 S68 6 30-70 赤石山(0.3%) 赤石山 ナイフ形石器 IB類 水和層 W48

63877 SHIRAX36 7 R71 33 31-74 赤石山(22%) 赤石山 ナイフ形石器 1B類

あじさい滝(46%),
63878 SHIRAX37 8 '1'69 12 58 30-71 幌加沢(15%),八 あじさい滝 ナイフ形石器DA類

号沢(11%)

63879 SHIRAX祁 7 Q68 10 50071 32-102 赤石山(95%) 赤石山 ナイフ形石器DB類

63880 SHIRAX39 ， S67 12 33-108 赤石山(75%) 赤石山 ナイフ形石器m類 水和層 W51

63881 SHIRAX40 7 R70 99 33-112 赤石山(89%) 赤石山 ナイフ形石器m類

63882 SHIRAX41 4 L71 1 33-116 赤石山(66%) 赤石山 ナイフ形石器m類

63883 SlllRAX42 8 S73 3 33-118 赤石山(5%) 赤石山 ナイフ形石器IV類 水和層 W52

63884 SIIlRAX43 ， R68 1 33-123 赤石山(48%) 赤石山 ナイフ形石器w類

63885 SHIRAX44 7 Q71 28 50061 33-124 赤石山(4%) 赤石山 ナイフ形石器IV類

63886 SHIRAX45 7 Q69 11 36-202 赤石山(14%) 赤石山 彫器

63887 SHIRAX46 7 Q71 51 37-206 赤石山(70%) 赤石山 掻器

63888 SlllRAX47 7 P70 7 37-212 赤石山(0.1%) 赤石山 掻器

63889 SHIRAX48 8 T69 8 37-214 赤石山(6%) 赤石山 掻器

63890 SIBRAX49 L66 1 29 30-64 赤石山(23%) 赤石山 ナイフ形石器 IA類

63891 SHIRAX沃） 7 R69 106 50 50076 32-103 
あじさい滝(18%),

あじさい滝 ナイフ形石器DB類
八号沢(13%)

63892 SHIRAX51 8 T66 ， 51 32・98 赤石山(98%) 赤石山 ナイフ形石器IIB類 水和層 W50

63893 SHIRAX52 7 R70 65 53 36-196 赤石山(6%) 赤石山 ナイフ形石器IIC類

63894 SHIRAX餃｝ 6 069 25 32 37-205 赤石山(11%) 赤石山 掻器

63895 SHIRAX図 5 P64 4 45 37-203 赤石山(3%) 赤石山 掻器

63896 SHIRAX55 6 R66 24 1 1 45-1 -10 赤石山(94%) 赤石山 剥片

63897 SHIRAX56 6 068 I 2 6 72-1 -22 赤石山(30%) 赤石山 剥片

63898 SHIRAX57 7 Q72 95 4 7 64-3 -1 赤石山(19%) 赤石山 剥片

63899 SHIRAX岱 7 Q69 23 5 11 68-3 -4 赤石山(0.1%) 赤石山 剥片

63900 SHIRAX59 5 165 2 7 14 54-1 -6 赤石山(17%) 赤石山 剥片

63901 SHIRAX印 8 T66 1 15 24 72-3 -7 赤石山(31%) 赤石山 剥片 水和層 W53

63902 SHIRAX61 7 P72 25 17 25 57-2 -9 赤石山(91%) 赤石山 石刃

63903 SHIRAX62 ， R67 12 18 27 67-2 -6 赤石ll」(10%) 赤石山 剥片

63904 SHIRAX63 7 P70 13 19 28 64-1-10 赤石山(19%) 赤石山 縦長剥片

63905 SHIRAX64 7 R70 125 20 29 61。5。10 赤石山{33%) 赤石山 石刃

63906 SHIRAX65 7 R73 23 21 30 61-1 -11 赤石山(81%) 赤石山 剥片

63907 SHIRAX66 4 L72 2 22 33 66-4 -1 赤石山(7%) 赤石IJJ 剥片

63908 SIIlRAX67 6 N69 16 25 34 56-1 -28 赤石山(28%) 赤石山 石刃

63909 SlilRAX68 4 H72 4 26 37 65-3 -2 赤石山(3%) 赤石山 剥片

63910 SHIRAX69 6 P67 112 27 39 52-1 -47 赤石山(29%) 赤石山 石刃

63911 SHIRAX70 5 164 6 28 83 66-3 -2 赤石山(85%) 赤石山 石刃

63912 SHIRAX71 8 T67 6 30 42 77-1 -10 赤石山(72%) 赤石山 剥片

63913 SHIRAX72 8 T69 37 31 43 68-1 -2 赤石山(80%) 赤石山 剥片

63914 SHIRAX73 6 Q67 30 33 46 49-2 -12 赤石山(88%) 赤石山 ナイフ形石器V類

63915 SHIRAX74 6 R66 1 34 48 65-4 -2 赤石山(7%) 赤石山 掻器

63916 SHIRAX75 6 P68 17 34 58 69。2-2 赤石山(15%) 赤石山 ナイフ形石器 IA類

63917 SHIRAX76 6 R66 15 35 13 75-3-10 赤石山(64%) 赤石山 剥片 水和層 W54

63918 SlilRAX77 6 臨 21 36 54 46-2 -10 赤石山(36%) 赤石山 剥片
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分析番号 試料番号
プロッ グリッ 遺物 母岩 接合

図版番号
原石産地

判定 遺物器種名 備考
ク名 ド 番号 番号 番号 （確率）

63919 SHIRAX78 6 067 28 37 55 49-1・17 赤石山(20%) 赤石山 剥片

63920 SHIRAX79 6 P66 4 38 56 74-1-18 赤石LLJ(34%) 赤石山 剥片

63921 SHIRAX80 7 S69 7 42 72 62-3 -9 赤石山(82%) 赤石山 剥片

63922 SHIRAX81 6 R66 14 44 66 65-1 -13 赤石llJ(7%) 赤石I.LI 石刃

63923 SHIRAX82 6 M67 8 59 59 69-6 -2 赤石山(72%) 赤石山 剥片

63924 SHIRAX83 7 Q71 27 23 53 60-1 -8 赤石山(3%) 赤石山 石刃

63925 SHIRAX84 1 TIO 67 25-5 赤石山(51%) 赤石山 削器 水和層 W61

63926 SHIRAX85 1 TIO 6 25-10 赤石山(11%) 赤石山 削器

63927 SHIRAX86 1 TIO 84 25-13 赤石山(56%) 赤石山 削器 水和層 W60

63928 SHIRAX87 1 TlO 16 25-14 赤石山(44%) 赤石山 削器 水和層 W59

63929 SHIRAX88 1 TIO 45 25-15 赤石山(84%) 赤石111 削器

63930 SHIRAX89 2 R36 36 26-18 赤石山(2%) 赤石山 尖頭器 水和層 W57

63931 SHIRAX印 2 Q36 1 26-21 赤石山(11%) 赤石山 尖頭器 水和層 W56

63932 SHIRAX91 3 T42 777 51089 26-22 赤石山(0.3%) 赤石山 尖頭器

63933 SHIRAX92 3 T42 333 51090 26-24 赤石山(5%) 赤石山 尖頭器

63934 SHIRAX93 2 R36 59 26-23 赤石山(26%) 赤石山 尖頭器 水和層 W55

63935 SHIRAX94 3 U42 2 1018 28-2 -3 赤石山(62%) 赤石山 剥片

63936 SHIRAX95 3 T42 71 1017 28-4 -3 赤石山(99.5%) 赤石山 剥片

63937 SHIRAX96 3 T42 117 1016 28-6 -3 赤石山(0.1%) 赤石山 剥片

63938 SHIRAX97 3 R42 1 1014 29-2。3 赤石Ill(36%) 赤石IIJ 石核

63939 SHIRAX98 3 S42 34 1015 29-4 -7 赤石山(88%) 赤石山 剥片

63978 SHIRA W49 8 S67 13 51 31-84 赤石山(0.2%) 赤石山 ナイフ形石器IIA類

63979 SHIRA W58 3 T42 125 26-17 赤石山(24%) 赤石山 尖頭器

注意 ：近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告では日本に

おける各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法（土器様式の碁池も研究

方法で沢なるように）にも関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係（相互チェックなし）ありません。

本研究結果に連続させるには本研究方法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学沢科とする場合には常に同じ基準で判定さ

れている結果で古代交流圏などを考察する必要があります。

表IV-5 上白滝 7遥跡出土の旧石器時代黒曜石製遺物の水和層厚測定結果

分析番号 試科番号 プロック名 グリッド
遺物

図版番号 判定
水和培の厚さ

経過年代(B.P.)
水利速度

遺物器種名
番号 3ヶ所測定(μm) (μm2/)IXX)年）

63873 SHIRA W47 7 Q72 138 30-56 赤石山 4.67 4.63 4.9 15,098士767 1.48 ナイフ形石器 IA類

63876 SHIRA W48 8 S68 6 30-70 赤石山 4.28 4.09 4.38 12,164士687 1.48 ナイフ形石器 IB類

63978 SHIRA W49 8 S67 13 31-84 赤石山 4.75 5.04 4. 76 15,856士889 1.48 ナイフ形石器llA類

63892 SHIRAW50 8 T66 ， 32-98 赤石山 4.87 5.07 4.52 15,682士1,470 1.48 ナイフ形石器IIB類

63880 SHIRAW51 ， S67 12 33-108 赤石山 4.54 4.61 5.11 15,260士1,659 1.48 ナイフ形石器m類

63883 SHIRAW52 8 S73 3 33-118 赤石山 4.11 4.17 3.99 11,257士412 1.48 ナイフ形石器w類

63901 SHIRAW53 8 T66 1 72-3 -7 赤石山 5.97 5.96 5.91 23,844士211 1.48 石核

63917 SHIRAW54 6 R66 15 75-3 -10 赤石山 5.43 5.34 5.66 20,228土1,003 1.48 剥片

63934 SHIRAW55 2 R36 59 26-23 赤石山 5.58 5.51 5.35 20,247土710 1.48 尖頭器

63931 SHIRA W56 2 Q36 1 26。21 赤石山 5.57 5.68 6.09 22,557土1,768 1.48 尖頭器

63930 SHIRA W57 2 R36 36 26-18 赤石山 4.41 4.53 5.54 15,865士3,423 1.48 尖頭器

63979 SHIRA W58 3 T42 125 26-17 赤石山 4.18 4.16 4.01 11,405士420 1.48 尖頭器

63928 SHIRAW59 1 TIO 16 25-14 赤石山 2.06 2.22 2.03 2,719士222 1. 6 削器

63927 SHIRAW60 1 TIO 84 25-13 赤石山 1.95 1.93 1.8 2,193士156 1.6 削器

63925 SHIRA W61 1 TIO 67 25-5 赤石山 2.5 2.58 I 2.6 4,047士138
I 

1.6 削器

旧石器時代の年平均7.5度、縄文時代の年平均8.5度の赤石山原石の水和速度を使用。
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年代の換算はできない。従って、遺物が経過した年代の間に受けた温度約7.5°Cを平均効果温度と

して水和速度6)を推定したとき、赤石山産原石は1.48 (μ2/1000年）、また、水和層厚さから縄文時代

と思われる、分析番号63928、63927、63925の遺物については、約8.5℃を平均効果温度として、赤石

山産原石の1.6 (μ2/1000年）を用いて下記の式により水和層厚さを経過年代に換算した。

推定換算年代（千年）＝
測定水和層厚 (μm) X測定水和層厚 (μm)

水和速度 (μ2/1000年）

今回非破壊分析で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表N-5に示した。

水和層厚さを経過年代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石

の化学組成と温度であるため、自然科学者の実験室で水和実験によって水和速度を決定できるが、国

内産黒曜石に関して研究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については

考古学者の協力なしでは決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の

舞台は遺跡になる。今回の年代が炭素ー14年代に比べて古すぎる場合は、温泉地とか温度の高い地下

水などで埋土中の遺物温度が異常に高かったことが推測され、水和層は非常に厚くなり推定換算年代

は古くなる。これは遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできな

い。炭素ー14年代などで年代の分かる層から出士する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、

発掘が重要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の組成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素

-14年代と水和層のデーターを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになるい。こ

れら考古学的作業により求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学試

料として実用するには問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで

実用的な年代が得られるため、将来、水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になる

と推測できる。
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3 北海道白滝遺跡と周辺地域のテフラ層序と地形環境

(1) はじめに

平川一臣・中村有吾•石川 守

（北海道大学大学院地球環境科学研究科）

北海道北部・北見山地の小盆地に位置する白滝遺跡は、旧石器時代における石器製作場と考えられ

ており、考古学上きわめて重要な遺跡である（たとえば、吉崎、 1961; 白滝団体研究会、 1963;畑、

1990; 長沼、 1992;長沼、 1997)。第四紀学の他分野においても古くから注目されており、 1950年代

以降、白滝盆地および周辺地域の地質・地形発達について調査がなされた（若生、 1958;白滝団体研

究会、 1963;国府谷ほか、 1964)。しかし、当地域のテフラ層序については、現在までほとんど解明

されていない。また、白滝盆地の地形発達史の詳細な検討や、白滝文化期の地形環境についても、現

在までほとんど解明されていない。

発掘現場およびその周辺地域の地形・地質調査をおこなった結果、白滝盆地には多くのテフラが分

布することが明らかとなった。また、テフロクロノロジーの手法により、地形発達史などの考察が可

能になった。ここでは、第 1に白滝盆地に分布するこれら各テフラの岩石学的特徴を提示し、広域対

比を試みる、第 2に白滝盆地の地形発達史を明らかにする、第 3に旧石器時代すなわち最終氷期にお

ける白滝遺跡周辺地域の地形環境を明らかにする。

(2) 白滝盆地の概要

白滝盆地は、湧別川水系に属し、河口から約60km上流部の山間に位置する（図w-6)。南方で大

雪火山群と隣接しており、白滝盆地の南西約35kmには、大雪山御鉢平カルデラがある。白滝盆地周辺

には、白滝層とよばれる湖成堆積物および多数の火山噴出物が存在し（白滝団体研究会、 1963;国府

谷ほか、 1964)、白滝火砕流堆積物（白滝溶結凝灰岩）、ホロカユウベツ火砕流堆積物（幌加湧別溶結

凝灰岩）などのほか、盆地北側の山地には黒曜岩が分布する。盆地内部には、大規模な扇状地性地形

面および数段の河成段丘面が発達する。

(3) テフラ層序

白滝遺跡周辺地域のテフラ層序を明らかにするため、まず、白滝盆地の各地点においてテフラの層

序、岩石学的特徴を記載する。つぎに、各テフラの岩石学的特徴にもとづいて広域対比を試みる。支

笏火山や屈斜路火山などを給源とする広域テフラについては、すでに岩石学的特性が公表されている

（たとえば、町田• 新井、 1992) ものもあるが、本稿では新たに採取した標準試料の分析データを示

し、白滝盆地のものと同定・対比をおこなう。

現地で採取した各試料は、実験室内において洗浄、飾別、検鏡をおこなった。鉱物組成を計測する

ために、細砂サイズ (1/ 4 -1 / 8 mm)の試料を双眼実体顕微鏡で観察し、主要鉱物を200粒子力

ウントした。また、温度変化型屈折率測定装置 (RIMS86、京都フィッショントラック製）を用い、

檀原 (1993)の方法にしたがって、火山ガラス、斜方輝石、普通角閃石 (1/ 8 -1 /16mmサイズ試

料）の屈折率を、一試料につき30粒子測定した。火山ガラスの形態は、町田・新井 (1992)の形態分

類にしたがう。

試料採取地点の概要
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本研究においては、以下の 6地点（図N-6)においてテフラを採取した。各記載地点の柱状図を

図W-7に示す。各地点での層序の概要を以下に記す。

Loe. 1 (服部台 2遺跡）、 Loe.2 (奥白滝 1遺跡）

両地点は連続した段丘面上に位置するため、堆積物およびテフラの層序はほぼ共通している。表層

土壌（黒土）層の直下から地表面下50----60cmまでの土壌層が旧石器遺物包含層である。これより下位

には、両地点ともに 3枚のテフラ (Sit1、Sit2a、Sit5)が確認され、最下位の軽石層 (Sit5)は

地表面下約200cmの段丘堆積物を直接覆っている。 Loc.lでは表層土壌層中にも火山灰 (SitO)が挟

まれる。

Loe. 3 (奥白滝 1遺跡南側斜面）

本地点での表層部の黒色土壌、テフラは Loc.2のものと連続する。地表面下 2mより下位には層厚

約 7mの扇状地性の段丘砂礫層があり、そのほぼ中位層準には層厚15cmの軽石層 (Sit7)が挟まれ

る。これらの段丘堆積物は、厚い火砕流堆積物 (Sit-PFD) を覆っている。

Loe. 4 (北支湧別 4遺跡）

地表面下 lmまでの層序は Loc.2とほぼ共通する。地表面下 lmより下位にはいわゆる重粘土層相

の疑似グライ化した粘土層（氾濫～湿地性堆積物）があり、この粘土層には石質岩片に富む軽石層

(Sit 6)が挟まれる。この粘土層は段丘堆積物を直接覆う。

Loe. 5 (白滝・澱粉工場うら）

表層土壌層の下部に白滝旧石器遺物を包含し、さらに70cm下位に軽石層 (Sit1)および火山灰層

(Sit 2 b)がある。これらのテフラ層は、支流性の扇状地を起源とする段丘面を覆っている。さらに

この扇状地砂礫層の上面から 5m20cm下に 2層の火山灰層 (Sit3とSit4)が挟在する。

Loe. 6 (白滝・白滝聖苑よこ）

湿地性堆積物（粘土～シルト層）中に軽石層 (Sit5)が認められ、 5つのフォールユニットが野

外で識別可能である。この湿地性堆積物は、最終氷期に形成したと考えられる段丘堆積物に覆われる。

岩石学的記載

上述の合計11層のテフラについて、注目すべき特徴について記載する。すでに名前の付いている最

下位 2層の火砕流堆積物のほかは、上位から白滝 0 (Sit O) -白滝 7 (Sit 7) とよぶこととする。

これらのテフラについて、模式層序を図N-8に、岩相、岩石記載学的特徴を図W-9に示す。

白滝 0 (Sit O) 

本火山灰層は白滝盆地において最上位に位置するテフラで、服部台 2遺跡 (Loc.l)のトレンチ断

面の一部で観察された。

SitOは、地表面下約10cmの表層クロボク土壌層中に挟在する。層厚は 2cmにみたず、トレンチ壁

面に点々と不連続にみられる。本試料は淡黄色、細砂大の火山灰で、火山ガラス、斜方輝石、単斜輝

石に富む。火山ガラスの形態は発泡のよい軽石型スポンジ状で、ガラス表面部分（くlOμm)のみ水和

がすすんでいる。水和したガラスの屈折率は、 n= 1. 500-1. 502付近に最頻値がある。

SitOは、表層土壌中にあることから、完新世に降下したテフラであると考えられる。火山ガラス

の水和層は極めて簿く、 Steen-McIntyre(1975) によって示されたテフラの年代と火山ガラスの水

和の関係を考慮しても、 SitOが完新世テフラであることと矛盾しない。

白滝 1 (Sit 1) 

Sit 1軽石層は、白滝盆地内に広く分布する。地表面下60-80cmにあり、旧石器遺物包含層の直下

に位置する。 Loc.2では、層厚は20-40cmである。褐色軽石層で、淘汰が悪く、粒径20mm前後の軽石
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および粒径10mm前後の安山岩質岩片をそれぞれ10-15%程度含み、間隙は細粒火山灰によって充填さ

れている。このため、野外では雑色の特徴的な岩相を呈する。 Sit1は火山ガラス、斜方輝石、普通

角閃石に富む。火山ガラスの形態は、比較的発泡の良い軽石型スポンジ状およぴバプル型Y字状で

ある。大部分のガラス片は水和が完了しているが、厚みのある一部のガラス片では内部に未水和部が

存在する。

Loc.5では、 Sit1の直上に約 5mm大の炭化物片が集積している。この炭化物の AMS法による14c
年代測定結果を表N-6に示す。表N-6から、 Sit1の降下年代は30ka頃であると判断できる。

白滝2a、白滝2b (Sit2 a、Sit2 b) 

Sit2aおよびSit2bは、ともに Sit1の下位10-20cmに位置する細粒ガラス質火山灰である。白

滝盆地では両者の層位関係は確認できなかった。

Sit2 aは、 Loe.Iにおいて、 Sit1の下位約20cmに位置し、層厚は 2cm以下で、にぶい黄橙色、極

細砂大の火山灰である。本試料は火山ガラス含有率が高く（約72%)、斜方輝石などの重鉱物を極微

量含む。火山ガラスの形態は軽石型（繊維状、スポンジ状）が主で、バプル型のものを少量含む。大

部分のガラス片は水和が完了しているが、厚みのある一部のガラス片では内部に未水和部が存在する。

斜方輝石の屈折率は y=1. 710付近に集中する。

Sit2bは、 Loc.5において、 Sit1の下位約 5cmに位置する、シルト～極細砂大の黄褐色火山灰層

で、層厚は約10cmである。本試料は、約95%という高率で火山ガラスを含有しており、その形態は、

軽石型（スポンジ状、繊維状）が主で、バプル型Y字状のものを伴う。微盤であるが、斜方輝石な

どの重鉱物を含む。斜方輝石の屈折率は、 y=1. 730以上までレンジが広がる特徴がある。

野外において肉眼で Sit2aとSit2bの区別をすることは困難であるが、斜方輝石の屈折率が異な

ることから、両者は起源の異なるテフラであると考えられる。

白滝 3 (Sit 3) 

Sit3は、 Loc.5において扇状地堆積物（砂礫層）に挟まれる中砂～粗砂大の淡黄色火山灰で、層厚

は3cmである。本試料は、斜方輝石、単斜輝石に富み、少量の火山ガラスを伴う。火山ガラスの形態

は、軽石型スポンジ状を呈する。

Sit3を挟む支流性扇状地面は、白滝盆地の地形発達過程から考えて、最終氷期に形成されたと考

えられる。また、 Sit2bとSit3の間の砂礫層が支流性の扇状地堆積物であることから、 Sit3の降

下から Sit2bの降下までの時間間隙は短いと考えられる。

白滝4 (Sit 4) 

Sit4は、 Sit3の下位約20cmに位置するシルト～極細砂大の淡黄色火山灰層で、層厚は 1cmである。

本試料は、火山ガラス、斜方輝石、普通角閃石に富む。火山ガラスの形態は軽石型スポンジ状が主で、

少量であるがバプル型Y字状のものを伴う。

Sit3、Sit4は扇状地堆積物中の極めて近い層準にあることから、 Sit4の降下時期は Sit3の降下

直前であったと考えられる。

白滝5 (Sit 5) 

Sit5は湧別川右岸の段丘面上に広く分布し、 Loc.2においては、 Sit1の下位60-80cm、段丘堆積

物の直上に位置する。粒径は10mm前後になる。層厚は20-数十cmである。本軽石層の直上には赤褐色

古土壌層が発達する。本試料は火山ガラスのほか、多量の普通角閃石を含むという特徴がある。火山

ガラスは、軽石型スポンジ状の形態を呈する。

Loc.6では、 Sit5は湿地性堆積物に挟まれる、粗砂-lOmm大の火山灰、軽石層で、 5枚のフォール
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ユニットが認められる。本地点で得られた試料の火山ガラス片には、気泡内部の 1-5%の領域に水

(!LO)が入りこむ現象がみられる。

Loc.2では塊状の堆積構造を示すのに対し、 Loc.6でフォールユニットの成層構造が明瞭なのは、

テフラ降下当時の堆積環境によると思われる。すなわち、 Sit5の降下当時、 Loc.6付近には低湿地が

広がっていたものと推定され、降下直後の堆積構造がより鮮明に保存されたものと考えられる。

Sit5は、 Loc.2において発達した古土壌層に覆われることから、最終間氷期（酸素同位体ステージ

5 e)以前に降下したと考えられる。

白滝 6 (Sit 6) 

Sit6は、 Loc.4において Sit5の下位の粘土層に挟まれる。粒径 1-2mmの安山岩質岩片に富むテ

フラで、層厚は約20cmになる。本試料は、火山ガラスのほか微量の普通角閃石、斜方輝石を含む。火

山ガラスは、発泡の良い軽石型スポンジ状およびバプル型平板状の形態を呈す。

Sit6とSit5は、重鉱物組成、火山ガラス、斜方輝石、普通角閃石の屈折率などが類似するが、 Sit
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図N-9 白滝盆地におけるテフラ試料の岩石学的特徴
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表N-6 Sit 1直上の炭化物の AMS14C年代値

Locality Sample Material 13C uncorrected B13C 13C corrected Lab.No. 

(yBP) （協） (yBP) 

Loc.5 SHIRA-39 charred material 29770土390 -24.5 29780士390 Beta-112911 

Loc.5 SHIRA-40 charred material 24500土480 -25.5 24490土480 Beta-112912 

6は多量の石質岩片を含有する点で、 Sit5と異なる。 Sit5、Sit6ともに給源火口は不明である。岩

石学的特徴が類似することから、 Sit5とSit6は同一給源のテフラである可能性が高い。

白滝 7 (Sit 7) 

Loe. 3において、地表面下約 6m、Sit5の下位約 4mに位置し、段丘砂礫層中に挟まれる。この Sit

7は、層厚15cmで、にぶい黄褐色の軽石である。細砂大から10mm前後の粒径の物質を含み、淘汰が悪

い。本試料は、安山岩ないし流紋岩質の多孔質岩片に富む。火山ガラスの含有量は少ないが、発泡の

良い軽石型で、スポンジ状と繊維状の中間の形態のガラス片を含む。磁鉄鉱およびチタン鉄鉱をごく

少量含む。

Sit 7は、洵汰が悪いことから、火砕流起源のテフラであると考えられる。

Sit6とSit7は、同じ段丘を構成する堆積物中にみられる。 Sit6は段丘堆積物最上部の氾濫～湿

地堆積物に、 Sit7はその下位の段丘砂礫層中に挟在することから、 Sit7はSit6より古い。

白滝火砕流堆積物 (Sit-PFD)

Sit-PFDは、白滝盆地南部で地形面を形成するほか、段丘堆積物に覆われたり、切られたりして、

地表面下に広く分布する。 Loc.2では、 Sit-PFDはSit7の下位約 3mに位置する。天狗沢川右岸ほ

かで溶結相が見られるが、大部分は非溶結相である。 Loe.7の非溶結部には、軽石型スポンジ状の火

山ガラスを80%以上という高率で含む。黒雲母など、微量の鉱物を含む。 Sit-PFDは、 2.2士0.2Ma

のフィッショントラック年代が得られている（輿水・金、 1986)。

ホロカユウベッ火砕流堆積物 (HoYu-PFD)

以上に記した白滝盆地内部のテフラのほかに、盆地北側の山地には、 HoYu-PFDが広く分布する

（国府谷ほか、 1964)。HoYu-PFDの岩相は、溶結相が中心である（国府谷ほか、 1964)が、堆積物

下部には非溶結相が存在する。八号沢川上流部（北緯43°55.8'、東経143°7.7')でみられる非溶結

部には、軽石型スポンジ状の火山ガラスを90%以上の高率で含み、鉱物をほとんど含まない。 HoYu-

PFDを覆う黒曜石から、 2.90士0.18Maおよび2.10土0.15Maのフィッショントラック年代が得られ

ている（輿水、 1981)。

広域対比

白滝盆地で発見された以上の各テフラについて広域対比を試みる。広域テフラの標準試料の採取地

と層準を図N-10に、岩石学的特徴を図N-11に示す。

樽前 a軽石

北海道の完新世テフラの中でも、樽前 a軽石 (Ta-a:AD1739. 山田、 1958)の分布地域は広く、釧

路・根室地域やオホーツク沿岸地域でも認められる（徳井、 1989)。Loc.lで発見された SitOは、細

粒の軽石片からなる火山灰層で、道東地域でみられる Ta-aの岩相（山田、 1958の雌阿寒 a1) と類

似する。火山ガラスの形態は、 SitO、Ta-a標準試料ともに軽石型スポンジ状のものが主である。火
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図N-11 広域テフラ標準試料の岩石学的特徴
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山ガラスの屈折率もほぽ等しい。したがって、 SitOはTa-aに対比される可能性が高い。ただし、斜

方輝石の屈折率は、 Ta-a標準試料に比べて、 SitOのものは低いほうヘレンジが広がっている。これ

は、ローカルなテフラ起源の鉱物粒子が混入したために、このような屈折率が測定されたものと考え

られる。

大雪御鉢平軽石

旧石器遺物包含層の直下に位置する Sit1は、白滝盆地には広く分布するが、 Sit1と同岩相のテフ

ラが隣接地域に分布するという報告はない。 Sit1の特徴である洵汰の悪さや多量の石質岩片の含有

などから、 Sit1の給源は、白滝盆地からごく近い火山であると考えられる。さらに、 Sit1の降下年

代が30ka頃であることを考慮すれば、このテフラは、御鉢平カルデラを形成した30ka頃の大雪火山

の活動（勝井ほか、 1979)によってもたらされたと作業仮説をたてることができる。

白滝盆地の南方約30kmに位置する大雪山御鉢平カルデラの一連の噴出物は、上川町大函において観

察することができる（図N-10)。この噴出物は、土壌層や風化火砕物を挟まないことから一輪廻の

火山活動によると判断される。この降下軽石 (pfa-1から pfa-5)は、勝井ほか (1979)の御鉢平

降下軽石（大雪御鉢平軽石Ds-Oh)に相当する。

白滝盆地に分布する Sit1は、石質岩片を多載に含む点で、 pfa-5と類似する（図N-12)。火山

ガラス屈折率の分布は、 afa-6のものとほぽ一致している。斜方輝石、普通角閃石の屈折率も、 Sit

1とDs-Ohでほぼ等しい値が得られている。これらのことから、 Sit1は、 Ds-Ohに対比される。

屈斜路庶路火山灰

北海道に分布する広域テフラ（町田・新井、 1992)のうち、火山ガラス、斜方輝石の屈折率 (n=

1.502前後、 y=1. 710前後）がSit2aのものと一致するものは、屈斜路火砕流起源のいくつかのテ

フラである。 Sit2aは、 Loc.2では Sit1 (Ds-Oh)の下位で、赤褐色古土壌層の上位に位置するこ

とから、最終間氷期から最終氷期の間に降下したと考えられる。屈斜路系のテフラの分布範囲（町田

• 新井、 1992)を考慮すれば、 Sit2aの起源は、屈斜路羽幌火山灰 (Kc-Hb.100-130ka : Arai et 

al., 1986 ; 奥村、 1991)、屈斜路庶路火山灰 (Kc-Sr.32ka : Arai et al., 1986 ; 奥村、 1991)のいずれ

かに候補が絞られる。一般に、 l/8mm-l/16mmサイズの試料では、約 2万年でほとんどのガラス

片の水和が完了する (Steen-McIntyre,1975)。Sit2aに含まれる一部の火山ガラスに未水和部が存

在することを考慮すれば、 Sit2aは、 Kc-Hbではなく、 Kc-Srに対比されると考えられる。なお、 Sit

2aに含まれる普通角閃石は、 Sit5起源であろう。

支笏 1軽石

Sit2bはガラス質火山灰であり、その火山ガラスの屈折率は n=l.502前後に明瞭な最頻値をもつ。

また、屈折率の高い (y=1. 730-1. 735)斜方輝石を含むという特徴がある。 Kc-Sr(Sit 2 a)に近い

層準でこのような特徴をもつテフラには、 42ka(柳田、 1994)の支笏 l軽石 (Spfa-1、勝井、

1959)がある。火山ガラスの形態や、層序などから考えても、 Sit2bはSpfa-1に対比されると考え

られる。

トエトコ火山灰

Sit5は旧石器遺跡が多く立地する最終氷期より古い河成段丘面を覆って分布し、白滝盆地の地史

を考察する上で重要なテフラである。

Sit5は普通角閃石を多量に含むことから、他のテフラとの識別が容易である。このような特徴を

持つテフラには、サロマ湖周辺地域に分布するトエトコ火山灰(TT。Sakaguchiand Okumura、1986

のHR-D、奥村、 1991の登栄床火山灰に相当）がある。佐呂間町で採取した TTとSit5 (Loe. 2、
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Loe. 6) を比較した結果、両者は、鉱物組成が類似しており、火山ガラス、斜方輝石、普通角閃石の

屈折率が一致している。このことから両者は同一のテフラであると考えられる。佐呂間町幌岩での花

粉分析による古気候データ (Sakaguchiand Okumura、1986)や屈斜路火砕流、海成段丘堆積物と

の関係（奥村、 1991)から、 Sit5=TTは、酸素同位対比ステージ 7後半～ステージ 6初期 (150-

200ka頃）の降下と考えられる。この推定時期は、白滝盆地の段丘地形発達史、古土壌層との層位関

係、火山ガラスの水和の程度などとも矛盾はない。

(4) 河成段丘面の分布と年代

白滝盆地内には図N-13に示した 5つの段丘面が分布する。これらの段丘面の特徴を次に示す。

奥白滝面

湧別川上流部右岸の標高500m-590mの地域に分布する地形面で、白滝盆地において最も上位の河

成段丘面である。地形面構成層は扇状地砂礫層で、基盤の白滝層（凝灰質湖成層）を不整合に覆う。

天狗平面

湧別川と支湧別川に挟まれる地域および支湧別川右岸、標高430-600mの地域に広く分布する河成

段丘面である。奥白滝面との間に20m程度の比高をなす。全体に 5%程度の緩やかな傾斜がある。地

形面構成層は扇状地砂礫層で、白滝層および白滝火砕流堆積物を不整合に覆う。

粒子組虞 (96) 重鉱物絹咸(%) 火山ガラス (n) 斜方輝石 <r> 讐逼角閃石 (l"b)
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o g o  ..,. ui; • • 

粒子組成（％） ー重鉱物組成（％） •— - 火山ガ..:ラス (n)..: -斜方輝石 Cr> - 讐通角閃石 (n,)

VG: 火山ガラス， LM:軽鉱物， HM:重鉱物， ol: カンラン石， opx:斜方輝石，

cpx: 単斜輝石， ho:普通角閃石， bi: 黒雲母， opq:不透明鉄鉱物

屈折率は相対度数ヒストグラムで示す。

測定粒子数が30未満の試科については、ヒストグラムに測定粒子数を添える。

図N-12 大雪山御鉢平噴出物の岩石学的特徴
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上白滝面

湧別川右岸に分布する河成段丘面で、標高430-450mに位置する。地形面構成層は湧別川本流性の

砂礫層で、天狗平面構成層（扇状地砂礫層）および白滝層を不整合に覆う。上白滝面を構成する砂礫

層は、 Sit5 (Tr) に覆われる (Loe.I・2)。上白滝面上には多数の旧石器迪跡が立地する。 1997-

1999年に発掘調査がおこなわれたのも、主としてこの地形面上である。

上白滝面は、 Trに直接覆われることから、酸素同位対比ステージ 7後半～ステージ 6初期に段丘

化したと考えられる。

東白滝面

湧別川および支湧別川の支流沿いに発達する河成段丘面で、現在の河床との間に10-15mの比高の

段丘崖をなす。地形面構成層は主に扇状地砂礫層で、 Loe.5では Sit2 b (Spfa-1)およびSit1 (Ds 

-Oh)によって覆われる。

Spfa-1との関係から、東白滝面は最終氷期前半、酸素同位対比ステージ4の時期に段丘化したと

考えられる。

支湧別方面

白滝盆地内に分布する最も新しい河成段丘面で、湧別川および支湧別川の河岸にひろがる。現在の

河床との間に 5m前後の段丘崖をなす。

支湧別面の年代については、厳密な年代試料を得ていないが、現在の河床との比高などから考えて、

最終氷期極相期（酸素同位対比ステージ 2) ころに段丘化したと考えられる。

(5) 旧石器時代の周氷河地形環境

白滝遺跡およびその周辺地域では、化石周氷河現象と考えられるいくつかの現象を観察することが

できる。白滝盆地においては、最終氷期極相期、すなわち旧石器時代には周氷河環境下にあったと考

えられ、永久凍土が存在していた可能性が高い。その根拠となる現象を以下に記載する。

トレンチ断面で観察される化石周氷河現象

白滝遺跡発掘現場で観察される典型的な地質断面を、奥白滝 l遺跡 (Loe.2)でのトレンチ断面に

もとづいて示したのが、図IV-14である。

ここでは、 Sit1 (Ds-Oh)、Sit2 (Kc-Sr)、Sit5 (TI)の各テフラがみられる。これらテフラは、

波長数十cmから数mのオーダーで波状に変形していたり、プーディン状に分断されたりしている。ま

た、同一テフラが2層準に存在するかのようにみえる（両者は岩相や岩石学的特徴から同一のテフラ

であると確認できる）ことがある。

Loc.2付近は、北北東に 1-5゚ の傾斜をもつ緩やかな斜面になっている。上記のような地質構造

は、テフラおよびテフラを挟む土壌層が、斜面上方から下方へと移動したことによって形成されたと

判断される。ここでは、 30kaのDs-Ohを変形させていることから、このようなプロセスは最終氷期

極相期 (15-20ka)におきたと考えられる。おそらく周氷河性のソリフラクションによって形成さ

れた構造であろう。

石器および礫のオリエンテーションとソリフラクション

白滝遺跡で出土する石器の分布から明らかになった周氷河現象について検討する。

図IV-15-Aは、奥白滝 l遺跡 (Loe.2)における石器出土地点の分布（北海道埋蔵文化財セン

ター、 1998)である。また、奥白滝 l遺跡の旧石器遺物包含層直下の層準には、地形面構成層からの

抜け上がりないしは再移動によって供給されたと考えられる礫が観察される。この礫の長軸方向の計
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測結果が図N-15-Bである。礫の長軸方向は次の手順で計測した。①奥白滝 1遺跡発掘現場の中か

ら礫の分布密度の高い 9地点を選び、 9つの調査区域（図N-15-Bに示した 9ヶ所）を設定する。

②各調査区域において、無作為に選んだ100個以上の礫の、長軸方向をクリノメータで計測する。③

各調査区域の最大傾斜方向を記録する。④方位角を30゚ 間隔で12階級に区分し、各階級に該当する長

軸方向をもつ礫の度数分布図を作成する。⑤礫の個数を百分率に換算し、ローズダイヤグラムで示す。

図N-15-AおよびBから、石器は南西部付近を中心として放射状に分布すること、石器の配列

方向と礫の長軸方向はほぽ一致することが明らかとなった。また、これらの方向性は、斜面の最大傾

斜方向（図N-15-C) と調和的である。

石器が放射状・条線状に分布することから、これらの石器が何らかの作用で移動したと考えられる。

また、礫の長軸方向が石器の配列方向と調和的であることから、石器と礫には同一の作用が働いたと

推定される。これらの石器や礫の移動は、流水の運搬・堆積作用によるとは考えられない。一般に、

流水によって運搬・堆積した場合、礫の長軸方向は流向に直交するが、今回の調査結果は全く異なっ

ており、流水とは異なる作用による石器・礫の移動を考える必要がある。

石器・礫の移動方向が最大傾斜方向と調和的であることから、この物質移動は重力に起因するマス

ムープメントであると判断される。また、出土した遺物のうち接合可能な黒曜石片が、比較的近い位

置にまとまって発見されるという事実から、これらの移動様式は比較的緩慢なものであったと推定で

きる。この現象が旧石器時代ないしはその直後、すなわち最終氷期極相期に起こったことを考慮すれ

ば、このマスムープメントは周氷河性のソリフラクションであると考えられる。

白滝盆地の化石凍結割れ目

図N-16は、 Loc.8で観察された化石凍結割れ目と考えられる現象のスケッチである。この構造は、

白滝層（凝灰質湖成層）の中にみられた。

WNW ESE 

7 m 

.0 ゜ 1竹L

図N-14 奥白滝 1遺跡におけるトレンチ断面スケッチ
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IV 自然科学的分析等

地点2 (奥白滝 1遺跡）

(A)石器の分布（北海道埋蔵文化財センター (1998)による）

一゚20m 

＠
 

~ 

(B)礫の長軸方向

一゚
20m 

(C)斜面方向（矢印）および傾斜（数値・度）

図N-15 奥白滝 1遺跡における石器、礫の配列と斜面方向
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3 北海道白滝遺跡と周辺地域のテフラ層序と地形環境

図N-16-Aに示した凍結割れ目は、上部の幅約80cm、深さは約90cmである。上部の堆積物が失わ

れているため、凍結割れ目構造の上限は不明である。割れ目中の充填物は、火砕流堆積物起源の物質

であるが、上部では下部よりも風化がすすんでいる。また、割れ目中には、円磨された軽石礫が含ま

れる。

図N-16-Bに示した凍結割れ目は、上部の幅約20cm、深さは約220cmである。地表面下150cmでく

びれがみられる。割れ目中の充填物は、上部では未風化の火砕流起源物質、地表面下90-lOOcmには

風化の進んだ物質があり、さらにその下方は砂で充填されている。この砂は、軽石片を含まない点で、

周辺の堆積物とは特徴が異なる。割れ目の外側では、風化物質が上方にまくれ上がる構造がみられる。

Loc.8では、地表面の堆積物が人工的に取り去られているために、これらの化石凍結割れ目がいつ

の時代に形成されたものであるのかは明らかでない。しかし、北海道の他の地域でみられる凍結割れ

目現象の多くは12-42ka に形成された（三浦• 平川、 1995)ことが知られている。したがって、白

滝盆地においても、最終氷期極相期には多数の凍結割れ目が形成された可能性が高い。なお、白滝盆

地で確認された凍結割れ目が、永久凍士ウェッジであるのか季節凍土ウェッジであるのかについては、

今後の検討を要する。

(6) 白滝盆地の地史
本稿では、白滝遺跡とその周辺地域のテフラ層序、河成段丘面分布、化石周氷河現象について明ら

かにした。白滝盆地の地史は、次のようにまとめることができる。

1 . 白滝層形成期（更新世前期） ：この時期には白滝盆地の河川がせき止められ、大規模な湖（古白

滝湖）が形成された。また、北大雪の火山で大規模な火砕流が噴出し、盆地内に多量の火砕流堆

゜゜
1m ーm 

゜

ー

2m 

図N-16 Loe. 8における凍結割れ目スケッチ
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IV 自然科学的分析等

積物がもたらされた。

2. 奥白滝面・天狗平面形成期：盆地南西部の扇状地が拡大し、古白滝湖の湖成堆積物は扇状地堆積

物に覆われた。

3. 上白滝面形成期（酸素同位対比ステージ 7-6の時期） ：湧別川本流の作用によって地形面が形

成された。

4. 東白滝面形成期（最終氷期前半） ：湧別川および支湧別川の支流により扇状地面、河成段丘面が

形成された。その後、大雪山御鉢平カルデラにおいて火山活動があり、その噴出物 (Ds-Oh)は

白滝盆地内に広く降下した。

5. 支湧別面形成期（最終氷期極相期） ：白滝盆地で旧石器文化が開始する。この時期は最終氷期極

相期に相当し、白滝遺跡周辺は周氷河環境下にあった。湧別川および支湧別川河岸では河成段丘

面が形成された。

6. 完新世の地形面形成期：後氷期に現在とほぽ等しい地形景観が形成された。
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1 石器ブロック 1の石器群について

V まとめ

石器プロック 1は、遺跡西端の RIO、T9・10で確認され、点取り遺物107点、一括遺物98点、合

計198点の遺物が出土した。プロック自体は、調査区域の南側に広がっている可能性が強い。出土石

器については、皿章において削器と二次加工ある剥片として説明したが、削器としたものについては、

素材の側縁に明確な刃部が作出されていないので、ここではすべて二次加工ある剥片として検討する。

出土遺物198点中、二次加工ある剥片は30点で、そのうち16点が図示されている（図皿ー22)。内容的

には十分な資料ではないが、黒曜石原産地における石器素材製作状況の一端を示している可能性があ

るので、少し検討してみたい。

198点の総重量は、 l,652.7g、平均は8.3g、微細な砕片類はみられない。また、点取り遺物107点

についての総重量は、 1,186.Sg、最低が1.4g、最高が53.8g、平均は11.7g、重量のまとまり具合を

みると 1--5gが19点、 5--lOgが37点、 10--15gが29点、 15--20gが7点、 20--25gが11点、 25g以

上が4点で、 5--15gが6割を占める。 107点のうち二次加工ある剥片は23点、その重量をみると 5

--lOgが5点、 10--15gが7点、 15--20gが3点、 20--25gが6点、 25g以上が2点である。最も多い

5 --15gのもののうち二次加工のあるものは 2割弱の12点であるのに対し、 15g以上では22点中その

半数の11点に二次加工がみられる。ある程度の大きさのものが選択されて二次加工が施されてい＂るこ

とが分かる。

図示した16点は長さが36.4--58. 8mm、平均46.5mm、幅は29.3--66. 9mm、平均45.6mm、厚さは6.9--

13.2mm、平均10.4mmである。 10--20gの二次加工が施されていない剥片をみると、長さ・幅ともに 3

-6cmで、大部分が5cm前後のものであるが、厚さが 1cm以下のもので、形状も三角形ないし台形で

一定していないものが多い。また、 20g以上の剥片で二次加工が施されていないものをみると大きさ

は二次加工のある剥片と変わりないが、背面の大部分が自然面で、意識的に利用されなかったことが

考えられる。

選択された素材は、背面に自然面がなく、比較的厚みがあり、楕円形ないし長方形の形状に近く、

大きさは長さ・幅ともに 4--6cm、厚さが1cm前後の剥片である。

素材に対する加工の状況の観察を図V-1上段に示した。加工の特徴は、皿章 1において指摘して

いるように素材の厚みのある部分に対する平坦剥離と縁辺にたいする細かな剥離である。平坦剥離は

主に腹面の打瘤部分および打点側を薄くするように施され、縦断面が凸レンズ状になることを意図し

ているとみられる。したがって、両面加工に近い 1以外については素材の腹面の大部分が残っている。

すべての素材の緑辺には、角張った打面・折れ面、さらにヒンジになっている丸い部分が残存し、細

かな連続した浅い剥離はそれ以外の部分にみられる。したがって、角張った折れ面や丸い縁辺を加工

してある程度の長さの刃部を作出する意図が全くみられない。また、縁辺の細かな剥離も背面または

腹面に連続してみられる状況ではない。例えば、 13の剥片では、背面に細かな剥離がみられない緑辺

の腹面側に同様な剥離があるという状況である。このような剥離はソフトハンマーなどを使用した連

続した加撃によるものとは考えられず、敲石などの礫器によって縁辺を擦るように押し当てることに

よって生ずる剥離ではないかと考えられる。経験的には、実験的な鹿角などのソフトハンマーによる

尖頭器製作や押圧剥離など際に、しっかりした打面確保のために薄く弱い縁辺を小型の礫などで擦っ

て潰す状況に類似している。微細な剥離は、土中の埋没中における自然の営力による移動や皮袋など
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に入れた運搬の際に石器同士が接触して起きる可能性もあるが、その場合は不連続な大小の剥離の場

合が多い。石器プロック 1の剥片にも不連続な大小の剥離が観察できるものもあるが、図で示した細

かな連続的な剥離の状況とは異なっている。

それでは、どのような意図のもとで、ある程度選択された剥片に二次加工が施されているのであろ

うか。その点を比較検討できる資料が、深川市内園 3・内園 6遺跡の 2か所で出土している。いずれ

も埋納遺構出土の一括資料として報告されている（葛西 1999、石井 2000)。

内園 3遺跡では、直径27cm、深さ22cmの小型のビット状の「石器素材埋納跡」から、「石器素材」

140点が折り重なるように出土している。大きさは、長さが3-5cm、平均4cm、幅が2-4. 5cm、平

均 3cm、厚さが0.4-l.2cm、平均0.8cm、重量は2.6-17.8g、平均10.7gである。報告者の葛西は、

石器について「単独で見ると、スクレイパーや Rフレイク、剥片にできるものがあるが、出土状況

から同性格と考えられ、すべて石器素材とした」としている。さらに、その特徴として、縁辺は剥離

か潰れがみられ、薄い縁辺がない点、中途半端な剥離の印象を受けるものが多い点、折れ面があるも

のが多い点の三点をあげている。また、縁の潰れは、「意図的な潰し」と考えているが、使用による

もの、石器同士のぶつかり合いの可能性もある、としている。時期は周辺の土器の出土状況から縄文

時代後期以降としている。「石器素材」はすべて黒曜石で、産地推定を行った29点についてはすべて

置戸産という結果が得られている。

内園 6遺跡では、遺構の確認はできなっかたが、一括出土の状況から「石器埋納」として31点が報

告されている。報告者の石井によれば、「石器素材」はすべて黒曜石で、長径4.5cm、短径3.2cm、厚

さ0.8cm、楕円形または卵形で、両面を調整したもの、片面のみを主に調整したもの、調整をせず、

縁辺を細かく潰しただけのもの、の三種類に分類できる、という。さらに、その特徴は明瞭な刃部が

ないこと、大きさと形状が統一されていること、調整の度合いや手法が個体により異なっていること

などをあげている。また、長さ、幅、厚さ、重さの相関と調整の度合い（両面、片面、無しの三種

類）の関係を検討し、調整の度合いによる差は長さと幅ではみられないこと、厚さでは調整の度合い

による差が若干みられ、重さではすべての組み合わせで差がみられること、重さを決定しているのは

厚さで、調整の度合いが高いものほど厚い、そして、結論として調整方法や度合いは剥片の状況に応

じて選択され、異なる状況の剥片を同じ大きさや形状に仕上げることを意図している、としている。

また、内園 3遺跡の出土資料との比較において、幅、厚さ、重さについては差はないが、長さは内園

3遺跡の資料の方が内園 6遺跡の資料より短く、形状が円形に近いとしている。時期は遺物包含層出

士の土器の状況から縄文時代後期中葉としている。

以上の内園 3・6遺跡の資料は出土状況が同じであると同時に、長さや形状において違いがみられ

るものの、素材剥片に対してある程度の加工が施されているが、明瞭な刃部が作出されておらず、折

れ面が残存し、薄い縁辺がみられず、細かな剥離が観察できる（石井による内園 6遺跡の折れ面と剥

離の観察は図V-1下段に示した）という共通した特徴が観察できる石器群で、葛西の指摘のとおり

「石器素材」として埋納されたものと考えられる。さらに、剥片や加工の状況は石器プロック 1出土

の二次加工ある剥片類と共通している。

内園 3遺跡は140点中33点、内園 6遺跡は31点中18点、上白滝7遺跡は23点中16点について、素材

剥片と加工の状況から大まかに四つに分類して図V-2に示した。内園 3・6遺跡の石鏃に関しては、

大きさの比較資料としてそれぞれの遺跡での遺物包含層出土のものを示した。

Aは、剥片の中でも比較的大型で厚手のものを選択し、両面ないし半両面に加工して楕円形ないし

隅丸の長方形に整形するもので、腹面の打瘤部分ないし打点側の厚みのある部分に深い剥離が施され
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図V-2 内園 3・内園 6• 上白滝7遺跡の「石器素材」分類図
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ているものが多い。 Bは、横長の楕円形・三角形・台形状の剥片を素材に楕円形ないし卵形に整形し

たものである。結果的には Aと同様の形状になるが、厚さはやや薄い傾向がある。 Cは、楕円形な

いし円形に近い剥片を利用し、素材の形状を大きく変えないもので、腹面への加工は少なく、打点が

残っているものが多い。 Dは、不整形な剥片の末端側で、折れ面が多く、加工も少ない。形状は三

角形または台形が多い。

内園 3・6遺跡の資料は、ある程度選択されて遺跡に持ち込まれているので、規格性があるのに対

し、上白滝 7遺跡の資料は、内園 3・6遺跡の資料よりやや大きく、規格性がない。上白滝 7遺跡の

資料は、製作途中ないし状態が良くないので廃棄されたものと考えることができる。

上白滝7遺跡の石器プロック 1の資料については、年代を決定する土器などは伴っていない。しか

し、剥離面のパティナを旧石器時代と考えられる石器と比較すると、光沢があり、一見しただけで水

和層の発達が少ないことが分かる。肉眼的な観察を裏付けるように水和層の測定では、上白滝 7遺跡

の他の石器群の 1/2以下の厚さで、年代換算では、 2,719士222y.B.P.(分析番号63928、試料番号

SHIRA・W59、図m-22-14)、2,193土156y.B.P.(分析番号63927、試料番号 SHIRA・W60、図m

-22-13)、4,047士138y.B.P.(分析番号63925、試料番号 SHIRA・W61、図m-22-s) という数値

が得られている。幅があるが、縄文時代後・晩期頃に相当する年代である。したがって、石器プロッ

ク1の資料については、内園 3・6遺跡の資料との関連性を積極的に捉えて、縄文時代後期以降と考

えられる。

内園 3遺跡の「石器素材」は置戸産の黒曜石であることが確認されている。内園 6遺跡の「石器素

材」は分析は行われていないが、肉眼的な観察では白滝産というより置戸産に近い印象を受ける。し

たがって、上白滝7遺跡石器プッロク 1の二次加工ある剥片とは直接つながる可能性はない。しかし、

上白滝 7遺跡の資料は、黒曜石原産地における「石器素材」の製作状況の一端を示し、内園 3・6遺

跡の埋納された資料は、中継地ないし消費地での「石器素材」の在り方を示している、ということが

いえる。どのような石器の「石器素材」であるかを確認できる資料はないが、大きさから考えて、石

鏃または石鈷などの可能性が強いのではないだろうか。

今後は、白滝遺跡群を含めた黒曜石原産地の調査において、このような石器群についても注意をし

ていく必要がある。

（長沼孝）

2 石器ブロ・ック 2・3の石器群について

プロック 2・3では尖頭器、彫器、掻器、削器、二次加工ある剥片、石核が出土している。 2カ所

のプロックは、 20mほど離れているが、石器類の形態や、接合関係（接合番号1015)から同時期の石

器プロックである可能性が高く、同一の石器群として扱うこととする。

尖頭器は、大きさ 8cm前後の木葉形のものが中心で、破損、欠損品が多い。彫器は、すべて頁岩製

で、剥片・縦長剥片を素材とし、背面に調整がみられ、右側縁より彫刻刀面が作出されており、荒屋

型彫器の範疇に入るものである。大きさは、 3cm前後と小型のものが多く、刃部再生がかなり進んだ

状態であると考えられる。また、出土石器のなかに彫刻刀削片が見られないことからプロック内での

刃部再生は行われていないと考えられる。掻器は、剥片・縦長剥片を素材とし、刃部が幅広のものと

幅の狭いものの 2種類がみられる。剥片は、ほとんどが尖頭器・両面調整石器の製作剥片である。点

取り遺物を重量別にみると、 3.0g以下の剥片が1,358点で全体の約70%を占め、 50g以上の剥片が9

点という結果から、遺跡内では小さな剥片が多く、大きな剥片はあまり剥離されていないことが分か

255 
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る。石材は黒曜石が大多数を占め、その他の石材は一括遣物を含めても頁岩32点、安山岩 l点しか出

土していない。しかし、頁岩の中で石器に加工されているものは 9点と高い割合でみられる。

接合資料と石器類に残された技術形態的特徴から石器製作技術を導き出すと、尖頭器、両面調整石

器の製作過程の中で剥離された剥片が、他の石器の素材剥片として供給されていることが挙げられる。

接合番号1016,1018は、接合資料の中にそれぞれ掻器、尖頭器がみられるが、どちらも厚手の尖頭器

調整剥片を素材としている。また、単独資料では削器が、背面の剥離面構成や打面の形状から薄手の

尖頭器調整剥片を素材としていると考えられる。尖頭器自体も、小型で剥片を素材としているものが

特徴的にみられる。その他に縦長剥片を剥離する技術（接合番号1015)が伴うが、石刃技法について

は、石刃が 1点みられるのみで、石器類の中に石刃を素材としているものがなく、接合資料において

も石刃を剥離した痕跡はみられない。

以上のことから、プロック 2・3の石器群は、尖頭器、両面調整石器の製作を中心とし、石刃技法

にあまり依存しない技術構造であったと考えられる。時期的には、後期旧石器時代の末期にあたると

考えられるが、小型の尖頭器が主体で、石刃技法への依存度が低い点など従来の尖頭器石器群にはみ

られない特徴を持っており、細かな編年的な位置については今後の資料の増加を待って判断したい。

次に、プロック 2・3の石器製作状況について述べる。前述した剥片の特徴や接合資料の数が少な

いという点から、遺跡外で両面調整石器の荒割りを行い、プロック内で主に細かな石器の加工を行っ

ていたと考えられる。標高400m前後の湧別川の段丘上に立地する白滝遺跡群の中でこのような小規

模な石器プロックが確認されたことは、今後、白滝遺跡群全体の構造を考える上で重要である。また、

同一遺跡内にある広郷型ナイフ形石器群は、遺跡内に原石の状態で持ち込んで石器製作を行っている

ことが接合資料からうかがわれる。石器群によって原石の採取、石器製作地の選択、遺跡内への持ち

込み方、などの石器製作システムが異なっていたものと考えられ、今後、各遺跡の各石器群間で比較

する必要があろう。 （直江康雄）

3 石器ブロック 4---10の石器群について

広郷型ナイフ形石器を伴う石器群は、出土例（北見市広郷8遺跡、今金町神丘2遺跡、置戸町置戸

安住遺跡、白滝村上白滝 8遺跡など）が少なく、実態の不明瞭な石器群であったが、上白滝 7遺跡プ

ロック 4-10において、広郷型を含むナイフ形石器を主体とした大規模な石器群が確認された。本節

では、上白滝 7遺跡4-10プロックの内容を明らかにすることを目的とし、 (1)組成内容、 (2)ナイフ形

石器の特徴、 (3)剥片生産技術とトゥールとの関連、 (4)遺物の分布と石器プロック(5)プロック 4-10の

編年的問題の五つについてまとめてみたい。

(1) 組成内容

上白滝 7遺跡プロック 4---10で確認した器種にはナイフ形石器、彫器、掻器、二次加工ある剥片が

ある。ナイフ形石器には形態の異なる 6種類が含まれており、これまで道内の各遺跡で断片的に確認

されたナイフ形石器に類似するものがみられる（図V-3に道内のナイフ形、ナイフ様、ナイフ状な

どの石器が報告された遺跡を、表V-1に組成状況を示した）。また掻器や二次加工ある剥片にも特

徴的な形態が見出せる。以下その内容をまとめて記述する。

ナイフ形石器 IA類は尖頭形で切出し形のナイフ形石器で、、広郷8遺跡、神丘2遺跡で確認され

ている。 IB類は主に先端両側縁を加工する小～中型の尖頭形の石器で、大きさ、二次加工技術、共

伴するナイフ形石器から置戸安住遺跡 E地点で確認された置戸型尖頭器に関係すると考えられる。
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IIA・N類は石刃・縦長剥片を素材に先端部を斜断した石器で、置戸安住遺跡 E地点、北見市常川遺

跡11層で確認されたものに類似する。 IIB類は石刃を素材とした尖頭形の石器で、広郷8遺跡、常川

遺跡11層・置戸安住で確認されたものに類似する。上白滝 7遺跡における各類型の占める割合は IA

類が全体の9.5%、IB類が7.1%、欠損により A、Bの細分ができないものを含めた I類全体では29%、

IIA類が16.2%、IIB類が6.2%、11類全体で34.8%、皿類が4.3%、W類が3.8%であった。 I類よ

りもむしろ縦長の 11類が数量的に多い。また、ナイフ形石器は掻器、彫器を含めた定形的石器のなか

で91.1%の割合を占める。これは、ナイフ形石器への依存度が非常に高い集団の残した石器群か、も

しくはナイフ形石器を集中的に製作したものと考えられる。

掻器 刃部形態から二つに分類できる。①刃部幅が広く、刃部平面が円形になるもので刃部角が60-

80゚ のもの。掻器全体の 7割以上を占める。②刃部幅が狭く刃部平面は直線的で、刃部角が90゚ 前後

と①に比べ急角度のもの。②は素材に整った石刃が使用されず、二次加工が粗雑であることから、ニ

次加工の簡略化された便宜的な石器の可能性がある。

彫器他の定形的石器に比べ出土量が少なく、明確に彫器と判断できるものは交叉形のもの（図m-

42-200)だけである。

二次加工ある剥片 次の二種類が特徴的である。①素材両端に対向する方向から剥離を行う楔形石器

的なもの（図m-44-218)。②側縁を急角度に加工した削器状のもの（図ー44-222・230・231)。

石核 石刃核、求心状の剥離をするもの、剥片を素材とし小口面を作業面にするものなどがある。石

刃核は平坦打面で頭部調整が施され、裏面に自然面を残す特徴がある。求心状の剥離をする石核は石

刃核を利用している。小口面を作業面にするものの素材剥片は、石刃核の打面作出剥片である。

(2) ナイフ形石器の特徴

①ナイフ形石器の素材

広郷型ナイフ形石器の素材が何であるかは型式設定以来の問題であったが、上白滝 7遺跡では広郷

型ナイフ形石器の接合が確認され、直接的に素材を確認することができた。ここでは、接合資料と背

面の剥離面構成の観察を行い、ナイフ形石器にみられる素材を確認したい。背面の剥離面構成の結果

は表V-2及び図V-4に示した。属性は腹面の剥離面方向と、「同方向のみ」、「逆方向を含む」、

「横方向を含む」、の 3つに分類している。 II類は石刃・縦長剥片素材が明らかなため、これを除い

たI・ill類について観察する。

これまで広郷型ナイフ形石器・置戸型尖頭器とされていたのは IA・B類及び皿類で、これが接合

した資料には次のものがある。

IA類（母岩20・ 接合29、母岩34・ 接合48・58、母岩 7. 接合14)

IB類（母岩4・接合 8)

m類（母岩 7・接合16、母岩38・ 接合56)

IA類の接合資料は石刃技法もしくは縦長剥片を連続的に作出するもので、比較的作業が進行した

段階の石刃・縦長剥片をナイフ形石器の素材に選択している。接合資料の石刃・縦長剥片は幅広で打

面部が厚い傾向があり、ナイフ形石器の素材もこれと同様のものが使用されたと観察できる。非接合

資料を含めた背面の剥離面構成は、大多数が腹面と同方向の剥離面で構成され、接合資料と矛盾しな

い。ただし、ナイフ形石器の大きさにはバリエーションが認められ、小型のナイフ形石器（図m-31

-51-54、図m-32-65---69)に関しては一部m類と同じ素材も考えられる。

IB類の接合資料は 1例のみで、多方向からの剥離がみられる。ナイフ形石器は粗割段階の縦長剥
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図V-3 道内ナイフ形（様・状）石器出土遥跡
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表V-1 広郷型ナイフ形石器を出土する各遺跡の組成状況

器種 ナイフ形石器 掻器 彫器 石核

類型 IA I B IIA IIB ill 縦長 円形 交叉
背面細整・

石刃核
亀甲状

サイコロ状 その他
削出型 石核

上白滝7遺跡

゜゜゜゜゜゚ ゜ ゜゜ ゜
ブロック4~10

置戸安住遺跡

゜゜゜ ゜ ゜゜゜
E地点

広郷8遺跡

ステージ 1石器群

゜ ゜゜゜゜ ゜゜゜゜（ブロックa・b・d)

神丘2遺跡
B群石器（ブロック9

゜
0. 

゜ ゜ ゜~19・ブロック外）

表V-2 ナイフ形石器剥離面構成

剥闊面！員成 同方向 逆方向 横方向 合計

ナイフ形石II全体屯:— 81.1154 % 11.262 ヽ 7414 , . 10011 190 

I 類
＇コ昌”

65.215 % 
4 4 23 

比箪 17.4' 174' 100li 

I Al'JI 点敷 17 I 2 20 
比事 BS.all 5.0ヽ 10.0% 100.. 

I BJJI 
点叡 10 

＇ 
I 12 

比竃 83.Jli 8れ 835 '°°" 

IOOll~ 目f 5.0 .3 

80% 

lrll全体 塁 42 6 7 55 
76.4% 10.9ヽ 12 75 IW-i 

n類
点ll 20 ヽ 2 26 
比掌 76.9% 154ヽ 7 7S 100% 

DA類 点数 30 3 I 34 
比エ BB.a 88¥ 2 9~ l函

DBlll 令← 12 
OS 0 7.7% I lOOS 13 

92 3% 

D類全体 且比覧稟＿ 84.691 2 ~~ 9.6ヽ7 5.5% 4 IO..OS 7. 3 

m m ．且比餞稟一 55.6% 5 33_.3.,3 S , 
I ....1 .. 0 .. 印.. ， -・・-・--・,--,-w 

IV l'JI 屯：- 87.5% 7 
I 

°" ゚—·,-~ 12.5% 

v類 点比徴稟 63.6% 7 2fa, 3 9.1-¥ 1 ・ l函II .• 

A rJ1 哨: 8 
面0 11.ll 1 ー よ88.9" 

：三r 20S ・ 日＿ ロ ！員方向含む

■ 逆方向含む

□ 同方向のみ

0% 

B 類 哨:- 13 o,; 0 0¥ 0 13 
IOOS 100¥ 

I A類 I 8類 llAli llB類 m 類 ＂類

分類不明 閂比亭戴
10 2 I 

100¥ 13 
7711 15.4ヽ 7.7ヽ 図V-4 ナイフ形石器 剥離面構成

表V-3 ナイフ形石器素材打面位醤

素材!Tiii位置 先蟻邸 迅郎 償 先靖厠斜め 五郎劃斜め 合計 IOC内

IA団 -ヽ 2 B 

゜゚
5 ~ 20 

比平 10.0% 40.0,S 25.0ll 25.0'1 1邸

I Blll ー歴比 晃平
3 7 

Oll ゚ び゚じ三 云 14 
21.4, 50.0% 100-. 

Jffl 丹墨 41.710 % 54.21% 3 
•.• Q 

°" ゚
I I 4.1% I 100% 24 0% 

80, ヽ

1類全体 哨魯. 25.915 % 48.238 % Oll ゚.. 8.65 % i I 17.210 % IOO'I 58 

n≪JI 年比亭
2 

92.0ll 23 8.0% 

゜`゚ 0% ゚
トー―°"9 

I函25 60,. 

llA類 舟岳 12 22 

゜ ゜ ゜
34 

3S.3i 64.7~ 

゜
0% °" I面

DB類 翌 3 ， 
°" ゚ ゜

I 13 
23 I、 69.21' °" 771 11)()'1 401, 

D預全体 舟且 17 56 

゜ ゜
I 74 

23.6ヽ 75 11 

゜ ゜
1.4ヽ 100'1 

m類 数嘩

゜
2 3 I 3 ， 

OS 22.2'4 33 3% 11 1、 33 3l IOO'l 

IV顎 2 6 

゜ ゜ ゜
8 ・- 250l 75.0繁

゜ °" °" 100¥ 
20¥ 

v類 澄 4 4 I I I II 
36.4ヽ 36.4¥ 915 9 1% 9.1% tOO!i 

A J員 塁 ゜
I 品 55.6ヽ5 I 333; 1函， Oll 11 1、

゜B 罰
.. 

゜
， 

゜゚ 23.1¥ 3 7.7~ I tOOli 13 69.2¥ 
IA類 IB翡 DA冠 as類 m H IV類- °" 

分類不明 -l魯 1 
71.45 % 14.3~ I 14.3S 

ナイフ形石＂仝体 魯トー•一元：慕 561.01% 5 2.15 , 

品
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3 石器プロック 4---IOの石器群について

片を素材とし、背面の剥離面は腹面と同方向のみで構成されている。非接合資料を含めた背面の剥離

面構成は、 8割以上が腹面と同方向の剥離で構成される IA類と同様の在り方で、石刃もしくは縦長

剥片が素材と考えられる。

m類の接合資料は求心状の剥離をするものと、剥片素材石核の小口面で寸詰まりの剥片を剥離する

ものがある。ナイフ形石器の素材は寸詰まりの剥片が多く、この 2つの剥離技法が主に素材を供給し

たと考えられる。非接合資料を含めた背面の剥離面構成は腹面と同方向のみが半数以上を占めるが、

逆方向、横方向も 4割近くみられる。逆・横方向を含むものは求心状の剥離に、同方向のみのものは

小口面の剥離に結びつけられる。求心状の剥離は母岩21・接合30にもみられる。

②二次加工技術

二次加工は平坦剥離が主で、これは他遺跡の広郷型ナイフ形石器にも共通する技術的特徴である。

調整は大小の剥離で構成され、鋭利な調整縁辺が形成されている。平坦剥離はナイフ形石器 I類以外

の類型・器種にも行われ、石器群を特徴づける普遍的な技術である。ここでは主に素材の加工の仕方

について確認したい。

素材打面位置 ナイフ形石器の腹面にみられる素材打面位置の観察を行い、結果を表V-3及び図V

-5に示した。打面の位置は「先端部」、「基部」、「横方向」、「先端部側斜め方向」、「基部側斜め方

向」の 5つに分類している。

IA・B類、 IIA・B類、 W類は打面を基部側に設定するものが最も多く、特に IIA・B類と W類

は6割以上を占める。 IA類では基部側斜め方向に25%、先端部側斜め方向に25%がみられ、斜め方

向に設定するものは半数にのぼる。これは器体を柿の種子状に整形する際に、素材を斜断するように

加工したことを示している。 II類のほとんどは打面が上下に設定されるが、これは素材の縦長形状を

利用したためである。皿類は先端部側斜め方向と横方向に打面を設定するものが最も多くそれぞれ

33.3%を占める。横方向に打面を設定するものは、 m類以外にはみられない。 W類は基部方向に打面

を設定するものが多い。

最大厚位置 ナイフ形石器の器体を「先端部」、「中央部」、「基部」に 3分し、最大厚の位置を観察し

た。結果は表V-4、図V-6・7に示した。

最大厚位置は IA・B類、 IIA類、 m類が中央部に、 IIB類、 W類が基部に多くみられる。先端部

に厚さをもつものは僅かである。 IA・B類は基部裏面に平坦剥離を施すなど、先端部と基部を薄く

加工する特徴があり、これらの多くが中央部に最大厚位置をもっ。石刃・縦長剥片の多くは打面部が

最大厚位置で、ここを先端部の斜断調整か基部の両面調整により除去していると考えられる。傾向と

して素材の長さをあまり変化させないもの（図m-31-51• 54• 56• 58-61、図m-31-66-69• 11 
・73・74の14点）が厚い打面部を基部側に、大きく変化させるもの（図m-31-52• 56• 57• 10の4

点）が厚い打面部を先端側に設定するようである。つまり、長さを大きく変更できない制約のあるも

のは基部の両面調整によって厚さを減じ、長さを大きく変更するものは厚い部位ごと先端部の斜断調

整によって除去してしまうと考えられる。 Il類は中央部から碁部にかけて厚みをもつものが多く、そ

の原因として、厚い素材打面側を主に基部に設定すること、基部調整が先端部調整に比べ軽微である

ことが考えられる。素材の打面を残すものが11点あり、打面幅は1.4-1. 8cm (63. 7%)、打面厚は0.6

-1. 4cm (81. 9%)に多くみられ比較的大型の打面である。 m類は前述のように打面を横方向に、素

材側縁を基部と先端部に設定するものが多いため、ナイフ形石器の中央部が厚くなる。

先端部調整 先端尖頭部の調整に規格性がみられるかを観察するため、先端部調整を「左側縁」、「右

側縁」、「両側縁」、「無加工」に分類した。結果は表V-5、図V-8・9に示した。
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表V-5 ナイフ形石器先端部調整の部位
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3 石器プロック 4~10の石器群について

IA類は左側縁を調整するものが最も多いが、左右どちらかに大きく偏るような比率ではない。 I

B類は両側縁調整が半数以上で最も多いが、片側縁調整で左右対称な形態に加工するものも、 4割近

くみられる。 IIA類は左側縁を調整するものが最も多く、先端部の斜断が左側に傾くものが多いこと

を示す。 IIB類は IB類と同様に両側縁が半数で最も多いが、左右を足した片側縁加工のものが残り

の半数を占めている。加工部位別でみれば左側縁が最も多くナイフ形石器全体の 4割以上を占めるが、

これはIIA類の点数が多いためである。

基部調整 基部調整は「腹面平坦剥離を伴う入念なもの」、「片面加工だが末端を尖らせるなど大きく

変形するもの」、「軽微だが腹面平坦剥離が施されるもの」、「軽微で素材打面などが残されるもの」、

「無加工」に分類し、結果を表V-6、図V-10に示した。

IA・B類は腹面に平坦剥離を施す入念なものが最も多い。 IB類には背面側のみを調整するもの

が2割弱みられるが、基部を薄く円基に加工することは、背腹両面を調整するものに共通する。 I類

全体では 9割近くに基部腹面側の剥離がみられ、基部調整を特徴づけている。 IIA・B類は 7割以上

が軽微な基部加工で、腹面調整を施すものは少ない。基部加工により器厚を調整する傾向はなく、そ

のため基部に最大厚をもつ資料が多い。皿類は入念な加工のものが多く、また、半数以上に腹面側の

加工がみられ、打面と打瘤の除去が行われている。 W類は 7割以上が無加工もしくは軽微な調整であ

る。

刃部の方向（右刃、左刃） IA・B類に対して観察を行った。 IA類は素材縁辺を残す側（両側縁

が無加工のものは背腹面のなす角度が緩やかな方）を刃部とした。 IB類の先端部の多くは両側縁調

整だが、先端部の断面が不等辺三角形（片側縁辺はやや急角度で鈍い縁辺、片側縁辺は緩角度でより

鋭利な縁辺）を呈す傾向があり、緩斜度で鋭利な側を刃部とした。結果は表V-7、図V-11に示す。

IA・B類は右刃が半数近くを占め、両側縁調整の多くにも左右の刃部をもつことを示している。た

だし両側縁加工のものは、素材形状に影響された可能性もある。

ナイフ形石器の形態 各類型の形状の差異を明確にするため、主に長幅比、大きさ、厚さの観察を

行った。長幅比は図V-12、厚さは図V-13に示した。

長幅比は IA・B類が1.6以上2.0以下に、 IIA・B類が2.0以上に、皿類が1.6以下に、 W類が1.6-

1.8間にまとまってみられる。 IA類と IB類、 IIA類と IIB類はそれぞれ近似した数値にまとまり、

形態が近いことを示している。また I・II・皿類は長幅比によって区分することができる。

長さは次のようである。 IA・B類が3-8cmで、大小のまとまりはみられない。 IIA類は 5-6

cm、8--10cmの大小二つのまとまりがある。 IIB類は IIA類と同様に、 6cm前後と10cm前後の大小の

まとまりがあり、 10cm以上のものが多数を占める。皿類はほとんどが3-4cm前後にまとまっている。

w類は 5cm未満と 6cm以上の二つのまとまりがあり、 5cm以下のものが多数を占めている。

厚さは IA・B類、皿類が1cm未満に、 IIA・B類が1cm前後に多く、 IA・B類と皿類の器厚が

薄<、 II類は厚い傾向がある。

以上、ナイフ形石器の観察結果をまとめれば各類型を次のように捉えられる。

IA類 石刃・縦長剥片を素材とし、小型のものは寸詰まりの剥片を素材とする可能性もある。素材

打面は、腹面基部に特徴的にみられる平坦剥離や、素材を斜断する加工により除去され、これにより

柿の種子状に整形される。また、先端部と基部が博く加工され、中央部に厚みがある。大きさは3-

8cmで、特に大小のまとまりはなく、長幅比は1.6-2.0にまとまる。厚さは 1cm未満のものが多い。

刃部は左右両方にみられるが右刃がやや多い。

18類 石刃・縦長剥片を素材とする。素材の加工は IA類と同様と考えられ、中央部から基部にか
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表V-7 ナイフ形石器刃部方向
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3 石器プロック 4~10の石器群について

けて厚みがある。大きさは 3-7cmで、特に大小のまとまりはなく、長幅比は1.4-2.0にまとまる。

厚さは 1cm未満が多い。先端部調整は両側縁調整が多いが、片側縁に鋭利な調整縁辺が設定されるも

のもあり、これを刃部と解釈すると右刃が多く約半数を占める。全体的に IA類に類似する。

IlA類 石刃・縦長剥片を素材とし、主に素材打面を基部側に設定する。最大厚位置は中央部から基

部に多い。基部調整は軽微で、厚さなどに対する器体の変形度も少ない。また、先端部の調整は左側

に傾斜するものが多い。長幅比は2.0以上の縦長で、大きさには 5cm前後と 8cm以上の大小のまとま

りがある。

IlB類 素材、打面位置、基部調整などIIA類に共通する。最大厚位置は基部に多い。先端部調整は

IB類同様に両側縁調整のものが多い。長幅比は2.4-2.8にまとまり、 IIA類に比べやや細身である。

大きさは 6-12cmの間でみられ、大きさには 6cm前後と10cm前後の二つのまとまりがある。厚さは 1

cm前後に多くみられる。

m類 縦長剥片・寸詰まりの剥片を素材とする。主に素材の側縁は刃部に設定し、打面はナイフ形石

器の側縁調整によって除去する。刃部には素材の側面を利用するもののほか、幅広い末端を利用する

ものがある。基部調整は腹面側にも施され素材の打面と打瘤を除去しており、薄く加工されたものが

多い。長幅比は1.6以下と寸詰まりで、大きさは 4cm前後にまとまる。

w類 石刃・縦長剥片が素材と考えられ、主に基部側に打面を設定する。ほとんどの先端部調整は左

側に傾いている。基部調整は軽微なものが多い。長幅比は1.6-1. 8にまとまりがあり、幅広のものが

主体的である。大きさは 5cm未満の小型が多い。

(3) 剥片剥離技術とトゥールの関係

接合作業により石刃技法とナイフ形石器の関係が確認されたが、接合例が少ないため全てのナイフ

形石器に該当するか不安要素も多い。よって、上白滝 7遺跡の剥片剥離技術を明確にすること、ナイ

フ形石器の素材と剥片剥離技術全体を照合し両者の関係を確認をすることの二つを目的に観察をおこ

なう。剥離面接合をする資料は41母岩 ・93接合資料で、このうち 4点以上が接合するか、もしくは 3

点以下でもトゥールが接合するもの、 33母岩 ・63接合資料に対して観察を行った。

①剥片剥離技術と目的剥片の観察

剥片剥離技術は目的剥片から、石刃技法（およびこれに類する縦長剥片剥離技術）と、その他の剥

片剥離技術（以下、非石刃技法）の 2つに分類した。石刃技法は44個体 (69.8%)、その他の剥片剥

離技術は18個体 (28.5%)である。また非石刃技法のうち 8個体は同一母岩に石刃技法を用いた接合

資料が存在するため、石刃技法は52個体 (84%)の資料に関係し、剥片剥離技術の主体を占めている。

剥片剥離技術は稜調整、打面調整、頭部調整、打面再生、打面転移について観察し、結果を表V-8

に示した。

稜調整 石刃技法・非石刃技法を含め、ほとんどの資料にみられない。稜調整が観察された 2個体は

石刃技法だが、剥離工程の中で頻繁に行われるものではなく、単発的な作業として作業面の末端に剥

離を加えた程度である。

打面調整 石刃技法・非石刃技法を含め、ほとんどの資料にみられない。観察された 2個体の打面調

整は非常に軽微で、打面と作業面のなす角度を操作するような特徴は見出せない。また、 1個体の打

面調整は、これを打面に取り込む石刃の剥離が行われていない。

頭部調整 石刃技法で 9割以上、その他の剥離技術でも 6割以上にみられる。石刃技法の中では普遍

的な技術として捉えられる。

264 



V まとめ

打面再生 石刃技法でも 1割弱にしか認められず、技術として保持するがあまり使用されない。

打面転移 「上下方向」、「多方向」、「なし」に分類した。石刃技法では上下方向に 4割以上と、比較

的多く用いられる技術で、この点ナイフ形石器が圧倒的に同方向のみの剥離面構成をもつ事実と矛盾

する。これは打面転移が1つの作業過程の中で頻繁に用いられるものではなく、ある程度まとまった

作業の後に 1回ないしは 2回程度行われたことと、打面転移が主に剥離工程の最終段階で行われるこ

とが原因と考えられる。多方向の打面転移で特徴的なのは、作業面と打面を入れ替えるもの（母岩28

．接合83、母岩18・接合27、母岩38・ 接合56)と、作業の最終段階で求心的な剥離を行うもの（母岩

21・接合30)である。

非石刃技法では、多方向と無しにおよそ半数ずつがみられた。多方向で特徴的なものは、求心的な

剥離をするもの（母岩7. 接合16・18)、チョッパー状の交互剥離をするもの（母岩35・ 接合13、母

岩10・接合23)、板状石核から交互剥離により寸詰まりの剥片を剥離するもの（母岩15・接合24)が

ある。求心的な剥離をするものは母岩20・接合30と同様に、石刃剥離作業の最終段階に行われる工程

の可能性がある。母岩35・ 接合13、母岩15・接合24は頻繁な打面転移により不定形な剥片を剥離し、

剥片には打点が明瞭でバルプが発達し、パンチマークが良好に観察できるなどの特徴がある。これは、

干歳市祝梅三角山遺跡、同丸子山遺跡、函館市桔梗2遺跡、清水町共栄3遺跡、白滝村上白滝8遺跡

などで出土する北海道の後期旧石器時代前半期の石器群にも共通してみられる。打面転移をしないも

のは剥片を素材に小口面から寸詰まりの剥片を剥離するもの（母岩38・ 接合56、母岩27接合39) と、

角柱状の転礫から幅広の剥片を連続的に剥離するもの（母岩30・ 接合42)がある。前者はナイフ形石

器と接合関係がある。

石刃技法に関わる調整技術は、図V-14に示したように頭部調整以外の技術はほとんどみられない。

石刃・縦長剥片の観察 石刃技法から剥離される石刃・縦長剥片は次のような形態的特徴がみられた。

長さは平均で 9cm、度数分布は 7-12cmに7割がまとまり、幅が平均で約4cm、度数分布は 3-5cm 

に8割近くがまとまる。長幅比は 2-3に7割がまとまりやや幅広である。石刃の長さは、石核の作

業面高に規定されるためか、 10cm前後にまとまっている。打面は平坦打面で、打面幅は l-3cm、打

面厚は0.4-1 cmのものが全体の約8割を占める。また、打瘤の発達により、打面部に最大厚位置が

あるものが79.3%を占めている。石刃・縦長剥片の形状、打面の大きさ、打面部が厚いことがナイフ

形石器で観察された素材の特徴に共通し、石刃技法がナイフ形石器の供給した技術であると考えられ

る。また、上白滝 7遺跡の石刃技法は細石刃や尖頭器を伴う段階の石刃技法（木古内町新道遺跡、今

金町美利河 l遺跡・神丘2遺跡、白滝村上白滝2遺跡など）が、各種の調整剥離技法を用い、 15cm以

上の長大で細身の石刃を剥離するのと比較して、明らかに異質な石刃技法と捉えられる。

②素材・石材の選択

石材 上白滝7遺跡では、素材原石の形状が判断できる状態まで接合した資料が、 23母岩と多数みら

れた。選択される原石は転礫（円形と角柱状がある、以下転礫）と、表面のあまり水磨されない滑ら

かな角柱状の礫（以下角礫）があり、それぞれ大きさにより 5つに分類した。転礫と角礫は本来相対

する語ではないが、本項では便宜的に相対するものとして使用する。集計結果は表V-9に示した。

転礫は16母岩、角礫は13母岩があり、どちらかに大きく偏る傾向はない。大きさは転礫が20-25cm以

上の大型のもの、角礫は10-20cmの小型のものが多く選択され、ほぼ原石そのままの形状で遺跡内に

持ち込まれている。 W章2の原産地分析では、復元された母岩別資料はすべて白滝産と判定され、原

石の採取場所は遺跡の比較的近辺であると考えられる。あじさいの滝や球顆の沢などで採取できる露

頭近辺の黒曜石原石は、角柱状で水磨を若干受けた程度の滑らかな自然面・節理面が特徴である。対
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して湧別川との合流点付近や湧別川では表面のごつごつとした転礫が主である。転礫は赤石山に通じ

る沢の比較的下流から湧別川で、角礫は産出地点もしくは近接する沢などで採取されたと考えられる。

角礫の存在からは赤石山の比較的標高の高い位置までの原石採取が行われたことが推測できる。

剥片剥離技術と素材の関係 石核の素材は礫以外にも分割礫、剥片があり、各剥離技術に用いられる

素材の比率を表V-10、図V-15に示した。一つの母岩に複数の剥離技術が併用される場合があるた

め、接合資料単位で観察した。石刃技法は角礫と転礫をあわせ、 8割以上が原石を直接素材にしてお

り、角礫、転礫はほぼ同数が用いられている。残りの 2割弱が分割礫を素材とするもので、転礫と角

礫が使用されている。非石刃技法には礫素材と剥片素材がみられ、転礫と角礫が使用されている。

③石刃技法に関わる剥離工程の復元

これまでの観察結果をもとに、ナイフ形石器の素材を供給した石刃技法に関わる剥離工程を復元し

てみたい。工程の模式図を図V-16に示した。工程は 6つの段階に分けて説明する。

1 • 原石

角礫もしくは転礫が採取される段階。

2. 打面作出• 原石分割

石刃剥離以前の作業段階で、打面作出と原石分割の大きく二つに分けられる。

・プランク作成などの剥離手順はなく、原石から一回ないしは二回程度の加撃で平坦打面を作出する。

打面は平坦打面もしくは自然面打面もみられる。打面作出剥片は、主に予定される作業面側から

ハードハンマーにより剥離されたようで、打面が大きくバルプが著しく発達する。このため、対応

する石核打面は打点付近がネガティブバルブにより湾曲し、このネガテイプバルプと作業面のなす

鋭角な角度を利用して石刃・縦長剥片剥離を行う。打面調整は行われない。打面作出剥片は腹面側

を打面に設定し、小口面で剥片剥離を行う石核の素材に利用される（母岩38・ 接合56、母岩27・ 接

合39)。ここから剥離される剥片は模式図中ではRで表現している。Rはm類のナイフ形石器の素

材となるが、小型の IA・B類の素材となることも推測される。

• 原石を半割し、広い平坦面を得る。平坦面は石核の打面もしくは作業面に設定される。

3 . 目的剥片（石刃・縦長剥片）の剥離

石刃・縦長剥片の剥離を開始する段階である。稜調整は行われず、自然面を残したまま剥離が開始

され、角礫などは自然面の稜を利用する。この段階で剥がされるものは⑥で、原石面を取り込んだ粗

割りのため形状が整わない。⑥は IB類、 n類のナイフ形石器や掻器の一部に加工される。

4. 打面再生、目的剥片剥離

石刃・縦長剥片の剥離が進行した段階である。作業に伴い上述の打面と作業面のなす角度がネガ

テイプバルプの形状に沿って鈍角化すると、打面再生が行われる。自然面打面のものも、平坦な打面

部を消費した場合や打面と作業面の角度が鋭角に保たれなくなれば同様に打面再生される。石刃・縦

長剥片は、作業の進行に伴い自然面を残さないもの、cが剥離され、これらを剥離した段階の作業面

高は10cm前後にまとまる。また、⑥、cは、作業面形状を調整により変更させないため、縦断面が湾

曲するものやウートラパッセのものがみられる。cのなかで形状の整ったものが、ナイフ形石器、彫

器、掻器の素材として利用される。しかし、cがm類のナイフ形石器の素材となるかは不明である。

5. 打面転移、目的剥片剥離

石刃剥離の最終段階である。作業面をヒンジーフラクチャーにより潰す、打面部の状況が悪化する、

打面と作業面の角度が鈍角化するなどの状況で、打面転移や打面の大きい幅広の剥片を剥離する作業

が行われる。打面再生を行わないのは作業面高確保のためが考えられる。また、打面転移には偶発的
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に得られた石核形状に柔軟に対応し、剥片剥離の角度に利用した例（母岩36・ 接合54、母岩37・接合

55、母岩17・ 接合25) もみられる。

・打面が鈍角化し、細身から幅広のもの、⑥へ移行する（母岩20・接合29、母岩21・接合30)。④の

剥離は数回程度で、欠落せずに接合する。打面と作業面の角度が鈍角化する部分を、広い打面をも

つ⑥によって取り込み除去した、回避的な作業と考えられる。⑥は大型の IA類の素材として使用

される（母岩20・接合29)が、大型の IA類は少数で主体的ではなく、剥離工程の中でごく少数生

産される剥片を利用したものと考えたい。

・180゚ 打面を転移し、⑥を剥離する。主に打面転移は、上設の作業終了後に下設に移るなど、まと

まった作業を介して行われており、頻繁に転移するものは少ない。

・打面と作業面を入れ替える打面転移を行う。これらは主に角柱状の礫を素材とし、自然面打面が作

業面に利用される例もあり、作業の進行に伴い変化する石核形状に対応したものと考えられる。⑥

・c と同様な縦長剥片・石刃が剥離される。

6. 求心状の剥離・残核遺棄

石刃剥離終了後、そのまま残核として残る場合と、さらに求心状の剥離を行う最終的な段階である。

• 石刃核は打面をほぼ消費する状態まで作業をおこない、作業終了直前の目的剥片は、大きさが10-

6cmと若干小型化する傾向がある。

．求心状の剥離は作業終了後の石刃核から剥離作業を行う。この作業から寸詰まりの剥片と小型の縦

長剥片が剥離され（母岩7・接合16・18)、皿類などのナイフ形石器の素材を供給したと考えられ

る。

上白滝 7遺跡の石刃技法は、非常に少ない剥離調整技術のなかで石刃を剥離し、また、剥離によっ

て偶発的に生まれた石核形状も、そのまま利用するなどして柔軟に対応する、規格性に乏しい技術と

考えられる。剥離された石刃・縦長剥片は打面が大きく長幅比2-3程と幅広で、主にナイフ形石器

I・II類の素材に利用されていることが理解される。

(4) 遺物の分布と石器ブロック

プロックの観察は、個々のプロックの性格（どのような作業が関与したか）、プロック間の関係、

プロックの形成過程の確認を目的に行った。

①各プロックの状況（プロック別出土石器の割合）

プロック 4-10の各器種の出土点数と全体の重量の比率を表V-11、図V-17に示した。

剥片 プロック 7 (45%) と、プロック 6 (34%)に集中しており、次いでプロック 8に7%がみら

れる。剥片のまとまりは接合状態から剥片剥離を行った痕跡と考えられ、プロック 6・7が石器製作

の中心的場所であったと理解できる。

石刃・縦長剥片 石器素材と考えられる石刃・縦長剥片は剥片とほぼ同様な在り方である。

ナイフ形石器 プロック 7(71 %)、プロック 8 (13%)の順に多く、プロック 7に集中する傾向が

ある。プロック 8は、石器製作の痕跡が強いプロック 6よりも、多くのナイフ形石器を出土している。

二次加工ある剥片 プロック 7 (74%)、プロック 6 (13%)の順に多く、ナイフ形石器同様プロッ

ク7に集中している。二次加工ある剥片はナイフ形石器の破片を多く含むと考えられるが、プロック

8よりもプロック 6に多くみられ、ナイフ形石器の在り方と異なっている。

彫器 プロック 7に集中するが、資料が少ないため判断材料にはなり得ない。

掻器 プロック 6に最も多く (39%)みられ、プロック 7(27%)を上回っている。
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3 石器プロック 4~10の石器群について

石核・石刃核 プロック 8 (34%)、プロック 7 (27%)、プロック 6 (23%)の順に多い。石核の点

数では 3者に大きな差はみられないが、剥片、縦長剥片、石刃の出土数に対する石核の割合をみると、

プロック 6・7が 1%未満であるのに対して、プロック 8は4.7%にも及ぶ。

重量 プロック 6、7、8の順で多く、点数の多いプロック 7を重最ではプロック 6が上回る。また、

プロック 7とプロック 8の間にも大きな差はみられないが、これは重量のある石核・石刃核が8に多

いためである。

プロック間の石器出土比率は器種により大きく異なる傾向がある。

②接合資料の分布と各プロックの関連性

プロックの形成に接合資料がどのように関わるのかを目的に観察を行った。

接合資料の分布状況

m章における接合資料の分析から、分布を大きく 4つのパターンに分類した。

分布バターン 1 プロックの範囲にある程度まとまるもの。 16例（母岩 1. 接合 l、母岩2. 接合6、

母岩 5. 接合11・12、母岩 7. 接合16・18、母岩17・接合25、母岩18・ 接合27、母岩20・ 接合29、母

岩21・接合30、母岩26・ 接合37、母岩31・接合43、母岩34.接合48、母岩38・ 接合56、母岩42・ 接合

72、母岩44.接合66)がある。

分布パターン 2 プロック間をまたがり散在するもの。 4例（母岩4. 接合8、母岩15・ 接合24、母

岩30・接合42、母岩35・ 接合13)がある。

分布バターン 3 剥片などで構成される分布のまとまりから、石核、打面作出剥片、石刃、トゥール

が離れて出土するもの。 9例（母岩4・接合7、母岩19・ 接合28、母岩25・ 接合34、母岩27・接合39、

母岩28・ 接合83、母岩33・接合46、母岩36・ 接合54、母岩37・接合55、母岩48・ 接合7)がある。

分布パターン 4 プロック 7・8とプロック 5を中心に分布するもの。 5例（母岩 7・接合14、母岩

23・ 接合49・53、母岩28・ 接合83、母岩48・ 接合7)がある。

分布パターン 3の9例中 5例（母岩4・接合7、母岩19・接合28、母岩28・ 接合83、母岩36・ 接合

54、母岩37・ 接合55) は、プロック 6·7 に剥片とその他の石器が、プロック 8 に石核• 石刃核の分

布がみられ、プロック 8 の石核• 石刃核の多くはプロック 6・7から持ち込まれたと解釈できる。分

布パターン 2はプロック 6には分布しないことが大きな特徴で、 5例の接合資料には角礫を素材にす

る共通点がある。

角礫と転礫の分布

上述した分布パターン 4からは、プロックに礫の形状が関係する可能性が指摘できる。図V-18で

は、転礫と角礫の分布を示した。また、図V-19は角礫と転礫の各プロックでの点数の比率を表して

いる。転礫素材資料の分布はプロック 6を中心にみられ、その他の 4・7・8・9・10プロックにも

散在している。角礫素材資料の分布はプロック 5・7・8を中心にみられ、その他はプロック 9・10

に散在している。プロック 4・6には角礫の分布がほとんどみられない。プロック 5・7の形成には

角礫の剥離作業が、プロック 6の形成には転礫の剥離作業が大きく関わったとが理解できる。

接合資料にみるブロック間の共有関係

表V-12は接合資料別の各プロックでの分布状況を示したもので、原石形状と大きさを基準に並べ

替えている。転礫は19個体、角礫は28個体があり、転礫の各接合資料がプロック 6を中心に、角礫の

接合資料がプロック 7を中心に分布している。転礫と角礫の分布の違いが少数の個体によるのではな

く、接合資料全体の傾向として現れたものと理解できる。また、留意される点として、転礫のうち大

きさ10-15cmの小型のものが、角礫と同様にプロック 7を中心に分布することがあげられる。
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図V-20-1・2・3はプロック間にみられる接合資料の共有関係図である。転礫・角礫を含む全

体での関係を図V-20-1に示した。各プロックが相互に関係しあっている様子がみられ、大規模プ

ロックである 6・7は各プロックと接合関係を持っている。特にプロック 7はプロック 6・8・9と、

プロック 6はプロック 7・8・9と強い接合関係がみられる。プロック 8-10はプロック 4以外の各

プロックと接合関係をもち、プロック 4は他プロックとの接合関係をあまりもたないことがわかる。

プロック 9が小規模な遺物分布にも関わらず接合関係が強いのは、大規模プロック 6・7・8に囲ま

れた位置関係に原因しているのだろう。

接合資料の共有関係を転礫に限定すると図V-20-2のようになる。転礫ではプロック 6・7・8

. 9が強い接合関係をもち、特にプロック 6と7、プロック 6と8、プロック 6と9、プロック 7と

9の関係が強い。プロック 4・5・10は1-3個体と僅かだがプロック 6・7と接合関係をもつ。

角礫に限定すると図V-20-3のようになる。プロック 5・7・8・9を中心に強い接合関係がみ

られ、特にプロック 7とプロック 8は18-19個体が関係する中心的存在である。転礫で結びつきの強

かったプロック 6と7、プロック 6と8、プロック 6と9の接合関係は角礫では希薄になる（プロッ

ク4・6は角礫の資料自体がほとんどみられない）。また、プロック 7にはプロック内で接合が完結

する資料が11個体みられ角礫接合資料の多くがプロック 7の範囲内で作業されたことが理解できる。

角礫と転礫の間に石器製作技術の差異はなく、プロック 7や8に特定器種を集合させるなどの分布

特徴が共通することから、両者は同一の技術集団が遺したものと判断できる。また、転礫と角礫は異

なる特定のプロックの形成に深く関与することが理解できる。こうした素材形状と分布が関係した状

態は、製作集団の違い、石材消費に対する戦略、時間的要因などで解釈できる可能性がある。ひとつ

の推論として、同一技術集団の複数回の原石搬入により石器製作が行われたことがあげられる。角礫

は13母岩、転礫は15母岩とほぼ同数が搬入されているが、それぞれ 1回の搬入が10数個の原石である

と仮定すれば、沢の下流で転礫を採取した時と、沢の上流で角礫を採取した時の 2度の搬入が行われ

たことが考えられる。転礫搬入時にはプロック 4・6・7・8が、角礫搬入時には 5・7・8が中心

に形成されたようである。

③剥離技術別の分布

「①各プロックの状況」では、プロック10には特徴的石器であるナイフ形石器や掻器がなく、素材

となる縦長剥片、石刃もみられないことが留意された。よって、同一母岩内に石刃技法のある接合資

料と、ない接合資料に分け、分布状況を図V-21に示した。以下、前者を石刃技法関連資料、後者を

非石刃技法資料と呼称して説明する（石刃技法ではなくても同一母岩内に石刃技法があれば石刃技法

関連に含まれる）。

非石刃技法資料はプロック10とその周辺を中心に分布し、石刃技法関連資料はプロック10以外のプ

ロック全てに分布する相互に排他的な状況である。非石刃技法資料の水和層測定の結果は20,228士

1003B.P. -23, 844土2lly.B.P.で、ナイフ形石器の値11,257土412y.B.P.-15, 682土1,4 70y.B.P. に比べ

年代的に古く測定されている。両者が共伴しない可能性も示唆されるが、水和層測定の結果が同一石

器群でも1,000-9, 000年ほどの幅があること、水和層は遺物の置かれた環境または、同一石器内でも

測定の部位によって層理の発達が異なることがあり、決定的な判断はできない。現段階では、その近

接した分布状況から、異なる幾つかの技術が共存する同一の石器群として理解したい。

④分布状況に関するまとめ

以上の観察結果から、各プロックの性格と関係は次のように捉えられる。

プロック 6・7は剥片剥離作業の中心的場所で、プロック 7はナイフ形石器、プロック 6は掻器の
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図V-20-1 転礫と角礫
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図v-20-2 転礫

プロック間の直線は接合脊料単位であり、

その接合：介科が分布するプロック IIIJの全て

に引かれる。また、 （ ） 内に示した数~j:.:

は、プロックの範囲内で接合が完結する接

合沢科の個体数である。

図V-20 ブロック別接合資料の共有関係図
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図V-21 石刃技法および非石刃技法の接合資料分布状況

製作及び使用に関連したと考えられる。プロック 8は6・7に比べ剥片剥離の痕跡が少ない一方

トゥールの率が高く、完成品が持ち込まれた場所であったと考えられる。石核、石刃核は残核となれ

ば本来石器製作のあった場所に遺棄されるはずだが、剥片剥離の痕跡がプロック 6・7に劣るプロッ

ク8において最も多くみられた。これは他の場所において作業が行われていた石核がその場所での作

業を終え、プロック 8に運び込まれたためと考えられる。搬入の目的は復元した作業工程から判断す

れば石核の再利用が推測され、搬入された石核も比較的厚手で大きさがあるものが選択されている。

またプロック10にはナイフ形石器、掻器、縦長剥片剥片が組成されない点が留意される。

(5) ブロック 4----10の編年的問題

広郷型ナイフ形石器を伴う石器群の編年的位置づけは、これまで幾つかの論文や報告の中で述べられ

ており、ここではそれらを参考に上白滝7遺跡の状況と照合しながら、簡単な考察を行いたい。

上白滝7遺跡プロック 4-10は次の特徴があげられる。①石刃技法が剥片剥離技術の主体であるこ

と。②石刃技法は調整技術があまり用いられない規格性の乏しいものであること。③ナイフ形石器を

中心とするトゥールが石刃技法を基盤に製作されていること。④二次加工技術に平坦剥離が顕著であ

ること。⑤台形様石器石器群にみられるような、小型不定形剥片剥離技術が伴うこと。

⑤からは En-a降下火山灰の下から出土する北海道前の後期旧石器時代前半期の石器群との関係が

考えられる。広郷8遺跡プロック bのサイコロ状石核や神丘2・広郷8遺跡の円形掻器など、広郷

型ナイフ形石器は後期旧石器時代前半期に共通する石器を伴うことから、その時期に後続する位置づ

けがなされている（佐藤 1992、山原 1996、寺崎 1995)。上白滝7遺跡プロック 4-10は、①と

③から後期旧石器時代前半期の中でも後出の要素が強いと考えられる。しかし、この時期に位置づけ

られている帯広市空港南A遺跡や更別村勢尾迫跡、また近年En-a降下火山灰の下から確認された

帯広市川西 C遺跡では顕著な打面調整技術をもつ石刃石器が確認されており、この点上白滝7遺跡
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とは技術的な差異がある。上白滝 7遺跡の石刃技法を、調整技術が乏しい未発達な段階の石刃技法と

解釈するか、もしくは二次加工技術（平坦剥離）によって整形技術が向上したため、石刃技法が素材

を画ー化する意義を失い簡素化されたと解釈するかによって位置づけが異なってくる。まだ不確定な

要素の強い石器群であり、北海道の石刃技法、尖頭器出現の問題と絡めて編年を行う必要があると考

える。これまで考えられてきた年代よりも新しく位置づけることが可能なのかもしれない。

（坂本尚史）

4 成果と課題

白滝遺跡群における初期の調査では、北海道の後期旧石器文化の編年作業に欠くことのできない資

料が得られ、北海道の旧石器文化研究が本格的にスタートした（吉崎 1958・1961)。また、最近の

調査では、黒曜石の原産地を背景とした多量の石器類が出土し、石材の原産地と消費地をめぐる分業

と交換のネットワークという広い視点からの研究も行なわれている（木村 1995)。

今回の調査は、かつての調査とは比較にならないほどの大規模なもので、幅40m、長さ2,000mに

もおよぶトレンチ調査ということができる。また、石器類の出土量も多く、 9か所の遺跡で 316万

点、重量も7,135kgにおよび、その情報量も膨大なものである。

現地調査は、平成7--10年度において大規模遺跡の集中する奥白滝・上白滝地区をほぼ終了し、平

成11年度からは補足的な小規模調査が行われている。

遺物の整理作業、報告書作成作業は、平成 7年度から継続的に実施し、今年度から遺跡単位で報告

書を刊行していく予定で、本書はその第一冊目である。分布図、接合図、接合資料の実測図などの縮

尺や表現・掲載方法など、十分満足のいくものではないが、今後も改善しながら作業を進めていく予

定である。

現地調査にあたっては、地形・地質、古環境などに関する調査、遺物については、産地分析、年代

測定などを行い、遺跡、石器群の性格、年代などの検討に役立てている。

それらの成果は、各遺跡の報告において順次掲載したいと考えている。また、遺跡・石器群の位置

付けなどは、報告時点での考え方を整理することとする。

以下、地形・地質調査の成果、上白滝7遺跡に関わる黒曜石産地推定・水和層測定、現時点での各

遺跡の石器群の位置付け、上白滝 7遣跡の石器群などについて簡単に整理したい。

(1) 地形・化石周氷河現象・テフラ調査の成果

白滝地域での退跡と関連した地質学的研究は、白滝団体研究会の調査・報告（白滝団体研究会

1963)以来具体的に行われていない。また、この地域でのテフラ層序については、ほとんど解明され

ていなかった。今回の調査では、遺跡・石器群の年代解明と関連して、白滝地域における広域テフラ

の確認と地形発達史の解明、さらに遺跡が形成された旧石器時代の地形環境を明らかにすることを目

標の一つとした。

白滝では、白滝火砕流堆積物やホロカユウベツ火砕流堆積物などの火山噴出物は知られていたが、

今回の平川らの調査において、いくつかのテフラが確認できた。それらの中には、樽前 aテフラ (Ta

-a、1739年降下）、クチャロ庶路テフラ (Kc-Sr、約3.2万年前降下）、支笏第 1テフラ (Spfa-1、

約4.2万年降下）などの広域テフラが含まれている。さらに、遺物包含層直下の IIC層で確認された

白滝 1軽石 (Sit1)は大雪山御鉢平カルデラの形成（約 3万年前）に先立つ火山活動によって噴出

した大雪山御鉢平テフラ (Ds-Oh)に、また、白滝 5軽石 (Sit5)はサロマ湖周辺に分布する推定
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降下年代15-20万年前の登江床（トエトコ）火山灰 ('IT)に対比でき、遺跡の形成や地形発達史の

重要な鍵層を確認できた。しかしながら、石器群の編年示標となる恵庭 aテフラ (En-a)や姶良Tn

テフラ (AT) などは確認されなかった。

また、テフラは降下直後の堆積構造を留めておらず、奥白滝 l遺跡では、確認された Sit1 (Ds-

Oh)、Sit2a(Kc-Sr)、Sit5 (四）などのテフラが波状に変形したり、分断された状態や、同一

テフラ (Ds-Oh)が二層序あるかのようにみえる土層断面が観察された。これは、テフラやテフラ

を含む土壌層が斜面の上方から下方へ移動した結果で、最終氷期極相期 (1.5-2万年前）の周氷河

性のソリフラクションによって形成された構造、と考えられている。また、調査区域の南方の白滝層

の火山灰採取地において化石凍結割れ目と考えられる土層断面が確認でき、永久凍土の存在の可能性

も指摘されている。

さらに、各遺跡での石器の平面的な分布状況をみると、放射状・条線状を呈しており、特に緩斜面

に立地する奥白滝 l、上白滝8遺跡などでは顕著である。また、奥白滝 1遺跡において遺物包含層直

下の礫の長軸方向を計測したところ、石器の配列方向および最大傾斜方向に調和的であった。礫の長

軸方向と石器の配列方向が調和的であることから、石器と礫は同一の作用が働いたものと考えられる。

また、石器と礫の移動方向が最大傾斜方向と調和的であることから、これらの移動は重力によるマス

ムープメントと判断されている。さらに、出土石器は接合可能なものが比較的まとまっていることか

ら、石器や礫の移動は比較的緩慢であったと推定できる。この現象が旧石器時代ないしその直後に起

こっていることから考えて、このマスムープメントは、周氷河性のソリフラクションである、という。

遺跡が形成された最終氷期極相期の頃の白滝地域は、凍士環境で、凍結・融解作用によるソリフラ

クションなども活発であったことが、土層の断面や遺物の分布状況などからも改めて確認できた。

白滝盆地内においては五つの段丘面の分布が確認され、前述のテフラ調査などと総合して、その地

史は、更新世前期の古白滝湖の形成・北大雪の火山で大規模に噴出した火砕流堆積物の堆積、古白滝

湖の湖成堆積物を扇状地堆積物で覆った奥白滝面・天狗平面の形成、湧別川本流の作用のよる上白滝

面の形成 (15-20年前に降下したと考えられる 'ITテフラがこの面を覆う・調査した遺跡の大部分は

この面に立地する）、最終氷期前半の湧別川および支湧別川の支流により扇状地面、河成段丘面が形

成されて大雪山御鉢平カルデラの火山活動による噴出物 (Ds-Oh)が白滝盆地内に降下、湧別川お

よび支湧別川河岸での河成段丘面が形成されると同時に周氷河環境下において旧石器時代の遺跡が形

成される、後氷期による現在と同様な地形景観の形成、と整理されている。

遺物の放射状・条線状の出土、さらに何重にも折重なり、また場所によってはピットに入れられた

かのように集中して出土する状況は、白滝遺跡群の調査では、一般的にみられる状況で、土壌の凍結

・融解作用が関わっていることは予想された。その点は土層断面の観察や石器や礫のオリエンテー

ション調査によって具体的に明らかにすることができた。そのような状況で、多量な遺物の出土状況

の確認にあたって、層位の把握は I層と 1I層という大雑把な形に止め、出土位置の記録に重点をおく

こととした。また、細かな遺物については発掘区単位または土壌ごとの一括取り上げなど、調査の省

力化は行ったが、遺物の出土傾向の把握については支障なかったといえる。以上の調査方針とトータ

ルステーション、遺跡管理システムの導入という調査方法の採用によって、多量な遺物の出土という

状況で、可能な限りの遺物出土位置の記録と調査の効率的な進行という相反する課題をクリアーでき

た、と考えている。
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(2) 黒曜石製石器の産地推定と水和層の測定

上白滝 7遺跡では、藁科らの手法による非破壊による蛍光X線分析法による産地推定を70点、ま

た、同じく非破壊による水和層の測定・年代換算を15点行った。

産地推定では、三つの石器群ごとにそれぞれ試料を抽出したが、母岩分類を行ったナイフ形石器を

特徴とする石器群については35の母岩について行った。判定結果は70点のうち 2点が「あじさいの

滝」で、 68点が「赤石山」であった。分析したものはすべて白滝産ということで、上白滝7遺跡では、

三つの石器群いずれも他の原産地の黒曜石は持ち込まれていない可能性が強い、と考えられる。「あ

じさいの滝」は、幌加湧別川上流の蜂の巣沢川にある露頭であるが、判定結果で「あじさいの滝」と

判定が出た試料が、「あじさいの滝」ないし下流の幌加湧別川で採取された原石であると単純に考え

ることはできない。漿科が説明しているように「あじさいの滝」群はかつて「白滝第二群」としてい

たもので、肉眼的観察から「梨肌」の八号沢や白土の沢と区別されている。現時点では、八号沢の

「梨肌」原石分布状況や十勝石沢川流域の「梨肌」以外の原石の露頭や採取可能場所の状況、さらに

幌加湧別川や蜂の巣沢川での露頭や原石の状況などは、十分把握できているとは言い難い。また、

「八号沢」「幌加沢」「あじさいの滝」とされた試料の分析結果をみると、元素比のいくつかのものに

ついては、「赤石山」山頂部の試料の分析値と明らかに区別できることは理解できる。したがって、

上白滝 7遺跡の分析結果については、 70点はすべて白滝産で、そのうち 2点が「赤石山」山頂部の分

析値と異なるものである、という状況で考えておくこととする。

水和層測定についても三つの石器群ごとにそれぞれ試料を抽出した。石器プロック 1の二次加工あ

る剥片のみの石器群では 3点、石器プロック 2・3の尖頭器を特徴とする石器群では 4点、石器プ

ロック 4-10のナイフ形石器を特徴とする石器群では 8点の石器について行った。

石器プロック 1の3点の水和層は、他の12点の半分以下の厚さで、縄文時代と考えられる水和速度

換算で、 2,193士156y.B.P.(分析番号63927、試料番号 SHIRA・W60)、2,719土222y.B.P.(分析番号

63928、試科番号 SHIRA・W59)、4,047士138y.B.P.(分析番号63925試料番号SHIRA・W61)の数値

が出されている。石器プロック 1の石器は肉眼的にみても光沢があり、水和層が発達していないこと

が判断でき、測定結果とも矛盾しない。また、石器の特徴と類例から縄文時代後期以降のものである

ことが考えられ、換算年代値とも大きくは矛盾しないが、その年代幅からみて、直接数値を採用する

ことはできない。

石器プロック 2・3の4点の年代換算では、 11,405土420y.B.P.(分析番号63979、試料番号 SHIRA

・W58)、15,865士3,423y.B.P. (分析番号63930、試料番号 SHIRA・W57)、20,247土710y.B.P.(分析

番号63934試料番号 SHIRA・W55)、22,557土1,768y.B.P. (分析番号63931試料番号SHIRA・W56)の

数値が出されている。誤差を最小にした数値でも約10,000年の幅があり、石器群の年代として直接採

用することはできない。

石器プロック 4-10のうち 6-9の8点の年代換算では、 11,257士412y.B.P.(分析番号63883、試

料番号 SHIRA・W52)、12,164士687y.B.P.(分析番号63876、試料番号 SHIRA・W48)、15,098士767

y.B.P. (分析番号63873試料番号 SHIRA・W47)、15,260土1,659y.B.P. (分析番号63880試料番号 SHIRA

・W51)、15,682士1,4 70y.B.P. (分析番号63892試料番号 SHIRA・W50)、15,856士889y.B.P.(分析番

号63978試料番号 SHIRA・W49)、20,228士1,003y.B.P. (分析番号63917試料番号 SHIRA・W54)、

23,844土2lly.B.P.(分析番号63901試料番号 SHIRA・W53)の数値が出されている。 15,000年前後の

数値が4点あるが、全体では10,000年以上の幅があり、石器群の年代として直接採用することはでき

ない。
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上白滝 7遺跡の石器の水和層年代測定結果については、肉眼的な観察とも一致した縄文時代の石器

の識別においては有効であったが、旧石器時代の石器については換算年代値の幅が大きく、問題点が

多いと言わざるを得ない。その点は、個々の黒曜石原石の性質や埋没条件の相違、また、測定試料の

形態や大きさの相違などいろいろな問題が絡んでいる可能性がある。黒曜石の水和層生成の理論的な

研究と同時に個々の石器における差異や遺跡の年代・条件による相違など多くの基礎的問題の解決も

必要である、と考えられる。そのような意味で、当面はデータ蓄積の必要性はあるが、年代値の採用

は慎重に行なっていかなければならないであろう。

(3) 各遺跡石器群の位置付け
石器類は層位的に分離できる状況ではなかったが、平面的なまとまりを示し、石器群という形で捉

えることができる。そしてそれらの時期は、石器の型式的な特徴から、細石刃出現以前と以後、さら

に縄文時代の三つに大きく分けることができる。

細石刃出現以前の石器群と考えられるのは、上白滝8. 奥白滝 1遺跡の「台形様石器」を含む石器

群と上白滝8. 上白滝 7遺跡の「広郷型」ナイフ形石器を含む石器群で、前者には石刃技法がみられ

ないが、後者には存在する。上白滝 8遺跡の「台形様石器」を含む石器群は、白滝遺跡群では初の発

見で、その量も今まで道内で出土している同様の石器群の総最を大きく上回り、大小の石核だけでも

300点を越えている。また、両石器群とも多数の接合資料があり、それぞれの石器群における剥片剥

離技術も十分検討できる。

細石刃出現以後の石器群は、大きく細石刃石器群と尖頭器石器群に分けることがでできる。

細石刃石器群は、奥白滝 1遺跡の「紅葉山型」、上白滝8遺跡の「峠下型」、上白滝2遺跡の「札滑

型」 ・「射的山型」などの細石刃核を含むプロックが接合資料も豊富で、それぞれにおける細石刃剥

離技術の把握が可能である。また、整理作業は進んでいないが、服部台2遺跡の「紅葉山型」を伴う

プロック、表土出土の「白滝型」などの資料も注目される。

しかし、その序列や編年的位置付けについては今のところ確定できる状況にはない。しかし、豊富

な接合資料に基づいた、剥片剥離技術の解明の中で細石刃剥離技術を位置付けることによって、その

糸口もみつかると考えられる。

尖頭器石器群は、その製作に関わる剥片類を多く含み、遺跡、プロックによって組合わせ異なるが、

舟底形石器、彫器、掻器、削器、斧形石器などが伴っている。形態的には、木葉形が多いが柳葉形も

あり、有舌もいくつかのタイプがみられる。大きさ、素材、製作技術の違いなどによって、時期的に

細石刃石器群との共伴も含め、いくつかの段階に分かれる可能性がある。

縄文時代と考えられる石器では、石鏃・石刃鏃などがある。土器の出土がないので、詳細な時期を

確定できる状況にないが、石刃鏃石器群とみられるものや石器素材と考えられる石器群などがある。

今後、各遺跡の報告段階においてこれらの遺跡・石器群の詳細な状況を明らかにしていきたい、と

考えている。

(4) 上白滝 7遺跡の石器群について
上白滝 7遺跡では、 10か所の石器プロックが確認され、その内容や接合状況から三つの石器群に分

けることができた。それぞれの性格・位置付けについてはすでに説明したが、ここでは簡単に整理し

ておく。

石器プロック 1は、二次加工ある剥片と剥片だけの特殊なプロックである。調査区域外に広がって
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いる可能性が強く、完結したものでないので、全体の状況は不明であるが、「石器素材」と考えられ

るプランクを製作した石器プロックと考えられる。長さ、幅とも 5cm前後、厚さ 1cmの剥片を素材と

して厚さを調整する平坦剥離と縁辺の潰し状の加工が特徴的で、縁辺には折れ面が多く残されている。

剥片や加工の状態から、大まかに四つに分けることができるが、楕円形ないし隅丸の長方形に整形す

ることが意図されていたようである。

深川市内園3・6遺跡の埋納遺構出土の一括資料と類似し、その所属時期は縄文時代後期以降と考

えられ、黒曜石原産地での「石器素材」製作状況の一端を示している資料として重要である。

石器プロック 2・3は、尖頭器を特徴とするプロックで、彫器、掻器、削器、二次加工ある剥片、

石核が伴っている。

尖頭器は、長さ 8cm前後の木葉形のものが中心で、破損・欠損品のほか製作途中とみられる両面調

整石器がある。尖頭器の素材は、剥片とみられるが、プロック内での素材剥片の剥離は行われていな

い。出土剥片の大きさや形状からプロック内での作業は、素材から尖頭器への二次加工であることが

分かる。共伴する彫器は左斜刃の荒屋型のもので、すべて頁岩製である。

時期的には後期旧石器時代の末期頃と考えられるが、年代的な決め手はない。細石刃石器群との関

係を含め、今後の白滝遺跡群の尖頭器石器群の編年作業の中で位置付けしていきたい。

石器プロック 4-10は、ナイフ形石器を中心とする石器群で、掻器、彫器、石刃核、石核が伴って

いる。多数の接合資料 (97個体）が得られ、さらに母岩分類の結果、 61個体の母岩別資料が抽出でき、

剥片剥離技術も明らかにすることができた。

ナイフ形石器は、破損品が多く、製作途中の未成品もあると考えられるが、素材や調整加工の状況

から、大きく四つに分けられている。

I類は、先端部が尖り、基部が丸みを帯びるように整形されたもので、加工が施されないー側縁が

みられる Aと尖頭状に両側縁を加工する Bに細分されている。素材は主に石刃・縦長剥片とみられ、

大きさは 3-4cmの小型、 6cm前後の中型、 8cm前後の大型の三つのタイプがある。調整は尖頭状に

する背面の側縁加工と基部腹面への平坦剥離が特徴的である。北見市広郷8遺跡（宮 1985)、今金

町神丘2遺跡（寺崎 1990)、置戸町置戸安住遺跡E地点（戸沢 1967)の出土資料に類例がある。

II類は、素材である石刃・縦長剥片の形状を大きく変化させないもので、先端部の尖頭形が左右非

対称の Aと左右対称の Bに細分されている。大きさは 5-12cmで、 I類に比べやや大型である。調

整は背面の側縁と基部にみられ、基部腹面側に加工が施されるものは少ない。北見市広郷8遺跡（宮

1985)、置戸町置戸安住遺跡E地点（戸沢 1967)の出土資料に類例があるが、多くはない。

m類は、縦長ないし寸づまりの剥片を素材とし、素材の側縁ないし末端を調整せずに刃部としてい

るもので、台形様石器に近い特徴がみられるものがある。調整は素材腹面の打瘤部分を除去して薄身

にする加工が顕著で、大きさは 4cm前後である。北見市広郷8遺跡（宮 1985)、今金町神丘2遺跡

（寺崎 1990)の出土資料に若干みられる。

W類は、石刃・縦長剥片を素材とし、先端部にやや斜めの掻器の刃部加工に近い急角度の加工がみ

られるもので、掻器、 IA類、 IIA類に近いものもある。

破損しているものの折れ面を観察すると、背面側から割れが広がっているものが多い。このような

割れは背面側の側縁や基部への加工の際に、腹面側からの強すぎる打撃によって生ずるものと考えら

れ、背面側への加工が多いことと符合する。また、刃部とみられる側縁の一部には、数mm程度の一定

の幅で、光沢を失っている部分が観察できるものがある。使用の痕跡の可能性も考えられ、今後検討

が必要である、と考えられる。
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4 成果と課題

ナイフ形石器や彫器、掻器などの素材となった石刃、縦長剥片は、円錐形ないし角柱状の石刃核、

石核から剥離されている。また、一部のナイフ形石器の素材となった寸づまりの剥片は、同一打面か

ら求心状に剥片を剥離する石核や剥片素材で小型の剥片を剥離する石核などから得られている。つま

り、石刃技法と石刃技法によらない剥片剥離技術によって素材が獲得されている。

黒曜石原石は、大きさ20--25cm程度の円形ないし角柱状で、表面に半月状のいわゆる「つめ跡」が

みられる転礫と大きさ10--15cm程度で、表面に摂理ないし岩屑面がみられる角礫の二種類がみられる。

接合資料の観察から、素材を獲得している石刃技法は、稜形成や打面調整をほとんど行わず、目的剥

片剥離に伴い、頭部調整だけを顕著に行う比較的単純なものである。しかし、打面の形成・再生にあ

たっては、原石の形状を生かした配慮がなされている。また、目的剥片（石刃）剥離にあたっての打

角調整は、打面調整ではなく、打面と作業面を大きく消費する剥片剥離によって行い、そこで得られ

た大型の剥片もナイフ形石器の素材として利用するという、効率良い素材獲得技術がみられる。いわ

ゆる寸づまりの剥片などを剥離している石核は、石刃剥離の進行した石核や石刃核の打面再生剥片を

利用したものがあると同時に、石刃技法がみられる接合資料と同一母岩であるものもあり、石刃核と

共存している、といえる。

上白滝 7遺跡のナイフ形石器群は、従来「広郷型ナイフ形石器」（宮 1985、寺崎 1990)、「置戸

型尖頭器」（戸沢 1967) と報告されているものを含み、断片的であったその調整加工技術や素材獲

得に伴う石刃技法を中心とした剥片剥離技術を良好な状態で確認できる資料として重要である。「広

郷型ナイフ形石器」の素材は、「不定形な剥片」（宮 1985) というよりは、石刃を含むかなり規格性

をもった剥片であることは、すでに指摘されており（寺崎 1995)、今回はその状況を具体的に明ら

かにすることができた、と考えている。しかしながら、その編年的位置付けについては確定できる状

況は得られていない。北見市広郷 8遺跡の「広郷型ナイフ形石器」（宮 1985)については、関東地

方のIV層中～上段階（田中 1987)、また、 VII-VI層段階（佐藤 1987) とする考えがある。一方、

北海道においては、上白滝7遺跡を含めた広郷8• 神丘2遺跡の「広郷型ナイフ形石器」については、

細石刃出現以前の後期旧石器時代前半で、台形様石器群よりは新しいというところでは意見の一致は

みられるが、他の前半期の石器群との関係においてはいくつかの考え方がある、といわれている（寺

崎・山原 1999)。

上白滝7遺跡で石刃核と共伴が確認された小型の剥片素材の石核から寸づまりの剥片剥離を行なう

状況は、台形様石器群に特徴的にみられるものである。したがって、上白滝7遺跡の「広郷型ナイフ

形石器」を含む石器プロック 4--10の石器群は、打面調整のみられない比較的単純な石刃技法と台形

様石器群に類似する寸づまりの剥片剥離などの共存ということからみて、現時点では、大方の意見の

とおり細石刃出現以前の後期旧石器時代前半で、台形様石器群よりは新しい時期、と考えられる。そ

の詳細な位置付けに関しては、今後の課題といわざる得ない。

そのような状況で、少数ながら先端と基部に加工が集中する尖頭器がみられ、石核や石刃を通して

その剥片剥離技術が詳細に検討され、北海道の後期旧石器時代前半の石器群との関連性が指摘されて

いるマリタ遺跡（木村 1997)などとの比較も視野にいれなければならないであろう。

今後は、上白滝 7遺跡と同様なナイフ形石器群を含めた後期旧石器時代前半期の石器群が確認され

ている上白滝8遺跡の整理作業を進めながら前半期の様相を明かにすると同時に「広郷型ナイフ形石

器」を含む石器群の位置付けも検討していきたい、と考えている。

（長沼孝）
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掲載遣物一蔑

表 1 範囲確認・立会調査掲載遺物一覧
挿 図図 版番 号器 種 名 遺跡名 s . p . ライン層 位長さ (m) 幅 (ml 厚さ (m) 重さ (g) 石質 債 考

I・15 6 1 細 石 刃 奥白滝13 I (33) 13 2 (0.6) 黒曜石 1 立会

+ .,. 2 ~ ~ み (38) 15 3 (0.7) .. 1 ... 

~ + 3 + 令 + (47) 15 3 (1.0) 小 1 * 
.. ~ 4 .. .. .. (46) 17 4 (1.8) .. 1 ,. 
.. + 5 布舌尖頭器 .. .. 65 25 8 8.5 .. 3 ，， 

+ + 6 揖 岱 み '> 55 25 7 7.7 み 4 .. 
+ ~ 7 削 器 .. 57,000 1.20 .. (64) 28 7 (11.2) .. 1 

.. • 8 石 刃 + .. (43) 23 4 (2.8) + 1 立会

.. ~ ， 削 器 .,. • (70) 

” 8 (11.6) • l .. 
• • 10 削 召 .. 56,910 L20 + (72) 18 7 (5.6) n岩

• + 11 石 核 ，, ~ 85 38 46 115.1 刃玉 立会

.. .. 12 細 石 刃 奥白滝7 57.160 L20 ,lo (53) 13 2 (0.8) 黒曜石 1

.. • 13 .. ~ + 44 14 2 0.9 .,. l 立会

+ .. 14 今 .. 57,160 1.20 ＊ (31) 15 2 (0.6) 参 l

.. + 15 .. ~ 57,160 L20 • (35) 14 2 (0.5) .. 1 

.. .. 16 有舌尖頭器 ,. I 122 43 10 38.6 訊叫石4 立会

+ .,. 17 み .. + (95) 34 8 (18.1) み 4 ... 

• ク 18 尖 頭 器 .. + 125 49 13 67.5 +4 ,. 

参 .. 19 .. .. ~ (62) 妬 7 (13. 7) .. 1 .. 
I・16 + 20 + . .. (78) 62 24 (74.3) +4 + 

~ .. 21 両面関整石器 ~ .. (84) 84 33 (181.9) .. 4 .. 
.,. 7 22 ク .. ゅ (110) 108 69 (370.6) + 3 ，， 

~ .. 23 ,. .. .,. 103 46 37 89.6 + 4 ~ 

.. .. 24 .. .., . 151 62 19 160.8 頁岩 .. 

.. • 25 .. .. + 173 80 20 311.3 安山岩 .. 
I -17 • 26 掻 器 .,. .. 78 29 16 24.0 黒曜石 1 み

• .,. 'J:l .. .. .. 63 31 15 18.5 + 1 み

+ .,. 28 '> ~ + 62 37 11 21.4 .. 1 + 

. .. 29 ~ .. + 47 30 14 18.1 ゃ 1 ，， 

参 .. 30 .. + • 70 38 19 33.5 +4 .. 
+ + 31 + + I 73 45 25 53.4 黙曜石 1 立会

ゅ .. 32 .. + 57,160 L20 + 82 51 25 91.2 +4 . 8 33 ~ + + 103 49 36 120.6 + 1 立会

• .. 34 .,. .. ~ (62) 36 17 (39.8) ク 1 * 
令 + 35 .. .. 参 (50) 21 16 (13.2} + 1 ~ 

令 .. 36 .. .. .. (35) 33 10 (10.2) 参 l ~ 

+ + 37 削 器 • + (64) 24 10 (15. 9) ,. 4 .. 
+ み’ 38 9 + + (85) 51 18 (67.0) み 4 ，， 

1・18 • 39 舟底形石岱 奥白滝11・12 59,540 

゜
n 70 24 20 24.5 + 4 

~ .. 40 尖 頭 呂 + 59, 細 R20 + 26 18 4 1.5 +4 

． .. 41 + .. 59,387 RS I 45 48 15 39.1 + 1 

+ • 42 .. .. 59,820 R20 . 63 70 21 99.4 .. 3 

+ ~ 43 両面関整石器 ~ 59,540 

゜
+ 130 128 47 599.0 .. 1 

.. ， 44 + み 59,700 R20 + 148 134 45 722.1 + 1 

I・19 . 45 彫 a ~ 59,840 

゜
D 

“ 
15 6 3.7 参 4

~ + 46 ~ .. 59,560 L20 .. 50 14 8 5.5 参 l

＊ 参 47 .. + 59,560 .. .. 39 16 10 5.5 珪岩

.. .. 48 揖 苔 .. 59,520 .. .. 55 26 11 16.6 凩曜石 1

.. • 49 .. ~ 59,520 .. .,, 54 26 10 11.3 + l . + 50 .. .. 59,440 + m (26) 24 8 (5.0) .. 5 

• • 51 削 召 . 59,420 .. ＋ (36) 21 12 (6.7) 参 l

.. • 52 . .. 59,520 .. .. 149 47 12 85.9 .. 3 

，， ,, 53 石 刃 ,. 59,880 .. n 050) 36 13 (61.5) .. 1 

，， ,. 54 .. + 59,520 

゜
み (83) 47 18 (45.4) .,. 3 

+ .. 55 台 石 ~ 59,840 R20 .. 62 81 17 160.6 安山岩

.. + 56 尖 頭 呂 服部台2 60,120 

゜
m (82) 41 14 (50.8) 瓜曜石 1

I・20 10 57 舟底形石器 奥白滝 1 63 39 33 75.2 参 l 道路採集
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挿 図図 版番 号器 種 名 遺跡名 s . p . ライン層 位長さ (ml 幅 (m) 厚さ (CCI) 璽さ (g) 石質 偽 考

I・20 10 58 舟底形石器 奥白滝 1 161 19 28 96.2 黒曜石 1 辺路採集

+ ，， 59 彫 器 .. (52) 35 19 (30.1) ~1 み

.. 今 60 掻 器 ~ 56 35 19 33. 7 ~3 .,. 

+ + 61 石 刃 核 .. 60, 伽

゜
81 63 49 254.8 +4 

~ .. 62 + ~ 95 73 55 311.8 ~l 道路採集

I・21 .. 63 舟底形石器 上白滝8 76 35 37 80.2 • 1 + 

ク + 64 掻 器 + 5.1 29 7 12.8 ,,. 1 • 

.. .. 65 尖 頭 器 • (127) 49 18 (93.6) +5 + 

. .. 66 .. + (109) 75 25 (179. 9) + 1 ，， 

.. 11 67 両面閃整石器 + (151) 75 32 (345.4) • l .. 
I・22 ＊ 68 石 刃 核 ~ 122 93 61 713.2 • 1 + 

• み 69 石 核 ~ 65 88 39 182.0 .. 4 + 

~ • 70 紺 石 刃 核 上白滝2 53 110 24 149.6 + 1 4-

.. + 71 参 + 53 97 25 118.7 ,. I .. 

.. .. 72 削 片 + 27 61 12 18.0 ~l .. 
I・23 12 73 尖 頭 器 + (77) 41 19 (38.6) + 4 " .. + 74 . + (58) 42 12 (23.0) .,. 4 .. 
~ み 75 掻 器 + (59) 28 13 (25.3) + 1 + . み 76 削 器 .,. 

71 43 7 23. 7 •4 .. 
.. .. Tl 参 .. (82) 36 7 (24. 7) + 1 + 

+ + 78 .. .. (74) 39 10 (34.2) •4 .. 
+ ~ 79 石 刃 .. 159 39 14 79.2 .. 1 .. 
• .,. 80 縦 長 剥 片 + 110 

“ 
10 33.6 + l 令

+ + 81 . ，， 81 32 11 18.1 .. 1 .. 
.. .. 82 石 刃 .. (81) 

“ 
13 (34.0) .. 4 .. 

.. ＊ 83 参 + (72) 40 12 (44.6) ,,. I 参

I -24 13 84 石 核 ~ 101 108 63 紐 .8 ~1 ~ 

+ .. 85 石 刃 核 + 190 120 118 2750.3 ,., 1 + 
,,. ~ 86 掻 器 上白滝6 61,960 

゜
m 83 21 11 14.2 ~1 

~ .. 87 削 器 + 61,960 

゜
• (64) 19 5 (7.4) ,., l 

表2 石器ブロック 1-10掲載石器一覧
挿図 図版 番サ 器種名 石器プロック 発姐区 層位 遺物番号 長さ(c::a) 幅(m) 厚さ(Cl) 頂fit(g) 石質 母岩番号 接合番号 憐 考

図m-22 25 1 削器 1 TIO 85 54.4 29.3 8.7 12.7 瓜曜石 1

.. + 2 削器 1 TIO 89 48.0 45.2 13.2 25.3 .. 
+ .. 3 削器 I TIO 18 55.4 45.6 11.1 24.3 .. 
今 .. 4 削器 1 TIO 71 36.4 41.9 10.8 15.7 .. 
.. .. 5 削器 l TIO 67 40.S 39.3 11.6 17.5 + 崖地分析試科X84、水和円潤定試料W61. . 6 削器 l TIO 87 41.1 44.6 9.8 13.7 • 

.. .. 7 削器 TIO I 8 50.5 41.0 8.9 14.4 .. 
参 .. 8 削器 1 TIO 43 39.8 37.8 10.2 13.2 • 

傘 .. ， 削器 1 TIO 25 46.0 45.3 9.5 13.5 .. 
.. ク 10 削器 1 TIO 6 49.4 66.9 11.8 21.4 み 産地分析試料X85. ~ 11 削器 1 TlO 15 43.9 57.4 12.2 24.8 " 
+ .,. 12 削器 1 TIO 86 41.5 54.1 10.6 17.5 .,. 

み ~ 13 削器 1 TIO 84 45.8 39.0 6.9 9.9 .. 竜地分析試料X86、水和層潤定試科W60
令 参 14 削器 l TIO 16 43.9 43.5 8.5 10.8 + 翡分析雌X87、和り蘭定期W59
令 + 15 二次加工ある剥片 1 TIO 45 58.8 50.5 10.4 24.5 ク 産地分析試料X88、水和層濶定試料W59

+ • 16 二次加工ある剥片 1 TlO 65 47.9 48.7 11.6 22.0 .. 
図m-24 26 17 尖頭器 3 T42 125 87. l 30.1 8.9 18. 7 .. 水和層測定試科W58
.. 参 18 尖頭器 2 R36 36 81.5 35.4 11.8 11.5 .. 産地分析試料X89、水和層濶定試料W57
＊ .. 19 尖頭器 R41 I 3 82.2 28.7 12.1 22.4 .. 51032 

T42 I 3 ~ 

.. .. 20 尖頭器 3 T42 99 45.7 29.7 8.0 (8.2) + 5ll22 

3 T42 888 • 

.. 令 21 尖頭器 2 Q36 I (64.3) 40.7 15.5 (26.1) .. 租地分析試科X90、水和屈測定試料W56

.. .. 22 尖頭器 3 T42 652 (69. 7) 33.1 9.4 (21.2) 黒曜石4 51089 
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掲載遺物一覧

挿 図 oo版 番サ 器種名 石器プロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ (m) 幅(m) 厚さ(CD) 重伝(g) 石質 母岩番号 接合番号 偉 考

図m-24 26 22 3 T42 777 + 51089 産地分析試料X91

3 T42 824 開曜石 1

3 T42 825 .. 
3 U42 24 黒曜石4

~ • 23 尖頭器 2 R36 59 (57.6) 25.8 11.1 (15.1) 黒曜石 1 竜地分析試科X93、水和屈囮定試料W55

+ .. 24 尖頭器 3 T42 333 (67.7) 30.9 8.9 (17.2) 黒曜石4 51089 産地分析試科X92

$42 I 2 .. 
S42 I 3 + 

T42 II 51 ~ 

.. 参 お 尖頭器 U42 I 1 (67.1) 31.2 9.5 (17.6) 只岩

.. .. 26 尖頭器 3 R41 I (63.3) 31.0 10.2 (19.6) 黒曜石5

.. • 

” 
尖頭器 3 R42 5 (54.6) 34. I 9.6 (17. 9) 黒曜石 1

+ .. 28 尖頭器 842 I 8 (63.0) 36.5 18.6 (31.8) .. 
.. .. 29 尖頭器 S42 I 19 (47.0) 26.8 11.2 (11.8) ~ 

+ + 30 尖頭器 3 R36 37 (53.5) 30.4 9.7 (27.8) + 

oom-2s .. 31 尖頭器 3 U42 5 (47.3) 40.9 14.6 (27. 7) + 

.. ，， 32 尖頭器 T42 I 2 67.1 侶.5 18.8 48.5 ク

+ ... 33 尖頭器 3 T42 666 84.3 36.4 21.5 56.8 .. 1017 

参 + 34 尖頭器 S42 I ， 85.8 31.4 19.3 39.1 .. 51026 

842 I 10 ~ 

+ 令 35 尖頭器 2 R36 83 61.4 19. 7 10.6 12.3 .,. 

* 27 36 彫器 3 T42 646 24.1 14.2 6.1 l. 7 頁岩

~ + 37 彫器 542 I 21 24.2 19. l 6.6 2.3 ~ 

~ .,. 38 彫器 842 I 22 28.0 18.6 7.2 3.9 令

.. + 39 彫器 3 T42 555 28.1 23.4 7.3 4.3 み

.. .. 40 彫器 S42 I 20 37. 7 16.9 5.5 2.4 + 

.. .. 41 彫器 3 T42 252 (24.0) 18.7 4.2 (l. l) .,. 

.. ~ 42 掻器 R41 I 4 (46.4) Zl.2 11. 7 (11.6) 黒曜石 1 1015 

842 I 83 .. 
~ 参 43 掻器 2 R36 38 58.5 40.2 11.4 21.6 .. 
.. .. 44 掻器 842 I 12 68.5 56.0 18. l 60.4 黒曜石4

.. + 45 掻器 S12 I 7 58.2 52.8 16.4 36.1 黒曜石 1 1016 

図m・26 . 46 削器 S41 I 1 80.5 (40.0) 12. I (21. 7) 頁岩

ゅ .. 47 削器 3 T42 887 (42.9) 42.8 8.8 (12.8) .. 
.. • 48 削器 U43 n 3 57.5 'l:l.2 9.0 10.0 黒曜石 1

参 参 49 石核 3 R42 1 74. l 88.6 42.5 266.5 参 1014 

.. + 50 石核 2 R37 13 134.5 114.3 89.2 1255. 7 .. 1015 

図m-31 30 51 ナイフ形石器 5 Q65 1 (40.0) 21.6 4.2 (3.1) 瓜曜石 1 4 

.. + 52 ナイフ形石器 7 R69 104 35.0 26.8 5.6 (4.1) み 21 

+ + 53 ナイフ形石器 7 Q69 6 30.2 'l:l.2 4.8 (3.1) ，， 産地分析試科X31

+ ~ 

“ 
ナイフ形石器 T69 I 3 54.4 26.8 6.4 (8.0) "' 50051 

Q73 I 1 ,. 

• 参 55 ナイフ形石器 Q70 I 3 69.4 38.2 10.5 20.8 今• 20 29 

参 .. 56 ナイフ形石器 R69 I 6 65.0 'l:1.0 8.2 (11.5) + 細 5

7 Q72 138 ク 竜地分析試料X32、水和層潤定試科W47

＊ ＊ 57 ナイフ形石器 6 P68 17 47.1 31.4 10.1 12.1 ~ 34 58 

+ .. 58 ナイフ形石器 7 Q70 2 80.1 31.1 10.9 20.3 + 34 58 

074 I 4 .. 
R68 I ， 黒曜石3

+ .. 59 ナイフ形石器 Q71 I 1 72.5 36.9 14.9 24.6 黒曜石 1 7 14 

.. .. 60 ナイフ形石駐 7 R71 170 58.9 38.6 6.0 (9.8) .. 46 50057 

R69 n 2 .. 
• .. 61 ナイフ形石呂 P68 I 3 78.5 45.l 11.0 22.8 令 34 侶

〇鉛 I 8 .. 
.. .. 62 ナイフ形石器 7 R72 11 (56.5) 47.5 10.0 (18.1) .. 50069 

7 S69 4 ク 産地分析試科X33

.. * 63 ナイフ形石岩 7 Q73 14 51.0 35.4 7.6 (11.3) .. 50 50054 

7 R73 35 .. 
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挿図 図版 番号 器種名 石器プロック 発掘区 層位 遺物香号 長さ(m) 幅(ca) 厚さ(m) 重fit(g) 石質 母岩番号 接合番号 偏 考

図m-31 30 64 ナイフ形石呂 L66 1 (52.8) 42.5 (8. 7) (18.0) 瓜耀石 1 29 産地分析試料X49

図m-32 参 65 ナイフ形石召 R71 I 2 28.0 21.8 6.2 2.9 ． 
.. . 66 ナイフ形石呂 7 R71 231 28.0 20.4 5.0 2.4 ＊ 34 

.. .. 67 ナイフ形石器 7 R71 87 39.0 24.6 4.8 3.8 ＊ 7 50007 

7 R71 181 黒曜石5

+ • 68 ナイフ形石器 1 Q70 33 45.5 20.0 7.3 4.4 黒躍石 l 50062 産地分析試科X34

Q69 I 1 + 

+ + 69 ナイフ形石器 7 Q73 1 50.3 30.5 8.0 8.8 ~ 50063 

7 R70 28 ~ 

＊ .. 70 ナイフ形石呂 8 S68 6 56.3 31.0 7.0 10.6 .. 輯分析闊X35、水和層員定試科W48. .. 71 ナイフ形石呂 8 '1'69 12 63.2 32.0 12.0 20.8 黒噌石4 58 産地分析試科X37

.. .. 72 ナイフ形石器 7 S70 1 79. 7 48.5 12.5 (34.0) 黒嘔石5 24 

~ 31 73 ナイ 7形石器 7 R70 113 68.8 43.0 17.5 38.3 • 4 8 

+ + 74 ナイフ形石器 7 R71 33 74.0 42.4 14.2 35.8 凩曜石 1 窟地分析試科X36

,. + 75 ナイフ形石器 8 T70 8 73.0 (60.4) 24.3 (58. 5) .. 34 50038 

7 Q70 3 参

図m-33 .. 76 ナイフ形石器 R74 I 1 50.5 19.0 5.2 3.8 ＊ 51 

＊ .. 77 ナイフ形石呂 7 P70 30 50.6 26.5 5.1 5.9 参 20 29 

R69 I l ~ 

+ .. 78 ナイ 7形石器 R72 I 3 41.5 26.7 5.0 (5.5) 瓜嘔石3 5 

+ ~ 79 ナイフ形石器 7 P69 1 57.5 26.2 7.3 9.8 黒曜石 1 52 

~ ~ 80 ナイフ形石器 7 R71 212 33.3 29.6 9.6 11.5 ，， 23 50046 

R71 I 7 ＊ 

+ + 81 ナイフ形石呂 8 T69 14 57.0 25.2 11.0 12.2 令 35 32 

8 T69 15 .. 
8 T69 29 ＊ 

+ + 82 ナイフ形石器 7 'P70 16 86.5 32.8 8.7 20.6 + 20 29 

072 I 11 黒曜石3

7 1'71 20 黒曜石 l

+ ~ 83 ナイフ形石器 8 S71 2 62.0 28.0 10.8 15.9 令 29 

• ~ 84 ナイフ形石笞 8 867 13 82.3 43.0 11.2 37.3 ＊ 51 水和層因定試科W49

＊ + 85 ナイフ形石臼 6 0邸 7 96.9 23.2 8.4 16.9 ＊ l 1 

P67 I l 参

参 + 86 ナイフ形石器 7 R70 19 56.5 27.6 6.7 9.4 参 7 18 

R70 I 8 + 

.. ~ 87 ナイフ形石器 8 '170 3 58. 7 23.0 8.2 10.5 • 

.. .. 88 ナイフ形石器 7 Q72 1 75.0 44.0 11.6 29.0 + 50064 

7 R69 33 .. 
図m-34 ゅ 89 ナイフ形石呂 7 R69 50 li0.8 34.3 11.8 23.2 + 20 29 

7 Q72 108 参

• ~ 90 ナイフ形石呂 S71 I 1 82.5 30.0 11.0 19.5 凩濯石4 8 

参 "' 91 ナイフ形石器 ， 867 8 93.5 50.0 15.1 64.3 黒曜石 l

，， 32 92 ナイフ形石器 8 S71 1 107.3 41.0 16.0 63.8 • 48 70 

~ + 93 ナイフ形石器 6 M68 8 120.3 53.3 10.5 (52.6) 凩嘔石5 33 46 

噂 I 1 黒曜石 l

参 + 94 ナイフ形石呂 P73 D 3 (120.0) 31.2 18.0 (76.4) 参

＊ • 95 ナイフ形石召 ， 567 2 132.4 54.0 14.0 (74.2) 黒嘔石4 8 50028 ， 蕊7 14 参

， 867 ， • 

， S67 11 . 
， S67 3 .. 
， S67 10 • 

図111・35 .. 96 ナイフ形石器 8 S70 3 90.4 34.0 8.6 (18.9) 闊曜石5 24 50033 

8 S71 5 .. 
参 .. 97 ナイフ形石召 8 S70 4 95.8 44.0 13.7 41.8 .. 25 

“ S71 I 2 参

7 R71 183 ＋ 

.,. + 98 ナイフ形石器 8 T66 ， 103.8 39.0 10.8 33.6 黒曜石 1 51 殺地分析試科X51、水和層潤定試料W50
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掲載遺物一黄

挿図 図版 番号 器種名 石母プロック 発掘区 屈位 遺物番号 長さ(m) 幅(111:1)~ 厚さ (m) 重量(g) 石質 母岩番号 接合番号 偉 考

図m・35 32 99 ナイフ形石器 7 Q71 46 112.5 49.6 15.5 51. l 黒曜石 1 52 50072 

P73 n 2 + 

＊ ＊ 100 ナイフ形石器 7 Q72 23 86.5 39.0 10.6 22.2 ~ 32 如

7 Q72 25 . 
7 R7l :r, ＊ 

7 R72 14 .. 
+ ＊ 101 ナイフ形石器 Q72 I 6 123.6 49.8 15.8 45. 7 . 32 細 5

Q72 I 4 • 

P70 I 1 .. . + 102 ナイフ形石器 7 Q68 10 126.8 43.0 11.0 43.5 + 50071 窟地分析試料X38

7 Q70 1 .. 
参 . 103 ナイフ形石器 7 R69 105 110.0 32.3 8.0 26.0 ． 50 細 6

7 R69 106 参 産地分析試科xso

図m-36 33 101 ナイフ形石呂 7 Q72 109 66.2 24.0 4.5 6.1 ＊ 

＊ ． 105 ナイフ形石器 7 P72 2 55.0 23.0 8.5 8.2 参 50 

参 ＊ 106 ナイフ形石呂 8 T66 18 59.4 16.8 6.4 6.2 黒曜石 5 4 7 

+ 参 107 ナイフ形石器 6 L68 1 115.0 23.8 11.0 27.2 + 50067 

4 K69 2 黒曜石 1

々 令 108 ナイフ形石器 ， S67 12 45.5 32.2 7.1 8.8 黒曜石4 産地分析試料X39、水和層耐定試料W51

参 ＊ 109 ナイフ形石器 7 R69 24 33.3 28.2 4.5 4.5 黒曜石 1 20 . ＊ 110 ナイフ形石器 R72 I 1 36.5 29.6 5.9 4.6 .. 7 18 

＊ ＊ lll ナイフ形石器 6 M68 10 36.7 35.9 7.4 6.2 .. 38 56 

~ ＊ 112 ナイフ形石器 7 R70 99 41.5 36.6 7.6 10.4 .. 産地分折試料X40

~ ＊ 113 ナイフ形石器 ， S67 19 31.0 37.0 8.7 7.7 参 20 

参 + 114 ナイフ形石器 8 T66 23 37.0 47.5 9.4 12.2 .. 53 . + 115 ナイフ形石器 7 Q72 120 36.2 35.0 10.4 11.8 ，， 21 

+ ,a, 116 ナイフ形石器 4 L71 l 63.8 44.3 9.0 21.6 .,. 産地分析試科X41

図皿37 • 117 ナイフ形石器 8 T69 7 32.1 19.8 6.2 4.9 + 7 15 

参 . 118 ナイフ形石器 8 S73 3 47.2 32.8 7.8 13.8 ＊ 窟地分析試料X42、水和層潤定試科W52

+ + 119 ナイフ形石呂 7 P72 4 47.6 32.2 12.8 15.3 ＊ 20 

． . 120 ナイフ形石器 7 P71 11 39.0 20.5 7.5 5.4 ＊ 7 

＊ ＊ 121 ナイフ形石召 ， S68 17 78.5 34.4 13.2 28.0 ＊ 42 72 

7 Q69 13 ＊ 

S68 I 2 + 

Q69 I 3 ') 

ゅ ~ 122 ナイフ形石器 1 P72 37 45.2 31.2 10.6 11.2 + 42 72 

• ~ 123 ナイフ形石器 ， R68 1 60.3 22.0 11.0 14.2 • 産地分析試料X43

＊ ~ 124 ナイフ形石器 7 Q71 28 63.0 24.3 9.5 14.0 學 50061 産地分析試料X44

7 R71 199 .. 
令 ＊ 125 ナイフ形石呂 7 R71 135 82.0 28.0 7.8 12.8 .. 32 50041 

7 Q72 63 ~ 

参 34 126 ナイフ形石器 7 P71 30 99.1 37.9 7.1 (17.2) ＊ 23 49 

072 I 1 + 

.. .. 127 ナイフ形石料 8 S72 1 147.9 57.1 22.2 151.5 瓜嘔石 5 25 34 

ゅ ~ 128 ナイフ形石器 6 P66 48 148.3 48.1 26.2 147.7 . 25 34 

6 P66 l 黒曜石 1

図m-38 . 129 ナイフ形石器 7 Q73 4 (33.0) 18.2 (5.4) (2.3) ~ 

.. ~ 130 ナイフ形石呂 7 R70 31 (34.0) 31.0 4.2 (3.2) ． 
“ ． ． 131 ナイフ形石呂 7 R70 侶 （訂.6) （お.0) (5.2) (2.6) 参

＊ ~ 132 ナイフ形石呂 7 P72 57 (54.8) (39.3) 4.0 (5.9) ＊ 50 50053 

7 P72 56 ＊ 

7 P72 

“ 
.. 

+ .,. 133 ナイフ形石器 7 R69 46 (35. 7) (15.3) (5.0) (1.8) + 

“ 
66 . 参 134 ナイフ形石器 7 Q72 92 (37.5) 15.8 (7.5) (3.2) 黒曜石3 5 12 . + 135 ナイフ形石器 8 S70 2 (30.6) (23.0) (7.6) (4.5) JJ.¥I濯石 1

参 + 136 ナイフ形石器 7 R71 202 (58.6) (39.0) (5.6) (6.9) .c, 50 

参 .. 137 ナイフ形石器 7 R70 62 (31.0) ('l:1.4) (7.8) (4.9) 令 50 

~ 参 138 ナイフ形石呂 S68 I 1 (33.8) (26.9) (7. 7) (6.4) ~ 
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挿図 図版 番号 器種名 石器プロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ (m) 幅(ci::i) 厚さ (ml 重黛(g) 石質 母岩番号 接合番号 偏 考

図m-38 34 139 ナイフ形石笞 7 P71 14 (43.9) (26.4) (10.6) (8.0) 黒曜石 1 7 

+ '> 140 ナイフ形6器 Q68 I 1 (50.5) (31.2) (8.8) (14.4) .. 
，， .. 141 ナイフ形石呂 7 R71 185 (58.6) (39.0) (5.6) (18.8) .. 
+ .. 142 ナイフ形石召 7 R73 30 (56.8) (19.5) 8.8 (6.8) .. 
.. .. 143 ナイフ形石註 7 R71 183 (28.1) (16.0) (7.1) (1, 7) 黒曜石5 25 34 

，， ~ 144 ナイフ形石器 7 Q72 2 (29.0) (23.2) (9.3) (3.9) 黒曜石 1 3 

，' " 145 ナイフ形石器 7 Q72 48 (31.8) (22.4) (6.2) (3.4) ~ 

，， .. 146 ナイフ形石器 7 R71 5 (32.0) (20.3) (4.0) (1, 7) ~ 

+ .. 147 ナイフ形6器 7 R69 15 (41. 5) (21.2) (6.8) (4. 7) .,. 51 

.. .. 148 ナイフ形石甚 7 P72 l (42.4) (28.0) (7.5) (7.5) .. 
~ 令 149 ナイフ形石呂 R71 I 3 (36.8) (21.4) (4.8) (3.3) 黒曜石3

+ .. 150 ナイフ形石甚 7 Q'n 86 (36.3) (27. 7) 8.8 (5.6) 黒曜石 1 21 30 

~ + 151 ナイフ形石器 S70 I l (33.8) (36.6) 9.4 (8.9) ，， 23 49 

，， + 152 ナイフ形石器 6 069 11 (41.9) (28.2) 10.3 (8.2) .. 44 66 

~ ~ 153 ナイフ形石器 6 臨 2 (34.0) (30.0) (7.6) (5.8) .. 29 

.,. ~ 154 ナイフ形石器 6 S68 14 (29.8) (29.6) (9.2) (6.2) .. 32 

図m-39 .. 155 ナイフ形石器 7 R73 32 (38.0) (44.1) 8.2 (13.4) + 50065 

7 R73 37 .. 
.. 35 156 ナイフ形石器 7 R73 64 (52.2) 43.0 6.3 (14.5) .. 50085 

7 R73 63 .. 
.. + 157 ナイ 7形石器 T47 I 1 (41.0) (39.0) (8.5) (IO. 7) + 

，， ，， 158 ナイフ形石器 S74 I l (61.5) 65.0 9.1 (40.5) .. 7 50099 

7 R73 20 ~ 

.. ,, 159 ナイフ形石器 8 T68 8 (23.5) (26.0) 6.9 (3. 7) ~ 

.. ，， 160 ナイフ形石器 7 R70 73 (26.5) 21.5 8.0 (3.4) .. 

.. ，， 161 ナイフ形石召 7 R72 1 (35.2) 27.0 7.2 (5.4) .. 20 

.. .. 162 ナイフ形石呂 8 S71 ， (26.0) （お.0) (5. 7) (5.2) 黒咀石4 15 

.. ，， 163 ナイフ形6器 7 R70 132 {27.0) 25.8 4.7 (3.3) 黒濯石 1 46 

.. + 164 ナイフ形石器 7 P70 20 (36.3) 23.8 8.0 (6.6) 令 3 

.. .j, 165 ナイフ形石器 6 069 38 (34.8) 20.2 6.5 (3.9) .. 44 66 

.. ~ 166 ナイフ形石器 7 Q69 14 (32.5) 22.7 6.3 (3.7) ，， 20 

み .. 167 ナイフ形石器 7 R70 85 (32.0) (29.8) (6.2) (4. 7) み

.. .. 168 ナイフ形石笞 6 069 ， (38.6) 24.6 4.5 (3.2) ,. 38 56 

.,. ~ 169 ナイフ形6呂 7 Q72 87 (30.3) 24.8 8.0 (6.4) 黙耀石5 25 

• ~ 170 ナイフ形石四 7 Q72 117 ('l:l. i) 22.6 5.3 (3.2) .,. 

.. * 171 十イフ形石器 7 P70 4 (26.6) (21.0) (6.0) (3.2) ~ 

+ + 172 ナイフ形石召 7 R71 234 (26.0) (25. 4) (6.5) (4.0) ~ 29 

令 ~ 173 ナイフ形石器 P71 I 17 (41.0) (32.2) 8.0 (11.4) 瓜曜石 1

.. ，， 174 ナイフ形石器 R74 I 2 (37.0) (33.4) (6.6) (8.3) み

oom-40 み 175 ナイフ形石器 7 郎9 3 (42.1) (31.0) 10.0 (7.3) 馬曜石3 5 10 

.. .,. 176 ナイフ形石器 7 R69 86 (44.2) 32.3 8.0 (9.9) 黒曜石 1

.. .. 177 ナイフ形石器 6 噂 10 （侶.2) 33.7 8.0 (8. 7) ~ 33 

.. .. 178 ナイフ形石呂 Q72 I 25 (36.8) 37.0 (5. 7) (8.1) .. 21 郎. み 179 ナイフ形石召 6 Q67 30 (37.0) 36.3 (6. 7) (7.2) + 33 46 

，， み 180 ナイフ形石器 7 R71 165 (77.0) (36.5) (8.8) (9.1) ~ 19 

... ，， 181 ナイフ形石器 7 R73 50 (43.0) (42.4) 6.7 (12.0) .. 50 

，， <, 182 ナイフ形石器 7 Q72 76 (69.0) 28.2 7.6 (11. 0) + 50 50058 

7 Q72 130 • 

7 Q71 3 + 

R70 I 18 + 

.. .. 183 ナイフ形石笞 R70 I 2 (72.8) 32.0 (8.0) (17.0) .. 50 50060 

7 Q71 23 .. 
.. ，， 184 ナイフ形石器 7 Q71 

“ 
(53.5) (32.0) 10.0 (13.4) .. 

ク ，， 185 ナイフ形石器 ， R68 3 (75.0) 52.5 ll.O (45.1) .. 
+ ，， 186 ナイフ形石栂 7 R73 34 (50.0) 28.8 10. 7 (13.3) + 

図m-41 36 187 ナイフ形石器 8 T66 22 (62.2) 22.2 8.4 (10.8) 凩曜石 5 24 

,,. ... 188 ナイフ形6器 6 R66 74 (63.2) 20.8 7.6 (7.8) 凩瑾石 l l 1 

P6i I 4 黒嘔石 5
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掲載遺物一箆

挿図 図版 番号 昌撞名 石器プロック 発姐区 層位 遺物番号 長さ (m) 幅(m) 厚さ (cal 重fil:(g) 石質 母岩番号 接合番号 iii! 考

図m・41 36 189 ナイフ形石器 7 R71 224 (67.0) (31.0) 10.5 (21. 4) 凩曜石5 25 34 

7 R71 213 .. 
.. .. 190 ナイフ形石器 8 S72 2 (49.5) (33.3) 8.3 02.6) 限曜石 l 3 

.. + 191 ナイフ形石器 7 Q71 24 (58.2) (41.4) (8.2) 08.4) + 50066 

7 Q72 135 + 

.,. .,. 192 ナイフ形石器 7 P72 3 (81.0) (34.8) (10.0) (29.1) + 32 細 4

7 P72 ， ,. 

7 P72 39 ,. 

.. + 193 ナイフ形石器 on I I (56.2) 38.8 11.4 (22.3) .. 7 14 

.. + 194 ナイフ形石器 7 R71 65 (49.1) (39. 1) 13.8 (21.5) .. 42 72 

.. + 195 ナイフ形石器 Q71 I 2 (51. 5) (51.0) 12.8 (30.2) '), 19 

~ + 196 ナイフ形石器 7 R70 65 (45.0) (55.8) (10.0) (21.9) .. 53 醗地分析試科X52

令 .,. l釘 ナイフ形石器 B閃 n 1 (71. 4) (51.0) 12.6 (46.9) .. 3 S.P.62420 

参 .. 198 ナイフ形石器 7 R70 98 (46.6) 33.0 6.9 (9. l) .. 50068 

7 R70 12 ，， 

.,, + 199 ナイフ形石器 ， S68 8 (65.8) 44.3 13.9 (32.2) ~ 50 

図m-42 ，， 200 彫器 N74 I 1 79.9 37. 7 14.8 40.0 + 59 59 

参 ~ 201 彫器 7 R69 59 82.2 39.5 21.9 42.8 .. 34 58 

， S68 15 + 

7 R70 103 .. 
+ ，， 202 彫器 7 Q69 11 74.8 34.0 10.4 26.8 ~ 産地分析試料X45

.. 37 203 掻器 5 P64 4 (41. 6) 19.6 7.0 (4.6) .,. 45 産地分析試料XS4

+ .. 204 揖器 T69 I 2 83.1 43.6 14.3 56.4 + 23 49 

. + 205 揖器 6 069 25 147.8 43.4 21.0 114.6 .. 32 産地分析試科X53

.. + 206 掻器 7 Q71 51 75.6 29.8 11.0 22.l .. 産地分析試科X46

.. ,. 207 掻器 6 R66 1 102.9 41.8 26.3 58.0 ~ 34 48 . 4' 208 掻器 4 K69 l 101.0 29.0 10.0 29.5 黒頃石5 24 50031 

6 M69 5 今

図m-43 々 209 揖器 ， R68 4 103.5 40.8 25.0 76.1 黒嘔石 1 42 72 

7 Q71 16 + 

.,. 9 210 掻器 T69 I 1 64.0 34.0 16.4 35.4 凩曜石3 5 

+ . 211 掻器 8 TIO ， 80.6 侶.6 22.3 72.2 黒曜石 1 19 28 

~ + 212 掻器 7 P70 7 67.0 37.5 11.5 'l:1.0 • 産地分析試料X47

~ + 213 掻器 6 Q67 48 109.4 36.1 10.8 54.8 + 44 66 

.. .. 214 掻器 8 T69 8 (65.4) 35.0 21.2 (38. 7) 黒曜石5 産地分析試料X48

~ ~ 215 掻諾 6 P66 23 132. 7 67.9 26.3 195.5 .,. 25 34 

6 P66 67 + 

＊ 38 216 掻器 S67 I 1 110.0 61.5 18.0 101.6 凩曜石 1

図m-44 ゆ 217 二次加工ある剥片 6 P67 39 112. 7 41.6 12.7 (59.2) .. 
“ 66 

6 P67 77 .. 
，， み 218 二次加工ある剥片 7 R69 79 57.3 35.0 9.0 18.4 .. 
.. .. 219 二次加工ある剥片 P74 I l (53.8) 32.3 10.5 (16. 5) 黒曜石3 5 

• . 220 二次加工ある剥片 8 T66 14 59.6 28.4 7.9 10.6 黒曜石 1 4 

+ + 221 二次加工ある剥片 7 R72 6 42.2 25.0 7.6 8.4 今 18 

+ ... 222 二次加工ある剥片 10 S65 1 55.9 34.6 9.7 13.0 ~ 30 42 

+ .. 223 二次加工ある剥片 6 R66 15 51.6 30.3 9.4 11.4 + 35 13 

令 .. 224 二次加工ある渕片 8 U65 1 69.9 40.2 14.4 35.4 .. 35 13 

参 .. 225 ＝次加工ある剥片 10 R64 I 41.5 34.2 11.8 12.8 ＊ 35 78 

＊ ~ 226 二次加工ある剥片 巧7 I 3 (43.5) 侶.7 7.1 (6.1) 黙曜石5 2 6 

.. .. 227 .::次加工ある剥片 7 R73 40 (31.6) 24.4 12.0 (9.5) 黒曜石 1 61 

~ .. 228 ＝次加工ある剥片 7 R69 95 (31.0) 27.0 12.0 (8.4) ~ 35 50070 

7 R69 92 .. 
＊ + 229 二次加工ある剥片 7 Q72 73 45.6 26.8 6.7 10.9 黒曜石4 12 !i0014 

7 R71 182 "' 
R70 I 18 黒瑾石 l

,; ，， 230 二次加工ある剥片 8 T69 13 (33.0) (46.5) 8.0 (9.1) .. 57 

＊ .. 231 二次加工ある剥片 6 P66 62 90.5 79.4 15.1 125.9 + 38 56 

6 067 43 .. 
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挿図 図版 番号 器種名 石臼プロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ (m) 幅(ta) 厚さ (cc) 瓜丑(g) 石質 母岩香サ 接合香号 但 考

図m-≪ 38 231 一次加工ある剥片 6 1'67 101 黙曜石 1

oom-45 39 232 石刃核 ポサ 1 149.6 56.4 23. 7 569.2 黒瑶石5 27 39 

~ .,, 233 石刃核 7 Q69 12 84.3 73.2 60.0 353.0 黒曜石 l 17 25 

.. ~ 234 石刃核 R71 I 10 64.8 53.8 65.1 218.0 ... 18 27 

+ ~ 235 石刃核 7 R70 1 54. l 56.8 37.8 82.8 ~ 42 72 

.. + 236 石刃核 8 T69 17 99.5 118.2 74.3 676.5 .. 19 お

.. " 237 石刃核 5 L64 3 83.1 73.4 41.7 210.5 .. 7 14 

+ ~ 238 石核 B潤 II 1 84.0 34.0 40.9 122.6 ，， 23 53 S.P.62380820 

図m-46 40 239 石刃核 L72 I 1 95.0 64.5 41. 7 205.4 .. 22 33 

.. ，， 240 石刃核 6 R66 17 95.0 67.4 34.7 221.1 ~ 1 1 

.. .. 241 石刃核 4 J70 10 119.3 66.2 43.7 316.9 思曜石5 26 37 

.. .. 242 石刃核 7 Q72 127 55.3 48.3 22.4 9.0 ，， 20 29 

.. .. 243 石刃核 8 T69 16 (111.0) 77.7 32.4 (293.9) ~ 31 43 

~ .. 244 石刃核 8 T68 5 116.6 59.3 18.0 225.9 ，， 28 83 

.. み 245 石刃核 6 畷 2 127.4 68.6 40.6 324.9 黒曜石 1 25 34 

図m-47 .. 246 石核 ， Q68 15 88.7 78.0 35.7 264.9 + 33 46 

.. .. 247 石核 P73 n 4 60.6 80.4 39.7 187.1 黒曜石5 4 7 

.. 41 248 石刃核 8 T68 11 153.2 91. 7 143.0 1295.3 黒曜石 1 36 54 

，， ，， 249 石刃核 8 T70 22 153.8 128.8 91.2 1739.0 ,. 37 55 

図 皿48 ，， 250 石核 P71 I 5 100.0 75.0 29. l 206.9 黒曜石3 5 11 

，， ，， 251 石核 8 S66 2 77.2 69.0 78.4 271.1 黒曜石5 4 7 

.. 42 252 石核 6 M68 12 39.0 64.8 49.3 84.3 閑瑾石 l 38 56 

.. .. 253 石核 6 070 1 110.6 91.2 44.4 370.7 ,, 38 56 

.. .. 254 石核 1..69 I 1 100.0 106.3 44.5 424.0 ，， 62 89 

.. 43 255 石核 8 T69 41 81. 7 48.1 33.0 96.4 ~ 43 68 

oom-49 ~ 256 石核 6 N68 1 141.5 143.6 92.1 1658.0 黒曜石 5 2 6 

.. ,. 257 石核 7 869 34 72.2 72.2 26.0 115.0 + 21 30 

，， ~ 258 石核 7 P71 36 54.2 69.6 19.2 73.9 黒曜石 1 7 16 

.. ~ 259 石核 8 T66 l 54.6 48.7 20.8 48.2 黒曜石4 15 24 

表3 石器ブロック 1-10掲載接合資料一覧
挿図 番号 図版・番号 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遺物番号 重fil: 接合点数 石質 母岩No 接合No 掲紋番号 憐 考

m-29 A 28・1 接合資料 lll.6 4 凩燿石 1 1018 （総重塁）

~ 1 28・2・1 尖頭器 T42 I 2 侶.5 l m-25-32 

.. l 28・2・2 剥片 R42 I 25 3.5 .. 
~ 2 28・2・3 剥片 3 U42 2 108.1 .. 産地分析試料X94
,,. 3 28・2・4 剥片 3 U42 4 04.5) 令

m・29 A 28-3 接合資料 91.5 7 黙咀石 1 1017 （総重伍）

• 1 28・4・1 剥片 3 S42 30 (2.2) 1 

• 1 28・4・2 剥片 3 U42 37 'l:l.6 + 

.. 1 28・4・3 剥片 3 T42 71 (6.8) み 産地分析試料X95

み 1 28・4・5 剥片 3 T42 751 2.0 み

.. 2 28・4・4 剥片 3 T42 952 5.1 .. 

.. 3 28・4・6 剥片 3 U42 14 (1.9) ＊ 

.. 4 28・4・7 尖頭器 3 T42 666 56.8 .. m-25-33 

m-29 A 28・5 接合資料 80.4 7 開曜石 1 1016 （総重/ii:)

28・6・1 剥片 3 842 72 (8.6) I 

3 T42 106 令

3 T42 1010 .. 
28-6 -2 剥片 3 T42 118 (4.2) .. 
28・6・3 剥片 3 T42 117 37.5 . 産地分析試料X96

28・6・4 剥片 排土 11 6.8 .. 
m-29 1 28・6・5 掻器 S42 I 7 36.1 .. m・25・45

m-30 A 29・1 接合資料 279.3 3 黒曜石1・5 1014 （総重丑）

~ 1 29・2・1 渕片 R42 I 27 8.9 I 

.. 2 29・2・2 剥片 R41 I 28 3.9 5 

+ 3 29・2・3 石核 3 R42 1 266.5 1 m-26-49 産地分析試料X97

m-30 A 29-3 接合資料 1265.3 17 凩濯石 1 1015 （総頂Jit)
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掲載遺物一箆

挿図 番サ 図版・番サ 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遺物番号 重1i1: 接合点数 石質 母岩ぬ 接合No 掲戟番号 ≪a 考

日・30 A 29-4 -l 剥片 S42 22 (4.6) l 

3 T42 633 + 

29-4 -2 剥片 3 T42 100 6.3 .,. 

29・4・3 剥片 T42 I 46 (10.2) + 

29・4・4 剥片 3 T42 840 (76.3) ~ 

R41 I 46 ~ 

842 I 98 ，， 

842 I 331 ,. 

29・4・5 剥片 S42 I 149 3.3 + 

皿-30 1 29-4 -6 剥片 3 T42 1006 (2.6) ~ 

.. 1 29-4 -7 剥片 3 S12 34 (3.7) • 窟地分折試料X98

.,. 2 29・4・8 掻器 R41 I 4 (11.6) ,., m・25・42

842 I 83 ~ 

29・4・9 剥片 T42 586 (27.0) .. 
S42 I 361 ... 

842 I 432 ... 

m-30 3 29・4・10 石核 2 R37 13 1255.7 ... m-26-50 

m-56 A 44-l 接合資料 2736.8 38 黙曜石1・5 1 1 （総1ftlil:)

44・2・1 剥片 P68 I 1 (133.5) 1 

m-56 1 44・2・2 剥片 6 Q67 6 146.7 + 

+ 1 44・2・3 剥片 .. 069 3 113. 7 ，， 

+ 2 45・1・4 剥片 .. R66 ， 147.9 ，， 

.. 2 45・1・5 剥片 ,. 0邸 14 (46.2) み

4 〇邸 26 ~ 

45・1・6 剥片 ~ M68 18 (22.2) み

.. Q66 16 .. 
m-56 3 45・I・7 剥片 .. P67 61 (39.9) ，， 

.. Q67 7 .. 
.. 3 45・1・8 剥片 .. P68 3 ooi.9> ，， 

45・1・9 剥片 .. 〇邸 51 1.2 + 

皿・57 4 45・1・10 縦艮剥片 .. R66 24 129.7 み 苑地分折試科X55

.. R66 33 み

R66 I 6 5 

.. 5 45・l・11 剥片 6 応7 20 489.4 + 

参 5 45-1 -12 刹片 .,. M68 28 33.4 1 

.. 5 45-l。13 剥片 ~ Q66 14 181.9 + 

，， P67 64 .. 
45-1 -14 剥片 ，， L69 4 (32.1) .. 

+ 6 45-I -15 剥片 I..69 I 6 563.3 5 

• 7 45・1・16 剥片 6 N68 ， 297.9 1 

.. 1'67 12 • 

.. 7 45・1・17 剥片 .. R66 Zl (60.1) ... 

R67 I l 5 

45・1・18 剥片 6 R66 78 16.6 ~ 

45・1 -19 剥片 ~ 〇邸 6 (17.3) I 

m-ss 8 45-l -20 剥片 .. R66 31 26.0 ,.. 

~ R66 72 ，， 

.. ， 45・l -21 ナイフ形.fi召 + 〇邸 7 16.9 ... m-33-85 

P67 I 1 + 

令 10 45・1・22 ナイフ形石器 ,. R66 74 7.8 .. m-41-1ss 

P67 I 4 + 

45・1・23 剥片 6 M69 7 (5.3) 5 

45・1・24 剥片 ~ R66 77 (9. 7) 1 

45-1 -25 刹9ヤ .. R66 43 (2.4) + 

45-1 -26 剥片 .. Q67 33 (3.1) 5 

m-ss 11 45-1 -27 石刃桟 .. R66 17 221.2 ~ m-46・ 以0

m-s9 A 46・l 接介資料 2873.8 21 黒曜石 l 36 54 （稔霞伍）

~ l ・16-2・1 剥片 6 P66 43 175.2 I 
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挿図 番号 図版・番サ 器種等 石器プロック 発掘区 屈位 遺物番号 霞伍 接合点数 石質 母岩ぬ 接合No 掲戟香号 憐 芍

m-s9 1 46・2・I 剥片 6 P66 56 1 

排土 12 .. 
.. 1 46-2 -2 剥片 + M68 34 (33.4) .. 
• 1 46・2・3 剥片 .. P67 117 595.0 ク

~ 2 妬・ 2・4 剥片 • P66 80 (19.1) .. 
166 I I + 

,, 2 46・2・5 剥片 6 P66 77 (9.7) .. 
.. 2 46・2・6 剥片 .. P66 14 (17.1) み

.. P67 53 .. 
+ 2 46・2・7 剥片 .. P66 11 386.1 + 

.. P66 35 + 

+ 2 46-2 -8 剥片 .. P66 85 )26.2 + 

,j, 2 46・2・9 剥片 .. P66 46 25.8 .. 
み 2 46・2・10 石刃 み P66 21 23.9 .. 産地分析試料X77

m-ro 3 46・2・ll 剥片 .,. 067 46 120.4 ~ 

+ 4 46-2 -12 剥片 .,. P66 13 (12.6) + 

.. P66 53 .. 
.. 5 46-2 -13 刹片 .. P66 22 (3.4) ... 

令 P67 87 .,. 

.,. 6 46-2・14 石刃核 8 碑 11 1295.3 .. m-47-248 

m-61 A 47・1 接合資料 3903.7 39 黒曜石1-5 37 55 （稔直丑）

• 1 48・l・l 剥片 8 T69 23 (203.8) l 

,. T69 6 + 

48・l・2 剥片 6 067 

“ 
(82.7) .. 

~ P66 7 .. 
.. P66 ， .. 

48-1 -3 剥片 K68 I 1 61.8 + 

m-61 3 48・1・4 剥片 6 K68 3 (137. 9) 5 

,., N67 1 1 

.. 067 17 + 

侶・1・5 剥片 .. P66 12 19.0 + 

+ 2 侶-1 -6 剥片 .. M68 5 183.9 9 

み 067 7 ~ 

.. 067 38 + 

.,. 臨 37 ... 

.. 4 48・I・7 縦長剥片 .,. P66 71 (63.6) + 

+ P66 88 ~ 

.. 5 48-l -8 縦圧剥片 ,. P66 16 238.8 ~ 

+ P66 17 .,. 

• P66 24 .. 
~ P66 25 .. 

m-62 6 48・1・9 縦長剥片 . L68 6 573.7 .,. 

.,. M67 3 .. 
* M67 7 ~ 

.. P67 79 ,,. 

.. 7 48・I・10 縦氏剥片 .. M68 l 68.1 .. 
• 066 15 .. 

+ 8 48・1・11 縦仕剥片 + M67 3 70.8 .. 
.. ， 48-1 -12 剥片 .. K68 4 40.5 ~ 

~ 067 39 .. 
.,. P67 59 ~ 

.. ， 48・l・13 剥片 ~ P67 100 29.2 .. 

.. ， 48-l -14 剥片 .. 臨 58 91.9 + 

参 10 侶。 l-15 剥片 .. M67 11 37.4 + 

.,. 067 12 ，， 

+ P66 74 .. 
.. 11 侶.1・16 剥片 ，， N67 6 (174.5) み•

"' 〇邸 12 ~ 
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掲載遺物一箆

挿図 番サ 図版・番号 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遺物香サ 直量 接合点数 石質 母岩No 接合応 掲戟番号 債 考
m-62 12 49・1・17 剥片 6 067 28 43.l 1 産地分析試料X78
m-63 13 49・1・18 石刃核 8 T70 22 1739.0 + m-47-249 

皿・63 A 47-I 接合資料 1479.0 20 凩瑾石1-5 33 46 （総重Ji)
.. 1 49・2・1 剥片 6 P66 5 147.2 1 

.. P66 68 .. 
+ 2 49・2・2 剥片 070 I 3 6.6 .. 
，， 2 49・2・3 剥片 6 Q68 21 23.8 ~ 

.,. R66 48 ,. 
.. 2 49-2・4 剥片 "' P67 13 (41.0) .. 

49・2・5 剥片 .. M邸 32 276.8 .. 
剥片 + N68 5 63.7 参

，， 2 49・2・6 剥片 + J68 1 'l:74.1 . 
+ Q66 ， ~ 

+ 2 49・2・7 二次加工ある剥片 .. 〇邸 3 (79.0) + 

.. 2 49・2・8 剥片 .. R66 50 117.8 .. 
~ R66 93 * 

.. 3 49-2 -9 剥片 .,. 
Q66 8 62.5 み

.. 5 49・2・10 ナイフ形石器 .. M68 8 (52.6) 5 皿・34・93

0邸 I 1 1 

.. 4 49・2・11 石刃 7 R71 171 (61.8) .. 
8 S70 ， .. 

.. 6 49・2・12 ナイフ形石器 6 Q67 30 (7.2) + m-40-179 匿地分析試科X73

~ 7 49・2・13 石核 Q68 15 264.9 み W・47・246 

m-6s A 55・1 接合資料 2291. 7 62 瓜曜石1・5 25 34 （稔頂伍）

.. 1 56・l・l 縦長弱片 1..69 I 2 334.5 5 

.. 2 56・l・2 弱片 5 N63 1 80.6 .. 
.. Q65 8 .. 

P64 II 10 .. 
P66 II 7 ゆ

2 56・1・3 剥片 6 P66 34 (2.6) .. 
.. 2 56・I・4 剥片 .. P66 49 (10.5) .. 

~ P67 50 + 

.. 2 56・l・5 剥片 .. 畷 33 287.1 ~ 

.. P66 84 " .. 2 56・1・6 剥片 5 L65 1 40.4 .. 
6 P66 54 参

56・l・7 剥片 J68 2 17.2 .. 
m-65 2 56・I・8 剥片 6 067 :rl (48.9) .. 

56・l・9 剥片 + P67 106 (26. 7) .. 
56・1・10 剥片 .. P66 83 (2.2) + 

56・1・11 剥片 ,. P67 21 (5. 7) ~ 

m-66 3・1 56・1・12 掻器 .. P66 23 (195.5) ク m-43-21s 

剥片 ~ P66 67 9.9 .. 
+ M69 1 .. 

... 3 56・1・13 剥片 7 R72 73 (29.1) .. 
.. R73 8 .. 
.. R69 94 .. 

.. 3 56・1・14 剥片 6 1'67 96 3.4 + 

.,. 3・2 56・l・15 ナイフ形石諾 ク P66 1 147. 7 1 m-37-128 

.. P66 48 5 

.. 3 -3 お・ l・16 石刃 + 067 'l:l 39.2 .. 
令 P66 57 .. 

.. 3 56・l・17 剥片 参 M68 24 (55.3) .. 
参 N69 4 今

1.69 I 4 .. 
• 3 56・1・18 剥片 067 I 1 (4.2) .. 

56・l・19 剥片 6 P67 56 (4.1) + 

~ P67 57 .. 
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挿図 番号 図版・番サ 器種等 石器プロック 発掘区 園位 遺物番号 爪伍 接合点数 石質 母岩No 接合No 掲戟番号 憐 考

m-66 4 56・I・20 F刃 .. P66 47 118.1 5 

• 5 56・l・21 ナイフ形6註 8 S70 4 40.1 + m-35-97 

S71 I 2 .. 
~ 6 56-l -22 ナイフ形石器 7 R71 183 (1. 7) み m-38-143 

.. 7 56・I・23 ナイフ形石器 8 572 1 151. 5 ，， m-31-1切

56・1・24 剥片 6 067 20 3.7 .. 
，， P66 41 ,,. 

m-s1 8 56-1 -25 剥9ヤ ク Q67 39 116. 7 .. 
56-1 -26 剥片 .. 067 34 04. 7) ... 

.,. P67 11 .. 
56-I -27 剥片 + P66 51 6.1 ，， 

m-67 ， 56-l -28 ,6JJ ,., N69 16 26.7 令 産地分折試料X67

56-l -29 二次加工ある刺片 .. P66 52 (23.9) .. 
7 R71 19 .,. 

57-l -30 剥片 6 067 47 34.8 ~ 

~ P66 30 . 
み P66 66 .. 

m-67 10 57-I・31 ナイフ形石器 7 R71 213 (21.4) ,; m-41-189 

.. R71 224 .. 
57・I・32 二次加工ある剥片 6 〇茄 10 (11. 3) ~ 

57・1・33 剥片 ~ P66 50 17.3 ~ 

57・1・34 剥片 .. P66 27 (6.6) .,. 

57。1・35 剥片 み P66 91 (7.9) .. 
57・1・36 剥片 ，， P67 糾 (3.5) .. 
57・1・37 剥片 ~ K68 l (8.6) .. 

N67 II 5 ,. 

57-l -38 6刃 6 畷 75 (7.4) .. 
m-67 ll 57・I・39 石A核 ~ P66 2 324.9 1 m-46-245 

m-68 A 50・1 接介資料 3406. 7 79 黒曜石1・5 27 39 （総重伍）

m-69 1 -1 51・1・1 剥片 6 噂 11 195.8 5 

m-68 I 51・l・2 剥片 .. 067 30 35.0 + 

皿・69 1-2 51・1・3 刹It' " Q66 11 38.5 ~ 

.. 1・3 51-1 -4 剥片 .. R66 69 (32.1) .. 
令 1・4 51-1 -5 剥片 ，， R66 19 26.5 ，， 

.. 1・5 51・1・6 剥片 ,., 068 39 7.3 + 

.,. 1・6 51・1・7 刺片 ，， L68 5 21.6 ~ 

~ M69 6 .,. 

m-68 2 51-1 -8 剥片 L69 I 8 162.3 + 

日・69 3 51-1 -9 剥片 6 0邸 25 040.0) ，， 

，， 〇邸 訂 ~ 

~ P68 11 ~ 

N69 I 1 .. 
070 I 1 ク

，， 4 51-1 -10 剥片 M68 I 1 058.4) ,., 

N67 I l + 

臨 I 4 ~ 

+ 5 51・l・ll 剥片 6 P68 10 265.0 + 

.. Q67 3 ，， 

.. 5 51・1・12 剥片 + P67 6 103. l ~ 

.. Q66 10 ~ 

，， Q67 38 .,. 

... 5・I 51・1・13 縦艮剥片 <, P67 71 71.4 "' 
.. Q66 15 .. 

~ 5 51・l・14 剥片 7 Q71 1 (99. 7) .. 
069 I 1 ~ 

+ 5 51・1・15 剥片 6 P68 12 (19. 7) ，， 

，， 6 51-1 -16 剥片 ，, L69 3 100.2 ,, 

., N67 5 .. 
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掲載迫物一覧

挿図 番サ 図版・番サ 四種等 石器プロック 発掘区 層位 遠物番号 直fil: 接合点数 石質 母岩No 接合ぬ 掲戟番号 偏 考

m-69 6 51・1・16 刹9ヤ 6 N69 3 5 

.. 069 8 .. 

.,. 069 29 ~ 

m-10 7 51・1・17 剥片 069 I 2 23.2 + 

~ 7 51・1・18 剥片 L69 I 3 (19.2) ~ 

~ 7 51・1・19 剥片 068 I .. (6.4) + 

.. 7・l 51-1-20 石JJ M67 I 2 224.3 . 

.. 7 51・1・21 剥片 6 P67 76 (38.4) .. 
~ 8 51・1・22 剥片 P68 I 4 (36. 7) み

Q68 I 6 .. 
.,. 7・2 51・l・23 縦長剥片 6 069 12 51.9 ... 
.,. 7 52・l・24 縦長剥片 .. L68 4 48.6 * 

J69 I 1 + 

.. 7 52-I -25 刹片 6 L67 3 (73.6) .. 

.. 8・1 52・l・26 石ヌJ .. 1'67 38 85.5 + 

.. 8 52・l -Z'l 刹片 .. P67 66 (11.5) + 

~ 8 52・1・28 縦長剥片 N71 1 84.6 ~ 

.. 8 52-1 -29 剥片 R66 I 5 (17.4) .. 
52・I・30 剥片 6 P67 29 6.3 み

~ 8・2 52-I -31 石刃 .. 〇邸 16 (29.4) .,. 

.. P67 Ill .. 

.. P68 6 .. 
067 I 6 .. 

，， 8・3 52・1・32 石刃 6 0邸 15 (65.4) ,.. 

~ P68 18 ，， 

m-11 9・2 52・1・33 縦長剥片 ~ Q67 26 58.8 ，， 

068 I 2 ~ 

〇邸 n 8 + 

.. 9・l 52・1・34 石刃 4 J69 l 47.7 5 

6 K68 5 + 

52・1・35 二次加工ある剥片 + Q67 49 (4.9) + 

+ ， 52-1 -36 縦長剥片 .. 噂 32 (Ill. I) + 

み 10 52-l -37 討）ヤ ~ N69 7 (1. 7) .. 
10 52・1・38 剥片 ，， Q67 11 1.0 ~ 

10 52・l・39 剥片 • Q67 53 2.1 .. 
10 52・1・40 剥片 .. N69 ， 1. 7 + 

m-11 10・1 52・l・41 石刃 .. Q67 ， 42.4 .. 
.. R66 21 ~ 

.. 10 52・1・42 剥片 .. 噂 46 (30.3) ~ 

~ 069 10 .. 
.. 10・2 52・l・43 石刃 .. 069 34 27.3 .. 

~ R66 51 ~ 

.. 10 52・I・44 剥片 .. R66 7 30.5 • 

" 11 52・1・45 縦長剥片 ~ 067 25 (13.0) ~ 

.. 11 52・1・46 縦長剥片 ，， N69 5 25.1 ，， 

+ 11・1 52-1 -47 縦長刹It .. P67 112 82. l .. 産地分析試料X69

+ 11・2 52-l -48 縦長剥片 .. 1..69 2 58.8 .. 
+ R66 16 " 

Q67 I 1 今

+ 12 52・1・49 石刃核 ポサ 1 569.2 .,. m-45・232 

m-13 A 53・1 接合資料 1368.0 24 黒曜石1-5 7 14 （総瓜且）

54・1・1 剥片 8 571 10 199.9 5 

m-14 2 54-1 -2 縦長刹片 H64 I l 95.7 .. 
.. 2 54-1 -3 縦長剥片 5 165 I 11. l .. 
,. 2 54-1 -4 縦長剥片 ~ J64 2 176.7 + 

.. 3 54・1・5 ナイフ形石召 Q71 I 1 24.6 l m-31-59 

~ 4 54-1 -6 剥片 5 165 2 26.0 5 苑地分析試料X59

+ 4 54-l -7 剥片 P64 I 2 23.0 .,. 

* 4 54-1 -8 剥片 5 064 1 36.9 1 
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挿図 番号 図版・番号 器種等 石呂プロック 発掘区 層位 遺物番号 重伍 接合点数 石質 母岩No 接合ぬ 掲載番号 慎 考

m-74 4 54・1・9 縦長剥片 1..64 I 2 11. I l 

.. 5 54・1・10 石刃核 5 L64 3 210.5 + 口・45・237

m-73 1 54・l・ll 剥片 P73 I 7 (5.6) .. 
~ 1 54・1・12 剥片 5 164 5 46. 1 ~ 

剥片 .. M65 3 ~ 

.. l 54-1 -13 剥片 7 R71 40 268.3 .. 
.. R71 41 ，， 

8 S67 1 .. 
.,. S68 1 ク

.. S68 2 * 

.. S68 16 . 
参 1 54-l -14 剥片 072 I 4 35.8 + 

参 1 54・1・15 揖器 'P'll I 6 (112. 7) .. 
.. I a・1・16 剥片 I'll I ， (20. 7) .. 
令 1 54・1・17 剥片 171 I 5 (41.0) .. 
.,. 1・1 54・1・18 ナイフ形石器 077 I l (22.3) . m•34·193 

m-1s A 53-3 接合資料 18.8 2 黒曜石 1 7 15 （総重:fi1:)

... I 54-1 -1 ナイフ形石器 8 T69 7 4.9 l m-37-117 

54-1 -2 剥片 6 〇邸 23 13.9 ~ 

m-74 A 53・2 接合資料 157.8 7 黒嘔石 l 7 16 （稔翫fil::)

.. 2 54・2・1 剥片 072 I 5 25.6 l 

072 I 6 + 

令 l a・2・2 剥片 P71 I 12 (14.4) 令

• 2 54・2・3 剥片 7 Q69 5 18.4 .. 
令 2 54・2・4 剥片 + Q70 16 22.5 .. 
.. 3 54・2・5 剥片 + P71 6 3.0 令

.. 4 54・2・6 石核 .. P71 36 73.9 令 m-49-258 

m-74 A 53・4 接合資料 62.3 6 黒噌石 1 7 18 （総重伍）

+ 1 54・3・1 ナイフ形石器 7 R70 19 9.4 1 W・33響86

R70 I 8 .,. 

54-3-2 剥片 7 R69 74 37.8 .. 
.. R72 15 ＊ 

ゆ 2 54-3 -3 ナイフ形石器 R72 I 1 4.6 ゅ m-36-llO 

54-3 -4 剥片 7 Q72 46 10.5 + 

m-16 A 55-1 接合資科 1427.6 20 黒曜石 1 17 25 （総重丑）

令 l 57-2 -1 縦長剥片 7 P71 34 182.8 1 

.. I 57・2・2 剥片 N67 I 4 9.2 令

• 1 57・2・3 剥片 7 P70 27 531.8 ＊ 

.. Q69 22 .. 
Q69 26 + 

067 I 1 み

• 1 57・2・4 縦長剥片 'P'll I 7 115.8 ,. 

排土 2 .. 
参 2 57・2・5 剥片 7 Q69 15 (6.6) + 

参 2 57・2・6 剥片 + 072 ， 6.7 .. 
.,. 3 57・2・7 剥片 072 I 7 (22.3) .. 

P71 I 15 + 

P7I I 27 .. 
m-77 4 57-2 -8 剥片 7 P71 35 蕊 .4 参

.. 7 57・2・9 縦長剥片 .. P72 25 (4. 7) 参 産地分析試科X61

+ 8 57・2・10 剥片 P'll I 25 5.1 ~ 

+ ， 57-2 -11 石刃核 7 Q69 12 蕊 .0 令 m-39・233 

m-76 C 接合賀科 92.2 凩吼石 1 17 26 （稔重fit)

m-11 57-2-12 剥片 P71 28 (3.2) l 

~ 5 57・2・13 縦長剥片 排土 4 (10.9) み

6 57・2・14 7 072 2 78.1 .. 
口・78 A 58・1 接合資料 987.3 51 黙濯石 1 23 49 （総重fil:)

59・I・I 剥片 5 164 3 加 .8 l 
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掲載遺物一箆

挿図 番サ 図版・番号 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遠物香号 重凸 接合点数 石質 母岩No 接合No 掲戟番号 情 考

m-78 59・1・1 剥片 5 L65 8 1 

.. P64 8 .. 
K64 I 1 .. 
M65 I 3 .. 

59・1・2 縦長洞片 5 L64 2 134.0 + 

59・l・3 縦長剥片 B臼 n 2 (14. 7) .. S.P. 62380R20 

59・1・4 剥片 5 N64 1 (1.4) .. 
') l 59・1・5 石刃 ，， L65 10 60.3 1 

M65 I l + 

+ 2 59-1 -6 石刃 5 P64 10 35.7 ，， 

+ P65 1 + 

7 R69 52 .. 
P64 D 7 ~ 

+ 3 59・1・7 掻器 T69 I 2 56.4 + m-42・204 

59・1・8 縦長剥片 7 R7l 220 (11.5) み

み 4 59・1・9 石刃 5 N65 5 31. 7 .,. 

+ Q64 2 ~ 

+ 5 59・1・10 石刃 R67 ， (62.5) + 

8 T69 ， + 

59・1・11 縦長剥片 5 P64 15 (37.9) + 

59・1・12 剥片 .. 164 2 (12. 4) .. 
59・l・13 縦長剥片 参 N65 4 (25.9) .. 
59・1・14 剥片 + J64 3 (36.0) .. 

P64 I 1 .. 
+ 6 59-1 -15 ナイフ形石器 S70 I l (8.9) + m-38・151 

59・1・16 剥片 ポサ ， (14.0) ~ 

59・l・17 縦長剥片 5 P64 12 (8.2) • 

7 R70 91 .. 
59・1・18 剥片 5 J63 l (2.1) ゆ

59・1・19 縦長剥片 7 Q71 13 11.7 .. 
+ R69 83 .. 
.. R71 98 .. 

59・l・20 縦艮剥片 .. Q72 56 (6.2) • 

+ 7 59・1・21 ナイフ形石器 .. P71 30 (27.8) + m-31-126 

072 I 1 9 

+ 8 59・1・22 石刃 7 071 3 29.7 .. 
. P70 14 .. 

排土 3 • 

59・1・23 剥片 5 L65 2 (2.4) .. 
59・1・24 石刃 み J64 4 (49.8) ~ 

，， 064 2 ~ 

.. P64 2 ，， 

59・1・25 剥片 5 L65 5 (8.1) .. 
7 P70 17 令

59・1・26 縦長剥片 5 0お 6 (ll.O) .. 
59・1・” 剥片 7 R70 134 (14.5) • 

59・I・28 剥片 + R70 56 (6.5) + 

• R71 81 + 

• ， 59・1・29 縦長剥片 8 T66 19 58.2 ~ 

.. T66 24 .. 
m-79 A 58・2 接合資料 870.9 17 黒曜石 1 23 53 （総重lil)

参 1 60・1・1 剥片 5 L65 12 (68.3) 1 

+ 2・1 60・1・2 石刃 .. Q64 10 (76.2) 参

＊ 2 60・1・3 剥片 7 P70 25 (7.4) + 

.. 2 60・1・4 剥片 5 Q64 ， 74.1 令

~ 2 60・1・5 剥片 .. 0お 5 (70.4) • 

~ 2 60・1・6 一次加工ある剥片 8 S73 1 (22.1) • 

，， 3 60・1・7 石刃 5 065 1 (1().1.4) • 
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挿OO 酢サ 図版・番り・ 器種等 石器プロック 発揖区 層位 遺物香号 重且 接合点数 石買 母岩No 接合No 掲戟番サ 債 考

m-19 3 60・I・7 石刃 5 065 4 I 

8 T66 15 ，， 

Q68 n 2 ~ 

，， 4 60・I -8 縦長剥片 7 Q71 27 (21. l) ~ 殺地分析試科X83

60・1・9 剥片 5 P64 16 (23.1) ~ 

60・I・10 剥片 7 Q71 56 (16.6) .. 
60・1・11 剥片 5 Q64 5 (117.3) ，， 

+ 5 60・1・12 縦長剥片 .. N65 2 147.3 • 

.. N65 3 .. 
，， 6 60・1・13 石核 B図 II 1 (122.6) ,. m-45-238 S.P. 62380R20 

W・Sl A 66・1 接合賀料 502.0 7 瓜曜石1・5 お 83 （総頂ほ）

66・3・1 剥片 J64 5 7.3 I 

，， I 66-3 -2 縦長剥片 5 16'1 6 17.3 1 苑地分析試料X70

，， 2 66・3 -3 剥片 8 T67 1 238.4 ，， 

，， 3 66・3・4 剥片 7 Q72 116 (13.1) ，， 

，， Q72 134 .. 
.. 4 66-3-5 石刃核 8 T68 5 225.9 5 m-46-244 

皿・82 A 62-2 接合資料 322. l 20 黙咀石 1 42 72 （鯰lfcfil:l

ク 1 62・3・1 ナイフ形石器 7 Q69 13 (28.0) I m-'Sl-121 

S68 17 • 

S68 I 2 .. 
868 I 3 ，， 

.. 2 62・3・2 掻器 ＾ ヽ
Q71 16 76.3 ~ m-43・209 

R68 4 ~ 

R68 n 10 * 
62-3・3 石刃 7 Q72 123 (110. 7) + 

.. R71 II ，， 

，， R71 61 ，， 

+ R71 63 ~ 

S68 12 .. 
.. 3 62・3・4 ナイフ形石器 7 P72 37 {l.6) .. m-31-122 

62・3・5 剥片 .. R69 99 (3.3) .. 
62・3・6 剥片 .. R69 n (8.2) .. 
62・3・7 剥片 .. R70 66 19.4 .. 

R71 I 25 ，， 

.. 4 62・3-8 ナイフ形石器 7 R7l 65 (21.5) ，， m-41・194

62・3・9 縦長剥片 .. S69 7 53.1 ~ 南地分析試料X80

~ 5 62・3・10 石刃核 .. R70 l 82.8 .. m-45・235 

m-83 A 60-2 接合資科 634. 7 27 凩曜石 l 21 30 （総直伍）

今 1 60・3・1 剥片 7 R69 102 107.9 l 

，， R70 30 .. 
.. 2 60・3・2 剥片 R71 I 22 (55.9) .. 
.. 2 60・3・3 剥片 7 R71 236 (14.9) .. 
.. 2 60・3・4 渕片 .. Q73 2 17.6 .. 
.. 2 60・3・5 対片 ~ R69 84 (23.8) .,. 

R70 I 13 .. 
,,. 2 60-3-6 渕片 R71 I 30 (10.8) . 

m-84 3・I 60・3・7 縦長剥片 7 Q71 20 98.0 ~ 

.. Q71 37 ，， 

.. R70 36 ，，， 

,, R71 130 .. 
.. R71 147 .. 

R71 n 19 .. 
，， 3・3 60・3・8 剥片 7 Q72 128 (4.6) .. 
.. 3・2 61・1・9 縦長羽片 .. R70 102 69.0 ,, 

" Q71 5 ，， 

み Q71 68 ~ 

~ 3・3 61・l・10 渕片 .. R70 57 73.1 ，， 
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掲載遣物一覧

挿図 番号 図版・番号 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遺物番号 重:!i1: 接合点数 石質 母岩No 接合No 掲戟番号 伯 考

m-84 3・3 61・1・10 剥片 R71 I 21 l 

m-83 3 61・1・11 剥片 7 R73 23 6.4 ,., 産地分析試科X65

m-84 3-4 61-1-12 ナイフ形石器 ，' Q72 86 (5.6) ，' m-38・150 

" 4 61-1-13 剥片 ,. R71 226 3.6 ~ 

~ 5 61・l・14 剥片 Q73 I 5 12.5 ，' 

.. 6 61・1・15 剥片 R7l I 33 7.4 .. 
~ 7 61・l -16 剥片 R73 I 8 8.6 .. 
み 8 61-1-17 石核 7 R69 34 115.0 .. m-49-257 

m-84 A 61-2 接合資料 31.5 6 黒曜石 1 21 88 （稔重li1:)

~ 1 61・3・l ナイフ形石器 Q72 I 25 (8. l) l m-40-11s 

61-3 -2 剥片 7 Q7) 55 (23.4) ，， 

,, R70 37 ~ 

~ R70 95 .. 
., R71 127 ,. 

R7l I 13 .. 
m-ss A 61-4 接合資科 653.4 43 黒曜石1・3 20 29 （稔重且）

み 3 61・5・1 渕片 7 Q71 26 89.4 l 

.. l 61-5 -2 剥片 Q72 I 7 (6.4) ,., 

~ 1 61-5 -3 剥片 7 R70 131 (l.6) 3 

+ 1 61-5 -4 二次加工ある剥片 .. R71 159 45.5 .. 
.. R71 29 ,. 

S69 I 1 .. 
.. l 61-5-5 剥片 7 R71 101 (3.8) I 

,. l 61・5・6 縦長剥片 + R71 lll (30.5) ,. 

.. R71 115 ，， 

~ l 61-5 -7 剥片 S67 7 (26. 7) " 
+ 1 -1 61・5-8 ナイフ形石器 7 P70 16 20.6 1 皿・33・82

.. P71 20 .. 
072 I 11 3 

m-ss 1 61-5 -9 縦長剥片 7 Q7l 12 49.9 l 

.., R71 189 ，， 

~ 1 61-5 -IO 石刃 + R70 125 28.0 ,, 産地分折試科X64

62-I -11 剥片 Q72 I 22 14. 7 1 

+ l 62-1 -12 剥片 Q72 I 24 (57. 7) .. 
7 Q73 17 <, 

.. R70 130 .. 
+ R72 58 3 

.. S70 12 .. 
.. 2 62・1・13 二次加工ある剥片 Q69 18 (6. 7) ~ 

.. l 62・1・14 剥片 7 R72 55 12. 7 .. 
R70 I 14 + 

.. 4 62・1・15 石刃 7 Q72 106 (35.8) + . R69 76 .. 

.. 4 62・1・16 縦仕剥片 .. Q72 71 (9.0) 1 

,. R70 5 .. 
令 4 62-1-17 縦仕剥片 .. Q71 6 20.5 .. 

.,. Q72 ro 3 

.. 4 62-1 -18 縦長剥片 .. R70 45 (2.6) ~ 

m-86 5 62・I・19 ナイフ形石器 Q70 I 3 20.8 " 皿・31・55

.. 6 62-1 -20 禎片 7 S70 14 60.6 ，， 

62-l -21 剥片 ~ Q72 65 4.3 ~ 

.. 6 62-l -22 縦長剥片 • Q72 78 17.4 .. 
.. R69 78 ，， 

.. 6・1 62-1 -23 ナイフ形石器 .. Q72 108 23.2 + m-34-89 

.. R69 50 .. 
.. 6-2 62-l -24 ナイフ形石器 .. P70 30 5.9 .. m-33-n 

R69 I 1 ,. 

62-1 -25 剥片 7 R71 1 (1.5) .. 

301 



挿図 番サ 図版・香サ 召種等 ti器プロック 発掘区 沼位 遺物番号 直伝 接合点数 石質 母むNo 接合出 掲載番サ 偉 考

皿・86 7 62・1 -26 石刃核 7 Q72 127 57.6 3 m-46-242 

m-s1 A 67・l 接介資料 509.1 18 限罐石 1 18 ” （稔頂S:)

67・2・I 渕片 070 I 2 (55.5) .. 
W・87 I 67-2・2 剥）t 7 R72 42 98.1 1 

67-2-3 刹）ヤ ，， Q72 51 (4.4) .. 
m-s1 2 67-2 -4 剥)¥- ，， R73 13 4.4 .. 
.. 2 67・2・5 剥）ヤ ，， Q72 129 (2.0) .. 
，， 3 67-2-6 剥片 R67 12 40. l .. 歎地分折試料X62

67・2・7 剥片 R71 I 32 .. 
i R71 10 16.3 .. 

m-s1 4 67・2・8 刹｝ヤ R71 I 7 13.9 .. 
R71 I 43 ~ 

，， 5 67・2・9 6ガ 7 Q72 119 10.8 .. 
，， R7l 128 ~ 

.,. 6 67・2・10 二次加工ある剥片 R69 I 7 13.5 ，， 

. 7 67・2・11 剥片 7 R70 24 32.1 ~ 

,.. R70 107 ~ 

,.. R72 12 " 
.. R72 13 .. 

.. 8 67・2・12 WJ核 R71 I 10 218.0 .. m-45・234 

ロ・88 A 63・1 接介資料 1174. 1 18 黙曜石 1 19 28 （総爪liJ:)

.. l 64-I -I 揖侶 8 T70 ， 72.2 1 ID・43・2ll 

.. 2 64・1・2 剥片 P71 I 13 (26.6) ~ 

P71 I 14 .. 
，， 2 a・l・3 剥片 073 n l 175.5 令

ポサ 5 ~ 

.. 3 64・1・4 剥片 7 P70 5 (8.0) ~ 

+ 3 a・I・5 潟）ヤ .. P71 22 (4.5) 令

み• 4 64・I・6 剥片 P71 n 2 (1.0) .. 
.. 4 64・I。7 縦艮剥片 7 Q70 29 (46.6) .. 

,. Q70 30 令

P71 I 33 • 

~ 2 64・I・8 剥片 7 071 l (9.2) .. 
，， 4 64-I -9 縦長剥片 .. 073 n 2 (56.8) ，， 

.. 4 -I 64-1-10 縦長剥片 ，， P70 13 48.6 ，， 産地分析試料X63

+ 4・2 64・1・11 剥片 ,, Q69 29 46.9 ，， 

.. 4・3 64・I・12 縦長剥片 P70 I 3 I. 7 ，， 

m-s9 5 “。 1・13 石刃核 8 T69 17 676.5 + 皿・45・236

m-s9 A 65・2 接合賀科 358.0 3 黒曜石5 26 37 （総頂紐）

65-3 -1 剥片 4 J70 2 (7.1) 5 

65-3 -2 剥片 み H72 4 34.0 ，， 窮地分析試料X68

m-s9 I 65・3・3 石刃核 .. J70 10 316.9 ，， m-46-241 

m-oo A 67・3 接合資料 673.2 ， 黙曜石 1 31 43 （稔頂且）

.. I 68・l・l 渕9ヤ 8 T69 48 280.3 1 

.. 2 68・1・2 l!JJ .. T69 37 25.5 .. 殻地分析試料X72

，， 2 68-1 -3 剥片 .. TIO 5 (3.9) .. 
.. 2 68・I・4 縦長剥片 + T69 24 (5.0) .. 
.. 2 68・1・5 縦長剥片 ，， T68 12 (22.2) * .. 2 68・1・6 6ガ ~ S66 1 42.4 .. 

，， S66 ， .. 
.. '1'69 18 .. 

，， 3 68-1 -7 石JJ核 .. T69 16 (293.9) .. m-46・243 

m-91 A 63・3 接合資料 375.0 5 瓜曜石5 4 7 （鯰重旦）

.. 1 64-3 -I 縦長消片 7 Q72 95 6.9 5 醗地分析試科X57

.. 2 aべ 3-2 ナイフ形石召 8 T66 18 6.2 ,. m-36-106 

.. 3 64・3・3 石核 P73 n 4 76.4 み m-47・247 

.. 4 64・3・4 対It 7 Q72 97 14.4 ~ 

+ 5 64・3・5 石核 8 S66 2 271. l .. m-4s-2s1 
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掲載遺物一罠

挿図 番号 図版・番サ 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遺物番サ 重凪 接合点数 石質 母岩ぬ 接合伽 掲戟番サ 偉 存

m-91 A 63-2 接合資料 236. 7 6 凩曜石1・5 4 8 （稔重:fil:)

64-2 -1 剥片 8 T68 7 36.1 1 

64-2 -2 剥片 7 Q72 90 (30. 7) .,. 

64・2・3 剥片 8 '1'69 46 (98.9) み

m-91 1 64・2・4 ナイフ形石器 7 R70 ll3 38.3 5 皿・32・73

64-2 -5 剥片 R66 I 7 11.2 5 m-91-1と折れ接合

64-2 -6 剥片 7 Q72 139 21.5 5 

m-93 A 68-2 接合資料 457.6 11 凩曜石1・3 5 ll （稔頂ほ）

~ 1 68-3 -1 剥片 7 R69 64 (6.8) 3 

.,. 2 68-3 -2 剥片 ，， P71 27 40.5 1 

68・3・3 剥片 .. Q72 98 (12.6) .. 
m-93 3 68-3-4 渕片 .. Q69 23 22.3 3 苑地分折試料X58

• 4 68-3 -5 縦長剥片 ~ P72 5 64.3 ~ 

68-3 -6 剥片 ~ P72 12 (19.9) ，， 

P72 n 11 .. 
m-93 5 68・3・7 剥片 7 R70 88 (79.2) .. 

68-3-8 刹片 R69 I 5 (1.8) .. 
皿・93 6 68-3-9 石核 P71 I 5 (210.2) .. m-48-250 

7 R69 65 + 

m-93 A 68-4 接合資料 44.7 4 凩耀石3 5 12 （稔．頂且）

68-5 -1 石刃 7 R69 19 (16.5) 3 

68・5・2 縦長剥片 + P72 7 (6.0) ,, 

68-5-3 縦長剥片 .. Q69 24 24.4 .. 
m-93 1 68-5-4 ナイフ形石器 ，， Q72 92 (3.2) .. m-38-134 

m-94 A 66-2 接合資料 401.0 2 黒曜石 l 22 33 （鯰瓜且）

，， 1 66-4 -l 剥片 4 L72 2 198.6 I 産地分析試料X66

+ 2 66-4 -2 石刃核 L72 I 1 205.4 .. 皿・46・239

m-94 A 77-2 接合資料 432.1 2 黒曜石 l 62 89 （鯰lftlil:)

• I 77-3 -1 縦長剥片 P71 I 19 8.1 l 

.. 2 77-3-2 石核 1.69 I I 424.0 .. m・48・254 

m-95 A 63-4 接合資料 366. l 14 閲嘔石 1 44 66 （総爪伍）

,., 1 65-1 -1 掻器 6 Q67 侶 54.8 I m-43・213 

65・l・2 石刃 Q67 I 5 (17.6) .. 
皿・95 2 65・I・3 二次加工ある渕片 6 1'67 39 59.2 .. m-44-211 

.. P67 77 .. 
65-l -4 縦長剥片 .. R66 70 31.8 .. 

’’ 3 65・I・5 縦長剥片 B田 n 1 76.0 .. S.P.62400R20 

65-1-6 剥片 6 Q66 7 (5.6) .. 
m-95 4 65-1 -7 ナイフ形石器 .. 069 38 (7.0) .. [D・39・165 

65-1 -8 剥片 ，， R68 5 (2.6) .. 
m-95 5 65・l・9 石刃 ,. N68 8 45.4 ，， 

.. 7 65・1・10 ナイフ形石器 .. 069 11 (8.2) ~ m-JS-152 

65-I -II 縦長剥片 Q67 I 4 (30.6) ，， 

m-95 6 65-1 -12 ナイフ形石器 i R69 46 (l.8) .. 皿・38・133

~ 8 65・1・13 石刃 6 R66 14 (31.8) .. 殻地分折試料XBI

皿・96 A 65・3 接合資料 218.1 5 限濯石 1 34 48 （総頂fil:)

.. 1 65・4・1 ナイフ形石器 069 I 8 13.4 I m・31・61

P68 I 3 .. ID・42・20i 

.. 2 65・4・2 揖器 6 R66 1 58.0 .. 産地分折試料X74

.. 3 65・4・3 縦艮剥片 み R66 53 74.3 .. 
，， 4 65・4・4 ナイフ形石器 .. Qfi6 13 72.4 .. 

m-96 A 69・l 接合資料 84.9 ， 黒耀石1・3 34 58 （総政旦）

69-2 -1 剥片 6 P67 63 7.1 1 

m-96 1 69-2 -2 ナイフ形石器 .. P68 17 12.1 .. m-31-s1 産地分析試料X75

.. 2-1 69-2 -3 削片 7 Q72 21 2.9 + 

~ 2-2 69-2 -4 彫器 .. R69 59 42.5 .. ロ・42・201

.. R70 103 .. 
S68 15 .. 
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挿図 番サ 図版・番号 器種等 石器プロック 発掘区 層位 遺物番サ 煎fil: 接合点数 石質 母牡応 接合Na 掲戟番号 憐 考

皿・96 3 69-2 -5 ナイフ形石器 7 Q70 2 20.3 l m-31・58 

074 I 4 ~ 

R68 1 ， 3 

m-97 A 69・3 接合資料 106.2 2 黙曜石 l 48 70 （総爪ほ）

.. 69・4・l 剥片 5 K65 2 (42.4) 1 m-34-92 

.. l 69・4・2 ナイフ形石器 8 S71 1 (63.8) .. 
m-97 A 69・5 接合資料 68.6 2 黙曜石 l 59 59 （総煎fil)

.. 1 69・6・l 彫器 N74 I l 40.0 l m-42-200 

.. 2 69-6-2 石刃 6 M67 8 (28.6} .. 南地分析資料X82

m-98 A 70-l 接合資料 4156.6 41 凩曜石1.5 2 6 （総煎fit)

m-99 l 71・l・l 剥片 Q68 2 (176.5) l 

Q68 7 + 

1 71-I -2 剥片 6 P69 11 (25.6) ，， 

7 P70 ， .. 
m-99 1 71-1 -3 剥片 ,, 071 5 150.3 + 

~ 072 3 ，， 

,. P70 12 5 

R67 13 1 

.. 1 71-I -4 剥片 072 I ， (289.5) 5 

Oi2 I 10 .. 
+ 2 71・1・5 溺片 6 P68 5 (9.9) .. 
.. 2 71・1・6 剥片 7 072 4 (48.9) .. 

Q69 2 .. 
~ 2 71・1・7 剥片 Q69 I 418.9 .. 

R68 7 み

ク 2 71-1 -8 剥片 7 071 7 (228.1) .. 
，， P70 8 .. 

072 I 3 .. 
m-1oc 3 71-l -9 剥片 P70 2 275.6 .. 

Q69 27 I 

.. 3 71・1 -10 剥片 6 R67 20 489.4 .. 

.. 4 71・1・11 剥片 7 Q70 18 (28.6) .. 
,, 4 71・l・12 剥片 ，， 070 11 (1町.4) 参

Q68 4 ＊ 

.. 4 71・1・13 剥片 7 072 5 (4.4) 5 

，， 4 71-I -14 剥片 P70 I 2 (56. 7) ~ 

... 4 72-1 -15 渕片 7 P'/0 11 (159.6) + 

P69 I 2 1 

72-I -16 渕片 R67 1 (9.6) + 

m-IOC 5 72-1-17 二次加工ある剥片 P67 I 3 (12.4) 5 m・44・226

m-101 6 72-1 -18 剥片 M68 I 6 07. l) ~ 

み 6 72-1 -19 剥片 6 M68 20 (7.6) l 

.. 6 72-1 -20 剥片 .. R66 5 (34.8) 5 

.. 6 72-1 -21 潟片 l.69 I 7 05.3) .. 

.. 6 72-1 -22 剥片 6 〇邸 l 18.5 .. 産地分析試料X56

.. 6 72-1 -23 刺片 み• R66 8 7.2 5 

.. 6 72・1・24 剥片 ~ P68 7 (26.0) ~ 

.. 6 72・l -25 剥片 ，， Q67 34 (5.4) l 

~ 6 72。 l・26 洞片 ， Q68 l (5.1) .. 
.. 7 72・1・Zl 剥片 Q68 22 (59.5) .. 

Q70 I 6 .. 
~ 8 72-1-28 石核 6 N68 1 1658.0 5 m-49・256 

m-102 A 73・l 接合資料 2387.3 35 焦曜石1・5 38 56 

.. I i4・1・I 剥片 6 Q67 23 6.7 I 

.. 2 74-1 -2 消片 P68 I 6 9.4 • 

.. 2 74-1-3 剥片 6 R66 84 2.7 .. 

.. 2 -I 74-1 -4 ナイフ形石器 .. M68 IO 6.2 .. m-36-lll 

，， 2 74・l・5 剥片 7 R70 114 04.2) .. 
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掲載遺物一覧

挿図 番号 図版・香サ 註種等 石註プロック 発掘区 園位 遺物番号 頂伍 接合点数 石質 母岩No 接合No 掲戟番号 偏 与

m・102 2 74-1 -6 剥片 6 Q6i 46 4.2 l 

.. 2 74・1・7 剥片 + P68 13 10.0 ，， 

.. 4 74・l・8 剥片 .. 噂 ， 3.0 ,,. 

~ 4 74・1・9 剥片 .. P67 31 4.7 .. 
+ 3 74・I・10 剥片 Q68 19 8.0 ，， 

+ 3 74・I・11 剥片 P68 I 5 12.6 ，， 

74・l・12 剥片 6 M68 25 (33.6) ，， 

74・1・13 剥片 ，， N69 2 (6.0) ，， 

，， R66 36 ，， 

m・102 5 74・I・14 石核 ，，， 070 I 37.0 ，' 

74・1・15 剥片 ，， 068 24 (42.0) ，， m・102・5と折れ接合

069 I 2 5 

R67 I 2 I 

m・1伍 6 74-1 -16 剥片 "' N69 13 (17.0) .. 
.. 7 74・1・17 石核 ，， M68 12 84.3 .. m-48・252 

74。l・18 剥片 .. P66 4 (124.4) + 皿・102・7と折れ接合｀発地分折拭料X79

74-l・19 剥片 1..69 I 5 149.4 ~ 

m -10.: 8 74・1・20 二次加工ある剥片 6 067 43 026.0) .. m-≪・231 

.. 臨 62 .. 

.. P67 101 .. 
+ ， 74・l・21 剥片 .. P66 6 972.0 .. 

~ Q66 I .. 
+ 10 75・1・22 剥片 .. Q67 47 (228.0) ,. 

.. 臨 18 .. 
.. 11 74・l・23 ナイフ形石器 .. 069 ， (3.2) * m-39-168 

.. 12 75・1・24 剥片 .. 啜 12 (88.0) ，， 

.. 067 10 ,, 

{, 069 30 ,, 

75・1・25 剥片 み R66 10 (61.0) .. 
.. R66 80 ~ 

m-101 A 72。2 接合資料 115.0 7 凩曜石4 15 24 （総誼Iii:)

... 1 -1 72-3 -l 剥片 T66 I l 17. 7 4 

.. l・2 72・3・2 刹片 6 R67 2 15.9 .. 
み 1・3 72・3・3 剥片 8 T65 5 6.1 '} 

+ 2 72・3・4 刹片 5 Q64 7 9.1 .. 
~ 3・1 72・3・5 剥片 8 T67 3 6.6 ~ 

~ 3・2 72・3・6 刹片 .. T67 11 11.4 + 

~ 4 72・3・7 石桟 T66 l 48.2 .. m-49・259 産地分折試料X60、水和附潤定試料W53

m・lOt A 69・7 接合資料 103.4 3 黒燿石 1 43 68 （総重塁）

,, 69・8・I 剥片 7 R70 17 (3.1) 1 

.. 69-8-2 剥片 .. R70 15 3.9 ，， 

.. 1 69・8・3 石核 8 函 41 96.4 み 日・48・255

m・1ほ A 75・2 接合資料 339.3 17 黙咀石 I 35 13 （総重且）

.. 1 75・3・1 剥片 T63 1 68.8 1 

75・3・2 剥片 U64 3 7. I * 
皿・1訳 2 75・3・3 刺片 6 Q66 

＂ 
29.5 .. 

" 2 75・3・4 剥I・ヤ み’ R66 57 (2.1) ~ 

+ 2 75・3・5 刺J¥・ U63 I I 31. 5 .. 
.,. 3 75・3・6 剥片 8 S67 5 15.6 .. 

75・3・7 剥片 S65 5 (6.2) .. 
皿・1ほ 3 75・3・8 剥片 S63 l 32.8 み

.. 3 75・3・9 剥片 867 I 3 (4.1) .. 

.. 4・1 75・3・10 ＝次加J:ある剥片 6 R66 15 11. 4 .. m-44-223 産地分析試料X76、水和屈潤定試料W54

.. 4 76・1・11 剥片 Q68 11 26.5 .. 
+ 4・2 76・1・12 二次加：r: ある剥片 8 U65 1 35.4 .. m-≪-224 

，， 5 76・1・13 刹片 6 R66 22 (1. 7) .. 
... 5 76・1・14 剥片 8 S68 7 28.1 .. 
，， 5 76・1・15 剥片 T65 1 31.1 .. 
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挿図 番号 図版・番号 器種等 石器プロック 発掘区 円位 遺物番号 llilil: 接合点数 石質 母岩No 接合No 掲戟番サ 偏 考

m-1os 5 76-l -16 剥片 S67 I 5 4.5 l 

.. 5 76-1-17 剥片 8 U65 2 2.9 '), 

m・106 A 76-4 接合資料 22.9 2 黒躍石 1 35 78 （総重Ji!:)

76-5 -1 剥片 8 T68 1 10.1 + 

m・106 1 76・5・2 二次加工ある剥片 R64 1 12.8 1 m-≪・225 

m-106 A 76-2 接合資料 23.0 3 黒濯石 l 35 32 （稔瓜丑）

.. 1 76・3・I ナイフ形石器 8 1'69 14 12.2 I m-33・81 

+ T69 15 .. 
76・3・2 剥片 .. T69 29 10.8 .. 

m-lO'i A 76-6 接合資料 920.8 19 凩咀石1-5 30 42 （総重伍）

77-l -l 剥片 S65 2 202.9 1 

77・1・2 剥片 R65 2 162.9 .. 
R65 3 .. 
S64 I 参

77-1 -3 剥片 面 I 1 (54.3) + 

m-IOi 1 77-1 -4 剥片 面 2 124.5 1 

.. 2 77・1 -5 剥片 T64 I 2 30.3 ゆ

.. 3 77-1 -6 剥片 8 U64 2 58.2 5 

.. U65 3 . 
U65 I 2 1 

77・1・7 剥片 T64 1 (5.4) + 

m -1'1l 4 77-l -8 二次加工ある剥片 S65 1 13.0 ~ m-44-222 

77-1 -9 剥片 8 T65 4 126.0 .. 
m・10'1 5 77-I -10 二次加工ある剥片 .. '1'1>7 6 45.0 .. 産地分析試料X71

77・l・ll 剥片 5 Q64 1 26.9 + 

77・1・12 剥片 6 Q66 2 14.6 .. 
77・1・13 剥片 8 S67 I 2 (17.0) 参

77・1・14 剥片 臨 2 (25. 7) .. 
77・1・15 剥片 S63 2 14.1 .. 

※ 表2・3の「層位」の空白はn層出土の点取り遺物を意味し、「n」と記されているものは、 Il層の一括遺物

であることを示している。

表 4 I層（表土）掲載遺物一覧

挿 図 1図版 1番号 1 器種名 1石器プロック 1発掘区 1層位 1遺物番号 1長さCc:i>I幅(ml I厚さCmll瓜旦Cg>I 石質 1母岩番号 1接合番号 I m 考

m-1os 石鏃

M弓十｛ :::: I~-: I ::: I ,~::) I 黒~~3
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写真図版



図版 1 航空写真 (1)
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1 北大雪連蜂 （北束から）

2 湧別川右岸の河成段丘 （東から）



図版 2航空写真 (2)

1 三角地帯と白滝村市街 （南西から）

2 白滝村市街と北大雪連峰 （東から）



図版 3 航空写真 (3)

1 赤石山山頂と八号沢 （北から）

2 赤石山山頂と幌加沢 （北から）



図版4航空写真 (4)

上白滝 7遺跡 （南西から）

2 上白滝6・7遺跡 （兵I:から）



図版5 範囲確認調査状況

3 上白滝8遺跡
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7 上白滝 6遺跡調査前 8
 



図版6範囲確認・ 立会調査の石器 (1)
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図版 7 範囲確認 ・立会調査の石器 (2)
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図版 8範囲確認・立会調査の石器 (3)

37 

n
 
“ 

｀
 

~ 
39 

贔

雙←一,,,.~ 贔
40 

．、濯 :pl 
鵬

. 
・-
園

‘
・
:
a
 ヽ‘‘`

 ＇ 

•9 .̂ 

，
 

9
.
9
 

,‘
 

t̀
r 
ヽ
J

.

．． 

’̀ 

r-
ヽ

．ヽ
．

．

 
·• 

•

ヽ
・

ー

・

;

9

.

‘

、

，
 

F

i

 
[
 

ヽ

•

F, 

一

．ヽァ

ー”ロ

`
心
,
.

，

•. 

t
 

.
9
 

．．
 ̀i遍

一ク
r
}

—-

｀
汀

'

↓べ

．．
 
I
 

•'、 一

,
 

••• 

‘‘
 

＼
・
‘,
'
 f

↓
 

1
5

、

A

□
 

p.

-

．

ゞ

‘

-n..., ．． 
＂
1
i
i
‘
 

、一

‘̀ 

・‘

°

・
,

J

I

'

 

』
•

,
‘"＼ 

ヽ

．

ン

“'、
9

，
 
，
 

I

-

ヽ

9
.
 

層

＇ 
ぞ

ヽ

二~~ ., •. 
・" ... 

-,;,.,,:,,.., -
" . 

t 
')  • ,·J• -,., 
i . 壕 .:... 

, . .;;:: .. , 

，．  
,＇‘‘ 9 、し

・、
ヽ
'"" .... ・

＂ ヽ’累；，、
'I 

• t
 

囀
霞.

J
 

論
．

,

9

 ＇ ~ 
呵！！ -....i 

奥白滝 7. 奥白滝11・12遺跡 (33-38:奥白滝 7 、39-~3 : 奥白滝ll・12) 



図版9範囲確認・立会調査の石器 (4)
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図版10範囲確認 ・立会調査の石器 (5)
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図版11 範囲確認・立会調査の石器 (6)
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図版12範囲確認・立会調査の石器 (7)
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図版13範囲確認・立会調査の石器 (8)
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図版14調査状況 (1)

1 25%調査 （東から）

2 25%調査 (1ti11りから）



図版15調査状況 (2)

ユ疇胃
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1 25%調査 （南東から）

2 包含 層詞査 (1ll西から）



図版16調査状況・土層



図版17達物出土状況 (1)
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ブロック 1(北東から）

2 ブロ ック3(iiiから）



図版18遺物出土状況 (2)

嗣

炉

..,Jl!!. 璽：

ブロック 3(南東から）

2 ブロック 2 尖頭器 （南東から）

4 ブロック 3 石核 （北東から）

3 ブロック 3 尖頭器 (1'りから）

5 プロック 2



図版19進物出土状況 (3)
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ブロック6{R66区 rtiから）

2 プロック 6(069区 北西から）



図版20遺物出土状況 (4)



図版21遺物出土状況 (5)
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2 プロック 8 石核 (I吐沼19・ 接合28、母岩31・接合43 西から）



図版22遺物出土状況 (6)

1 ブロック7 (R69R Iii東から）

2 ブロ ック7 ナイフ形石器のまとま り (R69区 1h東から）



図版23造物出土状況 (7)
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図版24造物出土状況 (8) ・完掘状況
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図版25ブロック 1の石器
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図版26ブロ ック2・3の石器 (1)
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図版27ブロ ック2・3の石器 (2)
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図版28ブロック2・3の石器 (3)
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図版29ブロック 2・3の石器 (4)
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図版30ブロック 4......,10の石器 (1)
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図版31 ブロ ック4"'10の石器 (2)
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図版32ブロ ック4,_,,oの石器 (3)
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図版33 ブロ ック 4~10の石器 (4)

想
直―-

＂ 
＇ 

因
113 

114 

117 ＇
 

‘ 

凰
塁墨

E
 

鳳

｀ 

124 123 125 

1 ナイフ形石器



図版34ブロック4,.._,10の石器 (5)
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図版35 ブロ ッ ク 4~10の石器 ( 6 )
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図版36ブロ ック4,..__,10の石器 (7)
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図版37ブロック4r-.J10の石器 (8)
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図版38ブロック 4,.._,10の石器 (9)
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図版39ブロ ック4,-.; 10の石器 (10)
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図版40ブロック 4-10の石器 (11)
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図版41 ブロ ック4,.._,10の石器 (12)
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図版42ブロック 4,.._,10の石器 (13)
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図版43ブロ ック 4"--10の石器 (14)
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図版44ブロック 4,-.,Jl 0の石器 (15)

-i 

母岩 1. 接合 1 (1) 接合資料

重 に-
一3

 

2 母岩 1 • 接合 1 (2) 剥片



図版45ブロ ック4,.,_,10の石器 (16)
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図版46ブロ ック4-10の石器 (17)
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2 母岩36・接合54(2) 石刃、石刃核、剥片



図版47 ブロック 4~10の石器 (18)
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母岩37・接合55(1)、母岩33・接合46(1) 接合資料



図版48 ブロ ッ ク 4~,oの石器 ( 19)
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1 母岩37・I妾合55(2) 縦長剥片、 剥片



図版49ブロ ック4,.._,10の石器 (20)
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2 母岩33・接合46(2) ナイフ形石器、石核等



図版50ブロック 4,.._,10の石器 (21)
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図版51 ブロ ッ ク 4~10の石器 (22 )
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1 母岩27・接合39(2) 石刃、縦長剥片、剥片



図版52ブロ ック4,-..;10の石器 (23)
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1 母岩27・接合39(3〉 石刃、縦長剥片、石刃核



図版53ブロ ック4-10の石器 (24)
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図版54ブロ ック4,...,,oの石器 (25)
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図版55ブロック 4,....,,oの石器 (26)
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図版56ブロ ック4"-JlOの石器 (27)
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1 母岩25・接合34(2) ナイフ形石器、石刃等



図版57ブロ ック4......,10の石器 (28)
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図版58ブロ ック4,-.JlOの石器 (29)
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図版59ブロ ック4,_,, 0の石器 (30)
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図版60ブロ ック 4,..._,10の石器 (31)
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図版61 ブロ ック4-10の石器 (32)
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5 母岩20・接合29(2) ナイフ形石器、石刃等



図版62ブロ ック 4,.._,10の石器 (33)
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2 母岩42・接合72(1) 接合資料
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3 母岩42・接合72(2) ナイフ形石器、掻器等



図版63ブロ ック4,.._,10の石器 (34)

母岩19・ 接合28(1) 接合資料 2 母岩 4 • 接合 8 (1) 接合資料

念
3 母岩 4・接合 7 (1) 接合資料

鳥
4 母岩44・接合66(1) 接合資料



図版64ブロック4,.._,10の石器 (35)
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図版65ブロ ック4r,JlOの石器 (36)
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2 母岩26・接合37(1) 接合資料

4 母岩34・接合48(1) 接合賓料

10 
~9 

1 母岩44・接合66(2) ナイフ形石器、掻器等
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3 母岩26・接合37(2) 石刃核、剥片
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5 母岩34・ 接合48(2) ナイフ形石器、掻器等



図版66 ブロック 4~,oの石器 (37)
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2 母岩22・接合33(1) 接合資料
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3 母岩28・接合83(2) 石刃核、縦長剥片等
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 4 母岩22・接合33(2) 石刃核、剥片



図版67ブロ ック 4,...,10の石器 (38)

1 母岩18・ 接合27(1) 接合資料
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3 母岩31・接合43(1) 接合資料



図版68ブロ ック4""'10の石器 (39)
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1 母岩31・接合43(2) 石刃核、石刃等

2 母岩 5・接合11(1) 接合資料
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3 母岩 5・接合11(2) 石核、縦長剥片等
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4 母岩 5・接合12(1) 接合査料 5 母岩 5 • 接合12(2) ナイフ形石器、石刃等



図版69ブロ ック4,..._,10の石器 (40)
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1 母岩34・ 接合58(1) 接合資料 2 母岩34・接合58(2) ナイフ形石器、彫器等

3 母岩48・接合70(1) 接合査料 4 母岩48・接合70(2) ナイフ形石器、剥片

5 母岩59・接合59(1) 接合査料 6 母岩59・ 接合59(2) 彫器、石刃
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7 母岩43・接合68(1) 接合査料 8 母岩43・接合68(2) 石核、剥片



図版70ブロック 4,_,10の石器 (41)
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図版71 ブロ ック 4~10の石器 (42)
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図版72ブロック 4-10の石器 (43)
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1 母岩2 • 接合 6 (3) 二次加工ある剥片、石核等
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2 母岩15・接合24(1) 接合資料 3 母岩15・接合24(2) 石核、剥片



図版73ブロック 4,....,, 0の石器 (44)

母岩38・ 接合56(1) 接合資料



図版74ブロ ック 4,-.JlOの石器 (45)
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図版75ブロ ック4,..__,10の石器 (46)
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1 母岩38・接合56(3) ナイフ形石器、石核等
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2 母岩35・接合13(1) 接合資料
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3 母岩35・接合13(2) 二次加工ある剥片、剥片



図版76ブロ ック 4,._,10の石器 (47)
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母岩35・ 接合13(3) 二次加工ある剥片、剥片
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2 母岩35・接合32(1) 接合資料 4 母岩35・ 接合78(1) 接合資料
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3 母岩35・接合32(2) ナイフ形石器、剥片 5 母岩35・ 接合78(2) 二次加工ある剥片、剥片

6 母岩30・接合42(1) 接合資料



図版77ブロ ック4-10の石器 (48)
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1 母岩30・接合42(2) 二次加工ある剥片、剥片
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2 母岩62・接合89(1) 接合資料 3 母岩62・接合89(2) 石核、縦長剥片
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